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.NETモニタリング
WhaTapの.NETアプリケーションモニタリングは、.NETフレームワーク4.6.1バージョンに対応しており、.NETによる
ウェブアプリケーションサーバモニタリングサービスを提供します。

.NETフレームワークアプリケーションをモニタリングできます。IIS、Console、サービス、ウィンドウアプリケーシ
ョンをモニタリングします。DB Query、外部呼び出しを追跡して、呼び出しが遅延しているかを見つけることができ
ます。

WhaTapアプリケーションのモニタリングは、障害を再現することなく、リアルタイムでモニタリングできます。

主な機能

• リアルタイムなトランザクションモニタリング

WhaTapは、現在進行中のトランザクションの実行状況をリアルタイムで表示します。すべてのアプリケーションの
問題は、進行中のトランザクションの増加で現れます。増加した瞬間に実行中のSQL、外部呼び出し、Methodをす
ぐに確認できることで問題を早く認識して分析することができます。

• トランザクション性能の詳細分析

WhaTapは、すべてのトランザクションの実行履歴を収集して分析できます。トランザクションの性能は、SQLや
HTTPコールだけでなく、メソッドレベルまで追跡できます。

• AIを活用した応答時間分布パターン分析

WhaTapは、特定のパターンをマシンラーニングで自動的に認識して通知アラートを生成し、システム運用者が気
づいていない問題もお知らせします。オンプレミス環境でも提供しており、適用範囲は別途契約により定めます。
出願番号：10-2020-0037381

• 事後分析(Cube)

時間を軸にしてさまざまな指標を一度に確認できます。応答時間、エラー件数、スループットなどが高い時間帯を
特定することで、同時間帯における問題要素を特定したり、サービスの状況を正確に把握することができます。

動作方式

ドットネットプログラムの場合、コンパイル後に中間言語(Microsoft Intermediate Language、MSIL)形式でexeまたは

.NETモニタリング



dlファイルに変換されます。これを共通言語ランタイム(Common Language Runtime、CLR)にあるJIT(Just-In-Time)
コンパイラによってネイティブコードに変換されます。WhaTapは、ドットネットフレームワークで提供するトレーデ
ィングAPIを使用して実行中のアプリケーションをモニタリングします。

プロファイリングアーキテクチャ

ドットネットモニタリングサービスを使用するには、モニタリング対象アプリケーションにモニタリングエージェント
をインストールする必要があります。エージェントは、ウィンドウにインストール可能なインストーラーとして提供し
ます。

インストールを完了すると、WindowsサービスにWhaTapエージェントが自動的に登録されます。

.NETモニタリング
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はじめに
WhaTapモニタリングは次の手順で開始します。

ステップ1. 会員登録
ステップ2. 製品選択
ステップ3. プロジェクト作成
ステップ4. アクセスキー確認

その後、サポート環境を確認してからエージェントのインストール手順に進みます。

会員登録

WhaTapモニタリングサービスを利用するには、まず会員登録が必要です。 会員登録に関する詳細は、アカウント管理
> 会員登録ドキュメントを参照してください。

製品選択

1. WhaTapモニタリングサービスにログインします。

2. プロジェクト全体 > Projectボタンをクリックします。

3. 商品選択画面でモニタリングするGo製品を選択してから作成ボタンをクリックしてください。

プロジェクト作成

モニタリングする製品を選択したら、エージェントをインストールする前にまずプロジェクトを作成します。

1. プロジェクト作成画面でプロジェクトを作成するには、次の項目を入力または選択してください。

• プロジェクト名(必須): プロジェクト名を入力します。

• データサーバーリージョン(必須): データサーバーが位置するリージョン(地域)を選択します。リージョン
はクラウドサービスを提供するデータセンターのグループです。選択したリージョンにユーザーのデー
タが保存されます。

はじめに
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• プロジェクトタイムゾーン(必須): アラートおよびレポート生成時の基準となる時間を設定します。

• 通知言語の設定(必須): プロジェクトで発生する警告通知メッセージの言語を設定します(韓国語、英語対
応)。

• プロジェクトグループ: 複数のプロジェクトをグループにまとめて管理できます。所属するグループがあ
れば選択してください。

• プロジェクト説明: プロジェクトに関する追加説明を入力します。

2. すべての設定を完了したらプロジェクトを作成するボタンをクリックしてください。

組織を選択した状態でプロジェクトを追加する場合、組織下位のグループを必須で設定する必要がありま
す。 グループに関する詳細は、次のドキュメントを参照してください。

アクセスキー確認

アクセスキーは、WhaTapサービスを有効化するための固有IDです。

インストールガイドセクションでプロジェクトアクセスキーの発行ボタンを選択してください。アクセスキーを自動的
に発行した後、次のステップに進みます。

プロジェクトを作成すると、自動的にエージェントインストールページに移動します。エージェントインス
トールページに移動しない場合は、画面左側のメニューから管理 > エージェントインストールを選択してく
ださい。

はじめに

8

https://docs.whatap.io/ja/project/group


サポート環境
エージェントをインストールする前に、.NET の対応環境を確認してください。

最終更新日: 2026-01-20

.NET Framework

対応バージョン

プラットフォーム 対応バージョン

.NET Framework 4.61 ～ 4.8

オペレーティングシステム

OS 最小バージョン

Windows Server 2012 以上

Web サーバー

サーバー 最小バージョン

IIS 8.0 以上

サポート環境



Web フレームワーク

ライブラリ 対応可否

ASP.NET MVC (IIS) ✅

ASP.NET Web API 2 (IIS) ✅

ASP.NET Web Forms (IIS) ✅

ASMX Web Service ✅

WCF ✅

データベース

データベース ドライバ

SQL Server System.Data.SqlClient

SQL Server Microsoft.Data.SqlClient

MySQL MySql.Data

MySQL MySqlConnector

PostgreSQL Npgsql

Oracle Oracle.ManagedDataAccess

SQLite System.Data.SQLite

Redis ServiceStack.Redis

Redis StackExchange.Redis

サポート環境
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データベース ドライバ

MongoDB MongoDB.Driver.Core

その他のライブラリ

カテゴリ ライブラリ

外部呼び出し HttpWebRequest, HttpClient, WebRequest, WebClient

.NET Core

対応バージョン

プラットフォーム 対応バージョン

.NET Core 6, 7, 8, 9

オペレーティングシステム

OS 最小バージョン

Windows Server 2012 以上

Linux Ubuntu 20.04 以上

サポート環境
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Web サーバー

サーバー 最小バージョン

IIS 8.0 以上

Kestrel -

Web フレームワーク

ライブラリ 対応可否

ASP.NET Core ✅

データベース

データベース ドライバ

SQL Server System.Data.SqlClient

SQL Server Microsoft.Data.SqlClient

MySQL MySql.Data

MySQL MySqlConnector

PostgreSQL Npgsql

Oracle Oracle.ManagedDataAccess.Core

SQLite Microsoft.Data.Sqlite

Redis ServiceStack.Redis

サポート環境
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データベース ドライバ

Redis StackExchange.Redis

MongoDB MongoDB.Driver.Core

その他のライブラリ

カテゴリ ライブラリ

外部呼び出し HttpClient

サーバー対応環境の分析方法

分析ツールのダウンロード

エージェントをインストールするサーバーの対応環境を確認するため、分析ツールをダウンロードしてくだ
さい。

• WhaTapDotnetScan.exe

• WhaTapDotnetScan.zip

サーバー実行環境の確認

1. ダウンロードした分析ツールを実行します。

2. Caption 項目で、Windows Server のバージョンが 2012 以上であることを確認してください。

サポート環境
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3. IIS Version、.NET Framework Version 項目で、IIS が 8.0 以上、.NET Framework が 4.6.1 以上である
ことを確認してください。

アプリケーション実行環境の確認

利用しているアプリケーションのバージョンを確認するため、IIS Manager を開き Application Pools をクリックして
ください。Application Pools の一覧から、対象アプリケーションが使用しているプールの .NET バージョンが 4.0 に
設定されていることを確認します。

サポート環境
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共通サポート環境

サービス提供形態

WhaTapモニタリングは、SaaSまたはオンプレミス（インストール型）方式でご利用いただけます。どちらを選択して
も、同じエージェントで同じモニタリング機能をご利用いただけます。

Deployment Support Description

SaaS ✅
WhaTapが運用する収集サーバーに接続。リージョン別アドレスはファイアウ
ォール項目を参照

オンプレミス（インストー
ル型）

✅
収集サーバーを自社で構築して運用（閉域網環境に対応）。導入範囲は営業
担当者と協議

サポート環境
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インターネットに接続しない閉域網環境でも、オンプレミスで構築できます。

提供形態による機能の違い

どの形態を選択しても、モニタリング機能は同じです。モバイルアプリのみが例外で、service.whatap.io SaaSでのみ
ご利用いただけます。

オンプレミス環境で一部の機能をご利用いただくには、別途契約が必要です。

対応ブラウザ

WhaTapモニタリングサービスは、ウェブブラウザとモバイルアプリで利用できます。

Webブラウザ 推奨 対応バージョン

Google Chrome O 111以降

Mozilla FireFox X 最新バージョン

Edge X 最新バージョン

Safari X 最新バージョン

サポート案内

• ブラウザの互換性および性能の観点から、Chrome の最新バージョンの使用を推奨します。

• ユーザーインターフェース（User Interface, UI）は HTML5 標準技術で実装されているため、Internet
Explorer はサポートしていません。

制約事項

WhaTap の Web インターフェースはモバイルブラウザをサポートしていません。モバイル端末から WhaTap
にアクセスするには、Android または iOS 用の WhaTap アプリをインストールしてください。WhaTap モバ

サポート環境
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イルアプリはモバイル環境に最適化されています。WhaTap モバイルアプリの詳細については、こちらのド
キュメント を参照してください。

ファイアウォール

WhaTap エージェントは、収集サーバーの TCP 6600 ポートにアクセスできる必要があります。監視対象に最も近い収
集サーバーのアドレスを許可してください。

出発地：WhaTapエージェント

クラウド 目的地 目的地IP ポート番号

AWS

WhaTapソウル収集サーバー 13.124.11.223 / 13.209.172.35 TCP 6600

WhaTap東京収集サーバー 52.68.36.166 / 52.193.60.176 TCP 6600

WhaTapシンガポール収集サーバー 18.138.0.93 / 18.139.67.236 TCP 6600

WhaTapジャカルタ収集サーバー 108.136.91.69 / 108.137.158.44 TCP 6600

WhaTapタイ収集サーバー 43.209.109.219 / 43.209.48.86 TCP 6600

WhaTapムンバイ収集サーバー 13.127.125.69 / 13.235.15.118 TCP 6600

WhaTapカリフォルニア収集サーバー 52.8.223.130 / 52.8.239.99 TCP 6600

WhaTapバージニア収集サーバー 107.23.220.101 / 54.236.221.105 TCP 6600

WhaTapフランクフルト収集サーバー 3.125.142.162 / 3.127.76.140 TCP 6600

Azure
WhaTapソウル収集サーバー 52.231.66.38 / 20.194.5.115 TCP 6600

WhaTap東京収集サーバー 52.246.169.54 / 20.210.27.232 TCP 6600

Kakao WhaTapソウル収集サーバー 61.109.237.237 / 61.109.238.166 TCP 6600

サポート環境
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エージェントから収集サーバーに直接接続できない場合は、提供するProxyモジュールを使用して経由します。

モバイルアプリ

WhaTap モバイルアプリは、Android および iOS 環境をサポートしています。リンクへ移動するか、QR コードをスキ
ャンして WhaTap アプリをインストールできます。モバイルアプリの詳しい説明は、次の文書を参照してください。

サポート環境
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iOS Android

iOS 12バージョン以降 Android 5.0バージョン以降

サポート環境
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エージェントのインストール
WhaTap モニタリングを使用するには、会員登録後にプロジェクトを作成すると、エージェントのインストールを開始
できます。会員登録の詳細については、アカウント管理 > 会員登録を参照してください。

会員登録が完了したら、ご使用の OS（Windows または Linux）に合ったインストールガイドに移動してエージェント
をインストールしてください。

Windows

.NET 環境のアプリケーションサーバーにエージェント Windows バージョンをインストールする方法を提供します。

Linux

.NET 環境のアプリケーションサーバーにエージェント Linux バージョンをインストールする方法を提供します。

エージェントのインストール

https://service.whatap.io/account/create?lang=ja
https://docs.whatap.io/ja/account/account-manage


Windows
プロジェクトを作成するには、事前に WhaTap アカウントで会員登録が必要です。会員登録を完了してからプロジェ
クト作成を進めてください。

プロジェクト作成

エージェントをインストールする前にプロジェクトを作成してください。

1. WhaTapモニタリングサービスにログインしてください。

2. 左側のサイドメニューで プロジェクト全体 > + Project ボタンをクリックします。

3. 商品選択 画面でインストールする製品を選択します。

4. 以下の項目を入力または選択します。

• プロジェクト名：プロジェクト名を入力します。

• データサーバーリージョン：データサーバーの設置されているリージョンを選択します。リージョンと
は、クラウドサービスを提供するデータセンターの集合体です。選択したリージョンにユーザーデータ
が保存されます。

• プロジェクトタイムゾーン：アラートおよびレポート生成時の基準となる時刻を設定します。

• 通知言語の設定：アラート通知メッセージの言語を設定します。（韓国語、英語に対応）

• プロジェクトグループ：複数のプロジェクトをグループとしてまとめて管理できます。所属するグループ
がある場合は選択してください。

• プロジェクト説明：プロジェクトに関する補足説明や詳細情報を入力します。

5. すべての設定が完了したら、プロジェクトを作成する ボタンをクリックします。

組織を選択してプロジェクトを追加する場合は、組織下位のグループを必須に設定する必要があります。

グループに関する詳細は、次のドキュメントを参照してください。

Windows
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アクセスキーの確認

アクセスキーは、WhaTapサービスを有効にするための固有IDです。

インストール手順セクションでプロジェクトアクセスキーの発行ボタンをクリックします。 アクセスキーを自動的に
発行した後、次のステップを進みます。

プロジェクトを作成すると、自動的にエージェントインストールページに移動します。 エージェントインス
トールページが移動しない場合は、画面左側のメニューから管理 > エージェントインストールを選択しま
す。

エージェントのダウンロード

アクセスキーを発行されると、エージェントファイルのダウンロードセクションのダウンロードボタンが有効になりま
す。EXE ダウンロードまたは ZIP ダウンロードボタンを選択してエージェントインストールファイルをダウンロードし
てください。

• セキュリティ設定により .exe 形式のファイルをダウンロードできないユーザーのために、.zip 形式のファイルも提
供しています。

• サーバーのセキュリティのため、ブラウザから直接インストールするよりもダウンロードしたインストールファイ
ルを実行することをお勧めします。

エージェントのインストール

1. ダウンロードしたインストールファイルをダブルクリックして実行してください。

2. 画面の案内に従い、License Key 項目にアクセスキーを、WhaTap IP 項目に WhaTap サーバー IP を入力し
てください。

WhaTap モニタリングサービスのプロジェクト作成画面からアクセスキーと WhaTap サーバー IP の値をコピ
ーできます。

Windows
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.NET インストール - 01

3. Next ボタンをクリックしてください。

4. 次の画面で Install ボタンをクリックしてください。インストールが進行します。

5. Finish ボタンをクリックしてインストールを完了してください。

エージェントはモニタリング情報を収集するためのトレーサーと、収集した情報をサーバーに送信するためのファイル
で構成されています。エージェントファイルの詳細については以下を参照してください。

whatap

モニタリングの開始

アプリケーションサーバーを再起動すると、エージェントが情報収集を開始します。エージェントのアップデートの詳
細はこちらのドキュメントを参照してください。

Windows
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Linux
プロジェクトを作成するには、事前に WhaTap アカウントで会員登録が必要です。会員登録を完了してからプロジェ
クト作成を進めてください。

プロジェクト作成

エージェントをインストールする前にプロジェクトを作成してください。

1. WhaTapモニタリングサービスにログインしてください。

2. 左側のサイドメニューで プロジェクト全体 > + Project ボタンをクリックします。

3. 商品選択 画面でインストールする製品を選択します。

4. 以下の項目を入力または選択します。

• プロジェクト名：プロジェクト名を入力します。

• データサーバーリージョン：データサーバーの設置されているリージョンを選択します。リージョンと
は、クラウドサービスを提供するデータセンターの集合体です。選択したリージョンにユーザーデータ
が保存されます。

• プロジェクトタイムゾーン：アラートおよびレポート生成時の基準となる時刻を設定します。

• 通知言語の設定：アラート通知メッセージの言語を設定します。（韓国語、英語に対応）

• プロジェクトグループ：複数のプロジェクトをグループとしてまとめて管理できます。所属するグループ
がある場合は選択してください。

• プロジェクト説明：プロジェクトに関する補足説明や詳細情報を入力します。

5. すべての設定が完了したら、プロジェクトを作成する ボタンをクリックします。

組織を選択してプロジェクトを追加する場合は、組織下位のグループを必須に設定する必要があります。

グループに関する詳細は、次のドキュメントを参照してください。

Linux
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アクセスキーの確認

アクセスキーは、WhaTapサービスを有効にするための固有IDです。

インストール手順セクションでプロジェクトアクセスキーの発行ボタンをクリックします。 アクセスキーを自動的に
発行した後、次のステップを進みます。

プロジェクトを作成すると、自動的にエージェントインストールページに移動します。 エージェントインス
トールページが移動しない場合は、画面左側のメニューから管理 > エージェントインストールを選択しま
す。

エージェントのダウンロード

アクセスキーを発行されると、エージェントファイルのダウンロードセクションのダウンロードボタンが有効になりま
す。TAR.GZ ダウンロードボタンをクリックしてエージェントインストールファイルをダウンロードしてください。

エージェントのインストール

1. ダウンロードしたファイルを解凍してください。

tar -xzvf whatap_dotnet_linux.tar.gz

2. 解凍後、インストールスクリプトを実行してください。ライセンスキーと収集サーバーアドレスが必要で
す。

sudo ./install.sh <ライセンスキー> <収集サーバーアドレス>

インストールスクリプトは whatap_dotnet_linux.tar.gz に含まれています。

whatap

Linux
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モニタリングの開始

アプリケーションサーバーを再起動すると、エージェントが情報収集を開始します。エージェントのアップデートの詳
細はこちらのドキュメントを参照してください。

Linux
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インストールチェックリスト
.NET エージェントのインストール後に問題が発生した場合、状況に合った項目を確認して解決できます。

Windows

サービス動作の確認

WhaTap.NET サービスが正常に登録されており、動作（実行中）状態であるか確認してください。

管理者権限で services.msc コマンドを実行するか、コントロールパネルのサービスアイコンをダブルクリックして
Services マネージャーを開いてください。

Windows Service マネージャー

WhaTap .NET サービスは収集したモニタリングデータを WhaTap サーバーに送信します。エージェント関連のログは
C:\Program Files\WhaTap .NET\logs および C:\ProgramData\WhaTap\dotnet\logs パスで確認してください。

.NET エージェントのインストール後に問題が発生した場合は、次の項目を確認して問題を解決してください。問題が
解決しない場合は support@whatap.io にお問い合わせください。またはサービス画面の右上にある ボタンをクリ
ックすると表示されるチャット画面から追加サポートを受けることができます。

エージェントのログファイルの場所

メールまたはチャット画面からお問い合わせの際、エージェントのログファイルが必要になる場合がありま
す。

• C:\Program Files\WhaTap .NET\logs

• C:\ProgramData\WhaTap（このパスが存在しない場合は無視してください。）

すべてのデータが収集されない場合

すべてのウィジェットでデータが収集されない場合は、次の事項を確認してください。

• エージェント設定用の whatap.conf ファイルにプロジェクトのアクセスキーと収集サーバー情報が正しく入力され

インストールチェックリスト

mailto:support@whatap.io


ているか確認してください。

• 対象サーバーのファイアウォール設定を確認してください。アウトバウンド接続のために 6600 ポートが開放され
ている必要があります。

ヒットマップ情報が収集されない場合

ヒットマップ情報が正常に収集されない場合は、ユーザーのアプリケーションの対応環境を確認してください。.NET
アプリケーションモニタリングの対応環境については、こちらのドキュメント を参照してください。

サーバーの .NET バージョンが対応環境に該当していても、アプリケーションのバージョンが .NET Framework 4.5 以
上でない場合は、モニタリング用のデータ収集が正常に動作しないことがあります。

対応範囲が確認できない場合、または対応対象の場合

対象アプリケーションの web.config ファイルを support@whatap.io に送付してお問い合わせください。可能であれ
ば、プロジェクトファイル（.csproj）も送付することをお勧めします。

システム環境変数の確認

1. sysdm.cpl コマンドを実行してシステムのプロパティウィンドウを開いてください。

2. 詳細設定 > 環境変数をクリックして、システム環境変数が正しく登録されているか確認してください。

Windows システム環境変数

3. システム環境変数はエージェントのインストール時に自動的に登録されます。次の内容が登録されているか
確認してください。

• WHATAP_APP_TYPE = 7

WhaTap サーバーと通信するエージェントの種類を示す固定値です。

• WHATAP_DOTNET_HOME = C:\Program Files\WhaTap .NET

WhaTap プログラムのホームパスです。

• WHATAP_DOTNET_TRACE = 1

インストールチェックリスト
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モニタリングデータ収集機能を有効化します。

GAC の確認

エージェントのインストール時に DLL ファイルが GAC に自動的に登録されます。C:\Windows\Microsoft.NET\
assembly\GAC_MSIL パスで登録されたファイルを確認してください。

📄 Sigil

📄 Microsoft.Diagnostics.NETCore.Client

📄 Microsoft.Diagnostics.Runtime

📄 System.Diagnostics.DiagnosticSource

📄 System.Memory

📄 Whatap.Startup

📄 Whatap.Loader

📄 Whatap.Tracer

GAC の手動削除

エージェントをアンインストールしても、GAC に登録されたデータは自動的には削除されません。必要な場
合は、C:\Windows\Microsoft.NET\assembly\GAC_MSIL パスから直接削除してください。

インストールチェックリスト
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Linux

環境変数の確認

install.sh のインストールを通じて5つの環境変数が設定されます。

• WHATAP_DOTNET_HOME = "/usr/whatap/agent/dotnet"

• CORECLR_ENABLE_PROFILING = "1"

• CORECLR_PROFILER = "{21CAE18A-4E44-4578-83FD-0576AAA47E68}"

• CORECLR_PROFILER_PATH = "/usr/whatap/agent/dotnet/Whatap.ClrProfiler.so"

• DOTNET_STARTUP_HOOKS = "/usr/whatap/agent/dotnet/Whatap.Startup.dll"

インストールファイルの確認

インストール後、/usr/whatap/agent/dotnet パスにファイルが生成されます。

📄Whatap.ClrProfiler.so ネイティブ CLR プロファイラー

📄whatap_dotnet GO モジュールデーモン実行ファイル

📄Whatap.Tracer.dll .NET トレーサー

📄Whatap.Loader.dll .NET ローダー

📄Whatap.Startup.dll .NET Startup Hook

📄whatap.conf エージェント設定ファイル

📄whatap.env systemd 用環境変数ファイル

📄 VERSION エージェントバージョン記載用ファイル

🗂 logs/ エージェントログディレクトリ

インストールチェックリスト
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設定
WhaTapエージェントは、エージェントごとに必要な設定をwhatap.confファイルに書き込みます。エージェントは、
環境変数を使用して設定ファイルを見つけて読み込みます。ユーザーの利便性を高めるため、WhaTapモニタリングサ
ービスは、エージェント設定機能を提供します。

サービス画面でエージェントを設定する

ホーム画面 > プロジェクト選択 > 管理 > エージェント設定

モニタリング対象サーバーにあるwhatap.confファイルを修正することなく、WhaTapモニタリングサービスからエー
ジェント設定のオプションを追加または修正、削除することができます。また設定ファイルのダウンロードボタンをク
リックしてwhatap.confファイルをダウンロードできます。

• この機能は、修正権限を持つメンバーのみ利用できます。修正権限のないメンバーは、設定内容の表示のみ可能で
す。

• オプション値として設定できる形式は次のとおりです。

◦ Boolean形式の値は、 true または false を選択します。

◦ 数値の値は数字のみ入力できます。

◦ テキスト(String) 形式の値を入力または修正する場合は、オプションの説明を詳しく確認してください。

• 修正できないオプションは選択できません。（例、 license ）

• 追加または修正、削除したオプションによっては、エージェントの再起動が必要になる場合があります。

• アプリケーションの種類やエージェントのバージョンによって、適用できるオプションキーが異なる場合がありま
す。

設定
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オプションを追加する

1. エージェントリストからオプションを追加する エージェントを選択します。

2. オプション作成から追加するオプションを選択します。

• 検索で追加するオプションを確認できます。テキストを入力すると、一致するオプションをフィルタリ
ングします。

• 直接入力を選択すると、オプションキーと値を入力できます。

3. 選択したオプションキーの説明と既定値を確認し、設定値を入力します。

設定
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• 選択したオプションをキャンセルするには ボタンを選択します。

• オプションを追加設定するには追加するボタンを選択し、上記2の手順を繰り返します。

4. 必要なすべてのオプションを追加した場合は、画面右上の適用ボタンを選択します。

選択したオプションと設定値をエージェントに適用します。

• 変更内容を初期化するには、画面右上の ボタンを選択します。

• オプション値に何も入力せずに適用ボタンを選択すると、該当オプションを削除します。

• すでに追加したオプションは、オプション一覧から選択することはできません。

• アプリケーションの種類やエージェントのバージョンによって、適用できるオプションキーが異なる場合
があります。

• 例として提供された画像は、アプリケーションの種類やエージェントによって異なる場合があります。

設定
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オプションを修正・削除する

1. 画面を上下にスクロールするか、左側のオプション一覧から修正または削除するオプションを選択します。

2. 変更するオプションから目的の値を選択または修正してください。オプションを削除するには ボタンを選
択します。

3. 変更した事項を適用するには適用ボタンを選択します。

• 画面の上部に移動するには、 オプション追加への移動ボタンを選択します。

• オプション値に何も入力せずに適用ボタンを選択すると、該当オプションを削除します。

複数のエージェントに同時適用する

プロジェクトに所属する複数のエージェントに変更したオプションを同時に適用できます。

1. 画面右上の複数のエージェントを適用する チェックボックスを選択すると、各オプション項目にチェックボ
ックスが表示されます。

設定
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2. 同時に適用するオプションのチェックボックスを選択します。複数選択できます。

3. 画面右上の適用ボタンを選択します。

4. エージェント 適用画面が表示されたら、変更したオプションを適用するエージェントを選択します。すべて
を選択するには、すべて選択チェックボックスを選択します。

5. 適用ボタンを選択します。

エージェントの既定値を設定する

プロジェクトに新しいエージェントを追加する場合、既存の設定値を繰り返し適用する手間を省くには、プロジェク
ト別、業務別の基本設定値を作成して適用します。

• 業務デフォルト：whatap.confファイルから whatap.okind 項目で分類されたエージェントにオプションを適用で
きるし、適用されたオプションを確認できます。

• プロジェクトデフォルト：プロジェクトに所属するすべてのエージェントに共通のオプションを適用できるし、適
用されたオプションを確認できます。

設定
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• 業務デフォルトまたはプロジェクトデフォルトタブを選択し、オプションを適用するのは、エージェント
をまとめて管理できる方法です。

• オプションの優先順位は、業務デフォルト、プロジェクトデフォルト、エージェント設定の順です。

◦ プロジェクトデフォルトで、bオプション値に1000を適用し、業務デフォルトで、bオプション値に
2000を適用すると、業務デフォルトで設定したオプション値の2000を優先します。

◦ プロジェクトデフォルトで、bオプション値に入力せずに、業務デフォルトの bオプション値に2000
が適用された場合でも、業務デフォルトで設定したオプション値が優先されます。

エージェント設定を共有する

エージェントの設定内容を json形式のファイルとして保存し、そのファイルを読み込んで他のエージェントに適用す
ることができます。

1. エージェントリストで設定内容をJSONファイルに書き出しするエージェントを選択します。

2. 画面右上の ボタンを選択します。

3. jsonファイルをダウンロードしてください。

4. エージェントリストで他のエージェントを選択します。

5. 画面右上の ボタンを選択します。

jsonファイルを通じて読み込んだエージェント設定を確認してください。

エージェント設定オプションの案内

次のリンクは、設定できるオプションについて説明します。

エージェント名の識別

モニタリング対象を識別するエージェント名を設定する方法を提供します。

設定
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エージェント機能の制御

.NETアプリケーションサーバーの機能を制御できます。

エージェントの通信設定

エージェントとサーバー間の接続設定

エージェント性能

エージェント性能に関するオプションです。

エージェントログ

エージェントログのオプションを設定できます。

トランザクション

エージェントのトランザクションパフォーマンスを追跡および設定するためのオプションを提供します。

DB、SQL

.NETエージェントのDB、SQL関連オプションを提供します。

設定
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HTTPC, API Call

.NETエージェントのHTTPC、API Call関連のオプションを提供します。

ユーザー数

WASに接続したリアルタイムユーザー数を集計します。

統計

エージェントによって収集されたデータから統計を収集する機能に関連するオプションです。

旧バージョンエージェント

2 項目

設定
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エージェント名の識別
WhaTapはモニタリングは、情報収集の対象であるアプリケーションサーバーを識別するための情報で、基本的にアプ
リケーションサーバーから収集した情報を使用します。基本的な使用状況の情報は、アプリケーションサーバーの種
類、IPアドレスなどを組み合わせであり、アプリケーションサーバーを固有識別子として使用します。必要に応じて、
ユーザーが設定した名前を使用するか、パターンを変更して固有の値に変更して使用します。エージェントの名前は固
有の値である必要があります。

アプリケーションサーバーから抽出した情報を使用する理由は、アプリケーションサーバーの停止またはネットワーク
の切断、エージェント問題による収集サーバーとエージェントの通信状態が復旧した場合に、再接続されたエージェン
トから送信される情報が既存エージェントから送信された情報との継続性を維持するためです。

エージェント名の決定方法

WhaTapエージェントがアプリケーションサーバーを識別するために使用するデフォルトパターンは、次のとおりで
す。

Default pattern

{type}-{ip2}-{ip3}-{process}

デフォルトのパターン値を変更するには、whatap.confファイルを次のように修正してください。

whatap.conf

object_name={type}-{ip2}-{ip3}-{process}

• エージェント名は、Whatap .NETサービスが再起動するまで有効になりません。

エージェント名の識別



エージェント名の変数

変数 説明

{type} アプリケーションサーバーの名前(app_name)です。

{ip0} IPv4アドレスのうち、第1オクテットを使用します。(例：10.11.12.13のうち10)

{ip1} IPv4アドレスのうち、第2オクテットを使用します。(例：10.11.12.13のうち11)

{ip2} IPv4アドレスのうち、第3オクテットを使用します。(例：10.11.12.13のうち12)

{ip3} IPv4アドレスのうち、第4オクテットを使用します。(例：10.11.12.13のうち13)

{process} アプリケーションサーバーのプロセス名(app_process_name)です。

{hostname} ホスト名です。

エージェント名の設定

• エージェント名は、Whatap .NETサービスが再起動するまで有効になりません。

• object_name String

既定値 {type}-{ip2}-{ip3}-{process}

アプリケーションを識別するエージェント名(ONAME)の構成方式です。ONAMEからOIDが生成されます。

• app_name String

アプリケーションを識別するためのエージェント名(ONAME)の構成要素です。 object_name オプションで
{type} に対応します。

• app_process_name String

エージェント名の識別
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アプリケーションを識別するためのエージェント名(ONAME)の構成要素です。アプリケーションのプロセス名でア
プリケーションサーバーのCPU、Heap Memoryなどを収集する対象プロセスを設定します。 object_name オプシ
ョン {process} に対応します。

• whatap.okind String

複数のエージェントを'種類別'グループにまとめて、モニタリング単位を設定できます。 このオプションにより、
複数のエージェントをグループ単位でのモニタリングと管理ができます。また、性能指標の分析や通知の設定もで
きます。

ダッシュボード及び分析、統計メニューなどで種類別に分類されたグループオプションで確認できます。

• whatap.onode String

複数のエージェントを'ノード別'グループにまとめて、モニタリング単位を設定できます。 このオプションによ
り、複数のエージェントをグループ単位でのモニタリングと管理ができます。また、性能指標の分析や通知の設定
もできます。

ダッシュボード及び分析、統計メニューなどでノード別に分類されたグループオプションで確認できま
す。

エージェント名の識別

41



エージェント機能の制御
.NETアプリケーションサーバーの機能を制御します。

• stat_enabled Boolean

既定値 true

統計情報の追跡機能を有効にします。 5分単位で収集されたトランザクション、SQL、HTTPCALL、UserAgent、
Client IPなどの統計データなどが含まれます。

• license String

既定値 NONE

エージェントのインストール時にサーバーから付与されたアクセスキーを入力します。 アクセスキーは、エージェ
ントが属するプロジェクトとセキュリティ通信のためのパスワードキーが含まれます。

• realtime_user_thinktime_max Milliseconds

既定値 300000

リアルタイムにブラウザのユーザー数を測定する場合、同じユーザーとして認識される呼び出し間隔の最大値を設
定します。

• time_sync_interval_ms Milliseconds

既定値 300000

エージェントとサーバー間を同期する時間間隔を設定します。同期しない場合は、 0 に設定します。

• text_reset Int

既定値 0

WhaTapエージェントは、送信されるテキストタイプのデータをhash処理するため、翌日まで再送信されません。
以前の設定値と異なる値を入力する場合は、再度送信します。

トランザクションURL、SQL Stringなどがテキストタイプデータに対応します。

エージェント機能の制御



エージェントの通信設定
エージェントが収集したデータを送信するサーバーと通信するためのネットワーク設定オプションです。

• whatap.server.host ip_address

既定値 127.0.0.1,127.0.0.1

エージェントが収集したデータを送信するサーバーを設定します。収集サーバーの二重化により2つ以上のIPアドレ
スを持つ場合は、コンマ(,)を区切り文字として使用します。設定するIPアドレスには収集サーバーであるproxyサー
バーがリスニング(Listening)状態でサービスする必要があります。

• whatap.server.port tcp_port

既定値 6600

収集サーバーのポートを設定します。ポートは1つだけ設定できるので、 whatap.server.host オプションに設定し
た収集サーバーは同一のポートを使用する必要があります。

• tcp_so_timeout MiliSecond

既定値 120000

収集サーバーと通信するTCPセッションのSocket Timeout値を設定します。

• tcp_connection_timeout MiliSecond

既定値 5000

収集サーバーと通信するTCPセッションのConnection Timeout値を設定します。

• net_send_max_bytes Byte

既定値 5242880

エージェントがデータを収集して、ネットワークに一度に送信できる最大byteサイズです。

• net_udp_port tcp_port

既定値 6600

WhaTapエージェントは、トレーサーからUDPを使用して収集したデータを収集サーバーに送信します。最初の
UDPサーバーのポートを指定できます。デフォルトの6600番ポートが使用されている場合に、このオプションを使
用します。

エージェントの通信設定



設定した値を有効にするには、IISを再起動してください。

• net_send_queue1_size Int

既定値 512

TCPデータ処理のQueueバッファを設定します。優先度の高いデータのQueueです。

• net_send_queue2_size Int

既定値 1024

TCPデータ処理のQueueバッファを設定します。トレースデータのQueueです。

エージェントの通信設定
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エージェント性能
.NETエージェントの性能に関するオプションです。

• エージェントの性能オプションを有効にするには、設定後に、WhaTap .NET Windows サービスを再起動
する必要があります。

• エージェントのパフォーマンスを拡大すると、CPU、メモリ使用率が増加する可能性があります。

• tx_max_count Int

既定値: 5000

トランザクションを最大で保存する件数を指定します。同時に処理されるトランザクションが多い場合は、この値
を増やしてください。

• tx_default_capacity Int

既定値: 101

トランザクションを保存するバッファの初期サイズを指定します。

• tx_load_factor String(Float)

既定値: 0.75

トランザクションバッファのサイズを段階的に拡張するための基準です。101 件中 75% を超えて使用されると、バ
ッファサイズが 2 倍になります。

• queue_log_enabled Boolean

既定値: false

キュー関連のログを出力します。

• queue_tcp_enabled Boolean

既定値: true

TCP データ送信処理において Channel の代わりに専用のキューを使用します。データの優先順位キューを使用しま
す。

• queue_tcp_sender_thread_count Int

エージェント性能



既定値: 2

TCP データ送信を処理するスレッド数を設定します。数を増やすことで、データ送信をより高速に処理できます。

• net_send_buffer_size Int

既定値: 1024

TCP データ処理用の Channel バッファサイズを設定します。

• queue_udp_enabled Boolean

既定値: false

UDP データ受信処理において Channel の代わりに専用のキューを使用します。

• queue_udp_size Int

既定値: 2048

UDP データ受信バッファサイズを設定します。Channel および Queue バッファに適用されます。

• queue_udp_read_thread_count Int

既定値: 3

UDP データ受信を処理するスレッド数を設定します。数を増やすことで、UDP バッファからより高速にデータを
読み取れます。

• queue_udp_overflowed_size Int

既定値: 4096

UDP データ受信にキューを使用する場合の、オーバーフローキューのバッファサイズを設定します。

• queue_udp_process_thread_count Int

既定値: 3

UDP データを処理するスレッド数を設定します。数を増やすことで、UDP から読み取ったデータをより高速に処
理できます。

• queue_profile_enabled Boolean

既定値: false

トレース情報処理において Channel の代わりに専用のキューを使用します。

• queue_profile_size Int

エージェント性能
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既定値: 512

トレース情報処理用のバッファサイズを設定します。

• queue_profile_process_thread_count Int

既定値: 1

トレース情報を処理するスレッド数を設定します。数を増やすことで、より高速に処理できます。

• queue_text_enabled Boolean

既定値: false

テキストデータ処理のために Channel の代わりにキューを使用します。

• queue_text_size Int

既定値: 512

テキストデータ処理用のバッファサイズを設定します。

エージェント性能
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エージェントログ
アプリケーションサーバーが実行されると、モニタリング情報を収集します。収集した情報は、ログファイルに保存し
ます。

log_keep_days Int

既定値 7

ログファイルの保存期間を設定します。

エージェントログ



トランザクション
トランザクションとは、ユーザーブラウザからのリクエストを処理するサーバーサイドの Logical Unit of
Work（LUW）です。Web アプリケーションにおいては、1 つの HTTP リクエストを受け取り、レスポンスを返すまで
の一連の処理全体がトランザクションに該当します。

アプリケーションの性能は、トランザクション処理性能によって評価できます。トランザクション性能には、トランザ
クション開始から終了までの応答時間、リソース使用量、呼び出し元の属性などの情報が含まれます。

トランザクション性能は、応答時間の分布や統計データを基に分析できます。

トランザクショントレーシング

アプリケーション内の各トランザクションの実行経路を詳細に追跡するためのエージェントオプションです。

• trace_active_transaction_slow_time Millisecond

既定値 3000

ダッシュボードのアクティブTX・アークイコライザーグラフにおいて、slow として表示するトランザクション応答
時間の基準を設定します。応答時間が設定値を超えると、slow アクティブTXとしてカウントされます。

• trace_active_transaction_very_slow_time Millisecond

既定値 8000

ダッシュボードのアクティブTX・アークイコライザーグラフにおいて、very slow として表示するトランザクショ
ン応答時間の基準を設定します。応答時間が設定値を超えると、very slow アクティブTXとしてカウントされま
す。

• trace_active_transaction_lost_time Millisecond

既定値 300000

トランザクション完了を待つ制限時間です。5 分以内にトランザクションが終了しない場合、そのトランザクショ
ンの情報収集を停止します。トランザクショントレースでは「Lost Connection」と表示されます。

• prepend_app_pool_name Boolean

既定値 false

トランザクション



true に設定すると、トランザクション URL の前にアプリケーションの完全な名前が表示されます。

• expand_transaction_level Boolean

既定値 false

true に設定すると、トランザクション外で発生した SQL や HTTP 呼び出しをトランザクションとして扱い、ヒッ
トマップに表示します。

• expand_transaction_basetime Int

既定値 1000 （1 秒）/ 最小値 100 （0.1 秒）

expand_transaction_level が true の場合、指定した時間より応答が遅いリクエストのみを収集します。1 秒あ
たり最大 100 件まで収集されます。

例外処理

以下は、アプリケーションで発生する例外を管理およびモニタリングするためのオプションです。ビジネス例外を登
録し、関連する統計を収集することで、アプリケーションの安定性を確認できます。また、特定の例外を無視したり
HTTPステータスコードがエラーの場合、エラーとして処理するかどうかを設定できます。例外として処理された項目
は、ヒットマップまたはトレース分析画面で、正常なトランザクションとして表示されます。

• transaction_status_error_enable Boolean

既定値 true

HTTP 401、403 などの正常ではない HTTP ステータスコードを返した場合に、エラーとして扱うかどうかを設定し
ます。

• status_ignore String

無視する HTTP ステータスコードを設定します。複数指定する場合は、カンマ（ , ）で絞り込んでください。

whatap.conf

# example
status_ignore=408,500

Statusエラー無視 / ヒットマップ表示レベル：INFO(青色) / エラー統計を含まない

トランザクション
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• status_ignore_set String

特定の URL と HTTP ステータスコードの組み合わせをエラーとして扱わないようにするオプションです。

whatap.conf

# example
status_ignore_set=/api/test/timeout/{time}:408,/error:500

Status エラーセット無視 / ヒットマップ表示レベル：INFO(青色) / エラー統計を含まない

• httpc_status_error_enable Boolean

既定値 true

HTTPステータスコードがエラーの場合は、収集有無を設定します。クライアントエラーレスポンス( 400 以上)、
サーバーエラーレスポンス( 500 以上)が該当します。

HTTPステータスコードの詳細については、次のリンクを参考にしてください。

• httpc_status_ignore String

HTTPのステータスコードがエラー( HTTPC_ERROR )の場合、無視します。複数の値を対象にする場合は、コンマ(
, )を区切り文字として使用します。

HTTPステータスエラーコード無視 / エラー統計を含まない

• httpc_status_ignore_set String

HTTP クライアントの外部呼び出しにおいて、特定の URL とステータスコードの組み合わせをエラーとして扱わな
いためのオプションです。

whatap.conf

httpc_status_ignore_set=api.example.com:404,payment.service:500
# アプリケーションが api.example.com を呼び出し、404 が返却された場合 → エラーとして記録しない

トランザクション
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HTTPステータスエラーコード無視 / エラー統計を含まない

HTTPトランザクションの追跡

以下は、HTTPリクエストと応答に関連する様々な情報を追跡および記録するエージェントのオプションです。これに
より、ユーザーはアプリケーションのHTTPトランザクションを細かくモニタリングし分析できます。トランザクショ
ン名にパラメータ値を追加または特定のURLやHTTPメソッドを除外できます。またHTTPヘッダー情報やパラメータ情
報を含め、トランザクションをより詳細に記録できます。

• profile_http_parameter_keys String

設定されたキーで対応するパラメータ情報を記録します。複数の登録をする場合は、コンマ( , )を区切り文字とし
て使用します。

• profile_http_header_enabled Boolean

既定値 false

トレース履歴にHTTPヘッダー情報を記録するには、 true に設定します。

• profile_http_parameter_enabled Boolean

既定値 false

トレース履歴にHTTPパラメータ情報を記録するには、 true に設定します。パラメータは、他のセキュリティ キー
を入力して参照できます。

セキュリティキーは、WASサーバ* %PROGRAMFILES% \WhaTap .NET\paramkey.txt* ファイル内に6桁
に設定します。 paramkey.txt ファイルが存在しない場合、ランダムな値で自動的に生成されます。

• profile_http_parameter_url_prefix String

トレース履歴にhttpパラメータ情報を記録する対象URLのprefixを定義するときに使用します。

• profile_http_host_enabled Boolean

既定値: false

トランザクションの Host 情報を出力します。値が false の場合、トランザクションの URL には URI のみが表示さ

トランザクション
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れます。 true の場合は、 /xxx.aaa.com/URL 形式で表示されます。

• profile_http_body_url_prefix String

トレース履歴にhttp body情報を記録する対象URLのprefixを定義するときに使用します。

• trace_ignore_url_set String

トランザクション追跡から除外するURLを設定します。2つ以上の値を設定する場合は、コンマ( , )を区切り文字と
して使用します。

このオプションを通じて登録したURLは、ヒットマップ, トレース分析またはトランザクション情報画面
で収集が除外されます。

• trace_ignore_url_prefix String

トランザクションの収集から除外するURLのプレフィクス(prefix)を設定します。設定したプレフィクスと一致する
URLは、トランザクションの性能を収集しません。複数の値を設定するには、コンマ( , )で区切ります。

このオプションを通じて登録したURLは、ヒットマップ, トレース分析またはトランザクション情報画面
で収集が除外されます。

トランザクション

53



DB、SQL
.NETエージェントのDB、SQL関連オプションを提供します。

• trace_sql_normalize_enabled Boolean

既定値 true

SQL文からリテラル部分を抽出し、SQL文を正規化する機能をアクティブにします。リテラル部分は"#"として表記
します。

• profile_sql_resource_enabled Boolean

既定値 false

トレースからSQLを収集する場合、そのステップで使用したCPUとメモリ使用量を追跡します。

• profile_sql_param_enabled Boolean

既定値 false

トレース履歴にSQLパラメータ情報を記録するときに使用します。パラメータは、別途のセキュリティ キーを入力
しないと照会できません。

セキュリティキーは、WASサーバー* %PROGRAMFILES% \WhaTap .NET\paramkey.txt* ファイル内に6
桁で作成します。paramkey.txt ファイルが存在しない場合、ランダムな値で自動的に生成されます。

DB、SQL



HTTPC, API Call

HTTPC、API Callオプション

.NETエージェントのHTTPC、API Call関連のオプションを提供します。

• trace_httpc_normalize_enabled Boolean

既定値 true

トランザクション内のHTTPC URLをパーシングおよび正規化する機能を有効にします。

• trace_httpc_normalize_urls String

既定値 NONE

正規化するHTTPC URLパターンを設定します。呼び出しURLパターンをパーシングして、pathパラメータを削除し
ます。

例） /a/{v}/b と宣言すると、 a/123/b → a/{v}/b に置き換えます。複数を登録する場合は、コンマ(,)を
区切り文字として使用します。 置換パターンをクリーンアップした後、補足する必要があります。

HTTPC, API Call



ユーザー数

ユーザー数の集計

.NETウェブアプリケーションサーバーに接続したユーザーの数を集計します。

次のオプションで設定した値を有効にするには、IISを再起動します。

• trace_user_enabled Boolean

既定値 true

リアルタイムのユーザー集計可否を設定します。ユーザー追跡オプションが重複設定されている場合は、クッキー
値を優先します。

• trace_http_client_ip_header_key String .NET Agent v2.2.2 or later

既定値 X-Forwarded-For

クライアントIP(Remote IP)情報を特定HTTPヘッダーの値に変更して設定する機能です。プロキシ(Proxy) 環境で
は、 X-Forwarded-For ヘッダーの値をクライアントIPとして設定できます。

WEB/WAS の前にL4 などのロードバランサーが設置されている場合、クライアントのIPアドレスではなく、L4 のIP
アドレスがRemote Adressである場合があります。この状況でクライアントのIP情報がHTTPヘッダーに特定キーの
値として記録される場合は、そのキー値に置き換えることができます。

ユーザー数



統計
エージェントによって収集されたデータから統計を収集する機能に関連するオプションです。

• stat_domain_enabled Boolean

既定値 false

クライアントに接続中のドメインによるトランザクション統計の収集機能を有効にします。

• stat_domain_max_count Int

既定値 7000

5分間に収集するドメインごとのトランザクション統計の最大レコード数です。

• stat_referer_enabled Boolean

既定値 false

Refererごとのトランザクション統計を収集します。

• stat_referer_max_count Int

既定値 7000

5分間に収集されるReferer別トランザクション統計の最大レコード数です。

統計



旧バージョンエージェント

注意

本ページは WhaTap .NET エージェント 2.4.4 以下のバージョンにのみ該当します。

.NET エージェント 2.4.4 以下の対応環境

エージェントをインストールする前に、.NET の対応環境を確認してください。

最終更新日: 2025-11-18

対応バージョン

プラットフォーム 対応バージョン

.NET Framework 4.61 ～ 4.8

.NET Core 6, 7, 8

オペレーティングシステム

OS 最小バージョン

Windows Server 2008 R2 以上

旧バージョンエージェント



Web サーバー

サーバー 最小バージョン

IIS 8.0 以上

ライブラリ

ライブラリ 対応可否

WebClient / WebRequest ✅

HttpClient / HttpClientHandler ✅

ASP.NET MVC5 (IIS) ✅

ASP.NET Web API 2 (IIS) ✅

ADO.NET（データベース） ✅

MS SQL ✅

Oracle ✅

MySQL ✅

Redis ✅

エージェント追加オプション

disabled_section_names String

モニタリングから除外する section 名を設定します。複数指定する場合は、カンマ（ , ）で絞り込んでください。オプ
ション適用後は IIS サービスを再起動してください。

旧バージョンエージェント
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指定可能な section 名は次のとおりです。

• AspNetCoreMvc2, AspNetMvc, AspNetWebApi2, AspNetWebForm, DbCommand, IDbCommand, SqlCommand,
OracleCommand, WebRequest, HttpMessageHandler, HttpClient, WebClient, ServiceStackRedis,
StackExchangeRedis, StackExchangeRedis2, LINQ

旧バージョンエージェント
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WCFおよびWeb Serviceモニタリングの設定

本ページは WhaTap .NET エージェント 2.4.4 以下のバージョンにのみ該当する内容です。

WCF（Windows Communication Foundation）など、WhaTap .NET エージェントが公式にサポートしていないライブ
ラリを監視する場合は、以下の案内を確認してください。

設定範囲が広い場合、過剰なトラフィックが発生する可能性があります。

設定案内

次はWCFおよびWeb Serviceを追跡するためのエージェントの設定オプションです。

• webservice_method_enabled Boolean

既定値 false

値を true に設定するとWeb Serviceを追跡できます。

設定した値を有効にするには、IISを再起動してください。

• webservice_method_prefix String

追跡するメソッドが定義されている名前空間およびクラス名を入力してください。

◦ メソッドが属するクラス名まで指定すると、そのクラス内のすべての Public メソッドが追跡対象になります。

◦ 条件に一致するメソッドは、Web サービスを使用していなくても追跡対象になります。このオプションは WCF
や Web サービスのモニタリングを目的として設計されていますが、さまざまな用途で利用できます。

設定した値を適用するには IIS を再起動してください。

whatap.conf
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webservice_method_prefix=Test.Demo, WebServiceDemo.WebService.

• webservice_method_prefix_realtime Boolean .NET Agent v2.3.6 or later

既定値 false

値を true に設定すると、 webservice_method_prefix ターゲットを以前と同じようにリアルタイムで処理しま
す。

• webservice_method_timeout Integer

既定値: 5000 (ミリ秒、ms)

モニタリング対象となるメソットにおいてExceptionハンドリングがされない場合、トランザクションの終了時点が
確認できません。 このような場合に備えて、ウェブサービスのモニタリングは基本的に5秒が経過するとタイムア
ウト処理されます。 このオプションの値を変更して、タイムアウト時間を調整できます。

使用例

エージェント設定ファイルの修正

WCFおよびWeb Serviceの追跡用エージェント設定ファイル(whatap.conf)についての例を参照してください。

whatap.conf

1 license=...
2 whatap.server.host=15.165.146.117
3 whatap.server.port=6600
4 app_process_name=w3wp.exe
5 tag_counter_enabled=true
6 perfcounter.enabled=true
7 app_name=...
8 OID=...
9

10 webservice_method_enabled=true
11 webservice_method_prefix=Whatap.Service.Controller, Whatap.DotNet.Examples.Service1
12 webservice_method_timeout=10000

WCFおよびWeb Serviceモニタリングの設定
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• ネームスペースを含むメソッドの呼び出し経路が次のいずれかであれば、関数の開始と終了をトランザクションと
して処理できます。

Whatap.Service.Controller, Whatap.DotNet.Examples.Service1

• webservice_method_timeout オプションを10,000(ms)に設定したため、10秒以上経過したトランザクションは
自動的に終了処理されます。

管理 > エージェント設定メニューで、オプションの追加もできます。エージェント設定メニューの詳細につ
いては、次の文書を参照してください。

モニタリングの対象となるWCFソースコードの例題

次のWCFソースコードの例題を通じて、モニタリングの対象となる事例をご案内します。

1 namespace Whatap.DotNet.Examples
2 {
3 public class Service1 : IService1
4 {
5 public string GetData(int value)

WCFおよびWeb Serviceモニタリングの設定
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6 {
7 ...
8 }
9

10 public CompositeType GetDataUsingDataContract(CompositeType composite)
11 {
12 ...
13 }
14
15 private string getFromDB()
16 {
17 ...
18 }
19
20 private string getFromHttp()
21 {
22 ...
23 }
24 }
25
26 public class Service2 : IService1
27 {
28 ...
29 }
30
31 public class Service3 : IService1
32 {
33 public string IwantToSeeOnlyThis(int value)
34 {
35 ...
36 }
37 }
38 }

モニタリングの対象となる GetData() メソッドは、 Whatap.DotNet.Examples ネームスペースの Service1 クラスに
所属しています。 従って、メソッドの呼び出しパスは次の通りです。

Whatap.DotNet.Examples.Service1.GetData

これは、エージェント設定ファイル(whatap.conf)で指定した webservice_method_prefix の値(
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Whatap.DotNet.Examples.Service1 )から始まるため、トランザクションとして扱います。

• GetDataUsingDataContract() メソッドもpublicメソッドであるため、モニタリングの対象となります。

• getFromDB() , getFromHttp() メソッドはprivateメソッドであるため、モニタリングの対象から除外します。

Web Service の場合

Web Service の場合、配布フォルダ内にある .asmx ファイルを探してください。このファイルをテキストエディタで開
き、 Class 属性に記載されている値を確認します。この値が webservice_method_prefix に追加する情報です。

Web Service

WCFおよびWeb Serviceモニタリングの設定
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ISAPIフィルターベースのトランザクション追跡
WhaTapの.NETエージェントは、IISで動作する様々なアプリケーションのトランザクションを追跡できるよう、ISAPI
フィルタ機能を提供します。 これにより、ASP、ASP·NET、CGI、ISAPIの拡張など、.NET以外の様々な技術ベースの
リクエストまで幅広くモニタリングできます。

ISAPI フィルター機能は、WhaTap .NET エージェント v2.4.0 ～ v2.4.4 以降のバージョンでサポートされてい
ます。

インストール

1. 既存のエージェントインストール案内どおり.NETエージェントをインストールします。

2. エージェントインストール後whatap_isapi_filter.dllファイルを対象サイトのルートディレクトリにコピーし
ます。

C:..> copy "C:\Program Files\WhaTap .NET\whatap_isapi_filter.dll" C:\inetpub\yoursite

• フィルターファイルをIISのウェブサイトが運用されるディレクトリ内にコピーする場合、追加設定は必
要ありません。

• フィルターファイルは必ずしもウェブサイトが運用されるディレクトリ内に存在しなくてもよいが、当該
経路及びファイルにIIS_IUSRSグループの読み取りと実行権限が付与される必要があります。

ISAPIフィルター設定

ISAPIフィルターはサーバー全体または個別サイト単位で適用できます。

サーバー全体フィルター適用

IISホスティングされたすべてのウェブサイトのリクエストに対してフィルターを適用するには、次のように設定してま
す。

ISAPIフィルターベースのトランザクション追跡



1. IIS管理者を実行します。

2. 左側のツリーでサーバーノードを選択します。

3. 中央領域でISAPIフィルターアイコンをダブルクリックします。

個別サイトフィルター適用

個別サイトのトランザクションをフィルタリングするには、次のように設定します。

ISAPIフィルターベースのトランザクション追跡
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1. IIS管理者を実行します。

2. 左側のツリーで対象サイトを選択します。

3. 中央領域でISAPIフィルターアイコンをダブルクリックします。

ISAPIフィルターベースのトランザクション追跡
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フィルター項目追加

1. 右側の作業画面で追加ボタンをクリックします。

2. フィルター名は自由に指定します。

3. whatap_isapi_filter.dllファイルを見つけて選択します。

4. 確認ボタンをクリックします。

ISAPIフィルターが動作しない場合

フィルター設定後も動作しない場合ISAPI及びCGI制限設定を追加する必要があります。

ISAPIフィルターベースのトランザクション追跡
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1. IIS管理者の左のツリーでサーバーを選択します。

2. 中央領域でISAPI及びCGI制限アイコンをダブルクリックします。

3. 右側の作業画面で追加ボタンをクリックします。

4. whatap_isapi_filter.dllファイルを選択します。

5. 項目名を入力します。

6. 拡張パス実行許可のチェックボックスをチェックします。

7. 確認ボタンをクリックします。

ISAPIフィルターベースのトランザクション追跡
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.NET管理

エージェントの削除

スタートメニューから削除

1. Windows で スタート > すべてのアプリ を選択し、一覧から WhaTap .NET アプリを検索します。

2. アプリを長押しするか右クリックし、アンインストール をクリックしてください。

コントロールパネルから削除

1. Windows のタスクバー検索に コントロールパネル と入力し、結果から選択します。

2. プログラム > プログラムと機能 に移動します。

3. WhaTap .NET プログラムを選択し、右クリックして アンインストール または アンインストール/変更 を選択
します。

4. 画面の案内に従ってエージェントを削除してください。

5. C:\Windows\Microsoft.NET\assembly\GAC_MSIL パスから、エージェントのインストール時に登録された
DLL ファイルを削除してください。

📄 Sigil

📄 Microsoft.Diagnostics.NETCore.Client

📄 Microsoft.Diagnostics.Runtime

📄 System.Diagnostics.DiagnosticSource

📄 System.Memory

📄 Whatap.Startup
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📄 Whatap.Loader

📄 Whatap.Tracer

エージェントをアンインストールしても、GAC に登録されたデータは自動的に削除されません。必
要に応じて、 C:\Windows\Microsoft.NET\assembly\GAC_MSIL パスから手動で削除してくださ
い。

エージェントの更新

エージェントを更新する場合、既存のバージョンを削除する必要はありません。新しいバージョンをダウンロードし、
インストール手順を再度実行してください。

.NET エージェントのインストールに関する詳細は、こちらのドキュメント を参照してください。

.NET管理
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ダッシュボード
WhaTapエージェントのインストールが完了したら、WhaTapモニタリングサービスにログインしてください。初期画
面はプロジェクトリストです。プロジェクトリストからエージェントをインストールしたアプリケーションサーバーが
確認できます。エージェントをインストールした1つのアプリケーションサーバーはプロジェクトであり、モニタリン
グ単位です。プロジェクトリストからプロジェクトを選択すると、アプリケーションダッシュボードに移動できます。

ダッシュボードとは？

WhaTapモニタリングサービスでダッシュボードはプロジェクトの全体的な状態を一目で確認できる機能です。モニタ
リングされているリソース全体の規模を確認でき、リアルタイムにダッシュボードでモニタリング対象リソースをフィ
ルタリングできます。進行中のトランザクションと終了したトランザクション情報をリアルタイムで更新し、可視化さ
れたチャートを提供します。システム運用者は、サービスとシステムの正確な現在の状態を直感的に把握できます。ま
た、障害を素早く認識し、潜在的な問題要素を迅速に特定することができます。

ダッシュボードで把握できる情報は、次の通りです。

• 応答時間分布チャートを使用すると、応答時間範囲を調整したり、エラーデータをフィルタリングしたりできま
す。

• 進行中のトランザクションを分析し、終了したトランザクションをリアルタイムで更新します。

• TPS、応答時間、CPU、メモリ、リアルタイム使用などのリソース状況を把握できます。

• 最新のデータを自動更新し、リアルタイムのモニタリングサービスを提供します。

次の動画を見てアプリケーションダッシュボードの詳細を確認して下さい。

ダッシュボード
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アプリケーションダッシュボード
ホーム画面 > プロジェクト選択 > ダッシュボード > アプリケーションダッシュボード

アプリケーションダッシュボードでは、アプリケーションの主な指標をエージェントを通じて収集します。また、チャ
ートを構成してリアルタイムでモニタリングし、過去のデータを表示することができます。 ダッシュボードに配置さ
れたウィジェットを通じて、アプリケーションの問題を素早く特定して調査することができます。

CPU、Memoryを除く一般的なチャートの場合、安定したデータは青色の系列で表現され、問題として識別される要素
は赤色の系列で表示されるため、利用状況を簡単に認識できます。

照会時間設定

ダッシュボードではリアルタイムモニタリング機能を基本的に提供しますが、画面上部のタイムセレクターを利用して
も過去の時間のデータを照会できます。 タイムセレクターで ボタンを選択して時間を設定します。 ユーザーが設定
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した時間に基づいて、ダッシュボードに配置したウィジェットのデータを更新します。

エージェント確認

エージェント接続状態を確認する

画面の左上のタイムピッカーの右側には、プロジェクトに関連したエージェントの状態を確認できる情報が表示されま
す。 この機能で、モニタリング対象サーバーの動作有無がすぐに確認できます。

• Total: プロジェクトに関連付けられているすべてのエージェントの数

• Active: 活性化されたエージェントの数

• Inactive: 非活性化状態のエージェント数

• : 非活性化されたエージェントを表示または非表示します。

エージェント別モニタリング

基本的に、ダッシュボードにはすべてのエージェントから収集した指標をチャートとして表示しますが、エージェント
を選択してデータを表示することもできます。 タイムピッカーの下にあるエージェントを1つ以上選択します。 選択し
たエージェントの指標でダッシュボードに配置されたウィジェットのデータを更新します。

エージェントを1つ以上選択した状態で再度すべてのエージェントを選択するには、選択を解除するか、
Totalをクリックします。

プロジェクトに接続されたエージェントの数が多い場合は、エージェント名を短く設定することをお勧めし

アプリケーションダッシュボード
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ます。 エージェント名の設定に関する詳細は、次の文書を参照してください。

分類別エージェントモニタリング

エージェント設定で分類した単位で複数のエージェントを簡単にモニタリングできます。

• エージェント: 個別エージェント

• 種類別: エージェントの種類(例: ウェブサーバー、データベースなど)に分類されたグループ、 whatap.okind に設
定

• サーバー別: サーバ(ノード)別に分類されたグループ、 whatap.onode に設定

• 種類別エージェント: whatap.okind に分類されたエージェントの一覧

• サーバー別エージェント: whatap.onode に分類されたエージェントの一覧

エージェント設定の詳細については次の文書を参照してください。

エージェントを検索する

プロジェクトに接続されたエージェントの一覧が多く、見つけるのが難しい場合は、エージェント検索機能を利用しま
す。 画面の左上にある 検索ボタンをクリックすると、文字列を入力するボックスが表示されます。

入力した文字列に一致するエージェントのみが、エージェント一覧に表示されます。 検索したエージェントに基づい
てダッシュボードのデータをフィルタリングするには、文字入力ボックスの右側にある選択するボタンをクリックしま
す。

選択したエージェント項目を初期化するには、文字入力ボックスの右側の閉じるボタンをクリックします。

アプリケーションダッシュボード
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ウィジェット編集

ダッシュボードに配置したウィジェットは、ユーザーが希望するサイズに調整でき、任意の位置に配置できます。 る
ウィジェットは削除したり、再度追加したりすることもできます。

ウィジェットのサイズ変更

ウィジェットの右下にある をマウスでクリックした状態で希望するサイズにドラッグします。 幅と高さの比率が均
一なグリッドが表示され、グリッド単位でウィジェットのサイズを調整できます。

ウィジェットの移動

ウィジェットの上部にマウスカーソルを位置すると、カーソルの形が の形に変更されます。 この時、マウスの左ボ
タンをクリックした状態で希望する位置にドラッグすると、ウィジェットを移動することができます。

ウィジェットを削除する

削除するウィジェットで右クリックします。 削除ボタンをクリックすると、ウィジェットがダッシュボードから削除
されます。

ウィジェットを追加する

ダッシュボードから空白エリアにマウスカーソルを移動し、マウスの右ボタンをクリックします。 ポップアップメニ
ューから追加するウィジェットを選択します。 希望する場所にウィジェットを配置してサイズを変更します。

• ダッシュボードに配置できるウィジェットの詳細については、次の文書を参考にしてください。

• 現在追加できるウィジェットは固定されていますが、今後のアップデートでウィジェットサポートを追加
していく計画です。

• ダッシュボードで基本的に提供されるメトリクスの他に、ユーザーが希望するメトリクスを追加できま
す。 ユーザー定義ウィジェットの詳細については、次の文書を参照してください。
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プリセット設定

ダッシュボードからユーザーが設定したウィジェットの設定とレイアウト状態を保存して読み込むことができます。
ウィジェットのサイズを調整し、希望する場所に配置して新しいプリセットを作成できます。

• デフォルトに設定されたプリセットは変更できません。

• プロジェクト修正権限のあるメンバーのみがプリセットを保存または変更できます。 メンバー権限の詳
細については、次の文書を参照してください。

新しいプリセットを作成する

1. ダッシュボードから、希望する形にウィジェットを配置してみてください。 サイズを変更して、頻繁に確認
するウィジェットのみを配置することもできます。

2. 画面の右上に ボタンを選択します。

3. 新しいプリセット名を入力します。

アプリケーションダッシュボード
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エージェント選択履歴を一緒に保存するには、エージェント選択履歴を含むを選択します。

4. 保存ボタンを選択します。

プリセット一覧から新しく保存したプリセットを確認できます。

• 新しく作成したプリセットに変更が加えられた場合は、再度プリセットを保存してください。 ボタン
を選択し、同じ名前でプリセットを保存します。 既存のプリセットに変更を上書きします。

• ダッシュボードの変更を保存せずに別のメニューに移動すると、変更は保存されません。

• プリセットはプロジェクト単位で保存され、他のユーザーと共有できます。

プリセットを削除する

使用していないプリセットは、プリセット一覧から削除できます。 プリセット一覧から削除したい項目の右側に ボ
タンをクリックします。

Defaultプリセットは削除できません。

基本プリセットを変更する

アプリケーションメニューに進入した時に表示されるプリセットを変更できます。

1. ダッシュボードの右上にあるプリセット選択ボックスを選択します。

2. 基本に設定するプリセットに、マウスをオーバーします。
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3. デフォルトで表示ボタンが表示されたら選択します。

選択したプリセットが基本プリセットに変更され、プリセット一覧に基本タグが表示されます。

ウィジェットオプション

ウィジェットに表示されているアイコンボタンの機能は次のとおりです。

ウィジェットによって使用可能なオプションは異なる場合があります。

ウィジェットを調べる

この文書では、アプリケーションダッシュボードに配置されたウィジェットについて説明します。 アプリケ
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ーションダッシュボードを使用したトランザクション、ユーザー、サービス及びリソース分析の方法につい
ての詳細は、次の文書を参照してください。

• アプリケーションダッシュボードを確認する

• ヒットマップTX

• DB接続遅延とコネクションプール

エージェント関連ウィジェット

アプリケーションにインストールしたエージェントを使用して、アプリケーションの情報を確認できます。

アプリケーション要約

プロジェクトに登録したアプリケーションの実行状況および個数、CPUコア数、Hosts数を表示します。

トランザクション関連ウィジェット

トランザクションを通じて確認できるトラブルの事象は、まず応答時間で把握できます。 また、進行中のトランザク
ションが終了しない場合は、これもトラブルとして認識すべきです。 WhaTap Monitoringでは、進行中のトランザク
ションの遂行時間に基づいて状態を表示します。 青色(Normal)は応答時間が正常なトランザクション、オレンジ色
(Slow)は応答時間が8秒までの遅いトランザクション、赤色(Very slow)は、応答時間が8秒を超えた非常に遅いトラン

アプリケーションダッシュボード

81

https://docs.whatap.io/ja/best-practice-guides/about-apm-dashboard
https://docs.whatap.io/ja/best-practice-guides/about-apm-hitmap-class
https://docs.whatap.io/ja/best-practice-guides/about-apm-dbc


ザクションを意味します。 これにより、ユーザーはトラブル状況が直感的にすぐ認識できるようになります。

アクティブTXスピードチャート

現在進行中のトランザクション(中央領域)と、終了したトランザクション(右領域)の状態を確認できます。 左から右に
流れる水玉模様のアイコンは、トランザクションを意味します。 チャート領域をクリックすると、進行中のトランザ
クション一覧を確認できる画面が表示されます。 トランザクション一覧のいずれかを選択すると、詳細なトランザク
ション情報とSQLクエリ、コールスタック情報を確認できます。

• 左領域

リクエストTXの数を意味し、TXの数に比例してより多く、より速く表示します。

• 中央領域

アクティブTXの状態を速度で色分けし、右上に個数を表示します。 チャートの数字は、アクティブTX全体の数で
す。 チャートの色の意味は次のとおりです。

◦ 青色(Normal)： 0秒~3秒

◦ オレンジ色(Slow)：3秒~8秒

◦ 赤色(Very Slow)：8秒以上

• 右領域

アプリケーションの性能指標(Application Performance Index, Apdex)を意味します。 ウェブアプリケーションの顧
客満足度を測定した指標であり、0と1の間の数です。 水滴が飛んでいく速度はApdexのトランザクションの合計数
に比例し、水滴の色の意味は次のとおりです。

◦ 青色:Apdex満足(Satisfied)数

◦ オレンジ色:Apdex許容(Tolerating)数

◦ 赤色:Apdex不満(Frustrated)数= APDEXトランザクション総数 - ( Apdex満足数 + Apdex許容数 )
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アプリケーションの性能指標(Application Performance Index、Apdex)についての詳細は次のリンクを参
照してください。

アクティブTX

アクティブTXウィジェットでは、進行中のトランザクションをアークイコライザーチャートとして表示します。 遅延
の発生状況をエージェントごとに確認できます。 エージェントの数程にアークが分割されます。 5秒ごとに現在サーバ
ーで処理中のリクエストの数を表示するため、そのリクエストがそれぞれどのくらいの時間で処理されているのかが把
握できます。 5秒間隔で検知されたリクエストは、遅延状況が直感的に把握できるよう、次のように色で分けられま
す。

• 赤色(Very Slow)：8秒以上

• オレンジ色(Slow)：3秒~8秒

• 青色(Normal)： 0秒~3秒

青色が多い状況は問題ありません。 これらの一部がオレンジ色や赤色に変わっていくかを監視する必要があります。
トラブルが発生すると、進行中のトランザクション数が増加し、赤色の割合が高くなります。 一方で、レスポンスが
非常に速いシステムの場合、処理されるトランザクション数(TPS)が多くても、進行中のトランザクション数は少ない
ことがあります。

• 左上には、進行中のトランザクションが最も多いエージェント名を表示します。

アプリケーションダッシュボード

83

https://www.apdex.org/


• 真ん中の数字は、エージェント全体のアクティブTXの合計数です。

• アクティブTXを囲む2本のバーは、処理量(TPS)に基づいて3段階の速度でグラフの周りを回転します。

• 分割されたアーク領域を選択すると、該当エージェントが監視するアプリケーションから進行中のトランザクショ
ン一覧がポップアップ画面に表示されます。 詳細なトランザクション情報を確認するには、トランザクション一覧
から任意の項目を1つ選択します。

◦ トランザクション一覧で選択した項目が既に終了しているトランザクションの場合は、トレース表示
ボタンを選択します。 トランザクション情報画面が表示されます。 トランザクション情報画面につい
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ての詳細は、次の文書を参照してください。

◦ トランザクションの詳細については、次の文書を参照してください。

エージェントアクティブTX

アクティブTXウィジェットは、エージェント選択オプションで選択した基準に従って、マージされたデータをチャー
トに表示します。 一方、エージェントアクティブTXウィジェットでは選択したエージェント分類の基準に含まれたエ
ージェントの状況を確認できます。

ダッシュボードでマウスの右ボタンをクリックし、ウィジェット一覧でエージェントアクティブTXウィジェットを選
択します。
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アクティブ状態

プロジェクト内のすべてのエージェントは、5 秒ごとにアクティブTX数を収集すると同時に、トランザクションのステ
ータスを収集します。 トランザクションのステータスはMETHOD、SQL、HTTPC、DBC、SOCKETに分けられます。

• METHOD：メソッドを実行している状態です。 一般的な状況として青色で表示されます。

• SQL：SQLを実行している状態です。 SQL数の増加が見られた場合は、データベースサーバーとの接続を確認して
ください。

• HTTPC：外部APIを呼び出し中の状態です。 HTTPC 数が増加した場合は、外部と接続されたサーバーの応答が正
常ではない状況として解釈できます。

• DBC：トランザクションがConnection Poolから新しいConnectionを獲得(get)しようと待機している状態です。
DB Connection Poolの数が不足すると、新しい接続リクエストが発生するたびに遅延が発生し、性能トラブルの原
因となります。 この場合、DBCの数値が増加します。

DB接続遅延に関する詳細については次の文書を参照してください。

• SOCKET：外部システムとのTCP接続試行を意味します。 SOCKET 数値が持続的に増加する場合は、外部システム
との接続ができないため障害が発生している可能性があります。
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ヒットマップ

ヒットマップチャートは、終了したトランザクションの応答時間を分布図で表現します。 横軸はトランザクションの
終了時間です。 縦軸は実行時間です。 応答時間が伸びたトランザクションは、分布図の上段に位置します。 ヒットマ
ップチャートの中の領域をドラッグすると、詳細なトランザクション情報が確認できるトレース分析画面が表示されま
す。 トレース分析の詳細は、次の文書を参照してください。

• 通常のトランザクションは水色→青色→紺色の順に表現されます。

• エラートランザクションは黄色→オレンジ色→赤色の順に表現されます。

• 画面の右上の数字はチャート内のトランザクション数/エラー数を意味します。

• Y軸自動ボタンを選択すると、実行時間を示すY軸を自動調整します。

• エラーボタンを選択すると、エラートランザクションのみ表示します。

• または ボタンを選択すると、5秒~80秒でチャートを拡大／縮小することができます。

• エラーが発生せず、実行時間が500ms以下のトランザクションの詳細は、URLあたり5分に1回のみ収集さ
れます。

• TPSや平均応答時間などの統計情報には影響しません。

• エージェント設定により、ポリシーを設定できます。 詳細については、次の文書を参照してください。

• ヒットマップウィジェットを使用してトランザクションを分析するプロセスについては、次の文書を参照
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してください。

アクティブTXイコライザー

エージェント全体の一覧と進行中のトランザクションの合計数を表示します。 チャートの各グラフにマウスをオーバ
ーすると、トランザクションのステータス速度を確認できます。 トランザクション状態の速度は、Normal、Slow、
Very Slowに分類します。

• 非活性化されたエージェントを表示または非表示にするには、 ボタンを選択します。

• ボタンを選択するとアクティブTXメニューに移動します。
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アクティブ HTTPC/SQL

アクティブ HTTPC/SQL ウィジェットは、アプリケーションで発生する外部呼び出し（HTTP 呼び出しおよびデータベ
ースクエリ）のパフォーマンスをリアルタイムでモニタリングします。
すべてのトランザクションを表示する アクティブTX ウィジェットとは異なり、外部呼び出しに特化しているため、外
部システムのボトルネックを即座に把握できます。2つのウィジェットを一緒に配置することで、トランザクションの
増加が外部システムの遅延によるものか、内部ロジックの問題によるものかを区別でき、より効果的な多層分析が可能
になります。

進行中の HTTPC/SQL を アークイコライザー チャートで可視化し、遅延発生状況をホスト/データベース URL ごとに
確認できます。ホスト/データベース URL の数に応じてアークが分割され、5 秒ごとに現在サーバーで処理中のリクエ
スト数と処理時間が表示されます。5 秒間隔で検知されたリクエストは危険度に応じて直感的な色で分類されます。

• 赤 (Very Slow): 8 秒以上

• オレンジ (Slow): 3 秒～8 秒

• Normal: 0 秒～3 秒

◦ 紫 (HTTPC Normal)

◦ ミント (SQL Normal)

Normal が多く表示される状況は問題ではありません。一部がオレンジや赤に変化するかどうかを観察する必要があり
ます。障害時には進行中トランザクション数が増加し、赤の割合が高まります。一方、応答が非常に速いシステムでは
TPS が高くても進行中のトランザクション数は少ない場合があります。
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このウィジェットは特にマイクロサービス環境でのサービス間 HTTP 通信遅延や、複数のデータベースを使用する環境
で DB パフォーマンスを個別に追跡するのに有用です。外部 API 呼び出しが多いサービスでは、API 提供者ごとの応答
時間をモニタリングでき、依存関係管理に効果的です。

アークイコライザーチャート

ウィジェットの中核的な可視化要素で、進行中の HTTPC/SQL をホスト/データベース URL ごとに分割して表示しま
す。全体トランザクションで問題を発見した場合、このチャートを通じて具体的な外部呼び出しのボトルネックを確
認できます。

• 左上表示: 進行中トランザクションが最も多いホスト/データベース URL を表示し、主要対象を容易に特定

• 中央数値: アクティブ HTTPC/SQL の合計数を表示

• TPS ベースアニメーション: イコライザーの外周バーがスループット (TPS) に応じて 3 段階の速度で回転し、システ
ム負荷を視覚的に表現

• 5 秒単位更新: リアルタイムに近いモニタリングで即時対応可能

• アーク分割: ホスト/データベース URL ごとにアークが分割され、どの外部システムで遅延が発生しているかを一目
で把握

ホスト/データベース URL 詳細照会

分割されたアーク領域を選択すると、該当ホスト/データベース URL で進行中の トランザクション Top 100 リスト ポ
ップアップが表示されます。

• トランザクションリスト: 選択したホスト/データベース URL の進行中トランザクション Top 100 を表示

• トレンドチャート: 過去 10 分間の TPS/応答時間/エラー件数/エラー率をチャートで表示

• トランザクション詳細: リストからトランザクションを選択すると詳細情報を確認可能

◦ すでに終了したトランザクションの場合、トランザクション表示 ボタンを選択して トランザクション情報 ウィ
ンドウに移動

1. アクティブ HTTPC Top 100 ポップアップでトランザクションリストとトレンドを確認します。

2. 詳細分析が必要なトランザクションを選択します。

a. アークイコライザーで分析するホストまたはデータベース URL のアークをクリックします。

3. トランザクション情報ウィンドウで詳細内容を確認します。
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サービス関連ウィジェット

サービス関連ウィジェットは、アプリケーションのパフォーマンスチューニングの指標として使用できます。

Apdex

Application Performance Index(Apdex)は、アプリケーションのパフォーマンス指標です。ウェブアプリケーションの
顧客満足度を測定します。ユーザー満足度の指標として活用でき、0~1の間の値で表示します。

(満足回数+ (許容回数*0.5))／全体リクエスト数

• 満足(Satisfied, S)：タスク処理に問題なし≤ 1.2秒(満足S既定値)

• 許容 (Tolerating, T)：ユーザーが遅延を感じるが、タスク処理は可能≤4.8秒(満足S*4)

• 不満 (Frustrated, F)：タスク処理の不可能 > 4.8秒 (許容T超過及びエラー)

満足Sの既定値は管理 > エージェント設定メニューで変更できます。 設定キーの値は apdex_time です。 エ
ージェントバージョン2.0以降に対応しています。
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TPS

Tansaction Per Second(TPS)は毎秒処理されるトランザクション数を意味し、サービスパフォーマンス指標の基準と
なります。 5秒間に処理されたトランザクション数を1秒あたりの数として換算してチャートで表現します。 直近10分
間のTPSを表示します。

TPS、応答時間、CPU 使用率分析の詳細については次の文書を参照してください。
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平均応答時間

アプリケーションサーバーがユーザーにリクエスト結果を返すのに掛かる時間をリアルタイムでモニタリングします。
平均応答時間は、チューニング指標として意味があります。 WhaTapのモニタリングサービスは、5秒間隔でトランザ
クションの平均応答時間を計算します。

TPS、応答時間、CPU 使用率分析の詳細については次の文書を参照してください。
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リソース関連ウィジェット

システムCPU

アプリケーションサーバーのCPU使用量です。 リアルタイムでCPU使用量の変化の推移を把握できます。

TPS、応答時間、CPU 使用率分析の詳細については次の文書を参照してください。
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プロセスメモリ

サーバーごとに使用できるシステムの最大メモリと指定されたプロセスの使用メモリを合計して表示します。

メモリ折れ線チャートは通常、波線を続けます。 アプリケーションサーバーがリクエストを処理するためにメモリを
使用するとメモリ折れ線チャートは増加します。 GC(Garbage Collection)によってメモリをクリーンアップすると減少
します。 プロセスメモリ指標は平均値を使用して表示します。
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ユーザー関連ウィジェット

同時接続ユーザー

リアルタイムブラウザのユーザー数を表示します。 10秒ごとに、直近5分以内にトランザクションを発生させたユーザ
ーを重複なしでカウントして表示します。 ユーザーブラウザのIP情報でカウントします。

• 通常、接続ユーザーはネットワークに接続しているユーザーを意味します。 ただし、ウェブシステムは未
接続のネットワークを使用するため異なります。 接続されているという意味ではなく、最近のリクエスト
を送信したユーザーが測定の対象になる可能性があります。

• リアルタイム(同時接続)ユーザーとは、同じ時間帯にシステムを使用しているユーザーを意味します。 リ
アルタイム(同時接続)ユーザーを計算または測定する方式は多数あります。

• ユーザー数は、単に合計されるのではなく、** HyperLogLog**によって計算されます。 HyperLogLog
は、非常に少ないメモリ内の要素の数を推定する確率的なデータ構造を意味します。

• ユーザー数集計のためのエージェントオプションの設定方法は、次の文書を参照してください。

アプリケーションダッシュボード

96



1日基準比較ウィジェット

All APPS. タグ付きウィジェットは、常にすべてのエージェントのデータを表示します。

本日TPS

1日のTPSを時間帯別に表示します。 昨日の同時間帯のTPS(グレー)と比較して確認できます。 ボタンをクリックす
ると、統計/レポート > 日別APP現況メニューに移動します。
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本日ユーザー

一日あたりの同時接続ユーザーの数を時間帯別に表した指標です。 昨日の同時ユーザー数(グレー)と比較して確認でき
ます。 ボタンをクリックすると、統計/レポート > 日別APP現況メニューに移動します。

リアルタイムアラート

画面の右上に リアルタイムアラートボタンをクリックすると、最近発生したイベントが確認できます。 トグルメニ
ューをクリックして、ブラウザ通知をオン、オフできます。

画面上段の固定メニュー領域にある基本項目については、次の文書を参照してください。
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TXマップ
ホーム画面 > プロジェクト選択 > ダッシュボード > TXマップ

TXマップチャートは、終了した個別トランザクションのリスポンス時間を分布図の形で表現したチャートです。 ヒッ
トマップと同様に分布パターンによる問題点を発見し、分析可能です。 ヒットマップは5秒単位でトランザクションを
グループ化して表示しますが、TXマップは、トランザクションを個別に表示します。

ヒットマップと違う点は？

ヒットマップは、合算されたデータを使用して、長い間の全体的な推移を確認できます。 一方、TXマップ
は、個別のトランザクション情報を活用して、比較的短い時間の範囲内でトランザクション分布を実行時間
の制限なく確認できます。 また、様々なフィルターを適用し、希望するトランザクションだけを選択して推
移を確認できるという点が異なります。

• 長期間・大容量のトランザクション分布図を分析するには、ヒットマップ(分析 > ヒットマップ)をご利用
ください。

TXマップ



• パフォーマンステストのトラブル状況で1~5分以内にトランザクションの分布図の分析を行い、実行時間
の制限なしでトランザクションの分布図を確認するには、TXマップを確認してください。

• ヒットマップメニューの詳細については、次の文書を参照してください。

• ヒットマップTXチャートの分析方法の詳細については、次の文書を参考にしてください。

• ユーザーのPC時間がサーバー時間より過去に設定されていたり、両方の時間差が5分以上の場合、チャー
トにデータが出力されないことがあります。

トレース分析

TXマップのチャート領域をドラッグすると、詳細なトランザクション情報が確認できるトレース分析ウィンドウが表
示されます。 トランザクション一覧と各トランザクションの下位ステップの情報を一度に確認できます。

チャート領域をドラッグした後トレース分析ウィンドウで照会できるデータは、最大1,000件です。

トレース分析の詳細は、次の文書を参照してください。

照会基準の変更

TXマップのチャート領域、左上のボタンを選択してデータ照会基準を変更することができます。

• 経過時間: トランザクションが実行された時間を基準にデータを表示

• HTTPコール時間: HTTP呼び出しに対する応答時間を基準にデータを表示

• SQL時間: SQL実行時間を基準にデータを表示

• CPU使用時間: CPU使用時間を基準にデータを表示

TXマップ
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参照結果フィルタリング

TXマップのチャート領域、右上ではTotal、Error、Readフレーズを選択して結果を区分できます。

Total: 全体トランザクション表示

Error: エラーが発生したトランザクションのみ表示

Read: サーバーで読み込んだトランザクションの数を表示

例えば、エラーを選択した後、チャートのトランザクションをドラッグすると、エラー状態のトランザクションリス
トが表示されているトレース分析画面が開きます。 もう一度全体のトランザクションを照会するにはTotalをクリック
します。

Y軸の調整

• チャートの左上の または ボタンを選択すると、Y軸の最大値を簡単に変更できます。 また、キーボー
ドの上または下方向のボタンを押して、同じ機能を利用できます。

Y軸の区間によって または ボタン、キーボードボタンを利用する際の動作方法については、以下を参
照してください。

◦ 10秒から50秒の区間は10秒間隔に変更

◦ 50秒から300秒は50秒間隔に変更

◦ 300秒以上は100秒間隔に変更

• Y軸の最大値を直接入力して変更することができます。 ボタンを選択し、希望する値を入力して適用ボ
タンを選択します。

TXマップのチャートに表示されるトランザクションの最大数(Limit)は、2,000,000個です。

フィルターを適用して照会する時は、Total(画面に表示される個数)よりReadの値が大きい場合があります。

過去のデータ参照

TXマップは、リアルタイムモニタリングを基本的に提供します。 既定値として5分間のデータをリアルタイムで照会で
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きます。 タイムセレクターの緑のボタンをクリックして、希望の照会時間を選択します。

過去のデータを照会するには、タイムセレクターで一時停止( )ボタンをクリックします。 期間照会モードに変更さ
れ、最大1時間までのトランザクションデータを照会できます。 ユーザーが設定した日付と時刻を基準にTXマップのチ
ャートデータを更新します。

過去のデータを照会している間はいつでも照会を停止できます。 _ フィルターを変更したい場合は、まず照会を停止し
てからフィルターを変更し、再度照会します。 _ フィルターを変えずにもう一度照会ボタンを押すと、停止した部分か
ら照会を続けます。

過去のデータを照会してからリアルタイムモードに切り替えるには、 ボタンをクリックします。

• 過去の照会範囲は、トランザクションの量によって異なる場合があります。

フィルター適用

過去のデータを照会する場合、フィルターを適用して希望するデータだけを照会できます。

1. タイムセレクターで一時停止( )ボタンをクリックすると、フィルター入力ボックスが表示されます。

2. フィルター入力ボックスをクリックすると、以下のように選択できるフィルター項目の一覧が表示されま
す。

• 一般フィルター

項目 説明

ログインID ユーザーのログイン識別子(ID)で照会

WClientID クライアント別の固有識別子で照会 (注意: 完全一致で照会)

TXID 個別トランザクションの固有識別子 (注意: 完全一致で照会)

リファラー
トランザクションリクエスト時に渡されたReferer(参照ページアドレス)で
照会
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項目 説明

マルチTXID 複数のトランザクションを束ねる固有識別子 (注意: 完全一致で照会)

カスタムTID
ユーザーが直接定義したトランザクション識別子(Custom Transaction ID)
で照会

エラー(クラス、段階、メ
ッセージ)

トランザクションで発生したエラーの種類、段階、メッセージで照会(部分
一致を含む)

都市 トランザクションが発生したユーザーの都市情報で照会

国/地域 トランザクションが発生したユーザーの国家情報で照会

HTTPメソッド HTTPリクエスト方式(GET、POSTなど) (注意: 完全一致で照会)

ユーザーエージェント
トランザクションリクエストに使用されたブラウザまたはクライアント情
報(User Agent)で照会

• ステップ(STEP)フィルター
STEPとは、トランザクションを実行するときに収集されるプロファイルデータを意味します。 ヒットマ
ップのドラッグ時、トランザクションLISTでトランザクションをクリックして見るTable ViewやTree
Viewに表示される順次データをSTEPといいます。

| 項目       | 説明                                                                                                                                                   |
| --------- |
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
- |
| DBC       | トランザクション実行時に実行されるメソッド情報が保存されているSTEP
|
| HTTPC     | HTTP呼び出し情報が保存されているSTEP
|
| MESSAGE   | トランザクション実行時の様々なテキスト情報が保存されているSTEP
|
| METHOD    | トランザクション実行時に実行されるメソッド情報が保存されているSTEP
|
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| SQL       | 実行されたクエリ情報が保存されているSTEP
|
| SQL_BIND  | 実際には存在せず、SQLステップに含まれるデータ。SQL呼び出し時にバインド変数と置換変数を照
会できるSTEP (注意: 敏感な情報照会権限と復号化キーがなければ照会できない) |
| ALL       | 上記のすべてのSTEP情報を照会するステップ (注意: 敏感な情報照会権限と復号化キーがなければ照会で
きない)                                                          |

• 数値フィルター

項目 説明

経過時間 トランザクションが実行されるのにかかった全体時間

HTTPコール時間 HTTPリクエストに対する応答時間

HTTPコール件数 トランザクション中に発生したHTTPリクエストの回数

SQL時間 トランザクションで実行されたSQLクエリの総実行時間

SQL件数 トランザクションで実行されたSQLクエリの数

状態 トランザクションの状態(例: 正常、エラーなど)

3. フィルタリング項目に希望する値を入力します。 フィルタリングには、フィルターキー、演算子、値のすべ
てを入力する必要があります。 入力が完了していないフィルターが残っている場合、検索はできません。

4. フィルター入力完了後 ボタンをクリックします。

Top 30一覧とTXマップチャートにフィルタリングしたデータを更新します。

• 複数の条件を設定してフィルタリングすることができます。 追加した条件は、 && を基準として適用さ
れます。 例えば、トランザクションが /account/save/employee/seoul でありながら経過時間が3秒以上
の場合は、次のように適用できます。

TX = /account/save/employee/seoul 経過時間 (ms) >= 3
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エージェント確認

エージェント接続状態を確認する

画面の左上のタイムピッカーの右側には、プロジェクトに関連したエージェントの状態を確認できる情報が表示されま
す。 この機能で、モニタリング対象サーバーの動作有無がすぐに確認できます。

• Total: プロジェクトに関連付けられているすべてのエージェントの数

• Active: 活性化されたエージェントの数

• Inactive: 非活性化状態のエージェント数

• : 非活性化されたエージェントを表示または非表示します。

エージェント別モニタリング

基本的に、チャートにはすべてのエージェントから収集した指標を表示しますが、エージェントごとのデータ照会もで
きます。 タイムピッカーの下にあるエージェントを1つ以上選択します。 選択したエージェントのトランザクションデ
ータをチャートに更新します。

エージェントを1つ以上選択した状態で再度すべてのエージェントを選択するには、選択を解除するか、
Totalをクリックします。

プロジェクトに接続されたエージェントの数が多い場合は、エージェント名を短く設定することをお勧めし
ます。 エージェント名の設定に関する詳細は、次の文書を参照してください。

分類別エージェントモニタリング

エージェント設定で分類した単位で複数のエージェントを簡単にモニタリングできます。
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• エージェント: 個別エージェント

• 種類別: エージェントの種類(例: ウェブサーバー、データベースなど)に分類されたグループ、 whatap.okind に設
定

• サーバー別: サーバ(ノード)別に分類されたグループ、 whatap.onode に設定

• 種類別エージェント: whatap.okind に分類されたエージェントの一覧

• サーバー別エージェント: whatap.onode に分類されたエージェントの一覧

エージェント設定の詳細については次の文書を参照してください。

エージェントを検索する

プロジェクトに接続されたエージェントの一覧が多く、見つけるのが難しい場合は、エージェント検索機能を利用しま
す。 画面の左上にある 検索ボタンをクリックすると、文字列を入力するボックスが表示されます。

入力した文字列に一致するエージェントのみが、エージェント一覧に表示されます。 検索したエージェントに基づい
てダッシュボードのデータをフィルタリングするには、文字入力ボックスの右側にある選択するボタンをクリックしま
す。

選択したエージェント項目を初期化するには、文字入力ボックスの右側の閉じるボタンをクリックします。

上位一覧を確認する

Top 30セクションでは、TXおよびドメイン、IP、エージェントを基準としてトランザクションの実行数の多い上位30
のリストを表示します。

• TX：トランザクションURLに基づいて集計された上位30個のリスト

• ドメイン：クライアントが接続したIPアドレスに指定されたインターネットアドレスに基づいて集計された上位30
のリスト

• IP：クライアントのIPアドレスに基づいて集計された上位30のリスト

• エージェント：当該プロジェクトに含まれるエージェントに基づいて集計された上位30のリスト

リストで個別項目を選択するとTXマップチャートに選択した項目に基づいてデータを反映します。 複数の項目を複数
選択するには、 Ctrl (Windows/Linux) または CMD (Mac) キーを押したまま、目的の項目をクリックします。
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Top 30セクションのリストで、キーボードの上または下方向のボタンを押して項目を移動できます。

ユーザーIPアドレスを追加

TOP 30セクションのIP基準でトランザクションの実行件数を照会する時、特定のIPアドレスを追加して常時確認でき
る機能を提供します。

1. TOP 30セクションでIPを選択します。

2. 一覧の一番上の入力欄に特定のIPアドレスを入力します。

3. ボタンをクリックします。

一覧の一番上に入力したIPアドレスが固定されて表示されます。

追加したIPアドレスを削除するには、 ボタンをクリックします。

ユーザーカスタム項目のモニタリング

特定のトランザクション、ドメイン、IPをカスタムタブに追加して、応答時間の分布図チャートで選択した項目だけを
確認できる機能を提供します。 これにより、ユーザーは問題が発生する特定のアイテムを効率的にモニタリングして分
析できます。

1. カスタムタブをクリックします。
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2. TXまたはドメイン、IP項目は直接入力、Top 30一覧内の選択、項目検索が可能です。

3. 追加した項目をクリックします。

選択した項目の応答時間の分布図が、右のチャートにリアルタイムでフィルタリングされることを確認できます。

追加したカスタム項目を削除するには、 ボタンをクリックしまます。
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アクティブTX

ホーム画面 > プロジェクト選択 > ダッシュボード > アプリケーション > アクティブTXウィジェットの ボタンを選択

実行中のトランザクションのURL、SQL、HTTP呼び出し情報から異常トランザクションをすばやく特定し、詳細なト
レースを通じて遅延部分を詳細に分析できます。

アクティブTX



画面構成

エージェント別のアクティブTX

すべてのアプリケーションサーバーの一覧と稼働中のトランザクションの合計数を表示します。チャート内の各グラフ
にカーソルを合わせると、トランザクションステータスが表示されます。トランザクションステータスの速度
Normal、Slow、Very Slowに分類します。
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エージェント一覧

アプリケーションサーバーの一覧と進行中のトランザクションの合計数を表示します。該当アプリケーション サーバ
ーを選択すると トランザクション一覧に詳細が表示されます。

トランザクション一覧

進行中のトランザクションのURL、SQL、HTTP呼び出し情報の詳細を表示します。Top 10項目タブを選択すると、各
項目別の経過時間が高い順にソートされている表を確認できます。同様に、トランザクションステータスの速度は
Normal、Slow、Very Slowに分類します。

エージェント一覧のフィルタリング

エージェント一覧でフィルタリング対象を選択または検索して、トランザクション一覧で個々の対象を確認できま
す。

• 活性化されたエージェントを確認するには、活性化エージェントのみチェックボックスを選択します。

• 全体エージェント一覧ボックスをクリックすると、エージェントをカテゴリごとに分類して確認できます。

• 実行中のトランザクション情報をエージェントごとに確認する場合は、エージェントを選択し、適用ボタンをクリ
ックします。選択を取り消すには、 ボタンをクリックします。

自動更新設定

実行中のトランザクション情報を設定した間隔で自動更新できます。自動リフレッシュ(秒)トグルボタンでオプション
を有効にし、右側の入力欄に更新間隔を入力します。

自動更新設定を無効にするには、自動リフレッシュ(秒)トグルボタンをもう一度選択します。

• 時間は秒単位で更新します。

• 自動更新設定を無効した状態でトランザクション一覧を更新するには、 ボタンを選択します。
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トランザクション一覧のフィルタリング

トランザクション一覧でURLまたはIPアドレスを検索してフィルタリングできます。右上のURL / IPの入力欄にフィ
ルタリングする対象を入力し、Enterキーまたは ボタンを選択します。トランザクション一覧は、入力値でフィルタ
リングされます。

フィルタリングした一覧を初期化するには右上のURL / IPテキスト入力ボックスのテキストを削除し、Enterキーまた
は ボタンを選択します。
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IIS性能カウント
Internet Information Services(IIS)の主要指標をリアルタイムでモニタリングしてサーバーの性能を最適化し、潜在
的な問題を迅速に識別することで、システムの安定性を向上できます。 また、トラフィックの増加またはアプリケー
ションの変更による影響を事前に予測して措置できます。

性能モニタリング

ウェブサーバーの性能と安定性を評価するために使用される項目です。 各アイテムは、サーバーの動作状態と性能を
追跡し、潜在的な問題を迅速に識別するのに役立ちます。 運用担当者は、これらの指標をモニタリングして、サーバ
ーの性能を最適化し、問題を解決するためのデータとして参照できます。

• Pipeline Instance Count
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現在活性化されているパイプラインインスタンスの数です。 同時に処理中のHTTPリクエストの数を示し、もしこ
の指標値が上昇した場合、サーバーが過負荷の状態になっている可能性があります。

• Worker Process Restarts

ワーカープロセス(Worker Process)が異常で終了し、再起動した回数です。 この指標値が予期せず増加した場合
は、できるだけ早めに原因を調査すべきです。 アプリケーションの安定性と信頼性を評価するために使用されま
す。

• Requests Rejected

サーバーで処理が拒否されたリクエストの数です。 503 HTTPステータスコードを返したリクエストの数を示しま
す。 サーバーの負荷が多すぎる、設定された制限を超えるなどで発生する場合があります。

• Requests Queued

現在待機中のリクエストの数です。 サーバーが現在処理できないリクエストの数であり、この指標値が高いと、サ
ーバーの性能に影響を与える可能性があります。

• Current Connections

現在活性化されているTCP接続の数です。 サーバーの負荷を確認し、ネットワークリソースの使用を追跡するため
に参照できます。

• Requests/Sec

1秒あたりに処理されたHTTPリクエストの数です。 アプリケーションの現在の処理量を測定した値で、他のサーバ
ー作業(ガベージ収集、キャッシュ整理スレッド、外部サーバーツールなど)を除き、特定の範囲内で一定に保たれ
ている必要があります。

• Errors Total/Sec

HTTPリクエストの実行中に発生したすべてのエラーの数です。 コンパイル中のエラー、前処理中のエラー、実行
中のエラーの数を合わせた値です。 アプリケーションまたはサーバーの問題を把握するために参照できます。

• ISAPI Extension Requests/sec

1秒当たりに処理されたISAPI拡張リクエストの数です。 ユーザー認証、データベースアクセス、コンテンツフィル
タリングなどの作業は、すべてISAPI拡張を通じて行うことができます。 この指標により、ウェブサーバーで動的な
作業を処理する頻度を把握できます。
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ネットワーク及びデータ転送の追跡

サーバーのネットワーク活動とデータ転送量を追跡するために使用される項目です。 これらの指標は、サーバーのネ
ットワーク性能を評価し、トラフィックパターンを分析するのに役立ちます。 データ転送量とファイル転送速度をモ
ニタリングして、ネットワークトラフィックの変化を追跡し、リソースの使用を最適化できます。

• Bytes Sent/sec

1秒あたりに転送されたバイト数です。 サーバーのネットワーク活動を追跡し、トラフィックパターンを分析する
ために参照できます。

• Bytes Received/sec

1秒あたりの受信バイト数を示します。 クライアントからサーバーへのデータ転送量を追跡するために参照できま
す。

• Files Sent/sec

転送された1秒あたりのファイル数を示します。 ファイルサービスの活動を追跡し、ディスクI/O使用量を確認する
時に参照できます。

• Files Received/sec

1秒あたりの受信ファイル数を示します。 クライアントからのファイル転送の活動を追跡するために参照できま
す。
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ヒットマップ - トレース分析
アプリケーションのヒットマップウィジェットからトレース分析画面を開くと、トランザクション一覧と各トランザク
ションの下位ステップ情報が一緒に確認できます。 ヒットマップウィジェットで照会する領域をドラッグします。 選
択した領域のトランザクション一覧と下位ステップ情報がトレース分析画面に表示されます。

エラーが発生したトランザクション情報のみを分類して確認するには、アプリケーションのヒットマップウ
ィジェットの右上にあるエラーボタンをクリックし、チャート領域をドラッグしてください。
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基本画面ガイド

• トランザクション照会件数:ヒットマップウィジェットからドラッグした領域のトランザクション一覧の数を確認
できます。 最大1000件まで照会できます。

• トランザクションの分類： アクティブスタックと マルチTX、エラー項目を区分して一覧を確認できます。

• トランザクション検索：トランザクション名、エージェント名、エラー メッセージに基づいてトランザクション
一覧を検索できます。

• 一覧ソート：テーブルのヘッダーカラム項目をクリックすると、選択した項目に基づいてトランザクション一覧
をソートできます。

• エラーが発生したトランザクション項目は、一覧に赤色で表示されます。

• テーブルでよく参照するカラムを前方に配置したり、カラムの追加および非表示などができます。 詳細は
次の文書を参照してください。

• ヒットマップウィジェットから別の領域をドラッグすると、新たなトレースの分析画面を表示できます。
既存のトレース分析画面と比較して確認できます。

• 表示されているトランザクション項目を他のユーザーに共有できます。 トランザクション項目を選択した
状態( )で、トレース分析画面 URLをコピー ボタンを選択します。 コピーしたURLアドレスを他の
ユーザーに共有します。 URLアドレスを受け取ったユーザーは、ブラウザアドレスバーにURLアドレスを
入力すると、同じ項目をすばやく確認できます。
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トレース分析

トランザクション一覧から詳細内容を確認する項目を選択します。 画面右側の選択したトランザクションに関しての
詳細分析内容を表示します。 この状態で別のトランザクション項目を選択すると、選択したトランザクション項目の
詳細分析内容に変更されます。

WhaTapは、トランザクションの性能を分析するために、名前やクライアント情報などの属性、トランザクションの処
理性能、そして各区間別の詳細な実行履歴を収集して表示します。

• 領域では、ステップ情報をさまざまな形式で確認できます。 希望する形式のタブを選択します。

• 領域では、トランザクションに関する基本情報を確認できます。 左一覧のカラム項目と一致する情報です。

ヒットマップ - トレース分析

118



• ：該当URLまたは各実行区間の統計データの画面が表示されます。 統計データ画面のグラフチャートで、希望
する時間をクリックすると統計またはTX検索メニューに移動します。 選択した時間に基づいて統計データを照会す
ることができます。

• 左右にドラッグして、画面のサイズを調整できます。 より多くの情報を確認する際に便利な機能です。

• 統計メニューの詳細は次の文書を参照してください。

• TX検索メニューの詳細は、次の文書を参照してください。

• または ボタンをクリックすると、トランザクション一覧または詳細な分析画面をフルサイズに変更で
きます。

収集するステップ(Step)の種類は次のとおりです。 ダイアグラムとテキストの色を区分して表示します。

• DB Connectionステップ START-END

RDBへの接続のパフォーマンスが含まれます。 ステップ情報には、名前、レスポンス時間、エラーが含まれます。

• SQLステップ START-END

JDBC SQLのパフォーマンスが含まれます。 ステップ情報には、接続情報、SQL文、エラーが含まれています。

• HTTP Callステップ START-END

外部HTTPサービス呼び出しのパフォーマンスが含まれます。 ステップ情報には、url、host、port、レスポンス時
間、エラーが含まれます。

• Messageステップ ADD

トレースを収集する過程で、非構造化のすべての間隔の履歴を収集する際にメッセージステップを使用します。

• Socketステップ ADD

Socketオープンを表現するステップです。

• Methodステップ START-END

メソッド応答時間を追跡します。

• Active Stackステップ START-END

アクティブスタックに関する情報を含みます。 別のスレッドが作成し、トレースに追加する方法で収集します。
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• WhaTapモニタリングサービスでは、ステップ(Step)はスパン(Span)と同じ意味で使用されます。

• 2023年7月25日にリリースされたトレース分析機能の変更点を確認するには 次の文書を参照してくださ
い。

テーブルビュー

テーブルビュータブでは、トランザクションの実行過程を時間順に確認できます。

• トランザクションを実行区間別に分類し、ダイアグラムで確認できます。 全経過時間のうち、各区間別に所要され
た時間、最も長くかかった区間を素早く把握できます。

• ダイアグラムの各区間を選択すると、そのステップが位置するテーブルの一覧に移動します。
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• 青い丸( )が位置する領域は、アクティブスタックが収集された時点です。 青い丸を選択すると、アクティブスタ
ックボタンがあるテーブル一覧に移動できます。 アクティブスタックボタンをクリックすると、その区間で行われ
たステップ情報を確認できます。

◦ トランザクション一覧から アイコンが表示された項目で確認できます。

◦ アクティブスタックの詳細については、次の文書を参照してください。

• カラム選択：テーブル一覧にカラムでメモリ累積情報およびCPU累積情報を追加または非表示できます。 カラム
情報は次のとおりです。

◦ No：ステップの実行順序

◦ 時間：各ステップの開始時刻

◦ 時間差：直前ステップの開始時刻から現在のステップに移るまでの待ち時間、外部要因により遅延される場
合、経過時間と異なる場合があります。

◦ 経過：各メソッドの開始から終了までの所要時間

◦ 内容：該当ステップの詳細な実行内容

• TXT：トランザクションの基本情報および区間ごとの実行情報をTXTファイルでダウンロードできます。

• SQL：トランザクションの基本情報およびSQL実行情報をTXTファイルでダウンロードできます。

◦ 置換値を含むダウンロード: バインド変数値を元の値に置き換え、SQL統計データをダウンロードします。 セキ
ュリティキー( paramkey )が設定されている場合は、セキュリティキー入力画面が表示されます。 セキュリティ
キーを入力しないとダウンロードできません。 セキュリティキーに関するエージェント設定の詳細について
は、次の文書を参照します。

◦ 置換値を含まないダウンロード: バインド変数値を置き換えない状態でSQL統計データをダウンロードします。

• :トランザクションの要約情報とダイアグラムを非表示にし、テーブル一覧のみを確認できます。 ボタンをク
リックすると、隠された情報を再表示します。 テーブル一覧が長い場合は、この機能を利用すると便利です。

• SQLステップを選択すると、パラメータを照会できるSQL画面が表示されます。 詳細については、次の文書を参照
してください。

レコード要約

トランザクションの基本情報を確認するには、レコード要約タブを選択します。 トランザクションの基本情報および
そのトランザクションが実行されたエージェント関連情報、メモリ割り当て使用量、クライアント関連情報を確認でき

ヒットマップ - トレース分析

121



ます。

分類 プロパティ 説明

トランザ
クション

TX
アプリケーションで実行されたAPIまたはURL呼び出し、そのトランザクションのパス
です。 正規表現式を使用して一定の形式に変換します。

原本URL
実際に呼び出されたURLパスです。 変数を含まない具体的なリクエストパスです。 元の
URLがある場合は元のURL表示、元のURLがない場合は表示しません。

プロジェクト WhaTapモニタリングサービスに登録したプロジェクトの識別コードです。
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分類 プロパティ 説明

コード

ステータス そのトランザクションのHTTP応答ステータスのコードです。

エラーレベル
そのトランザクションで発生したエラー レベルです。 WarningまたはCriticalと表示さ
れます。

エラークラス そのトランザクションで発生したエラー関連クラスです。

エラーメッセ
ージ

そのトランザクションで発生したエラーメッセージです。

経過時間 トランザクションの実行時間です。

開始時間 トランザクションの開始時刻です。

終了時間 トランザクションの終了時刻です。

ユーザーエー
ジェント

クライアント関連情報の抽出に利用するブラウザ情報です。

リファラー クライアントがブラウザで以前に利用したページアドレスまたは流入パスです。

TXID 該当トランザクションの固有識別子(ID)です。

マルチTXID
マルチトランザクションの固有識別子(ID)です。 他のアプリケーションのトランザクシ
ョンと並列に実行された場合に表示されます。

エージェ
ント

エージェント
名(oname)

エージェント名です。

エージェント
ID(oid)

エージェントの固有識別子(ID)です。

エージェント
グループ名

okind オプションで設定されたエージェントグループ名です。
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分類 プロパティ 説明

エージェント
グループID

エージェントグループの固有識別子(ID)です。

エージェント
サーバー名

ondoe オプションで設定したエージェントサーバー名です。

エージェント
サーバーID

エージェント サーバーの固有識別子(ID)です。

ステップ
(Step)

HTTPメソッ
ド

HTTPメソッドです。 (GET、POST、PUT、HEADなど)

HTTPコール
時間

外部Http Call時間です。

HTTPコール
件数

外部HTTP Call件数です。

DBコネクショ
ン時間

データベースに接続するまでにかかる時間です。

SQL時間 SQLの実行時間です。

SQL件数 SQLの実行件数です。

SQLパッチ時
間

レコードの照会にかかった時間です。 ネストが発生するか、他のロジックが含まれる場
合があります。

SQLフェッチ
数

SQLでデータを照会したレコードの件数です。

リソース
(Resource)

CPU使用時間 トランザクションの処理に使用されたCPU時間です。

メモリ割当量 そのトランザクションで使用されたメモリ量です。

コンテナ Pod名 該当トランザクションを処理したKubernetes Podの名前です。
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分類 プロパティ 説明

コンテナID Pod内で実行されている特定のコンテナの固有識別子です。

クライア
ント

クライアント
IPアドレス

クライアントのIPアドレスです。

OS ブラウザが実行されるOS環境です。

ドメイン クライアントが接続したIPアドレスに指定されたインターネットアドレスです。

国/地域 クライアントの国の情報です。

都市 クライアントの国内の都市情報です。

クライアント
タイプ

クライアントが利用したブラウザの種類です。

クライアント
名

クライアントが利用したデバイス名です。

WClientID クライアントの固有識別子です。

Method
methodCount トランザクションで呼び出されたメソッドの数です。

methodTime メソッドの実行にかかった時間です。

• アプリケーションの種類や設定、ステップの種類によって収集する情報は異なる場合があります。 コンテ
ナ項目は、アプリケーションがコンテナ環境で実行されている場合にのみ表示されます。

• エラー関連項目は、そのトランザクションでエラーが発生した場合に表示されます。

• トランザクション属性の一部は、統計機能を提供します。 ボタンを選択すると、時系列チャートを通
じて照会時間中に発生したトランザクション状況を把握できる画面が表示されます。 チャート内の棒グラ
フを選択すると、分析 > TX検索メニューに移動して詳細照会できます。

• WhaTapは、クライアントに関する情報をデフォルトで保存します。 ユーザーデータの収集に関するエー
ジェント設定の詳細については、次の文書を参照してください。
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ツリービュー

トランザクションの実行過程をツリー形式で確認するには、ツリービュータブを選択します。 各トランザクションと
それに属するトレースの詳細、トレースの開始時刻と所要時間、呼び出し関係を確認できます。 ダイアグラムの各区間
を選択すると、そのステップが位置するツリービューに移動します。

• 一行：各区間別の実行情報に表示されたテキストを一行で表示し、ツリー形式をシンプルに整理できます。

• 複数行：各区間別の実行情報に表示されたテキストを改行してすべて表示します。
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• 最長経路：最長の経路で移動できます。

• タイムバーの表示：経過時間を棒チャートで表示します。

• 時間を表示する：各区間ごとのタイムスタンプ、ギャップ、経過時間をテキスト形式で表示します。

◦ 8秒以上：超過遅延状態で赤色で表現します。

◦ 3秒以上8秒未満：遅延状態でオレンジで表現します。

◦ 3秒未満：正常な状態で青色で表示します。

• 時間を表示しない：時間情報を非表示にします。

• ：トランザクションの要約情報とダイアグラムを非表示にし、ツリービューのみを確認できます。 ボタンをク
リックすると、隠された情報を再表示します。 ツリービュー一覧が長い場合は、この機能を利用すると便利です。

• ：SQL変数とHTTPクエリを照会できる画面が表示されます。 詳細については、次の文書を参照してください。

開始および所要時間の場合、トランザクション呼び出し環境によって生じる時差を上位トランザクションの
トレースやマッピングで修正および表示することで、実際に収集された時間データとの差異が生じる可能性
があります。

アクティブスタック
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アクティブスタックタブを選択すると、該当トランザクションから収集したアクティブスタックの一覧を確認できま
す。

• 左側のアクティブスタック一覧から収集時点（No、時間）を選択すると、右側に該当時点のスタック情報を表示し
ます。

• スタック：アクティブスタックの詳細情報をTXTファイルでダウンロードできます。

• トランザクション一覧で アイコンが表示された項目からアクティブスタックを確認できます。

• アクティブスタックの詳細については、次の文書を参照してください。

AIアクティブスタック分析

Beta

アクティブスタック分析ボタンをクリックすると、収集したアクティブスタックをAIが自動的に分析します。進行中の
トランザクションのスタックダンプを基にパフォーマンスの問題を特定し、改善方法を案内します。

分析結果は次の4つのセクションで構成されます。

• 全体要約：分析したスタック数と全体の実行フローを要約します。

• 共通パターン：繰り返し現れる実行パターンを表示します。パターン名、発生回数、説明を含みます。

• 発見されたイシュー：特定したパフォーマンスの問題を深刻度（High、Medium、Low）とともに表示し、判断の
根拠となるスタック情報も提供します。

深刻度 基準

High デッドロック、完全ブロッキング、同一ブロッキング4回以上繰り返し

Medium I/O待機、2～3回のロック競合、遅い外部呼び出し

Low 単一発生の待機、軽微な最適化の機会

• 推奨事項：優先順位に基づいて具体的な改善方法を案内します。

各分析項目には収集したスタック番号（ No.N ）が表示されます。スタック番号をクリックすると、該当スタックの
原本を確認できます。
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• AIが生成した分析結果のため、実際の状況と異なる場合があります。参考資料としてご活用ください。

• プロジェクトメンバー権限以上が必要です。

マルチトランザクション

マルチトランザクションとは、他のエージェントやプロジェクトに関連付けられたトランザクションを意味します。
マルチTXタブでは、WhaTapモニタリングサービスに登録したアプリケーション間の呼び出し関係を確認できます。

マルチトランザクションを追跡するには、管理 > エージェント設定メニューで mtrace_enabled オプション
を true に設定します。 エージェント設定の詳細については、次の文書を参照してください。
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• チャート：各トランザクションの呼び出し関係をフローチャート形式で提供します。 トランザクションノードを選
択すると、そのトランザクションノードのトレース分析情報を確認できます。 チャートモードではマウスを利用し
て位置を移動したり、スクロールして拡大または縮小できます。

◦ チャートビュー設定：チャートに表示するアイテムを表示または非表示します。

• 表：テーブル形式で、マルチトランザクション内の各トランザクションごとの情報を確認できます。 カラム選択

ヒットマップ - トレース分析

130



アイコンを選択して、テーブルヘッダーカラムを編集できます。 各トランザクション項目を選択すると、トレース
分析情報を確認できます。

• ツリー：ツリー形式でトランザクション間の呼び出し関係を把握できます。 関連した付加機能は、ツリービュータ
ブの機能と同じです。

• プロジェクト選択：チャートに表示されるプロジェクトを選択または解除できます。

• トランザクション一覧から アイコンがある項目で確認できます。

• マルチトランザクションの詳細については、次の文書を参照してください。

メソッド要約

メソッド情報のみを確認するには、メソッド要約タブを選択しますて。 エージェントに追跡が設定されたメソッド名
と所要時間を表示します。 不要なロジックが繰り返し実行される場合、低い件数に比べて実行時間が長くかかる場合
を把握し、メソッドロジック改善のための分析情報として活用できます。

• : TX統計情報を確認できます。 チャートのグラフを選択すると分析 > TX検索メニューに移動します。 選択した
時間帯のトランザクション一覧を確認できます。
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• メソッド: メソッドに関する詳細情報をTXTファイルにダウンロードできます。

メソッド(method)と関連するエージェント設定オプションの詳細については、次の文書を参照してくださ
い。 ご利用中の製品によって、メソッド追跡サポートの可否は異なる場合があります。

SQL要約

SQL文についての情報を確認するには、SQL要約タブを選択します。 不要に繰り返し実行される場合、低い件数に比べ
て実行時間が長くかかる場合を把握し、クエリ性能改善のための分析情報として活用できます。

• : TX統計情報を確認できます。 チャートのグラフを選択すると分析 > TX検索メニューに移動します。 選択した
時間帯のトランザクション一覧を確認できます。

• SQL: SQLに関する詳細情報をTXTファイルにダウンロードできます。
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HTTPコール要約

HTTP呼び出しのリクエスト件数、合計時間、平均時間などを確認するには、HTTPコール要約タブを選択します。 不
要な外部への呼び出しが繰り返して実行される場合や、低い件数だが比較的に実行時間が長くかかる場合などを把握す
るなど、トランザクションの遅延要因が外部か内部かを分析する情報として活用できます。

• : TX統計情報を確認できます。 チャートのグラフを選択すると分析 > TX検索メニューに移動します。 選択した
時間帯のトランザクション一覧を確認できます。

• HTTP: HTTP Callに関する詳細情報をTXTファイルにダウンロードできます。

TXログ

トランザクションに関するログ情報を確認するには、TXログタブを選択します。
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• : TX統計情報を確認できます。 チャートのグラフを選択すると分析 > TX検索メニューに移動します。 選択した
時間帯のトランザクション一覧を確認できます。

• ログ検索機: ログ検索に移動して、目的のログデータを簡単に照会できます。

• キーワード検索：検索バーに検索するテキストを入力し、エンターキーを入力するか、 ボタンを選択します。 入
力したテキストと一致するキーワードをハイライトで表示します。

• キーワードハイライト：キーワードと色を設定すると、自動的にログ一覧でキーワードと一致するテキストを
ハイライトします。 詳細については、次の文書を参照してください。

• カラム設定 : ログリストテーブルに表示されるカラムの追加や順序変更ができます。 詳細については、次の文書
を参照してください。

• ログ表示詳細設定: ログリストに表示される内容を設定できます。 詳細については次の文書を参照してくださ
い。

• TXログタブを有効にするには、ログに関連するエージェント設定オプションを適用する必要がありま
す。 ログ設定の詳細については、次の文書を参照してください。

• TXログタブはログ読取り権限を持つメンバーのみアクセスできます。 メンバー権限の詳細については、
次の文書を参照してください。

キーワードハイライトの設定

1. ハイライトで表示するキーワードを追加するには ボタンを選択します。
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2. ご希望のキーワードを入力します。

3. 色アイコンを選択し、ご希望の色を選択します。

4. エンターを入力します。 追加したキーワードが一覧に作成されます。

キーワードハイライト削除

ハイライト一覧から利用しない項目を削除するには、 ボタンを選択します。

テーブルカラムの表示または非表示

1. テーブルの右上の ボタンを選択します。

2. カラム設定ウィンドウが表示されたら、左側のリストで目的の項目を選択・解除します。

右のリストから ボタンを選択してカラムを非表示にすることもできます。

3. すべての設定を完了した後確認ボタンを選択します。 設定した内容がテーブルに適用されます。

テーブルカラムの表示順番の変更

1. テーブルの右上の ボタンを選択します。

2. カラム設定ウィンドウが表示されたら、右側のリストで目的の項目をドラッグして順序を変更します。

3. すべての設定を完了した後確認ボタンを選択します。 設定した内容がテーブルに適用されます。

ヒットマップ - トレース分析

135



テーブルコンテンツの表示設定

1. テーブル右上の ボタンを選択します。

2. ログ表示詳細設定ウィンドウが表示されたら、目的のオプションを設定します。

• contentまたはタグオプションを選択して、ログにコンテンツの表示有無を選択します。

• タグ管理: タグは、追加した順にログに表示されます。 タグの順序はドラッグで変更できます。 非活性化
されているタグはログに表示されません。

3. すべての設定を完了して ボタンを選択します。 設定した内容がテーブルに適用されます。

ログ表示詳細設定の詳細については次の文書を参照してください。

追加機能

HTTPパラメータ照会

テーブルビュー タブでそのトランザクションのHTTPパラメータを照会することができます。

1. ページの下にスクロールして、トランザクションの実行の最後のステップに移動してください。

2. HTTPパラメータ項目を選択します。

3. HTTP-PARAMETERS画面が表示されると、パスワード ボタンを選択します。

4. 設定したParam Keyを入力します。隠されたパラメータを確認できます。

• HTTPパラメータに関するエージェント設定は、次の文書を参考にしてください。

• パスワード：復号化されたパラメータの値を確認できます。 パスワードは WHATAP_HOME
/paramkey.txtファイル内の6桁の文字列です。 別の文字列に変更できます。 paramkey.txt内のキーは、
SQL変数の検索、HTTPクエリの検索、Threadの停止に必要です。
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SQLパラメータの照会

テーブルビュータブでSQLステップを選択するか、ツリービュータブで ボタンを選択します。 パラメータを照会で
きるSQL画面が表示されます。

• パスワード：復号化されたパラメータの値を確認できます。 パスワードは* WHATAP_HOME /paramkey.txt*ファ
イル内の6桁の文字列です。 別の文字列に変更できます。

paramkey.txt内のキーは、SQL変数の検索、HTTPクエリの検索、Threadの停止に必要です。

• SQLフォーマット：SQL文をインデントまたはフォーマット化して可読性を高めることができます。

• ：SQL文をクリップボードにコピーできます。

• 統計: 統計 > SQLメニューに移動します。

SQL変数とHTTPクエリを照会するには、次のオプションをエージェント設定に追加します。

• SQLパラメータ情報の記録に関するエージェント設定は、次の文書を参照してください。

• HTTPパラメータ情報の記録に関するエージェント設定は、次の文書を参照してください。

whatap.conf
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# SQLパラメータ照会オプション：オプションが適用されるとSQLパラメータを暗号化して収集します。
profile_sql_param_enabled=true

# HTTPパラメータ照会オプション：オプションが適用されると、HTTPクエリパラメータを暗号化して収集します。
profile_http_parameter_enabled=true

テーブルカラムの設定

トランザクション一覧でテーブルヘッダーカラムを非表示にしたり、希望する項目を追加できます。 カラムの順序を
変更することもできます。 カラム設定ボタンを選択します。
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• 設定を完了した後は、確認ボタンを選択すると、設定事項がテーブルに反映されます。

• 検索バーにテキストを入力し、カラム項目を検索できます。 入力したテキストと一致するカラム項目
が表示されます。

カラムの追加

一覧でテーブルヘッダーカラムに追加する項目を選択します。 すべての項目を追加するには、すべて選択を選択し
ます。
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カラムを削除する

一覧から削除するカラム項目のチェックボックスのチェックを解除します。 または 一覧から削除する項目の右側
の ボタンを選択します。

カラム順序の変更

一覧で順序を変更するアイテムをドラッグして、希望する位置に移動できます。

設定事項の初期化

変更事項をすべてキャンセルし、初期化するには、 初期化ボタンを選択します。

照会データのダウンロード

テーブルに出力されたデータをtxtファイル形式でダウンロードするには TXTボタンを選択します。
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ビジネスダッシュボード
ホーム画面 > プロジェクト選択 > ダッシュボード > ビジネスダッシュボード

ビジネスダッシュボードは、アプリケーションのビジネス単位（App Context）ごとのパフォーマンスをモニタリング
できるダッシュボードです。
URL パターンやパスに基づいて定義された各ビジネス項目に対し、リアルタイムおよび過去のパフォーマンスデータ
を確認・分析できます。
TPS、応答時間、エラー率などの主要なパフォーマンス指標をビジネス単位で把握することで、特定業務やサービスの
状態をすばやく把握できます。

画面構成

ビジネスダッシュボード



時間選択

画面左上のタイムセレクターを使用して、表示する時間範囲を設定します。 画面の左上のタイムピッカーの右側に
は、プロジェクトに関連したエージェントの状態を確認できる情報が表示されます。 この機能で、モニタリング対象
サーバーの動作有無がすぐに確認できます。

• リアルタイムモード：5秒ごとに自動更新され、直近10分のデータを表示

• 過去モード：最大1ヶ月前までのデータを表示可能

• データ集計単位：

◦ 3時間未満：Rawデータを使用

◦ 3時間～3日：5分単位の統計データ

◦ 3日以上：1時間単位の統計データ

エージェント選択

時間選択の下には、プロジェクトに所属するエージェントリストが表示されます。
エージェントを選択すると、青いタグが付き、選択したエージェントまたはグループに関するデータのみがフィルタリ
ングされます。

エージェント選択に関する詳細は、次のドキュメントを参照してください。

ビューモード変更

ビジネスダッシュボードは、ユーザーの好みに応じて2種類のビューモードで表示を切り替えられます。
画面左上の （テーブルビュー）または （カードビュー）をクリックして切り替えます。

• テーブルビュー

すべてのビジネス項目を表形式で一覧表示し、比較や並べ替えがしやすくなります。
各項目の主要なパフォーマンス指標（TPS、応答時間、エラー率など）を一目で確認できるため、全体的な状況を
迅速に把握するのに便利です。

• カードビュー
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各ビジネス項目をカード形式で視覚的に表示します。
ビューの列数は1列から最大4列まで選択でき、モニターサイズや作業環境に応じて柔軟に調整できます。
カードビューは特定のビジネスの状態を個別に集中して確認したり、ダッシュボードとして使用するのに適してい
ます。

並び替えオプション

テーブルビューとカードビューの両方で、業務別データを並び替える指標を選択できます。

業務名検索

検索エリアに業務名を入力して、特定のビジネスを素早く検索できます。

業務名の別名設定

ボタンをクリックすると、URLプレフィックスとして表示される業務名に別名を設定できるドロワーが開きます。

• 左の列に別名を設定したい業務名（URLプレフィックス）を入力

• 右の列に対応する別名を入力

• 項目追加ボタンで項目を追加、削除ボタンで項目を削除

• 下部の適用ボタンをクリックすると設定が反映されます

CSVダウンロード

画面右上の検索エリア横にある をクリックすると、現在表示中のビジネスのパフォーマンスデータを CSV ファ
イルとしてダウンロードできます。

ビジネスパフォーマンス概要

各ビジネス単位ごとに以下の主要なパフォーマンス指標が確認できます。
リアルタイム状態と設定した期間の累積統計が提供されます。
アクティブTX、応答時間、エラー率 はグラフ形式で視覚的に表示されます。

• アクティブTX：現在処理中のトランザクション数をスピードメーター形式で表示
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• TPS (Transactions Per Second)：1秒あたりの処理数（性能指標）

• トランザクション数：集計期間中に処理された総トランザクション数

• トランザクション/min：1分あたりの平均トランザクション数

• 応答時間：平均および最大応答時間

• エラー数：発生したエラーの総数

• エラー率（％）：全トランザクション中でエラーが発生した比率

• エラー/min：1分あたりの平均エラー数

ビジネス詳細分析

Top トランザクション統計表示

各ビジネスの主要トランザクションに関する統計を確認できます。
テーブルビューまたはカードビューで、詳細表示アイコンをクリックすると、右側に上位30件のトランザクション統
計がドロワーで表示されます。

詳細表示ボタンの案内

• テーブルビュー：テーブル左端の

• カードビュー：カード右上の矢印(>)

1. テーブルまたはカードから詳細表示アイコンをクリック。

2. 右側にドロワーが開き、Top 30 トランザクションが表示されます。

3. トランザクション一覧では以下を確認できます:

• トランザクション名

• 詳細分析（ クリックで詳細画面へ）

• 呼び出し回数

• エラー回数

• 平均時間（ms）
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• 最大時間（ms）

• 平均 CPU 使用時間

• 平均メモリ割当量

• SQL 件数

• 平均 SQL 実行時間（ms）

• SQL フェッチ件数

• 平均 SQL フェッチ件数

• HTTP 呼び出し件数

• 平均 HTTP 呼び出し時間（ms）

4. 上部の検索窓で特定のトランザクションを検索可能。

5. 各トランザクションの詳細分析 をクリックして、さらに詳しい情報を確認できます。

6. 選択した時間範囲内でURL単位のトランザクションイベントが発生した場合、設定されたレベルが表示され
ます。
レベルが （警告）または （重大）の場合は、Health列のアイコンをクリックしてイベント履歴を確認
できます。

イベント履歴

選択した時間範囲内で業務別のトランザクションイベントが発生した場合、設定されたレベルが表示されます。アイコ
ンをクリックすると、イベント履歴を確認できます。

• イベント名、発生時刻、メッセージなどを確認できます。

• 検索機能を使って特定のイベントを探せます。

エージェント設定

ビジネスダッシュボードを使用するには、エージェントの設定が必要です。

ビジネスダッシュボード
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対応エージェントバージョン

• .NET: 2.4.3 以上

必須設定

# 機能全体の有効化
app_context_enabled=true

選択設定

# パーサーの選択 (default/prefix/match)
# default: 最初のパスセグメントを抽出
# prefix: 接頭辞マッチングパーサー（最も柔軟）
# match: 完全一致のみのパーサー
app_context_parser=default

# パーサーの内部キャッシュと設定を強制的にリセットするカウンター
app_context_parser_reset=0

# URLから抽出するパスセグメントの深さを指定（default パーサーで 1 または 2 を使用）
app_context_path_depth=1

# 監視対象のパスとその名前を定義するマッピング設定（カンマ区切りで使用）
app_context_path_set=name1@url1,name2@url2,url3,name4@url4

• ビジネスダッシュボードにデータが表示されない場合は、エージェントの設定を確認してください。

• エージェントのバージョンがサポートバージョンよりも古い場合は、エージェントのアップデートが必要
です。

• ビジネスコンテキストは、URLパターンを基準に自動または手動で定義できます。
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Flexボード
Flexボードはユーザー定義型の統合ダッシュボードです。アプリケーション、サーバー、データベース、コンテナなど
のプロジェクトのデータを使用して、リアルタイムのダッシュボードが作成できます。

事前構成されたテンプレートで初期設定を迅速に完了し、希望する形式のダッシュボードを作成できます。データウィ
ジェットを追加したりプロパティを修正したりして、必要な形式で表示することができ、フィルタリング機能によって
監視対象を絞り込むこともできます。時間範囲を指定すれば特定の時点のデータを確認でき、補助チャートを活用する
ことで多様な方法で分析できます。ダッシュボードはお気に入りに登録して簡単にアクセスでき、カスタマイズしたダ
ッシュボードは他のアカウントにコピーして再利用することも可能です。

Flexボード



Flexボードは、次のアクセスパスによってさまざまな用途があります。

• ホーム画面 > 統合Flexボード

◦ ウィジェットを作成すると、表示可能なすべてのプロジェクトを選択オプションとして提供します。

◦ ユーザーアカウントにダッシュボードが保存され、他のユーザーにコピーする機能を使用して共有できます。

◦ 個人アカウントダッシュボードで、権限による影響はありませんが、読み取り専用として共有されたダッシュボ
ードの場合は修正できません。

Flexボード
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• ホーム画面 > プロジェクト選択 > ダッシュボード > Flexボード

◦ ウィジェットを作成すると対応するプロジェクトの情報が自動入力されます。

◦ プロジェクトメンバーで作成したFlexボードは、自動共有されます。

◦ プロジェクト修正権限、またはプロジェクトのFlexボードの修正権限、Site Admin権限を持つユーザーが修正
できます。

Flexボードの編集権限を持つユーザーは、以下の機能を利用できます。

• ダッシュボードをJSONファイルとしてエクスポート/インポート

• ダッシュボード内のデータリクエストおよびレスポンス内容を確認

• ウィジェット設定オプションをJSON形式で参照および修正

プロジェクト内のFlexボードメニューでは、ダッシュボードの変更権限のあるユーザーのみが編集モードお
よびアドミンモード、フィルター機能にアクセスできます。

• アクセス可能なメンバー権限

◦ プロジェクト修正権限

◦ プロジェクトのFlexボードの修正権限

◦ Site Admin権限

• ビューモードおよびフィルター機能の詳細については、次の文書を参照してください。

• メンバー権限の詳細については、次の文書を参照してください。
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Flexボードの使用方法

ダッシュボードはメトリクスウィジェットを含むさまざまなウィジェットテンプレートを活用して構成でき
ます。
各テンプレートの特徴と使用方法については、ウィジェットテンプレート ドキュメントで詳しく確認できま
す。

事前テンプレートを適用する

事前構成テンプレートで初期設定を素早く進め、必要に応じて修正して活用してください。

1. Flexボード メニューを選択します。

2. 左側の テンプレート 一覧から使用するテンプレートを選択します。

3. Flexボード管理 ウィンドウが表示されたら、名前変更 に希望の名前を入力します。

• レイアウト でウィジェットを選択し、ドラッグして希望の位置へ移動できます。

4. 保存 ボタンをクリックします。選択したテンプレートを基準に Flex ボードを作成します。

• 作成したボードは Flexボード のボード一覧で確認できます。

Flex ボードを作成する

Flex ボードを作成し、ウィジェットを配置して自分だけのダッシュボードを作れます。

1. Flexボード で右上の ダッシュボード生成 ボタンをクリックします。

2. ダッシュボード生成 ウィンドウが表示されたら、入力ボックスにダッシュボードの 名前 を入力します。

3. ウィジェットの配置方式を選択し、ダッシュボード生成 ボタンをクリックします。

• 固定レイアウトFlexボード: ピクセル基準の自由配置

• レスポンシブFlexボード : ブラウザサイズ基準のグリッドレスポンシブレイアウト

Flexボードの使用方法

https://docs.whatap.io/ja/widget-template


（グリッドを設定してから ダッシュボード生成 ボタンをクリック）

4. ウィジェットテンプレート 選択画面で、ダッシュボードに配置するウィジェットを選択します。

• メトリクスウィジェットを追加する場合は、ウィジェットテンプレート の右側にある すべてのメトリク
ス ボタンをクリックします。

• ウィジェットテンプレート: 一般的な監視状況で重要となる指標を要約し、事前定義されたウ
ィジェット一覧から選択できます。

• すべてのメトリクス: ユーザーのプロジェクトで収集中のすべてのメトリクスデータを基準にウ
ィジェットを作成します。メトリクスウィジェットの詳細は次のドキュメントを参照してくだ
さい。

5. 配置したウィジェットの位置を移動したりサイズを調整します。

• ウィジェット上部で十字カーソルが表示されたら、クリックしたままドラッグして位置を移動します。

• ウィジェット右下で矢印カーソルが表示されたら、クリックしたままドラッグしてサイズを調整しま
す。

6. 追加するウィジェットの配置が完了したら、ビューモード を選択してレイアウトを確認します。レイアウト
を再編集する場合は、編集モード を選択してウィジェット配置を変更します。

7. すべての工程が完了したら、右上の （リストへ）アイコンをクリックします。

• Flexボード の ダッシュボードリスト で作成したボードを確認できます。作成したボードを選択して新し
い Flex ボードを確認してください。

お客様のご要望を反映してダッシュボードテンプレートやウィジェットの追加を検討しています。必要なテ
ンプレートまたはウィジェットがあれば support@whatap.io までご連絡ください。

Flex ボードを編集する

Flex ボード編集権限

Flexボードの使用方法
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• ホーム > 統合Flexボード: 個人アカウントのダッシュボードで権限の影響はありませんが、閲覧専用で共
有されたダッシュボードは編集できません。

• ホーム > プロジェクト選択 > ダッシュボード > Flexボード: プロジェクトの編集権限、プロジェクトのフ
レックスボード編集権限、または Site Admin 権限のユーザーが編集できます。

メンバー権限の詳細は次のドキュメントを参照してください。

1. Flexボード の ダッシュボードリスト で、 編集アイコンをクリックします。画面右側に Flex ボード管理 ウ
ィンドウが表示されます。

2. Flex ボード管理 ウィンドウで、名前、プロジェクト、レイアウト、widget.json、option.json を設定しま
す。

• 名前変更: ダッシュボード名を編集します。

• プロジェクト: ダッシュボードのウィジェットがデータを取得するプロジェクトを選択します。

プロジェクト オプションは ホーム > 統合Flexボード メニューでのみ設定できます。
統合Flexボード から入った場合は、ウィジェットごとにデータ取得元のプロジェクトを選択で
きます。

1. ウィジェット右上の ボタンをクリックし、目的のプロジェクトを検索して単一ま
たは複数選択します。

2. プロジェクトを選択したら 適用 ボタンをクリックします。

• レイアウト

◦ ウィジェットをドラッグして位置を移動します。

◦ ウィジェット右下をマウスでクリックしたままドラッグしてサイズを調整します。

◦ ウィジェットを削除するには、ウィジェット右上の アイコンをクリックします。

• ウィジェット.json: ダッシュボードのウィジェット設定を JSON 形式で読み込みます。 アイコンをク
リックすると JSON をコピーします。

• オプション.json: ダッシュボードのオプション設定を JSON 形式で読み込みます。 アイコンをクリッ
クすると JSON をコピーします。

Flexボードの使用方法
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Flex ボードを削除する

1. Flexボード > ダッシュボードリスト で、削除する項目の アイコンをクリックします。

2. 確認メッセージで 削除 ボタンをクリックします。

ダッシュボードの削除は所有者と共有を受けたユーザーで動作が異なります。

• ダッシュボード所有者がダッシュボードを削除すると、共有されたすべてのユーザーアカウントでもその
ダッシュボードが削除されます。

• 共有を受けたユーザーがダッシュボードを削除すると、そのユーザーの ダッシュボードリスト のみから
削除されます。元のダッシュボードは維持されます。

Flex ボードを共有する

Flex ボードの共有機能は ホーム > 統合Flexボード メニューでのみ使用できます。
プロジェクトの Flexボード メニューでは提供されません。

共有とコピーの違い

Flexボードの使用方法
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• 共有: 共有されたメンバーは同じダッシュボードを閲覧します。

• コピー: ダッシュボードを他のメンバーまたは自分にコピーすると、コピーされた別個のダッシュボード
を閲覧します。

• 読取り専用 で共有/コピーされたダッシュボードは編集できません。編集モード で共有/コピーされた場
合のみ編集できます。

• 読取り専用 で共有を受けたメンバーも、そのダッシュボードを 閲覧専用で再共有 したり コピー できま
す。

• ダッシュボードに含まれるプロジェクトのうち 少なくとも1つ のプロジェクトに所属しているメンバーに
のみ共有できます。共有またはコピー先のメンバーがプロジェクトに所属しているか確認してください。

統合Flexボード で作成した Flex ボードを他のメンバーと共有できます。所有者が共有されたダッシュボードを編集す
ると、共有を受けたすべてのメンバーに同じ変更が反映されます。

1. 統合Flexボード の ダッシュボードリスト で、共有するダッシュボードの アイコンをクリックします。

2. ダッシュボード共有 ウィンドウが表示されたら、共有するメンバーを1名または複数名選択するか、アカウ
ントを直接入力します。

• 読取り専用 を選択すると、共有を受けたメンバーはダッシュボードを編集できません。

Flexボードの使用方法
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• 共有対象は、ダッシュボードに含まれるプロジェクトのうち少なくとも1つのプロジェクトに所属してい
る必要があります。

3. 共有 ボタンをクリックします。

• 共有された項目には 共有 タグが表示されます。共有 タグにマウスを載せると、共有したメンバー情報を
確認できます。

• 閲覧専用で共有された項目には 読取り専用 タグが表示されます。

ダッシュボードを共有で受け取った場合 ダッシュボードを共有した場合（ダッシュボード所有者）

ダッシュボード共有の条件

• ダッシュボード共有機能は ホーム > 統合Flexボード のみで提供します。

• だれでも自分のダッシュボードを共有でき、共有で受けたダッシュボードを再共有やコピーで
きます。

• 読取り専用 で受けたダッシュボードは編集できませんが、編集モード で受けた場合は編集でき
ます。

• 所有者 がダッシュボードを削除すると、共有を受けたすべてのアカウントで該当ダッシュボー
ドが削除されます。

• 共有を受けたユーザー が削除した場合は、そのユーザーの ダッシュボードリスト のみから削
除され、元のダッシュボードは維持されます。

• 共有で受けたダッシュボードに含まれるプロジェクトのうち、ビュー 権限がないプロジェクト
はデータを参照できません。
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Flex ボードをコピーする

ユーザーは Flex ボードをコピーして他のメンバーに渡せます。

1. 統合Flexボード の ダッシュボードリスト で、 アイコンをクリックします。

2. コピーオプションを選択します。

• 自分にコピー: 自分のアカウントにコピーします。

a. _copied 接尾辞が付いた項目が ダッシュボードリスト に追加されます。

• 他人にコピー: 他のメンバーのアカウントにコピーします。

a. アカウント をクリックします。
b. コピー先メンバーのメールを選択し、ダッシュボードコピー ボタンをクリックします。
c. そのメンバーの ダッシュボードリスト に _copied 接尾辞が付いた項目が追加されます。

JSON ファイルで共有する

Flex ボードの設定を JSON ファイルとして他のメンバーに渡したり、他のメンバーの設定を取り込めます。

エクスポート

1. 統合Flexボード またはプロジェクトの Flexボード メニューに移動します。

2. ダッシュボードリスト で ボタンをクリックします。

3. エクスポートオプションを選択します。

• プロジェクト情報を含む: ダッシュボードに設定されたプロジェクト情報を JSON ファイルに含めて共有

• プロジェクト情報を含まない: ダッシュボードに設定されたプロジェクト情報を JSON ファイルに含めず
に共有

4. JSON ファイルをダウンロードし、共有先のメンバーに渡します。
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インポート

1. 統合Flexボード またはプロジェクトの Flexボード メニューに移動します。

2. 画面右上の インポート ボタンをクリックします。

3. ダウンロードした JSON ファイルを選択します。

この機能は、プロジェクトの 編集 権限を持つメンバーのみ利用できます。

Flex ボードの画面モード

Flex ボードの画面モードに応じて提供機能が異なります。

アクセス可能なメンバー権限

プロジェクト内の Flexボード メニューでは、編集権限 のあるユーザーのみが 編集モード、アドミン、フィ
ルター 機能にアクセスできます。メンバー権限の詳細は次のドキュメントを参照してください。

• プロジェクト編集 権限

• プロジェクトのFlexボードの修正 権限

• Site Admin 権限

モード種類

Flexボード は画面モードにより設定できる機能が異なります。

• 編集モード: ウィジェットテンプレート一覧からレイアウトにウィジェットを配置し、ウィジェットの編集、削除、
位置調整ができます。

• アドミン: ウィジェットの詳細プロパティを JSON 形式で管理できます。レイアウトに配置したウィジェット右上
の ボタンを選択します。

• ビューモード: ウィジェットの配置、サイズ調整、詳細オプションなどの設定を完了後、ダッシュボードのように各
ウィジェットのデータをリアルタイムで監視できます。
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共通機能

• データフィルタリング

• リアルタイムデータの参照範囲設定

• 印刷モード

• Flex ボード管理

• データ結合オプション

データフィルタリング

データフィルタリングで監視対象を絞り、効率的な Flex ボードを構成できます。

1. 画面上部の フィルター タブをクリックします。

2. 画面右に表示される フィルター ウィンドウでフィルタリング対象を選択します。すべて選択するには すべて
選択 を選択します。

• エージェント オプション: エージェント種別またはアプリケーション一覧を選択、検索 機能あり

• メトリクス オプション: プロジェクトまたはエージェント種別を選択、+ And 条件の追加や、含む、除外
による文字列ベースの自動選択が可能

3. フィルタリング対象を選択したら、適用 ボタンをクリックします。

4. よく使う条件は フィルター保存 ボタンで保存します。

a. フィルター名を入力し、保存 を選択します。保存フィルター は フィルター ウィンドウ下部に表示されま
す。

フィルタリング条件

フィルタリング条件はエージェントタイプとメトリクスタイプに分かれます。
エージェントは基本的な監視対象のみ選択肢として提供し、メトリクスはプロジェクトで収集したすべてのメトリクス
データのタグを選択肢として提供します。メトリクスタイプは、非エージェント形式でデータを収集し、その後フィル
タリングを適用する場合に有用です。メトリクスの詳細は次のドキュメントを参照してください。
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タイプ エージェント メトリクス

選択オプション

WhaTap プロジェクトの監視対象
(アプリケーション、サーバー、データベー
ス、
コンテナ、Kubernetes の POD と NODE)

エージェントを含むすべてのメトリクスタグ

適用範囲 すべてのウィジェット
メトリクスデータを使用するすべてのウィジェッ
ト

フィルタリング方
式

チェックボックス 一致, 含む, 除外

参照時間を設定する

Flexボード の画面右上の時間セレクターで、ウィジェットのデータ参照時間を設定できます。

• : リアルタイムモードを停止して特定の参照時間に設定

• : リアルタイムモードに戻す

印刷する

Flex ボード画面を PDF で保存して印刷できます。

1. Flex ボード画面の右上にある アイコンをクリックして印刷モードに切り替えます。

2. オプションを設定します。

• フィルターオプション表示: 画面のフィルターオプションを表示/非表示に切り替え

• {mode}方向に切換え / {mode}方向に切換え: 画面を横向きまたは縦向きに変更

3. 完了後、PDFダウンロード を選択します。

4. 印刷モードを終了するには、右上の 印刷モード終了 をクリックします。

Flex ボード管理

Flex ボードのレイアウト変更、ウィジェットの位置移動やサイズ調整、名称変更などの管理機能を提供します。 Flex
ボード管理 機能は、ダッシュボード > Flexボード メニューの ダッシュボードリスト で アイコンをクリックして入
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ることもできます。

1. Flex ボード画面の右上の アイコンをクリックすると、Flexボード管理 ウィンドウが開きます。

• 名前変更: Flex ボード名の変更

• レイアウト: ウィジェットの位置・サイズ調整および削除

• 他のユーザーの修正を許可しない: 変更制限オプション

◦ 編集権限のあるメンバーは編集・削除・変更が可能で、オプションを有効化すると 他のユーザーの
修正を許可しない: On に変更されます

• ウィジェット.json: Flex ボードに含まれるウィジェットを JSON 形式で編集・管理

• オプション.json: Flex ボードの設定を JSON 形式で編集・管理（プロジェクト情報、Flex ボードフィル
ター、時間選択などの設定値）

ウィジェット.json と オプション.json 機能は、ダッシュボード管理者権限のユーザーにのみ
提供します。

2. すべての設定を完了し、保存 ボタンをクリックします。

ダッシュボードをお気に入りに登録する

作成した Flex ボードはお気に入りに登録して素早くアクセスできます。ダッシュボード > Flexボード の ダッシュボー
ドリスト で、お気に入り登録するダッシュボードの ボタンをクリックすると、 に変わります。
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ウィジェットの管理
Flexボードに配置したウィジェットを管理して、ダッシュボードをユーザーがカスタマイズします。

ダッシュボードはメトリクスウィジェットを含むさまざまなウィジェットテンプレートを活用して構成でき
ます。
各テンプレートの特徴と使用方法については、ウィジェットテンプレート ドキュメントで詳しく確認できま
す。

ウィジェット追加

作成済みのFlexボードにウィジェットを追加できます。

1. Flexボードメニューのダッシュボードリストで、ウィジェットを追加するダッシュボードを選択します。

2. 画面左上の編集モードを選択します。

3. 左側のウィジェットテンプレート一覧から目的のウィジェットを選択します。メトリクスウィジェットを追
加するには、すべてのメトリクスを選択してから、目的のウィジェットをクリックします。

• ホーム画面の統合Flexボードを選択し、ウィジェットを追加した場合は、プロジェクト選択ボタンをクリックし
て、収集対象のプロジェクトを選択します。

• 追加するウィジェットがある場合は、同じプロセスを繰り返してください。

4. すべての手順が完了したら、画面上部のビューモードを選択してレイアウトを確認し、 (リストへ)ボタン
をクリックします。

ウィジェットの属性変更

Flexボードメニューのダッシュボードリストで、ウィジェットのプロパティを変更するボードを選択します。編集モー
ドに入ります。
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ウィジェット名の変更

1. 名前を変更するウィジェットの名前の右側の ボタンをクリックします。

2. ウィジェットの題名、フォントサイズ、色を設定し、保存ボタンを選択します。

• 保存する際に、すべてのウィジェットに適用トグルボタンの機能を活性化すると、フォントサイズと色
が他のウィジェットにも適用されます。

• ウィジェットのタイトルをロックするには ボタンを選択し、保存ボタンをクリックします。

時間設定

1. 時間を設定するウィジェットの右上の ボタンを選択します。

2. 時間選択ウィンドウで時間を設定してください。

• ダッシュボード画面で設定した時間を適用するには、ダッシュボード設定に従うをチェックします。ダ
ッシュボードの時間設定は右上にあります。

• 特定の時間を設定する場合は、ダッシュボード設定に従うのチェックを外します。 または ボタンを
使用して照会する時間を設定します。

3. 時間設定が終了したら ボタンをクリックします。

ウィジェットのデータタイプによっては、時間設定機能をサポートしていない場合があります。

出力データオプションの設定

チャート型ウィジェットの出力データオプションを設定して、ユーザーが必要なデータを選択できます。

1. ウィジェットの右上にある アイコンをクリックして、出力データのオプションを設定します。

• プロジェクト、エージェント、アプリケーションなどを選択してデータをフィルタリングできます。

• 個々のデータまたはマージされたデータを選択して、チャートに表示されるグラフのタイプを変更でき
ます。

• > を選択します。チャート設定画面で詳細オプションを変更できます。設定できるオプションは次
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のとおりです。

◦ チャートタイプ：集計する現在の数値をチャートに表示するオプションです。

◦ y軸 チャート最大値：Y軸にチャートの最大値を自動または固定で選択できます。

◦ 水平線設定：追加ボタンを選択し、しきい値または範囲を水平線として表示できます。複数を追加
して適用できます。水平線を追加した後は、適用ボタンを選択してチャートに反映してください。

◦ チャートの最大値を表示：チャートに表示されるグラフの最大値を表示します。

◦ サブチャート：ウィジェットのメインチャートにサブチャートを追加できます。サブチャートの種
類を選択し、レイアウトとサイズ、データのマージ有無を選択します。他のウィジェットにも適用
する場合は、すべてのウィジェットに適用ボタンを選択します。サブチャートは、データをさまざま
な方法で確認するとき便利です。

2. オプション設定がすべて完了したら、チャート設定画面の左上の ボタンをクリックするか、チャート設定
領域の外側をクリックします。

ウィジェットのデータタイプによって選択できるオプションは異なる場合があります。

メトリクスウィジェットデータの変更

メトリクスウィジェットのデータ照会の条件を変更できます。

1. Flexボード > ダッシュボードリストで、ウィジェットデータを変更するダッシュボードを選択します。

2. 編集モードで、変更したいウィジェットの右上にある アイコンをクリックします。

3. アイコンをクリックすると、データ設定編集ウィンドウが表示されます。

4. 次を参照して設定を変更するには、適用アイコンウィジェットに適用ボタンをクリックします。

• ウィジェットを作成すると、デフォルトで生成されるメトリクスのオプションがタブに表示されます。

• メトリクス オプションには、カテゴリとフィールド、タグが含まれます。

• カテゴリ項目は現在、変更を加える機能を制限しています。

• フィールド、タグ項目は複数選択できます。選択したタグオプションでチャートデータをグループ化し
ます。

• ボタンをクリックすると、元のデータを表示できます。
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• オブジェクトのマージおよび時間マージ項目の詳細については、データマージオプションを参照してく
ださい。

データマージオプション

Flexボードのすべてのメトリクス一覧に配置されたマトリクスウィジェットでは、データのマージオプションを提供し
ます。 データのマージは、オブジェクトのマージと時間マージ方法を提供します。

• オブジェクトのマージ

左側で選択したタグ(例：エージェント名)に基づいてチャートデータをグループ化するために使用します。この場
合、異なるフィールド(例：CPU)値を持つデータ間でタグが一致する場合、そのデータは結合されます。

• 時間マージ

主に検索時間が長い場合に使用します。ソースデータとフィールド値が同じデータを時間範囲に基づいて一定の時
間間隔(5分または1時間)でデータを結合します。この結合方法は、時間結合と呼ばれます。

• AWS CloudWatchメトリクス

AWSモニタリング指標の場合、統計手法はフィールド名の後にサフィックス(接尾辞) として追加されます。データ
マージの既定値は、このサフィックスを参照しています。

1. 編集モードですべてのメトリクスボタンを選択し、ウィジェットテンプレート一覧をすべてのメトリクス一覧
に変更します。

2. メトリクスウィジェットをレイアウトに配置します。
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3. メトリクス ウィジェットの右上にある ボタンを選択します。

4. タグ(例: エージェント名)オプションを選択すると、データ結合オプションが表示されます。ウィジェットの
サイズによっては、メトリクス オプションの位置が異なる場合があります。

ウィジェットのコピー

1. ウィジェットの右上にある ボタンをクリックします。

2. ボタンをクリックします。

3. コピー画面が表示されたら、 ウィジェット追加を選択します。

4. 一覧にあるウィジェットの名前を変更します。

5. 適用ボタンを選択します。

6. 編集モード画面でコピーしたウィジェットで確認できます。

ウィジェットの削除

1. ウィジェットの右上にある ボタンをクリックします。

2. ボタンをクリックします。

3. 確認メッセージの画面が表示されると、削除ボタンを選択します。削除を取り消すにはキャンセルボタンを
クリックします。
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分析
アプリケーション環境を様々な観点から分析できるメニューを提供します。 負荷が高かったり性能が低下した区間を
把握できるし、多様な性能指標を提供して日別状況を確認できます。 また、性能測定のためのトランザクションを追
跡・分析できます。

WhaTapが提供する分析機能により、主な性能を分析しながら問題点を把握し、発生する可能性のある障害を予防でき
ます。

日別APP現況

アプリケーションの主な性能指標の1日間の推移を時間単位のチャートで確認できます。 詳細については、次の文書を
参照してください。

性能推移

アプリケーションの主な性能指標の推移を時間帯を特定してチャートで表示するため、負荷が高かったり、性能が低下
した区間を素早く把握でき、問題になった時点を特定できます。 詳細については、次の文書を参照してください。

メトリクスチャート

可視化されたチャートにより、メトリクスデータを照会できます。 詳細については、次の文書を参照してください。

メトリクス照会

カテゴリ化されたアプリケーションの性能指標をタグとフィールドベースで構成されたデータで照会できます。 詳細
については、次の文書を参照してください。

スタック

トランザクションのスタック情報を収集し、実行中のメソッドの使用量の統計と、多く使用されるスタックに関する
統計を提供します。 実行中のトランザクションのスタック情報により、長時間実行されたメソッドや、短時間実行さ
れるが頻繁に実行されるメソッドを把握できます。 詳細については、次の文書を参照してください。
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キューブ

5分単位で作成された性能統計をキューブ(Cube)と呼びます。 事後分析のための統計分析ツールで、応答時間やエラー
件数、処理量などが高い時間帯を特定できるため、同時間帯の問題要素を把握したり、サービス状況をモニタリング
したりすることができます。 トラフィックの地理的分布、リソースの使用量を確認できます。 詳細については、次の
文書を参照してください。

ヒットマップ

時間の経過とともに、ユーザーのリクエストに対する応答時間を分布図の形で表現したチャートを提供します。 分布
図チャートの形態によりどのような障害が発生したかを特定できます。 詳細については、次の文書を参照してくださ
い。

マルチTX追跡

他のエージェントやプロジェクトと関連するトランザクションの間での呼び出しを追跡します。 システム内またはシ
ステム間で発生するさまざまな呼び出し関係を一目で確認でき、どのような問題が発生したかを識別して改善できるよ
うにトランザクションとトレース情報を提供します。 詳細については、次の文書を参照してください。

TX検索

特定の期間中の各トランザクションの性能属性に関する統計と実行状態を検索できます。 すべてのトランザクション
を確認し、正常やエラー状態をすばやく確認できます。 提供される情報を通じて、どのようなトランザクションの使
用量が多く、リソースを多く消費しているかがわかります。 トランザクションの属性に応じて様々なフィルタリング
が可能で、特定の条件のトランザクションを見つけるのに役立ちます。 詳細については、次の文書を参照してくださ
い。
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日付別のアプリケーション状況
ホーム画面 > プロジェクト選択 > 分析 > 日別APP現況

アプリケーションの主な性能指標の1日間の推移を時間単位のチャートで確認できます。

1日間のアプリケーションの状態を確認できます。 検索条件(日付選択, タイプ, アプリケーション)を設定し ボタンを
選択します。 タイプオプションの条件は次のとおりです。

分類 説明

エージェント プロジェクトに追加されたアプリケーションエージェントの名前
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分類 説明

エージェント種類 エージェント設定で whatap.okind オプションで分類されたグループ単位

エージェントノード エージェント設定で whatap.onode オプションで分類されたグループ単位

提供するチャートは次のとおりです。 チャートの右側にある数値で、1日間の累積値、平均値または最大値を確認でき
ます。

• 時間毎のTX数

• 時間毎ユーザー数

本日ユーザーは、一日間の累積されたユーザー数を重複なく合算した値です。 単に合算するのではなく
HyperLogLogで算出します。 HyperLogLogは、非常に小さいメモリで集合の元素数を推定する確率的
データ構造を意味します。

• 時間毎HTTPコール件数

• 時間毎SQL数

• 時間毎SQLフェッチ件数

• 応答時間

• TPS

• アクティブTX

• 5分合計エラー件数

• エラー率
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性能推移
ホーム画面 > プロジェクト選択 > 分析 > 性能推移

WhaTapモニタリングサービスの初期画面でプロジェクトを選択した後、分析 > 性能推移メニューを選択します。 照会
を希望する特定の時間範囲内で、行われた性能に対する複数の指標を確認できます。

性能推移



性能推移

171



性能推移の照会条件

• タイムピッカーを通じて、照会したい時間範囲を選択できます。 基本照会期間は1日です。

◦ 照会範囲が3時間以下の場合、Rawデータに基づいて5秒単位の推移を確認できます。

◦ 照会範囲が3日以内の場合、5分統計を使用して5分単位の推移を確認できます。

◦ 照会範囲が3日を超える場合、1時間統計を使用して1時間単位の推移を確認できます。

• アプリケーション選択を通じて、全体または照会したい特定のアプリケーションを選択できます。

• CSVダウンロードアイコンを選択して、画面に表示された一覧データをCSVファイルでダウンロードできます。

性能推移チャート

• 指定した照会時間範囲をチャート上段で確認できます。

• チャート領域で同時接続ユーザー、TPS、応答時間、CPU、ヒープメモリ、アクティブTX、TX Top 10、HTTPコー
ル Top 10、SQL Top 10などの情報を確認できます。

• スナップショットアイコンを選択して、ウィジェットのオプションを除いたチャートをスナップショットできま
す。

同時接続ユーザー

ブラウザIPを基準としたリアルタイムユーザー数を表示します。

• Rawデータを使用する場合、10秒間にリクエストを発生させたユニークなブラウザIP数を集計します。

• 5分統計を使用する場合、直近5分間にリクエストを送信したユニークなブラウザIP数を集計します。

• 1時間統計を使用する場合、直近1時間にリクエストを送信したユニークなブラウザIP数を集計します。

TPS

TPS(Tansaction Per Second)は、毎秒処理されたトランザクション数を意味します。

応答時間

リクエストに対する応答時間の平均を意味します。 平均が高い場合、特定の時点で遅いトランザクションが多く行わ
れたか、またはトラブルが発生した可能性が高いです。
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CPU

アプリケーションサーバーのCPU使用量を意味します。 使用量変化の推移が確認できます。

メモリ

モニタリング対象プロセスのメモリ使用量を意味します。

アクティブTX

アクティブTXとは、進行中のトランザクションを意味します。 アクティブTXの詳細については、次の文書を参照して
ください。

TX Top 10

トランザクション呼び出し統計を使用して、トランザクション呼び出しが多い上位10の一覧を提供します。

HTTPコール Top 10

HTTPC統計を使用して、HTTP Call URLの件数が多い上位10の一覧を提供します。

SQL Top 10

SQL統計を使用して、SQL呼び出しの件数が多い上位10の一覧を提供します。
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スタック
ホーム画面 > プロジェクト選択 > 分析 > スタック

特定の時間帯の呼び出しスタックの頻度とメソッド、トランザクションに関する詳細情報が確認できます。トップスタ
ック, ユニークスタック, アクティブスタックが照会できます。トップスタックは、呼び出し頻度の高いメソッドの使用
量を示し、ユニークスタックは、同じ呼び出しスタックの頻度を分析します。アクティブスタックは、実行中のトラン
ザクションのスタック情報を定期的に収集し、リアルタイムのパフォーマンス分析ができます。

スタック分析機能はJava及びPython、.NETのモニタリングで提供します。

主な機能の案内

次の主な機能を利用できます。スタックの照会により、アプリケーションのパフォーマンスの問題をすばやく識別し、
解決できます。特定メソッドの呼び出し頻度、呼び出し経路、応答時間などを確認し、性能向上のための改善策が用
意できます。

• スタックタイプの選択

トップスタック, ユニークスタック, アクティブスタック中から希望するスタックを選択して照会できます。

◦ トップスタック：呼び出し頻度が最も高いスタック情報を提供します。詳細については、次の文書を参照してく
ださい。

◦ ユニークスタック：実行されたメソッドのセットが同じ場合の統計情報を提供します。詳細については、次の文
書を参照してください。

◦ アクティブスタック:実行中のトランザクションのスタック情報を提供します。詳細については、次の文書を参
照してください。
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• 時間選択 / 開始日：照会する時間を設定します。特定の時間帯のスタックを照会したり、目的の期間を設定できま
す。スタックの種類によっては、照会できる期間が制限されます。

◦ トップスタック及びユニークスタックを照会できる最大期間は3日です。

• アプリケーション：照会するエージェントを選択できます。特定のエージェントを選択でき、何も選択しないとプ
ロジェクトに含まれるすべてのエージェントを対象に照会します。

• カラム選択：希望するカラム項目を表示または非表示します。

• 比較する：同じフィルター条件で1日以内に照会する際、選択したスタックを別の時間帯と比較できます。この機能
で、時間による呼び出しスタックの変化を把握し、性能のトレンドを確認できます。詳細については、次の文書を
参照してください。

• ：各スタック タイプのテーブル リストからスタックまたはトランザクション項目を拡張すると、一番右側にス
ナップショット アイコンが表示されます。このアイコンを選択すると、スタックまたはトランザクション情報を画
像ファイルに保存できます。

基本的な使い方

1. 画面から照会するスタックタイプを選択します。

2. 時間選択または開始日で希望する照会時間を設定します。

3. アプリケーションで、照会するエージェントを選択します。何も選択しないと、エージェント全体を対象に
照会します。

4. ボタンを選択します。

照会結果をスタックテーブルの一覧から確認できます。

トップスタック

トップスタックでは、呼び出し頻度が最も高いメソッドの情報を提供します。スタックの最上段に位置するメソッド
の呼び出し頻度により、サービスに最も影響を与えるメソッドを素早く確認できます。メソッドの呼び出し頻度を把握
し、CPUまたはメモリに負荷がかかる原因を分析できます。この機能で性能改善に必要な対策を講じられます。

WhaTapは、10秒(既定値) 間隔で収集したThread Stackを使用して、メソッドレベルの性能遅延を分析します。
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DynamicClass.lambda_method(System.Runtime.CompilerServices.Closure,System.Object,System.Object[])
demo450.Controllers.DelayTestController.Get(Int32)
System.Threading.Thread.Sleep(Int32)
System.Web.Http.ApiController.ExecuteAsync(System.Web.Http.Controllers.HttpControllerContext,System.Threading.Cancell
ationToken)
System.Web.Http.Controllers.ActionFilterResult.ExecuteAsync(System.Threading.CancellationToken)
System.Runtime.CompilerServices.AsyncTaskMethodBuilder`1[[System.__Canon,mscorlib]].Start[[System.Web.Http.Controll
ers.ActionFilterResult+<ExecuteAsync>d__5,System.Web.Http]](<ExecuteAsync>d__5 ByRef)
System.Web.Http.Controllers.ActionFilterResult+<ExecuteAsync>d__5.MoveNext()
System.Web.Http.Controllers.ApiControllerActionInvoker.InvokeActionAsync(System.Web.Http.Controllers.HttpActionContex
t,System.Threading.CancellationToken)
System.Web.Http.Controllers.ApiControllerActionInvoker.InvokeActionAsyncCore(System.Web.Http.Controllers.HttpActionCo
ntext,System.Threading.CancellationToken)
...

例のスタックからトップラインは lambda_method です。

DynamicClass.lambda_method(System.Runtime.CompilerServices.Closure,System.Object,System.Object[])

トップラインは、実行中のスレッドが該当メソッドを実行していることを意味します。途中でキャプチャされた可能性
もありますが、確率的には各モジュールの処理時間の合計の比率でスタックに現れます。このトップラインメソッドの
頻度を計算してメソッドレベルのパフォーマンスを判断できます。WhaTapは、トップラインの頻度統計をトップスタ
ック(Top Stack)と呼びます。

トップスタック分析で現れたメソッドをどのメソッドが呼び出したかを頻度で分析できます。Stack Traceの各ステッ
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プで、ステップとステップの間で呼び出した比率をパーセンテージで分析した情報を提供します。最上位ステップか
ら呼び出したステップの頻度をパーセンテージで計算し、降順に並べ替えた結果を表示します。

各ステップ項目の一番左にある ボタンを選択すると、そのステップを呼び出す上位ステップの呼び出し頻度をパー
センテージで提供します。

トップスタック統計は充分に多いデータで判断する必要があります。収集したスタックの数が10個未満の場合、統計
的な意味を持つには不十分です。

トップスタックは、把握しづらい部分のチューニングポイントを見つけるのに役立ちます。呼び出し頻度が最も高いス
タックは、アプリケーションサーバーで最も多くの応答遅延が発生していると判断できます。左に表示する比率は、ア
プリケーションサーバーのパフォーマンスへの影響度です。

安定したアプリケーションサーバーであっても、呼び出し頻度の高いスタックは性能の低下を引き起こす可能性がある
ため、そのクラスは注意深く見ることをお勧めします。

トップスタックをクリックすると、その最上位スタックに対する呼び出し頻度が確認できます。トップスタックの呼び
出し関係は1対1なので、トップスタックのdepthが下がるほど情報の精度が低下する可能性があります。チューニング
作業を行う際には、下位depthの情報は参照レベルで考えてください。

アプリケーションのパフォーマンス改善のため、最上位ステップへの呼び出し比率が高いモジュールのボトルネックを
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調べる必要があります。呼び出し比率が高いモジュールの場合、小さな性能改善でも、アプリケーション全体に大きな
改善効果がある場合があります。

ダイアグラムで表示

複雑なスタックの呼び出しステップを簡単に理解できるため、ダイアグラムチャートを提供します。スタックテーブル
の右上にあるダイアグラムで表示ボタンを選択すると、各ステップの呼び出し頻度と実行経路を一目で把握できます。

• 各ノードを選択すると、下位のdepthのスタックが表示されます。

• マウススクロールで拡大/縮小したり、ドラッグで動かします。

• スタックテーブルリストに戻るにはテーブルで表示ボタンを選択します。
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注意事項

System.Threading.Thread.Sleep(Int32)
// System.Web.Http.ApiController.ExecuteAsyncの呼び出し比率は58.37%
System.Web.Http.ApiController.ExecuteAsync(System.Web.Http.Controllers.HttpControllerContext,System.Threading.Cancell
ationToken)
// System.Web.Http.Controllers.ActionFilterResult.ExecuteAsyncの呼び出し比率は99.99%
System.Web.Http.Controllers.ActionFilterResult.ExecuteAsync(System.Threading.CancellationToken)

System.Threading.Thread.Sleep ← System.Web.Http.ApiController.ExecuteAsync ←
System.Web.Http.Controllers.ActionFilterResult.ExecuteAsync の呼び出し比率が58.37% * 99.99%を意味するもの

ではありません。 System.Web.Http.ApiController.ExecuteAsync から他のモジュールを呼び出す可能性があるためで
す。

トップスタックで呼び出し比率を確認する際には、各ステップ間の呼び出し比率を合わせて、全体の呼び出し比率を
判断してはいけません。トップスタックの呼び出し比率はStack Trace上に表示される情報からステップ間の呼び出し
比率を算出した結果であるため、ステップ間の呼び出し比率から全体の呼び出し比率を算出すると、歪んだ計算結果
になる恐れがあります。

ユニークスタック

ユニークスタックは、Stack Trace全体の正確な呼び出し情報に基づいて実行されたメソッドのセットが同じ場合の統
計情報を提供します。
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最もよく使われるスタックの情報が把握できます。同じスタックが何度も繰り替えても、重複を排除し、最も高い呼び
出し頻度のスタックが確認できます。例えば呼び出す比率が高いStack Traceを識別できます。詳細な呼び出しステッ
プのチェックにより、呼び出し経路上で異常モジュールの存在有無も把握できます。

各スタック項目では、メソッドの呼び出し経路(スタック)と当該メソッドの占める割合(パーセント)、全体の呼び出し
件数(数)を表示します。各ステップ項目の左側に ボタンを選択すると、その呼び出しスタックのメソッド名、ファイ
ル名、ライン番号などの分析に役立つ情報を提供します。
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フィルタリング

フィルター項目にメソッド名を入力して、照会結果をフィルタリングできます。文字列を入力した後、 ボタンを選
択します。

アクティブスタック

進行中のトランザクションをアクティブTXと呼びます。アクティブTXから定期的にダンプされたスタックをアクティブ
スタックと呼びます。

アクティブスタックでは、収集されたアクティブスタックを時系列チャートで確認できます。長時間実行されるメソッ
ドと短時間で実行されるが、頻繁に実行されるメソッドの比率により、実行中のトランザクションの状態をリアルタイ
ムで把握できます。
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チャートは5分間の単位統計データを活用して、Active Transactionの数を棒グラフで、TPSを折れ線グラフで表示し
ます。特定の時間帯の棒グラフをクリックすると、その時間帯のActive Transactionのリストを確認できます。

トランザクションリストの左側にある ボタンを選択すると、そのトランザクションのアクティブスタック情報を確
認できます。

• アクティブTX収集の詳細は、次の文書を参照してください。その他のトランザクション収集に関連するエ
ージェントオプションは、次の文書を参照してください。
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• WhaTapエージェントは、アクティブTXから10秒(変更可)ごとにダンプしたアクティブスタックをサーバ
ーに転送します。収集間隔のエージェントオプションについては、次の例を参照してください。

whatap.conf

active_stack_second=10

フィルタリング

フィルター項目にトランザクション名を入力して、照会結果をフィルタリングできます。文字列を入力した後、 ボ
タンを選択します。

スタックの比較

トップスタックとユニークスタックでは、一定期間を基準にして、時間帯ごとでの比率の変化と収集件数に対する履歴
情報を提供します。
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時間選択に照会する時間を設定した上で比較するボタンを選択します。同じフィルター条件から1日以内期間での照会
時にスタックを時間帯ごとで比較できます。この機能で、時間帯ごとでの呼び出しスタックの変化を把握し、性能のト
レンドを確認できます。また、障害時点の状況把握や性能改善前後の比較などに有用なデータとして活用できます。

• パーセント：照会期間中に選択されたスタックの比率の変化を確認できます。

• 数：収集されるスタックの数は、アクティブTXの数に比例します。例えば、特定の区間で収集量が増加していれ
ば、サービスの遅延や急激な流入量の増加があったと推測できます。

比較するボタンが活性化にならない場合は、照会できる時間範囲を超えたか、比較する時間帯のデータが不
十分な場合です。時間選択で照会できる時間範囲に設定すると、比較するボタンが活性化されます。
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キューブ
ホーム画面 > プロジェクト選択 > 分析 > キューブ

国別接続、ヒットマップ、トランザクション、TOPトランザクション、TPS、応答時間、リソース使用情報を提供しま
す。

• 時間の経過に伴うアプリケーションの性能推移を把握できます。5分間隔で処理された統計データを使用して、ア
プリケーションの性能変化をすばやく把握できます。

• トラフィックの地理的分布を把握できます。アプリケーションへのトラフィックデータにより、トラフィックの地
理的分布を把握し、地域ごとの性能を比較できます。

• リソースの使用量を把握できます。アプリケーションが使用するリソースの使用量を把握し、性能低下の原因を分
析できます。

キューブとは？

WhaTapは5分単位で作成されたパフォーマンス統計をキューブと呼びます。キューブ分析は、キューブに保存された5
分単位のパフォーマンスデータを利用する分析機能です。
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キューブのセレクトパネル

左側 領域のキューブセレクトパネルで、特定の時間に基づいてキューブを選択します。 キューブは5分単位で保存さ
れるため、特定の時間を選択する必要があります。

• パネル関心メトリクス

◦ TPS

◦ 応答時間

◦ TXエラー件数

◦ アクティブTX数

◦ 同時接続ユーザー

• キューブ表示色

キューブは、選択された関心指標の数値に応じて異なる色で表示されます。

◦ 紺色：高い数値
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◦ 水色：低い数値

アプリケーション選択

上段 のアプリケーション選択ボタンを使用して、特定のアプリケーションデータのみ表示できます。右側の ボタ
ンを選択すると、次のように選択可能なエージェントオプションを選択できます。

• すべて選択：すべてのアプリケーションを表示します。既定値はすべて選択と活性アプリケーションが選択されて
います。

• 活性アプリケーション：アプリケーション間でアクティブなアプリケーションを指定および表示します。

• 選択のみ表示：アプリケーションからユーザーが指定したアプリケーションのみを表示します。

• 検索：アプリケーションが多数の場合は、入力ウィンドウからそのアプリケーションを検索できます。

• 数字/数字：指定されたアプリケーション数/全体のアプリケーション数を表示します。

キューブデータ

領域で該当するキューブデータをヒットマップ、国/地域、TPS、インスタンス応答時間、CPU、同時接続ユーザ
ー、トップTX、使用中ヒープメモリなどのチャートから確認できます。

• ヒットマップ

キューブ時間の経過に伴うトランザクション分布を示します。トレースの詳細分析が可能です。

• 国/地域

クライアントIPに基づいて国をマッピングし、どの国からトランザクションが来ているかを示します。マップの色
は、トランザクションの量を相対的に表示します。
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WhaTapは、クライアントに関する情報を保存します。ユーザーデータの収集に関するエージェント設定
の詳細については、次の文書を参考にしてください。

• TPS

Tansaction Per Second(TPS)は、毎秒処理されるトランザクション数を意味します。

• インスタンス応答時間

トランザクションの平均応答時間です。

• CPU

プロジェクトのアプリケーション(エージェント)をIPでソートし、使用率の高いサーバーのCPUをチャートで表示
します。

• 同時接続ユーザー

リアルタイムブラウザのユーザー数を表示します。

• トップTX

呼び出し件数の多い5つのトランザクションが表示されます。 トランザクション統計は、より詳細なデータを見つ
けることができます。

• 使用中ヒープメモリ

アプリケーション(インスタンス) のヒープメモリ使用量が高い順にインスタンスを表示します。

• チャート右上の アイコンを選択すると、統合された折れ線チャートを提供します。

• チャート右上の アイコンを選択すると、個々の折れ線チャートを提供します。

• チャート右上の アイコンを選択すると、バーチャートが表示されます。

WhaTap uses the IP2Location LITE database for IP geolocation.
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ヒットマップ

トランザクショントレーシングとは？

トランザクション性能とは、トランザクションの開始と終了までの要約指標や属性を意味します。一方、トランザク
ショントレースは、トランザクションが実行されているステップのトレースです。 トランザクションが遅いかエラー
がある場合は、その原因を追跡するために実行履歴をステップごとに追跡する必要があります。 これをトランザクシ
ョントレーシングと言います。

トランザクションのパフォーマンス追跡のために収集するステップの種類は次のとおりです。

• DB接続ステップ START-END

RDBへの接続のパフォーマンスが含まれます。 ステップ情報には、名前、レスポンス時間、エラーが含まれます。

• SQLステップ START-END

JDBC SQLのパフォーマンスが含まれます。 ステップ情報には、接続情報、SQL文、エラーが含まれています。

• HTTP Callステップ START-END

外部HTTPサービス呼び出しのパフォーマンスが含まれます。 ステップ情報には、url、host、port、レスポンス時
間、エラーが含まれます。

• Messageステップ ADD

トレースを収集する過程で、非構造化のすべての間隔の履歴を収集する際にメッセージステップを使用します。

• SOCKETステップ ADD

Socketオープンを表現するステップです。

• METHODステップ START-END

メソッド応答時間を追跡します。

• ACTIVE STACK ステップ START-END

アクティブスタックに関する情報を含みます。 別のスレッドが作成し、トレースに追加する方法で収集します。

ヒットマップ



WhaTapモニタリングサービスでは、ステップ(Step)はスパン(Span)と同じ意味で使用されます。

詳細分析

ホーム画面 > プロジェクト選択 > 分析 > ヒットマップ

1. 時間選択で、ヒットマップを照会する期間を選択します。

2. タイプ、アプリケーションから照会する対象を選択します。
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3. ボタンを選択します。

4. ヒットマップTXから照会する領域を のようにドラッグします。

5. TXトレースに一覧が表示されたら、分析するトランザクションを選択します。

トランザクションのパフォーマンス分析のためのクライアント情報などの属性、トランザクションの処理性能、各区間
別の詳細な実行履歴などを確認できるトランザクション情報画面が表示されます。

• ヒットマップメニューの機能については、次の文書を参照してください。

• アプリケーションダッシュボードのヒットマップウィジェットの詳細については、次の文書を参照してく
ださい。
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トランザクション情報画面の案内

• 領域では、ステップ情報をさまざまな形式で確認できます。 希望する形式のタブを選択します。

• 領域では、トランザクションに関する基本情報を確認できます。

• ：該当URLまたは各実行区間の統計データ画面が表示されます。 統計データ画面のグラフチャートで、希望す
る時間をクリックすると統計またはTX検索メニューに移動します。 選択した時間に基づいて統計データを照会する
ことができます。

ヒットマップ

192



◦ 統計メニューの詳細については、次の文書を参照してください。

◦ TX検索メニューの詳細は次の文書を参照してください。

• SQLステップを選択すると、SQL変数とHTTPクエリを照会することができます。 詳細については、次の文書を
参照してください。

テーブルビュー

テーブルビュータブでは、トランザクションの実行過程を時間順に確認できます。

• トランザクションを実行区間別に分類し、ダイアグラムで確認できます。 全経過時間のうち、各区間別に所要され
た時間、最も長くかかった区間を素早く把握できます。

• ダイアグラムの各区間を選択すると、そのステップが位置するテーブルの一覧に移動します。
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• 青い丸( )が位置する領域は、アクティブスタックが収集された時点です。 青い丸を選択すると、アクティブスタ
ックボタンがあるテーブル一覧に移動できます。 アクティブスタックボタンをクリックすると、その区間で行われ
たステップ情報を確認できます。

◦ トランザクション一覧から アイコンが表示された項目で確認できます。

◦ アクティブスタックの詳細については、次の文書を参照してください。

• カラム選択：テーブル一覧にカラムでメモリ累積情報およびCPU累積情報を追加または非表示できます。 カラム
情報は次のとおりです。

◦ No：ステップの実行順序

◦ 時間：各ステップの開始時刻
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◦ 時間差：直前ステップの開始時刻から現在のステップに移るまでの待ち時間、外部要因により遅延される場
合、経過時間と異なる場合があります。

◦ 経過：各メソッドの開始から終了までの所要時間

◦ 内容：該当ステップの詳細な実行内容

• TXT：トランザクションの基本情報および区間ごとの実行情報をTXTファイルでダウンロードできます。

• SQL：トランザクションの基本情報およびSQL実行情報をTXTファイルでダウンロードできます。

◦ 置換値を含むダウンロード: バインド変数値を元の値に置き換え、SQL統計データをダウンロードします。 セキ
ュリティキー( paramkey )が設定されている場合は、セキュリティキー入力画面が表示されます。 セキュリティ
キーを入力しないとダウンロードできません。 セキュリティキーに関するエージェント設定の詳細について
は、次の文書を参照します。

◦ 置換値を含まないダウンロード: バインド変数値を置き換えない状態でSQL統計データをダウンロードします。

• :トランザクションの要約情報とダイアグラムを非表示にし、テーブル一覧のみを確認できます。 ボタンをク
リックすると、隠された情報を再表示します。 テーブル一覧が長い場合は、この機能を利用すると便利です。

• SQLステップを選択すると、パラメータを照会できるSQL画面が表示されます。 詳細については、次の文書を参照
してください。

レコード要約

トランザクションの基本情報を確認するには、レコード要約タブを選択します。 トランザクションの基本情報および
そのトランザクションが実行されたエージェント関連情報、メモリ割り当て使用量、クライアント関連情報を確認でき
ます。
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分類 プロパティ 説明

トランザ
クション

TX
アプリケーションで実行されたAPIまたはURL呼び出し、そのトランザクションのパス
です。 正規表現式を使用して一定の形式に変換します。

原本URL
実際に呼び出されたURLパスです。 変数を含まない具体的なリクエストパスです。 元の
URLがある場合は元のURL表示、元のURLがない場合は表示しません。

プロジェクト
コード

WhaTapモニタリングサービスに登録したプロジェクトの識別コードです。
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分類 プロパティ 説明

ステータス そのトランザクションのHTTP応答ステータスのコードです。

エラーレベル
そのトランザクションで発生したエラー レベルです。 WarningまたはCriticalと表示さ
れます。

エラークラス そのトランザクションで発生したエラー関連クラスです。

エラーメッセ
ージ

そのトランザクションで発生したエラーメッセージです。

経過時間 トランザクションの実行時間です。

開始時間 トランザクションの開始時刻です。

終了時間 トランザクションの終了時刻です。

ユーザーエー
ジェント

クライアント関連情報の抽出に利用するブラウザ情報です。

リファラー クライアントがブラウザで以前に利用したページアドレスまたは流入パスです。

TXID 該当トランザクションの固有識別子(ID)です。

マルチTXID
マルチトランザクションの固有識別子(ID)です。 他のアプリケーションのトランザクシ
ョンと並列に実行された場合に表示されます。

エージェ
ント

エージェント
名(oname)

エージェント名です。

エージェント
ID(oid)

エージェントの固有識別子(ID)です。

エージェント
グループ名

okind オプションで設定されたエージェントグループ名です。

エージェント エージェントグループの固有識別子(ID)です。
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分類 プロパティ 説明

グループID

エージェント
サーバー名

ondoe オプションで設定したエージェントサーバー名です。

エージェント
サーバーID

エージェント サーバーの固有識別子(ID)です。

ステップ
(Step)

HTTPメソッ
ド

HTTPメソッドです。 (GET、POST、PUT、HEADなど)

HTTPコール
時間

外部Http Call時間です。

HTTPコール
件数

外部HTTP Call件数です。

DBコネクショ
ン時間

データベースに接続するまでにかかる時間です。

SQL時間 SQLの実行時間です。

SQL件数 SQLの実行件数です。

SQLパッチ時
間

レコードの照会にかかった時間です。 ネストが発生するか、他のロジックが含まれる場
合があります。

SQLフェッチ
数

SQLでデータを照会したレコードの件数です。

リソース
(Resource)

CPU使用時間 トランザクションの処理に使用されたCPU時間です。

メモリ割当量 そのトランザクションで使用されたメモリ量です。

コンテナ Pod名 該当トランザクションを処理したKubernetes Podの名前です。
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分類 プロパティ 説明

コンテナID Pod内で実行されている特定のコンテナの固有識別子です。

クライア
ント

クライアント
IPアドレス

クライアントのIPアドレスです。

OS ブラウザが実行されるOS環境です。

ドメイン クライアントが接続したIPアドレスに指定されたインターネットアドレスです。

国/地域 クライアントの国の情報です。

都市 クライアントの国内の都市情報です。

クライアント
タイプ

クライアントが利用したブラウザの種類です。

クライアント
名

クライアントが利用したデバイス名です。

WClientID クライアントの固有識別子です。

Method
methodCount トランザクションで呼び出されたメソッドの数です。

methodTime メソッドの実行にかかった時間です。

• アプリケーションの種類や設定、ステップの種類によって収集する情報は異なる場合があります。 コンテ
ナ項目は、アプリケーションがコンテナ環境で実行されている場合にのみ表示されます。

• エラー関連項目は、そのトランザクションでエラーが発生した場合に表示されます。

• トランザクション属性の一部は、統計機能を提供します。 ボタンを選択すると、時系列チャートを通
じて照会時間中に発生したトランザクション状況を把握できる画面が表示されます。 チャート内の棒グラ
フを選択すると、分析 > TX検索メニューに移動して詳細照会できます。

• WhaTapは、クライアントに関する情報をデフォルトで保存します。 ユーザーデータの収集に関するエー
ジェント設定の詳細については、次の文書を参照してください。
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ツリービュー

トランザクションの実行過程をツリー形式で確認するには、ツリービュータブを選択します。 各トランザクションと
それに属するトレースの詳細、トレースの開始時刻と所要時間、呼び出し関係を確認できます。 ダイアグラムの各区間
を選択すると、そのステップが位置するツリービューに移動します。

• 一行：各区間別の実行情報に表示されたテキストを一行で表示し、ツリー形式をシンプルに整理できます。

• 複数行：各区間別の実行情報に表示されたテキストを改行してすべて表示します。
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• 最長経路：最長の経路で移動できます。

• タイムバーの表示：経過時間を棒チャートで表示します。

• 時間を表示する：各区間ごとのタイムスタンプ、ギャップ、経過時間をテキスト形式で表示します。

◦ 8秒以上：超過遅延状態で赤色で表現します。

◦ 3秒以上8秒未満：遅延状態でオレンジで表現します。

◦ 3秒未満：正常な状態で青色で表示します。

• 時間を表示しない：時間情報を非表示にします。

• ：トランザクションの要約情報とダイアグラムを非表示にし、ツリービューのみを確認できます。 ボタンをク
リックすると、隠された情報を再表示します。 ツリービュー一覧が長い場合は、この機能を利用すると便利です。

• ：SQL変数とHTTPクエリを照会できる画面が表示されます。 詳細については、次の文書を参照してください。

開始および所要時間の場合、トランザクション呼び出し環境によって生じる時差を上位トランザクションの
トレースやマッピングで修正および表示することで、実際に収集された時間データとの差異が生じる可能性
があります。

アクティブスタック
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アクティブスタックタブを選択すると、該当トランザクションから収集したアクティブスタックの一覧を確認できま
す。

• 左側のアクティブスタック一覧から収集時点（No、時間）を選択すると、右側に該当時点のスタック情報を表示し
ます。

• スタック：アクティブスタックの詳細情報をTXTファイルでダウンロードできます。

• トランザクション一覧で アイコンが表示された項目からアクティブスタックを確認できます。

• アクティブスタックの詳細については、次の文書を参照してください。

AIアクティブスタック分析

Beta

アクティブスタック分析ボタンをクリックすると、収集したアクティブスタックをAIが自動的に分析します。進行中の
トランザクションのスタックダンプを基にパフォーマンスの問題を特定し、改善方法を案内します。

分析結果は次の4つのセクションで構成されます。

• 全体要約：分析したスタック数と全体の実行フローを要約します。

• 共通パターン：繰り返し現れる実行パターンを表示します。パターン名、発生回数、説明を含みます。

• 発見されたイシュー：特定したパフォーマンスの問題を深刻度（High、Medium、Low）とともに表示し、判断の
根拠となるスタック情報も提供します。

深刻度 基準

High デッドロック、完全ブロッキング、同一ブロッキング4回以上繰り返し

Medium I/O待機、2～3回のロック競合、遅い外部呼び出し

Low 単一発生の待機、軽微な最適化の機会

• 推奨事項：優先順位に基づいて具体的な改善方法を案内します。

各分析項目には収集したスタック番号（ No.N ）が表示されます。スタック番号をクリックすると、該当スタックの
原本を確認できます。
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• AIが生成した分析結果のため、実際の状況と異なる場合があります。参考資料としてご活用ください。

• プロジェクトメンバー権限以上が必要です。

マルチトランザクション

マルチトランザクションとは、他のエージェントやプロジェクトに関連付けられたトランザクションを意味します。
マルチTXタブでは、WhaTapモニタリングサービスに登録したアプリケーション間の呼び出し関係を確認できます。

マルチトランザクションを追跡するには、管理 > エージェント設定メニューで mtrace_enabled オプション
を true に設定します。 エージェント設定の詳細については、次の文書を参照してください。
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• チャート：各トランザクションの呼び出し関係をフローチャート形式で提供します。 トランザクションノードを選
択すると、そのトランザクションノードのトレース分析情報を確認できます。 チャートモードではマウスを利用し
て位置を移動したり、スクロールして拡大または縮小できます。

◦ チャートビュー設定：チャートに表示するアイテムを表示または非表示します。

• 表：テーブル形式で、マルチトランザクション内の各トランザクションごとの情報を確認できます。 カラム選択
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アイコンを選択して、テーブルヘッダーカラムを編集できます。 各トランザクション項目を選択すると、トレース
分析情報を確認できます。

• ツリー：ツリー形式でトランザクション間の呼び出し関係を把握できます。 関連した付加機能は、ツリービュータ
ブの機能と同じです。

• プロジェクト選択：チャートに表示されるプロジェクトを選択または解除できます。

• トランザクション一覧から アイコンがある項目で確認できます。

• マルチトランザクションの詳細については、次の文書を参照してください。

メソッド要約

メソッド情報のみを確認するには、メソッド要約タブを選択しますて。 エージェントに追跡が設定されたメソッド名
と所要時間を表示します。 不要なロジックが繰り返し実行される場合、低い件数に比べて実行時間が長くかかる場合
を把握し、メソッドロジック改善のための分析情報として活用できます。

• : TX統計情報を確認できます。 チャートのグラフを選択すると分析 > TX検索メニューに移動します。 選択した
時間帯のトランザクション一覧を確認できます。
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• メソッド: メソッドに関する詳細情報をTXTファイルにダウンロードできます。

メソッド(method)と関連するエージェント設定オプションの詳細については、次の文書を参照してくださ
い。 ご利用中の製品によって、メソッド追跡サポートの可否は異なる場合があります。

SQL要約

SQL文についての情報を確認するには、SQL要約タブを選択します。 不要に繰り返し実行される場合、低い件数に比べ
て実行時間が長くかかる場合を把握し、クエリ性能改善のための分析情報として活用できます。

• : TX統計情報を確認できます。 チャートのグラフを選択すると分析 > TX検索メニューに移動します。 選択した
時間帯のトランザクション一覧を確認できます。

• SQL: SQLに関する詳細情報をTXTファイルにダウンロードできます。
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HTTPコール要約

HTTP呼び出しのリクエスト件数、合計時間、平均時間などを確認するには、HTTPコール要約タブを選択します。 不
要な外部への呼び出しが繰り返して実行される場合や、低い件数だが比較的に実行時間が長くかかる場合などを把握す
るなど、トランザクションの遅延要因が外部か内部かを分析する情報として活用できます。

• : TX統計情報を確認できます。 チャートのグラフを選択すると分析 > TX検索メニューに移動します。 選択した
時間帯のトランザクション一覧を確認できます。

• HTTP: HTTP Callに関する詳細情報をTXTファイルにダウンロードできます。

TXログ

トランザクションに関するログ情報を確認するには、TXログタブを選択します。
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• : TX統計情報を確認できます。 チャートのグラフを選択すると分析 > TX検索メニューに移動します。 選択した
時間帯のトランザクション一覧を確認できます。

• ログ検索機: ログ検索に移動して、目的のログデータを簡単に照会できます。

• キーワード検索：検索バーに検索するテキストを入力し、エンターキーを入力するか、 ボタンを選択します。 入
力したテキストと一致するキーワードをハイライトで表示します。

• キーワードハイライト：キーワードと色を設定すると、自動的にログ一覧でキーワードと一致するテキストを
ハイライトします。 詳細については、次の文書を参照してください。

• カラム設定 : ログリストテーブルに表示されるカラムの追加や順序変更ができます。 詳細については、次の文書
を参照してください。

• ログ表示詳細設定: ログリストに表示される内容を設定できます。 詳細については次の文書を参照してくださ
い。

• TXログタブを有効にするには、ログに関連するエージェント設定オプションを適用する必要がありま
す。 ログ設定の詳細については、次の文書を参照してください。

• TXログタブはログ読取り権限を持つメンバーのみアクセスできます。 メンバー権限の詳細については、
次の文書を参照してください。

キーワードハイライトの設定

1. ハイライトで表示するキーワードを追加するには ボタンを選択します。
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2. ご希望のキーワードを入力します。

3. 色アイコンを選択し、ご希望の色を選択します。

4. エンターを入力します。 追加したキーワードが一覧に作成されます。

キーワードハイライト削除

ハイライト一覧から利用しない項目を削除するには、 ボタンを選択します。

テーブルカラムの表示または非表示

1. テーブルの右上の ボタンを選択します。

2. カラム設定ウィンドウが表示されたら、左側のリストで目的の項目を選択・解除します。

右のリストから ボタンを選択してカラムを非表示にすることもできます。

3. すべての設定を完了した後確認ボタンを選択します。 設定した内容がテーブルに適用されます。

テーブルカラムの表示順番の変更

1. テーブルの右上の ボタンを選択します。

2. カラム設定ウィンドウが表示されたら、右側のリストで目的の項目をドラッグして順序を変更します。

3. すべての設定を完了した後確認ボタンを選択します。 設定した内容がテーブルに適用されます。
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テーブルコンテンツの表示設定

1. テーブル右上の ボタンを選択します。

2. ログ表示詳細設定ウィンドウが表示されたら、目的のオプションを設定します。

• contentまたはタグオプションを選択して、ログにコンテンツの表示有無を選択します。

• タグ管理: タグは、追加した順にログに表示されます。 タグの順序はドラッグで変更できます。 非活性化
されているタグはログに表示されません。

3. すべての設定を完了して ボタンを選択します。 設定した内容がテーブルに適用されます。

ログ表示詳細設定の詳細については次の文書を参照してください。

追加機能

連携プロジェクトメトリクスの確認

データベースモニタリング(DPM) プロジェクトとアプリケーションのモニタリング(APM) プロジェクトを生成した場
合、2つのプロジェクトを連携してDPMで収集したモニタリングデータをAPMプロジェクトで確認できます。 ヒットマ
ップTXセクションの右上にある連携プロジェクト機能で、トランザクションの照会中に連携したプロジェクトの性能
メトリクスを一緒に確認できます。

連携プロジェクト機能は、APMプロジェクトでトランザクションを分析する際に、遅いSQLがある場合、類似な複数の
DBを使用する環境から、正確に問題が発生したDBを把握しにくい状況に役立ちます。
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1. トランザクションを照会する時間とアプリケーションを設定した後 ボタンを選択します。

2. ヒットマップTXセクションで右上にある連携プロジェクトボタンを選択します。

3. 連携プロジェクトのメトリクスを確認できる新しい画面が表示されます。

左の一覧で連携プロジェクトを選択し、インスタンスダッシュボードセクションのメトリクスを確認します。

選択したプロジェクトのダッシュボードメニューに移動するには、インスタンスを選択し、右上のインスタンスの移動

ヒットマップ

211



ボタンをクリックします。 ダッシュボード > インスタンスモニタリングメニューに移動します。

• ヒットマップTXセクションの連携プロジェクトボタンは、連携されたプロジェクトがある場合にのみ表
示されます。 連携プロジェクトの追加についての詳細は、次の文書を参照してください。

• 左の連携プロジェクト一覧の上にある追加ボタンを選択するとプロジェクトを追加できます。

• インスタンスの移動ボタンは、全体を選択した状態では無効になります。

• データベース商品の種類によって分析 > カウント推移メニューに移動できます。

HTTPパラメータ照会

テーブルビュー タブでそのトランザクションのHTTPパラメータを照会することができます。

1. ページの下にスクロールして、トランザクションの実行の最後のステップに移動してください。

2. HTTPパラメータ項目を選択します。

3. HTTP-PARAMETERS画面が表示されると、パスワード ボタンを選択します。

4. 設定したParam Keyを入力します。隠されたパラメータを確認できます。

• HTTPパラメータに関するエージェント設定は、次の文書を参考にしてください。

• パスワード：復号化されたパラメータの値を確認できます。 パスワードは WHATAP_HOME
/paramkey.txtファイル内の6桁の文字列です。 別の文字列に変更できます。 paramkey.txt内のキーは、
SQL変数の検索、HTTPクエリの検索、Threadの停止に必要です。

SQLパラメータの照会

テーブルビュータブでSQLステップを選択するか、ツリービュータブで ボタンを選択します。 パラメータを照会で
きるSQL画面が表示されます。
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• パスワード：復号化されたパラメータの値を確認できます。 パスワードは* WHATAP_HOME /paramkey.txt*ファ
イル内の6桁の文字列です。 別の文字列に変更できます。

paramkey.txt内のキーは、SQL変数の検索、HTTPクエリの検索、Threadの停止に必要です。

• SQLフォーマット：SQL文をインデントまたはフォーマット化して可読性を高めることができます。

• ：SQL文をクリップボードにコピーできます。

• 統計: 統計 > SQLメニューに移動します。

SQL変数とHTTPクエリを照会するには、次のオプションをエージェント設定に追加します。

• SQLパラメータ情報の記録に関するエージェント設定は、次の文書を参照してください。

• HTTPパラメータ情報の記録に関するエージェント設定は、次の文書を参照してください。

whatap.conf

# SQLパラメータ照会オプション：オプションが適用されるとSQLパラメータを暗号化して収集します。
profile_sql_param_enabled=true

# HTTPパラメータ照会オプション：オプションが適用されると、HTTPクエリパラメータを暗号化して収集します。
profile_http_parameter_enabled=true
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トレース一覧カラムを設定する

TXトレースセクションのカラム設定により、照会された結果の詳細項目を追加で確認できます。

1. TXトレース エリアで カラム選択 ボタンをクリックします。

2. 表示したいカラム項目を選択または解除します。設定内容はテーブルに即時反映されます。

• すべて選択: すべてのカラム項目を選択します。

• すべて解除: すべてのカラム項目を解除します。

• 初期化(既定値): カラム項目をデフォルトに設定します。

3. 設定が完了したら、右上の アイコンをクリックします。

トレース一覧をフィルタリングする

TXトレースセクションで照会された結果を次のオプションでフィルタリングできます。

• すべて表示: 照会された結果からすべてのトランザクションが確認できます。

• アクティブスタック: 照会された結果から、アクティブスタックがあるトランザクションのみを確認できます。

• マルチTX: 照会された結果から、マルチトランザクションのトランザクションのみを確認できます。

• Search URL: 入力した文字列と一致する項目を含むトランザクションのみが表示されます。 文字列を入力した後、
キーボードの Enter キーを押します。

◦ トランザクション

◦ クライアントIPアドレス

◦ ドメイン

◦ エラークラス

◦ エラーメッセージ

照会一覧をダウンロードする

TXトレースセクションで照会された結果をCSV形式のファイルにダウンロードできます。 ダウンロードしたCSVファイ
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ルの名前は、profile {project_code} YYYYMMDD .csv形式です。

1. トランザクションを照会した後に ボタンを選択します。

2. 最大CSV行数オプションに希望する値を入力します。

3. ダウンロードボタンを選択します。
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マルチトランザクショントレース
マルチトランザクションは、他のエージェントやプロジェクトに関連付けられたトランザクションを意味します。
WhaTapプロジェクトに登録されたアプリケーションサービス間の呼び出しを追跡するのが、マルチトランザクション
追跡です。

マルチトランザクションの活性化

マルチトランザクションを追跡するには、管理 > エージェント設定メニューで mtrace_enabled オプション
を true に設定します。 エージェント設定の詳細については、次の文書を参照してください。

マルチトランザクションIDを確認する

マルチTX追跡メニューを利用するには、MTID(Multi Transaction ID)が必要です。 次の手順でMTID値が確認できま
す。

1. 分析 > ヒットマップメニューでチャート領域をドラッグします。

2. ドラッグしたチャート領域のトランザクション情報が以下のように下段のTXトレース一覧に表示されます。

3. アイコンが表示されたトレースを選択するとトランザクション情報画面が表示されます。

4. レコード要約タブでマルチTXID値を確認できます。

マルチトランザクショントレース



• トランザクションで外部呼び出しをする場合でも、同じマルチTXIDが生成されます。 サービスごとにプ
ロジェクトが分離されていても、最初に発行したマルチTXIDを通じてアプリケーション間のすべてのトラ
ンザクションが確認できます。 トランザクション情報画面でトランザクショントレースを詳細に分析する
方法は、次の文書を参照してください。

• トランザクション情報画面でマルチTXIDを選択するとマルチTXタブに移動します。 システム内またはシ
ステム間で発生するさまざまな呼び出し関係を一目で確認でき、どのような問題が発生したかを識別して
改善できるようにトランザクションとトレース情報を提供します。

マルチトランザクション追跡機能を利用する

1. 分析 > マルチTX追跡 メニューに移動します。

2. トランザクション情報 ウィンドウで確認した MTID の値を、MTID/CUSTID照会 項目に入力します。

3. 照会する日付とプロジェクトを選択します。

4. 画面下部の 適用 ボタンをクリックします。

• 次の場合、適用 ボタンは非活性化されます:

◦ 前回の検索と同じフィルタ値（MTID/CUSTID、日付、選択プロジェクト）が設定されている場合

◦ フィルタ値（MTID/CUSTID、日付、選択プロジェクト）が一つも入力されていない場合

5. 右側の チャート タブに、各トランザクションの呼び出し関係を把握できるダイアグラムとテーブルが表示さ
れます。

マルチトランザクショントレース

217



ダイアグラムとテーブル領域は上下に分割されており、その比率を自由に調整できます。

• 上矢印をクリックすると、テーブルが全領域を占有します。ただし、ダイアグラム領域が全領
域を占有していた場合は、ダイアグラムとテーブルが半分ずつの領域に分割されます。

• 下矢印をクリックすると、チャート（ダイアグラム）領域が全領域を占有します。ただし、テ
ーブル領

チャート

チャート は、各トランザクション間の呼び出し関係を素早く、かつ明確に把握できるビューを提供します。
同じ マルチTXID を持つトランザクションサービスの個別実行時間を確認できます。
トランザクションノード上部に表示される所要時間
( タイムバー) を通じて、トランザクション間の呼び出し関係を把握できます。
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チャートはマウスで自由に移動・拡大・縮小できます。

• チャート領域をドラッグ → 好きな位置に移動

• チャート領域でスクロール
◦ 上下スクロール：上下移動

◦ 左右スクロール：左右移動

• Ctrl + 上下スクロール：拡大・縮小
◦ タッチパッドのピンチイン/ピンチアウトにも対応

トランザクションを選択すると、接続されているノードだけが強調表示され、関連のないノードは薄く表示されます。
選択したトランザクションの下にある 詳細を見る ボタン
( ) が有効化され、クリックすると
トランザクション情報 ウィンドウが開き、詳細情報を確認できます。
トランザクション情報 を利用した詳細なトランザクショントレース分析方法は
こちらのドキュメント を参照してください。

• 拡大

• 縮小

• 画面に合わせる：すべてのノードを画面に収まるように表示

• 拡大/縮小をリセット：初期状態の表示位置とズームに戻す

• チャートビュー設定：表示する要素を切り替え

◦ 詳細：アプリ名、プロジェクト情報、IP、ステータスコードの表示/非表示

◦ データベース / 外部呼出し：当該トランザクションで発生した DB 接続や外部 HTTP 呼び出しをノードとして表
示可能

表

表タブでは、マルチトランザクションに含まれている各トランザクションごとの情報をテーブル形式で確認できます。

各トランザクション項目を選択するとチャートタブのノード選択と同様に、選択したトランザクションに対するトラ
ンザクション情報画面が表示されます。 トランザクショントレースを使用して、トランザクションの詳細を確認でき
ます。 トランザクション情報画面でトランザクショントレースを詳細に分析する方法は、次の文書を参照してくださ
い。
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カラム設定：テーブルのカラムを編集できます。

ツリー

ツリータブでは、各トランザクションとそれに属しているトレースの詳細を確認できます。 全体のトランザクション
所要時間内での各下位トランザクションやトレースの開始および所要時間を可視化し、トランザクションの呼び出し関
係をツリー形式で提供します。

• 一行：各区間ごとの実行情報に表示されたテキストを一行で表示し、ツリー形式を簡潔にまとめられます。

• 複数行：各区間ごとの実行情報に表示されたテキストを改行してすべて表示します。

• 最長経路：最長の経路で移動できます。

• タイムバーの表示：経過時間を棒チャートで表示します。

• 時間を表示する：各区間ごとのタイムスタンプ、ギャップ、経過時間をテキスト形式で表示します。

◦ 8秒以上：超過遅延状態で赤色で表現します。

◦ 3秒以上8秒未満：遅延状態でオレンジで表現します。

◦ 3秒未満：正常な状態で青色で表示します。

開始および所要時間の場合、トランザクション呼び出し環境によって生じる時差を上位トランザクション
のトレースやマッピングで修正および表示することで、実際に収集された時間データとの差異が生じる可
能性があります。

• 時間を表示しない：時間情報を非表示にします。

該当トレースの ボタンまたは ボタンを選択するとHTTPコール統計、アクティブスタックなどの情報を
確認できます。

SQL変数とHTTPクエリを照会するには、次のオプションをエージェント設定に追加します。

• SQLパラメータ情報の記録に関するエージェント設定は、次の文書を参照してください。

• HTTPパラメータ情報の記録に関するエージェント設定は、次の文書を参照してください。

whatap.conf
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# SQLパラメータ照会オプション：オプションが適用されるとSQLパラメータを暗号化して収集します。
profile_sql_param_enabled=true

# HTTPパラメータ照会オプション：オプションが適用されると、HTTPクエリパラメータを暗号化して収集します。
profile_http_parameter_enabled=true

マルチトランザクショントレース
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トランザクション検索
ホーム画面 > プロジェクト選択 > 分析 > TX検索

特定の期間中の各トランザクションの性能属性に関する統計と実行状態を検索できます。 すべてのトランザクション
を確認し、正常やエラー状態をすばやく確認できます。 提供される情報を通じて、どのようなトランザクションの使
用量が多く、リソースを多く消費しているかがわかります。 トランザクションの属性に応じて様々なフィルタリング
が可能で、特定の条件のトランザクションを見つけるのに役立ちます。

照会時間を設定した上でアプリケーションオプションで照会対象を選択します。 ボタンを選択すると、検索結果が
テーブルに表示されます。 結果リストから希望する項目を選択するとトランザクション情報画面が表示されます。 ト
ランザクション情報画面を使用したトランザクショントレースの分析に関する詳細は、次の文書を参照してください。

• エラー状態のトランザクションのみを検索するには、エラーのみ表示をクリックし ボタンを選択しま

トランザクション検索



す。

• 検索条件によってレスポンス遅延が発生する可能性があるため、検索時間をできるだけ短く設定すること
をお勧めします。

カラムを編集する

結果照会時、 カラム選択ボタンをクリックすると、確認が必要なカラムを適切に選択できます。

フィルター適用

詳細検索のためにフィルターを利用してください。 複数の条件によるデータの検索方法を提供します。 フィルターを
設定して ボタンを選択します。

一部のフィルター項目は、製品によっては対応できない場合があります。
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経過時間

トランザクションの応答時間を基準に検索します。 基準から以上と未満の2つの値を入力して検索します。

エラーメッセージ

トランザクションのエラーメッセージで検索します。 デフォルト状態ではエラー関連のカラムが表示されない場合が
あります。 カラムを選択します。

エラー状態のトランザクションは赤で表示されます。

トランザクション検索
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HTTPコール件数

トランザクションのうち、外部HTTPサービスの呼び出し件数に基づいて入力した自然数以上に該当するトランザクシ
ョンを検索します。

SQL件数

トランザクションごとのSQL実行件数が基準で入力した自然数以上に該当するトランザクションを検索します。 例外
的に多い数のSQLを呼び出すトランザクションを検索するときに利用します。

トランザクション検索
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SQLフェッチ数

SQL実行後、DBフェッチ件数を基準に入力した自然数以上に該当するトランザクションを検索します。 過度なデータ
フェッチを実行するトランザクションを検索するときに利用します。

TX

トランザクションに基づいて検索します。 入力した検索文字列は、含まれているか(部分一致)で比較し、検索します。

トランザクション検索
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クライアントIPアドレス

クライアントIPに基づいてトランザクションを検索します。 ただし、IPは、PREFIX比較(前方一致)で検索します。

ドメイン

HTTPサービスドメイン(host:port)ベースでトランザクションを検索します。 検索条件は、ドメインが完全に一致(完全
一致)する必要があります。

トランザクション検索
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ユーザーエージェント

ユーザーエージェントベースでトランザクションを検索(部分一致)します。

TXID

トランザクションIDベースでトランザクションを検索(完全一致)します。 トランザクションIDの場合、検索インデック
スが作成されているため、高速で検索できます。

• トランザクションIDは、トランザクション情報ウィンドウのレコード要約タブで確認できます。 詳細に
ついては、次の文書を参照してください。

• 最新バージョンのエージェントを使用していない場合、インデックスを使用しないフルスキャンが発生す
る可能性があります。

トランザクション検索
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マルチTXID

マルチTXIDベースでトランザクションを検索(完全一致)します。

• 最新バージョンのエージェントを使用していない場合、インデックスを使用しないフルスキャンが発生す
る可能性があります。

• マルチTXIDフィルターを適用して検索する場合、TXIDフィルターのみ追加できます。

WClientID

クライアントID( wClientId )は、WhaTapエージェントがユーザーを区分するために付与するIDです。 このID値に基づ
いてトランザクションを検索(完全一致)します。 検索のためのインデックスはありません。
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WhaTapは、クライアントに関する情報をデフォルトで保存します。

複数フィルター適用

複数のフィルター項目を適用して、目的のトランザクション一覧を確認できます。 次の事例は、経過時間が5~8秒の間
であり、HTTP呼び出し件数が5件以上、トランザクション経路に'account'が含まれている場合です。

マルチTXIDフィルターを適用して検索する場合、TXIDフィルターのみ追加できます。

検索結果のダウンロード

ユーザーが設定したフィルター条件に従って検索された結果をCSVファイルにダウンロードできます。

1. ボタンをクリックして検索結果を照会します。

2. ボタンをクリックします。

3. 最大CSV行数を入力します。 入力した行数だけ、照会された結果を保存することができます。

4. ダウンロードボタンを選択するとCSVファイルでダウンロードします。

CSVファイル名は、profile_ {pcode} _ YYMMDD .csv形式です。
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MSA分析

MSA分析とは？

MSA分析機能は、WhaTapのマルチTX追跡機能を使用して収集されたトランザクション間の呼び出しの割合を分析しま
す。 これによって、マイクロサービス間の依存性をインスタンス中心ではなくURLレベルで確認できます。

Microservice Architecture Pattern

例えば、A、B、C、D、Eという5つのマイクロサービスがあります。ユーザーがAを呼び出すと、ロジックに従って次
のような3つの呼び出しパターンが発生すると仮定します。

1. AからBとCを呼び出し

2. AからBとCを呼び出し ⁺ またBからDを呼び出し

3. AからBとCを呼び出し ⁺ またBからDとEを呼び出し

この3つのパターンが一度ずつ実行された場合、MSA分析では基準URLに従って関連度分析のデータが確認できます。

Microservice Architecture Caller & Callee

マルチトランザクション追跡に関する詳細は、次の文書を参照してください。

MSAトランザクションの統計

ホーム画面 > プロジェクト選択 > サイトマップ > 分析 > MSA分析

MSA分析メニューは、マイクロサービス環境で各サービスの性能と安全性を効果的に分析できるツールです。 トラン
ザクションの詳細な呼び出し関係を分析し、これを基づいてシステムの性能を最適化することで、潜在的な問題を事前
に識別できます。
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• 時間選択: 照会期間を選択します。 基本1日を基準に、Caller/Calleeを含むトランザクションの一覧を照会できま
す。

• フィルター: エージェントグループ名, スペック, TX 基準でフィルタリングし、検索できます。

• 並替え順: 数, エラー, 平均時間(平均の応答時間) 基準で一覧をソートできます。

• 時間選択で照会できる時間範囲は、最大1日(24時間)となります。 時間選択オプションの利用方法の詳細
については。

• エージェントグループ名は、エージェント設定オプションの'whatap.okind'に分類されたグループ名で
す。

• 条件を設定してからトランザクション一覧を更新するには、 ボタンを選択します。

詳細分析する

トランザクション一覧で、照会する項目の ボタンを選択すると、詳細表示画面が表示されます。 詳細表示画面で、
該当トランザクションに対する呼び出し元(Caller)、呼び出し先(Callee) 情報を照会できます。

MSA分析
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各タブでは、次の分析機能を提供します。

• Caller/Calleeサマリー: トランザクションの呼び出し元と呼び出し先の間の関係を、視覚化されたダイアグラムで
提供します。

• Caller/Calleeデータ: トランザクションの呼び出し回数、エラー数、応答時間を詳細に提供します。

• Caller/Callee推移: 時間によるトランザクションの呼び出し回数とレートの性能変化を、時系列チャートで提供し
ます。

• 詳細画面の右上にある ボタンを選択すると、全画面で確認できます。

• 詳細画面を閉じるには、右下にある確認ボタンを選択するか、ESCキーを押します。

MSA分析
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Caller/Calleeサマリー

Caller/Calleeサマリータブでは、トランザクション一覧で選択したトランザクションのCaller、Callee間の依存性情報
を視覚化されたダイアグラムで表示します。 サービス間の呼び出し関係を、直観的に理解できます。 呼び出し経路と
従属性が視覚的に把握でき、問題の原因分析に便利です。

呼び出し関係の分析

CallerとCalleeノードには、最大0.004、0.003など最大1人の数字情報を表示しますが、これは全体のCallerの中で占め
る割合を意味します。 同様に各Calleeの比重は、右側に一緒に表示します。

MSA分析
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上の画面から_/account/save/employee/seoul_というトランザクションを基準に、CallerとCallee間の依存関係を分
析できます。 トランザクションがどのサービスから呼び出され、どのサービスに呼び出されるかを視覚的に確認でき
ます。

性能指標の確認

各ノードはトランザクションURL、プロジェクト名、エージェントのグループ名、そして次の性能情報で構成されてい
ます。

• Count: 当該トランザクションを呼び出した回数

• Error: 呼び出し中に発生したエラー数

• 平均応答時間: 当該トランザクションの平均の応答時間、ミリ秒(ms) 単位

トランザクションの流れを把握

CallerやCalleeノードにマウスをオーバーすると、 ボタンが表示されます。 このボタンを選択すると、下位ノードの
詳細に展開できます。 トランザクションの全体的な流れを把握して、問題の発生元を見つけるのに役に立ちます。

MSA分析
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• 下位ノードを閉じるには、もう一度 ボタンを選択します。

• マウスのスクロール機能により、画面を拡大または縮小できます。 または画面左上の+ / -ボタンをクリッ
クします。

Caller/Calleeデータ

Caller/Calleeデータタブでは、基準URL(例: /account/save/employee/seoul)に対する呼び出し元(Caller)と呼び出し
先(Callee)の相関関係を、表の形式で確認できます。 各トランザクションの詳細情報(呼び出し回数、エラー数、平均
応答時間など)が具体的に確認でき、データ基盤で精密に分析できます。

MSA分析

236



• 各トランザクションの呼び出し回数と割合、エラー数、平均応答時間などを確認し、性能問題を分析するのに活用
できます。

• タイプカラムを通じてCallerとCalleeを簡単に区別することができ、呼び出し関係を把握できます。

• 各トランザクションの ボタンを選択すると、そのトランザクションに関連するトランザクションを、追加で確認
できます。

• データ一覧をCSV形式で保存するには、右上のCSVデータダウンロードボタンを選択します。

Caller/Callee推移

Caller/Callee推移タブでは、基準URL(/account/save/employee/seoul)の呼び出し関係と性能データを時間の経過と
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ともに視覚的に分析できます。 これにより、トランザクションの性能変動パターンを把握できます。

• 特定のトランザクションの呼び出し回数と割合を、時間帯別グラフで可視化し、性能の変化を一目で把握できま
す。

• タイプカラムを通じてCallerとCalleeを簡単に区別することができ、呼び出し関係を把握できます。

• 時系列チャートにマウスをオーバーすると、ツールチップを通じて数値情報を確認できます。

• チャートの特定の時間帯をクリックすると、分析 > TX検索メニューへ移動します。 選択した時間帯のトランザクシ
ョン一覧を照会できます。
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メトリクス

メトリクスとは?

メトリクスはモニタリング対象の状態を数値で表現した時系列データです。WhaTapエージェントがモニタリング対象
から収集した性能データを加工した結果です。

メトリクスを通じてサーバー別メモリ使用率、DB接続時間などの主要な性能指標を一目で把握できます。問題を発見
した後はログとトレースを通じて詳細分析ができます。

リソース使用量の統計を基に必要なリソース量を算定でき、コスト効率化にも活用できます。

WhaTapのメトリクス収集方式

メトリクスを収集するにはモニタリング対象にWhaTapエージェントをインストールする必要があります。エージェン
トが送信したメトリクスはWhaTap収集サーバーに保存されます。

例えば**.NETアプリケーション**をモニタリングするにはまずエージェントをインストールしてください。収集可能な
メトリクスはアプリケーションメトリクスで確認できます。

WhaTapのメトリクス構成要素

WhaTapのメトリクスは以下の要素で構成されています。

• Category: 関連メトリクスを1つのグループにまとめる名前です。

メトリクス



• Tags: 収集対象を識別するラベルです。IP、Oname、Hostなど変更の少ない固有情報を保存します。1つのメトリ
クスに複数のタグが含まれることがあります。

• Fields: 実際の測定値を保存します。1つのメトリクスに複数のフィールドが含まれることがあります。

• Time: メトリクスを収集した時間です。

• Oid: メトリクスを収集したエージェントの固有番号です。

• Oname: メトリクスを収集したエージェントの名前です。

メトリクスデータの照会と可視化

WhaTapは収集したメトリクスをさまざまな方式で照会できるメニューを提供します。

• メトリクス照会: メトリクスの原本データを照会します。

• メトリクスチャート: 可視化したチャートを通じてメトリクスデータを照会します。

• メトリクス異常検出: AIが学習したメトリクスパターンと比較して予想パターンを外れた異常を探知します。

メトリクス
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アプリケーションメトリクス
ホーム画面 > プロジェクト選択 > 分析 > メトリクス照会

メトリクス照会メニューから検索できるメトリクスです。メトリクスは以下の情報を含みます。一部のメトリクスには
タグ情報がない場合があります。

• Tags: 収集対象を識別する情報（エージェント名、IPなど）

• Fields: 実際の測定値（CPU使用率、応答時間など）

agent_status_summary

エージェントの状態に関するメトリクスを10秒間隔で収集したカテゴリです。

Fields

Field Type Unit Description

inActTime - ミリ秒(ms) エージェントが無効になったままの時間

isActive Boolean - 現在のエージェントの活性化状態

isRestart Boolean - エージェントが最近再起動したかどうか ( true / false )

lastActTime - ミリ秒(ms) 最後にエージェントが活性化された状態の時刻 ( 0 : 非活性化された場合)

oid - - プロジェクトに含まれる各エージェントの固有の識別子

startTime - ミリ秒(ms) エージェントが開始された時点でのタイムスタンプ

アプリケーションメトリクス



app_active_stat

• アクティブTX区間(Step)関連メトリクスを収集

• 収集間隔: 5秒

• 統計データ: 5分、1時間

Tags

Tag Type Unit Description

container - - コンテナ名(固有値)

containerKey - - コンテナキー値 (固有値)

host_ip - - ホストIPアドレス(固有値)

okindName - - whatap.okindに分類されたグループ名

oname - - エージェント名 (固有値)

onodeName - - whatap.onodeに分類されたグループ名

pid - - プロセスの固有識別子(ID)

type - - プラットフォームタイプ(アプリケーションの開発言語)

Fields

Field Type Unit Description

dbc - 件数 Database Connectionが実行されているトランザクションの件数

httpc - 件数 HTTP Callが行われたトランザクションの件数

アプリケーションメトリクス
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Field Type Unit Description

method - 件数 Methodロジックによって実行されているトランザクションの件数

socket - 件数 Socket接続が実行されているトランザクションの件数

sql - 件数 SQLクエリが実行されているトランザクションの件数

app_actx_meter

• アクティブTXのHTTPリクエスト、SQLクエリ、データ転送など様々な活動メトリクスを収集

• 収集間隔: 5秒

• 統計データ: 5分、1時間

Tags

Tag Type Unit Description

alias - - エージェントの別称

container - - コンテナ名

containerKey - - コンテナキーの値

host_ip - - ホストのIPアドレス

okindName - - whatap.okindに分類されたグループ名

oname - - エージェント名

onodeName - - whatap.onodeに分類されたグループ名

アプリケーションメトリクス
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Fields

Field Type Unit Description

active_httpc - 件数 実行中のHTTPクライアントのリクエスト数

active_sql - 件数 実行中のSQLクエリ数

data - バイト データ伝送量

txcaller_group - Int トランザクション呼び出し元のグループを識別するための定数

txcaller_oid - Int トランザクション呼び出し元のエージェントIDを識別するための定数

txcaller_unknown - Int 不明なトランザクション呼び出し元を識別するための定数

app_counter

• アプリケーションの様々な性能メトリクスおよび統計を収集

• 収集間隔: 5秒

• 統計データ: 5分、1時間

Tags

Tag Type Unit Description

alias - - アプリケーション別称(固有値)

container - - コンテナ名(固有値)

containerKey - - コンテナキー値 (固有値)

host_ip - - ホストIPアドレス(固有値)
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Tag Type Unit Description

okindName - - whatap.okindに分類されたグループ名

oname - - エージェント名 (固有値)

onodeName - - whatap.onode に分類されたグループ名

pid - - プロセスの固有識別子(ID)

type - - プラットフォームタイプ(アプリケーションの開発言語)

Fields

Field Type Unit Description

active_tx_0 - 件数 3秒以下の間隔トランザクション数

active_tx_3 - 件数 3秒超過、8秒以下の間隔トランザクション数

active_tx_8 - 件数 8秒超過間隔のトランザクション数

active_tx_count - 件数 実行されているトランザクションの合計数

apdex_satisfied - 件数 APDEX満足数

apdex_tolerated - 件数 APDEX許容数

apdex_total - 件数 APDEXトランザクションの総数

arrival_rate -
パー
セン
ト

トランザクションの要求率

httpc_count - 件数 HTTP外部呼び出し数

httpc_error - 件数 HTTP外部呼び出しのエラー数

アプリケーションメトリクス
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Field Type Unit Description

httpc_time -
ミリ
秒
(ms)

HTTP外部呼び出しの平均時間

metering - コア アプリケーションが動作しているホストのコア数 (コンテナの場合limit cpu)

resp_time -
ミリ
秒
(ms)

平均応答時間

sql_count - 件数 実行を終了したSQL件数

sql_error - 件数 SQLエラーの件数

sql_fetch_count - 件数 SQLFetchの件数

sql_fetch_time -
ミリ
秒
(ms)

SQLFetchの実行時間

sql_time -
ミリ
秒
(ms)

SQLの平均実行時間

tps - 件数 一秒あたりのトランザクション処理数

tx_count - 件数 トランザクションの処理件数

tx_dbc_time -
ミリ
秒
(ms)

DB平均接続時間

tx_error - 件数 トランザクションのエラー件数

tx_httpc_time -
ミリ
秒

HTTPリクエストの平均時間
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Field Type Unit Description

(ms)

tx_sql_time -
ミリ
秒
(ms)

トランザクションあたりのSQL実行時間の合計の平均

tx_time -
ミリ
秒
(ms)

トランザクション実行時間

tx_time_sqr_sum - 件数
トランザクション実行時間の平方和、トランザクション実行時間の分散や標準
偏差といった統計的指標を求める時に使用

app_counter_okind

• app_counter メトリクスを whatap.okind グループ基準で集計

• 収集間隔: 5秒

• 統計データ: 5分、1時間

Tags

Tag Type Unit Description

okindName - - whatap.okindに分類されたグループ名

Fields

Field Type Unit Description

active_tx_0 - 件数 3秒以下の間隔トランザクション数

アプリケーションメトリクス
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Field Type Unit Description

active_tx_3 - 件数 3秒超過、8秒以下の間隔トランザクション数

active_tx_8 - 件数 8秒超過間隔のトランザクション数

active_tx_count - 件数 実行されているトランザクションの合計数

apdex - number APDEX(アプリケーションの顧客満足度)

apdex100 - パーセント apdexフィールドのパーセンテージ

apdex_satisfied - 件数 APDEX満足数

apdex_tolerated - 件数 APDEX許容数

apdex_total - 件数 APDEXトランザクションの総数

arrival_rate - パーセント トランザクションの要求率

num_of_agent - 個数 グループ内で有効になったエージェントの数

realtime_user - 件数 同時接続ユーザー数

sql_count - 件数 実行を終了したSQL件数

sql_error - 件数 SQLエラーの件数

sql_fetch_count - 件数 SQLFetchの件数

sql_fetch_time - ミリ秒(ms) SQLFetchの実行時間

sql_time - ミリ秒(ms) SQLの平均実行時間

tps - 件数 一秒あたりのトランザクション処理数

tx_count - 件数 トランザクションの処理件数
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Field Type Unit Description

tx_dbc_time - ミリ秒(ms) DB平均接続時間

tx_error - 件数 トランザクションのエラー件数

tx_httpc_time - ミリ秒(ms) HTTPリクエストの平均時間

tx_sql_time - ミリ秒(ms) トランザクションあたりのSQL実行時間の合計の平均

tx_time - ミリ秒(ms) トランザクション実行時間

app_counter_project

• app_counter メトリクスをプロジェクト基準で集計

• 収集間隔: 5秒

• 統計データ: 5分、1時間

Fields

Field Type Unit Description

active_tx_0 - 件数 3秒以下の間隔トランザクション数

active_tx_3 - 件数 3秒超過、8秒以下の間隔トランザクション数

active_tx_8 - 件数 8秒超過間隔のトランザクション数

active_tx_count - 件数 実行されているトランザクションの合計数

apdex - number APDEX(アプリケーションの顧客満足度)

apdex100 - パーセント apdexフィールドのパーセンテージ
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Field Type Unit Description

apdex_satisfied - 件数 APDEX満足数

apdex_tolerated - 件数 APDEX許容数

apdex_total - 件数 APDEXトランザクションの総数

arrival_rate - パーセント トランザクションの要求率

num_of_agent - 個数 プロジェクト内で有効になったエージェントの数

realtime_user - 件数 同時接続ユーザー数

sql_count - 件数 実行を終了したSQL件数

sql_error - 件数 SQLエラーの件数

sql_fetch_count - 件数 SQLFetchの件数

sql_fetch_time - ミリ秒(ms) SQLFetchの実行時間

sql_time - ミリ秒(ms) SQLの平均実行時間

tps - 件数 一秒あたりのトランザクション処理数

tx_count - 件数 トランザクションの処理件数

tx_dbc_time - ミリ秒(ms) DB平均接続時間

tx_error - 件数 トランザクションのエラー件数

tx_httpc_time - ミリ秒(ms) HTTPリクエストの平均時間

tx_sql_time - ミリ秒(ms) トランザクションあたりのSQL実行時間の合計の平均

tx_time - ミリ秒(ms) トランザクション実行時間
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app_host_resource

• アプリケーションサーバーのリソースメトリクスを収集

• 収集間隔: 5秒

• 統計データ: 5分、1時間

Tags

Tag Type Unit Description

alias - - アプリケーションの別称

container - - コンテナ名

containerKey - - コンテナキーの値

host_ip - - ホストのIPアドレス

okindName - - whatap.okindに分類されたグループ名

oname - - エージェント名

onodeName - - whatap.onodeに分類されたグループ名

pid - - 特定プロセスの固有識別子(ID)

type - - プラットフォームタイプ(アプリケーションの開発言語)

Fields

Field Type Unit Description

cpu - percent ホストCPU使用率
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Field Type Unit Description

cpu_cores - 整数 ホストCPUコア数

cpu_irq - percent ホストCPU IRQ使用率

cpu_proc - percent JavaプロセスのCPU使用率

cpu_steal - percent ホストCPU Steal使用率

cpu_sys - percent ホストCPU SYS使用率

cpu_usr - percent ホストCPU USER使用率

cpu_wait - percent ホストCPU WAIT使用率

disk - percent ルートファイルシステムのディスク使用率

mem - percent ホストメモリの使用率

swap - percent ホストSWAPの使用率

app_remote_active_stat

• DB接続とHTTP Callの応答時間範囲別トランザクション数を測定

• 収集間隔: 5秒

Tags

Tag Type Unit Description

alias - 一意の値 アプリケーションの別称

container - 一意の値 コンテナ名
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Tag Type Unit Description

host_ip - 一意の値 ホストのIPアドレス

okindName - - whatap.okindに分類されたグループ名

oname - 一意の値 エージェント名

onodeName - - whatap.onodeに分類されたグループ名

Fields

Field Type Unit Description

act0 - count 応答時間が3秒以内のアクティブTXの数

act3 - count 応答時間が3秒以上、8秒未満のアクティブTXの数

act8 - count 応答時間が8秒以上のアクティブTXの数

actx - count act0、act3、act8の合計

count - count モニタリング期間中に収集したアクティブTXの総数

error - count エラーが発生したトランザクションの数

id Int32 - アクティブTXを識別するための固有ID

timeSum number - アクティブTXの応答時間の合計

type string - db(DB接続) またはhttpc(HTTP Call)
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app_user

• アプリケーションユーザー関連メトリクスを収集

• 収集間隔: 10秒

• 統計データ: 5分

Tags

Tag Type Unit Description

host_ip - - ホストIPアドレス(固有値)

oname - - エージェント名 (固有値)

okindName - - whatap.okindに分類されたグループ名

onodeName - - whatap.onodeに分類されたグループ名

Fields

Field Type Unit Description

logbits - バイト ユーザーのログビット情報(ユーザー活動イベントで発生したデータ単位)

realtime_user - count 同時接続ユーザー数

db_pool_detail

• データベース接続プールの詳細状態を収集

• 収集間隔: 5秒

• 統計データ: 5分、1時間
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Tags

Tag Type Unit Description

$okind - - whatap.okindに分類されたグループ名

$onode - - whatap.onodeに分類されたグループ名

oname - - エージェント名

pool - - データベースプール(Pool)のタイプ

class - - データベースプーリング(Pooling) のクラス

Fields

Field Type Unit Description

act - count 現在有効なデータベースの接続数

idle - count 現在の非活性化状態のデータベース接続数

event_5sec

• 5秒ごとに発生するイベントを収集

• 収集間隔: 5秒

Tags

Tag Type Unit Description

type - - イベントタイプ

アプリケーションメトリクス

256



Tag Type Unit Description

no_cache - - イベント情報のキャッシュ有無

Fields

Field Type Unit Description

curtime - ミリ秒(ms) イベント発生時間(UNIX epoch time, millisecond)

event_cube_done

• キューブ作業完了時に発生するイベント情報を収集

• 収集間隔: 5秒

Tags

Tag Type Unit Description

type - - イベントタイプ

no_cache - - イベント情報のキャッシュ有無

Fields

Field Type Unit Description

cubetime - ミリ秒(ms) キューブ作業が完了した時間(UNIX epoch time, millisecond)

date - date cubetimeをyyyymmdd形式に変換
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Field Type Unit Description

date9 - date date値をGMT+9 の時間帯に変換

hhmmss - time cubetimeをhhmmss形式に変換

hhmmss9 - time hhmmss値をGMT+9 の時間帯に変換

visitor

• アプリケーションユーザー統計を収集

• 収集間隔: 1時間

• 統計データ: 1時間

Tags

Tag Type Unit Description

host_ip - 一意の値 ホストのIPアドレス

oname - 一意の値 エージェント名

okindName - - whatap.okindに分類されたグループ名

Fields

Field Type Unit Description

logbits - byte ユーザーのログビット情報(ユーザー活動イベントで発生したデータ単位)

visit_user - count 照会した期間中の訪問者数
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app_proc_counter

アプリケーションのプロセス指標を収集したデータのカテゴリです。

• 収集間隔：5秒

• 統計データ：5分、1時間

Tags

Field Type Unit Description

alias - - アプリケーション別称(固有値)

container - - コンテナ名(固有値)

containerKey - - コンテナキー値 (固有値)

host_ip - - ホストIPアドレス(固有値)

okindName - - whatap.okindに分類されたグループ名

oname - - エージェント名 (固有値)

onodeName - - whatap.onodeに分類されたグループ名

pid - - 特定プロセスの固有識別子(ID)

type - - プラットフォームタイプ(アプリケーションの開発言語)

Fields

Field Type Unit Description

cputime - ミリ秒(ms) トランザクションのcpuの時間
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Field Type Unit Description

db_num_active - count DB Connection Pool Active 数

db_num_idle - count DB Connection Pool Idle数

gc_count - count GC発生回数

gc_oldgen_count - count Old Generation GCカウント

gc_time - ミリ秒(ms) GCの実行時間

heap_max - バイト ヒープメモリの最大サイズ(-Xmx値)

heap_perm - バイト Perm領域のメモリ使用量

heap_tot - バイト 現在割り当てられているヒープメモリの総量

heap_use - バイト 現在使用中のヒープメモリの量

pending_finalization - count GCでfinalizeの実行を待機しているオブジェクトの数

proc_fd - count プロセスが開いているファイル記述子(file descriptors)の数

proc_fd_max - count プロセスがオープンできる最大のファイルディスクリプタの数

thread_count - count JVMで実行中のスレッドの総数

thread_daemon - count JVMで実行中のデーモンスレッドの数

thread_peak_count - count JVMが実行中に観察されたスレッド数の最大値

thread_total_started - count JVMが開始以降に生成されたスレッドの合計数

threadpool_activeCount - count 現在実行中のスレッドプールのスレッド数
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アプリケーション性能カウンター
WhaTapエージェントは、アプリケーションのパフォーマンスに関するさまざまな情報を収集します。情報は、大きく
3つに分類できます。

• User：リアルタイムユーザーまたは訪問ユーザー

• Service ：トランザクション、SQL、外部呼び出し件数および応答、エラー率など

• Resource：システム、プロセスリソースの使用量

User Counter

ユーザーは、モニタリング対象システムを使用するクライアントを意味します。クライアントは通常、ブラウザに基づ
いてユーザー数を計算します。

ウェブシステムのパフォーマンスでは、ユーザーが負荷の始まりであるため重要です。ユーザーを追跡するためには、
ユーザーを分類する方法とカウント方法を検討する必要があります。

ユーザー区分

WhaTapエージェントのユーザーを区別するためのさまざまなオプションを提供します。

• Remote IP

既定値は、remote ipを使用してユーザーを区別します。remote ipは、実際のユーザーを区別するには制限があり
ます。

• Cookie

クッキーを使用してユーザーを区別します。すべての接続クライアントを対象にWHATAPというクッキーに、UUID
は保存されています。

whatap.conf

whatap.trace_user_using_ip=false

• Header Key
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HTTP headerに渡される値でユーザーを区別できます。

whatap.conf

whatap.trace_user_header_ticket=USER

ユーザーカウント

ユーザーのカウント方法によって異なります。リアルタイムユーザーは、現在のシステムを使用しているユーザーの数
を知るために測定します。毎日の訪問ユーザーは、日中にサービスに関心を持っているユーザーの数をビジネス管理の
ために測定されます。

• リアルタイムユーザー

過去5分間のユーザー数をカウントします。 5秒ごとにshiftingすると、ユーザーをカウントします。 各サーバーで
カウントされた数は、HyperLogLogアルゴリズムによってマージされます。

• 毎日の訪問者(DAU, Daily Active User)

1日にシステムに接続したユーザーをカウントします。24時間接続したユーザーをHyperLogLogで計算します。

WhaTapは、長期間に渡って、ユーザーをカウントするために、ユーザーデータのbyte blockをサーバーで収
集します。このデータをHyperLogLogでマージすることで、理論的には1ヶ月以上の訪問ユーザーを計算でき
ます。

Service Counter

トランザクションによって使用されたSQLまたは外部呼び出しの件数、応答時間、エラー件数などのパフォーマンス指
標が含まれます。

• Transaction Counter

トランザクションを実行すると、測定するのはカウンターです。

◦ 件数

◦ 応答時間
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◦ エラー件数

• Active Transaction Counter

進行中のトランザクションの数をカウントします。

◦ 件数

◦ Active Status

進行状況は、METHOD, SQL, HTTPC, DBC, SOCKETの5つの状態で固定されます。

◦ METHOD - 一般関数を呼び出す状態

◦ SQL - DB SQLの実行中の状態

◦ HTTPC - 外部HTTP API(サービス)を呼び出しの状態

◦ DBC - DB接続を要求された状態、通常はPoolから取得

◦ SOCKET - TCPセッションに接続を要求している状態

• SQL

SQLの実行状況をカウントします。

◦ 件数

◦ 応答時間

◦ エラー件数

◦ フェッチ件数

• HTTP Call

外部HTTPリクエストの状況をカウントします。

◦ 件数

◦ 応答時間

◦ エラー件数

Resource Counter

サーバーリソースまたはNodeプロセス内のリソース使用量をカウントします。
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• CPU (sys, usr, wait, steal, irq, cores)

CPU使用率%です。各種類別に収集されます。仮想環境のみ、Stealが意味を持ちます。Cpu Coreの数も収集され
ます。

• Process CPU

プロセスが使用するCPU%です。

• Memory

システムメモリの使用率(%)です。

• Swap

Swapメモリの使用率(%)です。

• Disk

Diskは、ProcessのCurrentディレクトリの使用率(%)です。

• Heap (Total, Used, Perm)

HeapメモリのTotal、Used、Perm量です。データ単位はKBytesです。

• DB Connection Count

Connection Poolのカウントを収集します。

Apdex

Apdex(Appliccation Performance Index)は、オープン標準に従うアプリケーションのパフォーマンス指標です。
Apdexは応答時間に基づいており、全体の要求の中で満足と許容の割合で数値化します。 ダッシュボードにApdexグラ
フが追加されました。

Apdexはユーザー満足度の指標として使用でき、0~1の値です。

(満足回数+ (許容回数*0.5))／全体リクエスト数
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状態 説明

満足 (Satisfied, S) 業務処理に全く問題なし≤ 1.2秒 (満足S既定値)

許容(Tolerating, T) 使用者が遅延を感じるが業務処理は可能≤ 4.8秒(満足S * 4)

不満(Frustrated, F) 業務処理が不可能> 4.8秒(許容T超過及びエラー)

• whatap.apdex_time millisecond

既定値 1200

満足 S 既定値は、エージェント設定メニューから変更できます。
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メトリクスチャート
ホーム画面 > プロジェクト選択 > 分析 > メトリクスチャート New

メトリクスチャート Newメニューは、WhaTapモニタリングソリューションの主要機能であり、様々なモニタリング対
象から収集したデータを時系列チャートで視覚化して提供します。 これにより、ユーザーはシステムの性能を効果的
にモニタリングし、異常をすばやく識別して、問題解決に必要なインサイトを確認できます。

メトリクスチャート



• 様々なメトリクスを時系列チャートを通じて視覚的に確認でき、障害発生時点の様々なメトリクスを一度に分析で
きます。

• 特定の時間範囲を選択して過去のデータを照会し、その期間の性能を分析できます。

• 特定の時間帯や条件に合ったデータをフィルタリングすることで、より正確な分析ができます。

• ユーザーは、目的のチャートを画面に配置し、レイアウトを自由に調整できます。

• ユーザーが希望するメトリクスを配置し、プリセットとして保存し、必要に応じて読み込みできます。

既存のメトリクスチャートメニューとの違い

Service 2.8.0 アップデート以降の変更点は以下の通りです。 アップデート後の変更事項を画面で確認するに
は、右上のチュートリアルボタンを選択します。

• ユーザーが時間、対象、インターバルオプションを設定した後、モニタリングする対象のメトリクスを特
定し、チャートを追加できるようにユーザー経験(UX)を改善しました。

• ダッシュボードに配置されたウィジェットを削除することなく、チャートの照会時間の範囲を変更できま
す。

• ダッシュボードに配置したすべてのウィジェットのオプションを一括で適用できる一括変更機能を提供し
ます。

• プリセット機能により、ダッシュボードに配置されたウィジェットの情報を保存し、読み込みできます。

• 提供する様々なオプションにより、ダッシュボードのレイアウトやウィジェットの機能を調整できます。

チャートウィジェットを追加する

ダッシュボードにメトリクスをウィジェットとして追加するには、画面左上のチャート追加ボタンを選択します。

照会時間の設定

時間でメトリクスを照会する日付と時間を設定します。

対象を選択する

プロジェクトに含まれるエージェントの中から、対象を選択します。 個々のエージェントを選択するか、エージェン
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ト設定で分類されたグループ単位で選択できます。

• エージェント: 個別エージェントまたはすべてを選択できます。

• 種類別: エージェント設定で whatap.okind に分類されたグループ単位でエージェントをモニタリングします。

• サーバー別: エージェント設定で whatap.onode に分類されたグループ単位でエージェントをモニタリングしま
す。

• 設定した時間と日付によって、選択できる対象が変更される場合があります。

• エージェントの一覧からマウスをクリックして、対象を選択または解除できます。 Shift キーを使用
して複数のエージェントを選択できます。

• すべて選択またはすべて解除ボタンを選択すると、関連する下位対象をすべて選択または解除できま
す。

• 希望のエージェントが一覧に表示されない場合は、リフレッシュボタンを選択します。

• すべて折りたたむまたはすべて開くボタンを選択してグループ単位で一覧を隠したり、展開したりでき
ます。
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指標を選択する

モニタリングする対象エージェントを選択した後、メトリックパネルに選択できる一覧が表示されます。 一覧からご
希望のメトリクスを選択します。

選択したメトリクスに対応するチャートウィジェットが右側のダッシュボードに配置されます。 他のメトリクスを選
択し、チャートウィジェットを追加できます。 チャート領域を拡大して見るには、時間オプションの右にある ボタ
ンを選択します。 対象とメトリックパネルが消え、チャート領域のみが画面に表示されます。

• 指標検索入力欄に文字列を入力すると、希望のメトリクスをすばやく検索できます。

• メトリクスのカテゴリとフィールド名に基づいても検索できます。 カテゴリおよびフィールドの詳細につ
いては、次の文書を参照してください。

• すべて折りたたむまたはすべて開くボタンを選択して、カテゴリ単位でメトリクス一覧を非表示または表
示できます。

• 希望するメトリクス項目が一覧に表示されない場合は、リフレッシュボタンを選択します。
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インターバルを設定する

チャートごとにインターバルを設定でき、データの集計単位を調整して、様々な時間間隔のデータを可視化できま
す。 メトリックパネルの右上にある ボタンを選択すると、インターバルオプションを選択できます。

メトリクスごとにデフォルトで設定されたインターバル時間が異なり、照会時間の範囲によってインターバル時間
が変更されます。

例えば、5分間インターバルは5分単位の平均値を表示し、1時間インターバルは、1時間単位の平均値を表示します。

インターバルオプションを調整し、短い間隔の詳細データから長い間隔の全体的な推移まで、多様な観点か
らデータを分析できます。
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照会時間を変更する

ウィジェットのチャート照会時間の範囲を変更するには、ウィジェット上部の または ボタンを選択します。 時間
変更範囲は、時間オプションに設定された時間基準と同じです。 例えば、時間オプションで1日間に設定されている
時、 または ボタンを選択すると、時間を1日単位で変更できます。

またはチャートの特定領域をドラッグすると、ドラッグした範囲に時間を変更して照会できます。
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• 画面の上部にあるチャート時間の一括適用オプションを有効にして、ウィジェットの時間を変更すると、
すべてのウィジェットの時間を変更できます。

• 照会時間の範囲を変更した後、直近の時間に再度変更するには、 ボタンを選択します。

もし画面の上部にあるチャート時間の一括適用オプションを有効にした場合、 時間バッチ初期化ボタ
ンが表示されます。 このボタンを選択すると、すべてのウィジェットの時間を初期化できます。

一括変更機能を利用してウィジェット全体の時間を変更し、モニタリング対象とインターバルも修正できま
す。 詳細については、次の文書を参照してください。

チャートウィジェットの詳細

チャートウィジェットに表示される各アイテムの詳細を確認します。
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• メトリクス名とカテゴリ: チャートウィジェットのメトリクス名を表示します。 メトリクスの右側には、照会対
象のカテゴリをタグ形式で表示します。 ご利用の商品によりカテゴリ名称は異なる場合がございます。

◦ *oid : 個々のエージェントを選択した時に表示されます。

◦ project : プロジェクト単位で対象を選択した時に表示されます。

◦ okind : エージェント設定で whatap.okind で分類されたグループを選択した時に表示されます。

◦ onode : エージェント設定で、 whatap.onode で分類されたグループを選択した時に表示されます。

• ウィジェットオプション: チャートウィジェットのオプションメニューです。 詳細については、次の文書を参照
してください。 インターバルオプションの詳細については、次の文書を参照してください。

• 時間: チャートのデータを照会する時間範囲を表示します。 または ボタンを選択して照会時間範囲を調整で
きます。

• データ: モニタリング対象のうち照会したデータの最大値(Max)とデータ結合方式(Value Type)を確認できます。

• 凡例: モニタリング対象を凡例として表示します。 凡例表示の詳細については次の文書を参照してください。

• チャート: 照会したデータを時系列グラフで表示します。 マウスをグラフの上にかざすと、詳細な情報を確認で
きます。 チャートの特定領域をドラッグすると、ドラッグした範囲に時間を変更して照会できます。
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• サイズ調整: チャートウィジェットの真ん中の下部領域をドラッグすると、ウィジェットのサイズを調整できま
す。

チャートウィジェットオプションを利用する

チャートウィジェットの右上にあるオプションボタンを使用すると、様々な機能が利用できます。

対象をフィルタリングする

画面に追加したチャートウィジェットに、モニタリング対象を追加または除外できます。

1. ボタンを選択すると、モニタリング対象を選択できる画面メニューが表示されます。

2. 画面の案内に従って希望する対象を選択します。

メトリクスチャート

274



3. 適用ボタンを選択します。

詳細を照会する

チャートのデータをより広い画面で詳細情報を確認するには ボタンを選択します。 詳細検索画面が表示されます。
個々の対象に対するチャートと平均および最大値を照会できます。

• 1日前: 1日前のデータと比較して確認できます。

• 1週前: 1週間前のデータと比較して確認できます。

• CSV: 照会したデータをCSV形式のファイルとしてダウンロードできます。

• グラフチャートの下部にあるアイコンをドラッグすると、チャートのサイズを調整できます。
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チャートウィジェットを削除する

画面に配置したチャートウィジェットを削除するには、 ボタンを選択します。

凡例を活用する

凡例を通じてチャートに表示されるモニタリング対象を確認し、希望する基準で整列したりフィルタリングできます。
画面上部のウィジェットの凡例の表示オプションをオンまたはオフにすると、ウィジェットのチャートの右側に凡例
を表示・非表示できます。 オプションをオフにした状態では凡例をクリックしてモニタリング対象を確認して選択で
きます。
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• すべて選択/すべて解除ボタンを選択してモニタリング対象を選択または解除できます。

• 凡例一覧では、モニタリング対象を名前順、最大値、平均値に基づいてソートできます。
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• 凡例一覧の各項目にマウスをオーバーすると、そのモニタリング対象に対するグラフを強調して確認でき、Max値
が記録された特定時間をツールチップで表示します。 または、凡例一覧の対象を選択してもフィルタリングできま
す。
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凡例色を変更する

モニタリング対象に該当するグラフの色を変更できます。 凡例一覧から色を変更したい対象の左側にある四角い箱
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を選択します。 希望する色を選択した後適用ボタンをクリックします。

設定した色は、プリセット機能によって保存されません。 この機能は、今後のアップデートで提供される
予定です。

追加オプションを利用する

チャートウィジェット右上にある ボタンを選択すると、次の追加オプションが利用できます。

• 設定

◦ 自動Y軸を使用: 照会したデータ範囲内でY軸の大きさを自動調整できます。

◦ 最大値表示: チャートのグラフ領域に最大値を表示できます。

• 画像をダウンロード : チャートを画像形式のファイルとしてダウンロードできます。

• 画像のコピー: チャートを画像形式でクリップボードにコピーできます。

• CSV: チャートで照会したデータをCSV形式のファイルにダウンロードできます。

• CSVコピー: チャートで照会したデータをCSV形式でクリップボードにコピーできます。

プリセットを設定する

ダッシュボードからユーザーが設定したウィジェットの設定とレイアウト状態を保存して読み込むことができます。
ウィジェットのサイズを調整し、希望する場所に配置して新しいプリセットを作成できます。
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プロジェクト修正権限のあるメンバーのみがプリセットを保存または変更できます。 メンバー権限の詳細に
ついては、次の文書を参照してください。

新しいプリセットを作成する

1. ダッシュボードから、希望する形にウィジェットを配置してみてください。 サイズを変更して、頻繁に確認
するウィジェットのみを配置することもできます。

2. 画面の右上に ボタンを選択します。

3. 新しいプリセット名を入力します。

4. 保存ボタンを選択します。

プリセット一覧から新しく保存したプリセットを確認できます。

• 新しく作成したプリセットに変更が加えられた場合は、再度プリセットを保存してください。 ボタン
を選択し、同じ名前でプリセットを保存します。 既存のプリセットに変更を上書きします。

• ダッシュボードの変更を保存せずに別のメニューに移動すると、変更は保存されません。

• プリセットはプロジェクト単位で保存され、他のユーザーと共有できます。

• プリセットに保存される対象は、ダッシュボードのレイアウトとダッシュボードに配置したウィジェッ
ト、ウィジェットで修正したオプション(対象, 間隔)です。 画面上部の時間オプションは保存されませ
ん。
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• プリセットを読み込んでからウィジェットの照会時間を変更するには、一括変更機能を利用します。 詳細
については、次の文書を参照してください。

プリセットを削除する

使用していないプリセットは、プリセット一覧から削除できます。 プリセット一覧から削除する項目の右側にある
ボタンを選択します。

ダッシュボードウィジェットの編集

ダッシュボードに配置したウィジェットをユーザーが希望する場所に配置したり、サイズを調整できます。

ウィジェットの移動

ウィジェットの上部にマウスをかざすと、 に変更されます。 この時、クリックしたまま希望の位置にドラッグする
とウィジェットを移動できます。
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ウィジェットのサイズ変更

ダッシュボードオプションのレイアウトがカスタムに設定されていると、ウィジェットのサイズを調整できます。

ウィジェットの右下にある をマウスでクリックした状態で希望するサイズにドラッグします。

レイアウトがカスタムに設定されていない場合は、ウィジェットの高さだけを調整できます。 ウィジェット
の真ん中の下部領域をマウスでクリックしたままでサイズを調整します。

ダッシュボードオプションを利用する

画面上部にあるオプションメニューを利用して、チャートウィジェットに適用された様々な設定を一度に適用できま
す。 また、ダッシュボードのレイアウトを希望する形に設定できます。
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チャートウィジェットオプションを一括変更する

画面に配置されたチャートウィジェットに、詳細オプションを一度に適用できる機能を提供します。 画面左上に一括
変更ボタンを選択します。 一括変更画面が表示されたら、オプションを設定し、適用ボタンを選択します。

• 時間: チャートのデータ照会範囲を設定できます。

• 対象: モニタリング対象を選択します。 個々のエージェントを選択したり、エージェント設定を通じて分類したグ
ループ単位で選択できます。
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◦ エージェント: 個別エージェントまたはすべてを選択できます。

◦ 種類別: エージェント設定で whatap.okind に分類されたグループ単位でエージェントをモニタリングします。

◦ サーバー別: エージェント設定で whatap.onode に分類されたグループ単位でエージェントをモニタリングしま
す。

• 間隔: 様々な時間間隔でデータの集計単位を調整できます。

• 適用ウィジェット: 変更するオプションを適用するチャートウィジェットを選択します。 選択したウィジェットに
変更したオプションを一度に適用できます。

ダッシュボードを自動ソートする

ダッシュボードに配置したウィジェットの位置を自動的にソートするには自動整列ボタンを選択します。 ウィジェッ
トの幅、高さが小さい順にウィジェットの配置を自動的にソートします。 幅が同じであれば、高さが小さい順にソー
トします。

複数のチャートを比較する

ダッシュボードに配置した複数のチャートデータを1つのチャートで確認できる機能です。 この機能により、同時間帯
の様々なメトリクス情報を他のメトリクスと比較しながら確認できます。 チャートオーバーレイボタンを選択します。
画面にオーバーレイチャートを配置できます。
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• オーバーレイチャート左上の数を選択すると、x軸チャートのデータ基準を変更できる一覧が表示されます。 希望
する項目を選択して、チャートのデータを比較できます。

• : 照会中のデータに基づいて、チャートを画像形式のファイルとしてダウンロードできます。

• : 照会中のデータに基づいて、チャートをCSV形式のファイルとしてダウンロードできます。

• 右側のセクションでは、メトリクスごとのエージェントの一覧を確認できます。 個々のエージェントの色は、チャ
ートのグラフの色と一致します。

配置されたウィジェットを一括削除する

ダッシュボードに配置された複数のウィジェットを一度に削除できます。 全体ウィジェットの削除ボタンを選択しま
す。 確認メッセージが表示されたら削除ボタンを選択します。

CSVファイルでダウンロードする

ダッシュボードに配置したウィジェットのデータをCSV形式のファイルとしてダウンロードできます。 ダウンロード >
CSVを選択します。 時間帯のメトリクスのデータを確認できます。
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イメージファイルでダウンロードする

ダッシュボードに配置されたすべてのウィジェットを1つのイメージファイルでダウンロードできます。 ダウンロード
> 画像をダウンロード を選択します。 ダッシュボード画面をそのままイメージで保存できます。

以前のバージョンを利用する

以前のバージョンのメトリクスチャートメニューを利用するには、旧バージョンボタンを選択します。 または サイ
トマップ > 分析 > メトリクスチャート Oldメニューパスで確認できます。

メトリクスチャート Oldメニューの詳細は、次の文書を参照してください。

その他のオプションを利用する

次のその他のオプションで、ダッシュボードのレイアウトを調整したり、ウィジェットに適用されたオプションを簡
単に一括設定できます。

• レイアウト: ダッシュボードで列の数、つまり1行に配置できるウィジェットの数を設定できます。 最大4列まで設
定できます。 カスタムを選択すると、列の数に関係なくウィジェットを配置できます。

カスタムでは、ウィジェットの幅と高さを自由に調整できます。 他のオプションを選択すると、ウィジ
ェットの高さだけを調整できます。

• ウィジェットの凡例の表示: オプションをオンまたはオフにすると、ウィジェットのチャートの右側に凡例を表示
・非表示できます。 オプションをオフにした状態では凡例をクリックしてモニタリング対象を確認して選択できま
す。 凡例の活用についての詳細は次の文書を参照してください。

• ツールチップにターゲットをすべて表示: チャートにマウスかざすと、そのグラフの位置に該当する値を確認できま
す。 マウスが位置した時間帯のすべての対象のデータを確認するにはオプションをオンにします。

• ウィジェットの高さを一括適用: オプションをオンにすると、すべてのウィジェットの高さを同じく設定できます。
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• チャート時間の一括適用: チャートウィジェットのデータ照会時間を変更する時、他のウィジェットのチャート時間
も一緒に変更するにはオプションをオンにします。

チュートリアルを利用する

画面の右上のチュートリアルボタンを選択すると、Service 2.8.0 アップデート以降の変更を確認できます。
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メトリクスチャート

サイトマップ > 分析 > メトリクスチャート Old

メトリクスチャートメニューでは、モニタリング対象から収集されたメトリクスデータを次のようにチャートで照会で
きます。時間と指標の指定が必須です。
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上部オプション

領域のメトリクスチャートの上部オプションからチャートの時間範囲とモニタリング対象エージェントを指定でき
ます。

• 時間：時間の範囲でX軸の開始と終了を指定できます。

時間オプションの利用方法の詳細については。

• 間隔：時間間隔でX軸データの間隔を指定できます。

• 時間マージ：データマージ方式の1つを選んで、指定した時間間隔内のデータをマージできます。

例）平均は、1時間のデータ平均値を意味します。

• エージェント：照会するエージェントを指定できます。指定しない場合は、すべてを対象に照会します。

指標一覧

領域は、オプションを検索する指標のリストです。まず、カテゴリを選択します。 カテゴリを選択すると、そのカ
テゴリに含まれる指標が表示されます。目的の指標を選択してください。カテゴリと指標を選択すると、 領域の上
のメニューで指定した時間範囲のデータから 領域でチャートウィジェットを照会できます。

データ結合

データのマージは、オブジェクトのマージと時間マージ方法を提供します。

• 時間マージは、ソースデータからフィールド値が同じデータを一定の間隔でマージします。

• オブジェクトのマージは、異なるフィールド値を持つデータの中からタグが一致する場合、そのデータを
マージします。

チャートウィジェット

領域のチャートウィジェットの左上で指標名を確認できます。チャートウィジェットの右上で次のオプションを確
認できます。
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• タイムシフト： 左矢印または右矢印ボタンを使用して、選択した時間範囲だけ-1または、+1ずつ移動すること
ができます。

例えば、時間範囲が2月13日00:00~2月14日00:00の場合、 左矢印を選択すると、2月12日00:00~2月13日00:00
までのデータが表示できます。

• 間隔/時間のマージ： トップメニューで指定した間隔と時間のマージを修正できます。

• モニタリング対象： アイコンを選択して、モニタリング対象を指定できます。選択しない場合は、すべて表示さ
れます。

• 時間比較： アイコンを選択すると、同じ指標の以前の時間帯の推移を比較できます。

• スナップショット： アイコンを選択すると、ウィジェットのオプションを除くチャートのスナップショットを取
得できます。

• CSV： アイコンを選択して、チャートを描画したデータをCSVファイルとしてダウンロードできます。

• 詳細： アイコンを選択して詳細を表示します。モニタリング対象が多い場合、モニタリング対象の指標推移を特
定して確認できるため便利です。

メトリクスチャートウィジェットの上部にオプションが表示されない場合は、 アイコンを選択します。

ウィジェットを削除する

画面に配置したすべてのウィジェットを削除するには、 全体ウィジェットの削除ボタンを選択します。
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メトリクス照会
ホーム画面 > プロジェクト選択 > 分析 > メトリクス照会

メトリクス照会メニューからタグベースで特定のメトリクスを照会できます。

時間とカテゴリの選択

領域でメトリクスが収集された時間選択と最大カウントおよびカテゴリを指定できます。 時間選択とカテゴリは、
必ず指定してください。

• 時間選択：メトリクスが収集された時間を指定して照会できます。 既定値は 1時間 です。 基本オプションとして提
供する照会時間以外に、ユーザーが時間選択タブを選択して日付と時間を指定できます。

時間選択オプションの利用方法の詳細については。

• 最大カウント： 一覧から参照するメトリクスの最大数を指定できます。 10 、 50 、 100 、 200 、 300 、
1000 、 2000 、 3000 個まで設定できます。

• カテゴリ：関連指標の分類単位です。 カテゴリタブを選択し、カテゴリを指定できます。

• カテゴリ、タグ、フィールドオプションの更新：カテゴリ、タグおよびフィールドオプションを再読み込みでき
ます。
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タグとフィールドの選択

領域でタグとフィールドを選択します。 ユーザーが個別に指定しない場合、デフォルト設定が完全な選択になりま
す。

• タグ：収集された対象を区分できる固有情報データです。

• フィールド：モニタリング対象から収集された指標です。

• フィルター： タグ値でフィルタリングボタンを選択し、タグ値を設定してフィルタリングできます。

例） oname の値を demo-8101 に設定すると、フィルタリングしたデータを表示することができます。

• 検索：条件を設定して検索アイコンを選択すると、 領域でそのメトリクスの原本データを検索できます。

• ：メトリクスの原本データをCSVファイルとしてダウンロードできます。

メトリクステーブル

収集されるメトリクスを事前に特定できないため、収集されるすべてのメトリクスの原本データを確認することが重要
です。 上記の条件領域で目的の条件を設定した後 領域で、そのメトリクスの原本データをテーブル形式で検索でき
ます。 ユーザーがタグとフィールドの各条件を指定することによって、テーブルのカラムが変更されます。

• メトリクスの参照時、時間選択とカテゴリを指定する必要があります。

• メトリクス参照時、タグとフィールドの指定はオプションです。

メトリクス照会
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メトリクス異常検出

ホーム画面 > プロジェクト選択 > サイトマップ > メトリクス異常検出

さまざまなメトリクスのパターンをAIが学習した予想パターンと比較できます。予想パターンを外れた異常探知をグラ
フチャートで確認できます。過去のデータに基づいて繰り返されるパターンを確認し、今後の指標値の予測に活用でき
ます。

• 画面に配置したウィジェットは、別のメニューに移動すると保存されずに初期化されます。

• パターン分析と異常値検出機能を除くと分析 > メトリクスチャートメニューに似ています。

• 異常値(Anomaly Detection)アラート通知機能の技術的根拠は、メトリクス異常値です。異常値アラート
通知設定の詳細については、次の文書を参照してください。

ウィジェットを確認する

• 明るい色のグラフ領域は、AIによって分析した予想されるパターンです。

• 青色グラフは、プロジェクトのメトリクスの推移です。

• AIによって分析された予想パターンから外れるとオレンジ色と、赤色のステップでグラフにドットが表示されま
す。予想されるパターンの範囲から大幅に外れた値を赤色として表示します。

メトリクス異常検出
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ウィジェットを配置する

1. 時間で、目的の時間間隔を設定してください。最大1か月間隔まで設定できます。

2. フィルターでメトリクスの範囲を選択します。

3. 以下の一覧でモニタリングするメトリクスを選択します。

選択したメトリクスを画面の右側に配置します。

• モニタリング対象を選択してメトリクスを絞り込んで確認するには、 タグを選択します。画面右側に
タグ選択リストが表示されます。目的の項目を選択し、ウィジェットを追加します。

• 画面に配置したウィジェットは、時間またはタグ値を変更してもチャートに反映されません。

• 画面に配置したウィジェットを削除するには、ウィジェット右上の ボタンを選択します。

• ウィジェットの左上を選択した状態でドラッグすると、ウィジェットの位置を変更できます。

• ウィジェットの右下を選択した状態でドラッグすると、ウィジェットのサイズを変更できます。

ウィジェットを削除する

画面に配置したすべてのウィジェットを削除するには、 全体ウィジェットの削除ボタンを選択します。

メトリクス異常検出
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関連メトリクスを確認する

ウィジェットでチャートの一部の領域をドラッグします。画面の右側に類似パターン指標画面が表示されます。ドラッ
グした時間範囲の開始時間に基づいて、最大6時間の関連メトリクスを照会できます。

メトリクス異常検出
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トランザクション

トランザクションとは？

ユーザーがブラウザからのリクエストを処理するためのサーバーサイドのLUW(Logical Unit of Work)です。個々のウ
ェブサービス(URL) のリクエストに対する処理過程がトランザクションです。ウェブアプリケーションでは、トランザ
クションは、ウェブサービス(URL)に対して、HTTP Requestを受信し、Responseを返すプロセスです。

アプリケーションの性能は、これらのトランザクションの性能であると言えます。トランザクションの性能には、トラ
ンザクションの開始から終了までの時間、レスポンス時間およびリソースの使用量、トランザクション呼び出し元の属
性などの情報が含まれます。

基本的には、トランザクションのレスポンス分布とトランザクション統計を使用してトランザクションの性能を分析で
きます。

トランザクション名

トランザクションの名前はURLです。 ただし、Getパラメータ(Query String)は除外されます。

ブラウザ要請

http://www.whatap.io/hr/apply.do?name='kim'

トランザクション名

/hr/apply.do

WhaTapでは、ウェブサービス名とトランザクション名を組み合わせて使用します。特定のURLとそのリクエ
ストを処理するためのサービスモジュールとして表示します。トランザクションリクエストの1つの処理を参
照するために、両方の名前を同じ方法でURLと呼ぶことができます。

トランザクション



トランザクション名の正規化

MSAベースのシステム開発に伴い、URL + ? の引数パラメータ形式よりもURLパスにパラメータを入れる方式をよく使
います。

http://www.whatap.io/hr/kim/apply.do

このようにパスパラメータをそのままトランザクション名として使用すると、統計的な観点から性能分析が困難になる
ため、これを正規化する必要があります。WhaTapは、正規化のためのオプションと機能を提供します。

whtap.conf

trace_normalize_urls=/hr/{name}/apply.do

上記のように設定した場合、トランザクション名は、/hr/kim/apply.do → _/hello/:name/apply.do_に置き換えられ
収集されます。対象URLの設定はそのままにして、この機能をoffにする場合は、次のオプションを指定することがで
きます。 既定値は true です。

whatap.conf

trace_normalize_enabled=false

トランザクション
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統計

ヒットマップ

ホーム画面 > プロジェクト選択 > 分析 > ヒットマップ

WhaTapモニタリングサービスの初期画面でプロジェクトを選択した後、分析 > ヒットマップメニューを選択します。

ヒットマップは、ダッシュボード > アプリケーションのヒットマップウィジェットからもアクセスできま
す。

統計



詳細分析

エージェント領域

現在のプロジェクトと関連づけられたエージェントを選択し、フィルタリングできます。 ボタンを選択すると、
領域でヒットマップTXチャートが表示します。

統計
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ヒットマップTXチャート

遅延の問題があるトランザクションが含まれている場合ヒットマップTXチャートに、オレンジや赤で表示されます。
通常のトランザクションが含まれている場合、青で表示されます。

選択

リアルタイムヒットマップチャートをドラッグすると、 アプリケーション一覧とトランザクション情報を確認でき
る TXトレース 一覧が表示されます。

アプリケーション一覧

チャートで選択された領域に該当するTXの数とエラーの数を確認できます。一覧からアプリケーションを選択する
と、該当アプリケーションの TXトレース一覧に詳細が表示されます。

TXトレース一覧

TXトレース一覧には詳細情報が含まれています。一覧からトランザクションを選択すると、トランザクション情報画
面が表示されます。トランザクション情報画面から該当トランザクションのトレース分析を確認できます。詳細につい
ては、次の文書を参照してください。

ヒットマップパターンを理解する

ヒットマップは、トランザクションの終了時間をX軸、レスポンス時間をY軸とした分布チャートです。通常のWebア
プリケーションは、数秒以下の集中分布を表示します。

hitmap-pattern

ヒットマップラインの分析

• 縦線(LOCK現象) パターン

トランザクション処理中に一時的なロック(Notonly DB Lock)が発生すると処理が待機されます。ロックが解除され
ると、処理待機中のトランザクションは同じ時間帯で同時に終了します。これにより、次のように垂直線が作成さ
れます。

hitmap-lock

統計
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垂直パターンでロックを検知することは非常に強力な概念です。特にマイクロサービスアーキテクチャでは、バッ
クエンドシステムで発生するロックについても同様に検知できます。

hitmap-front-api-db

Frontアプリケーションのレスポンスパターンの縦線は、バックエンドシステムが使用するDBでロックが発生した
場合も検知されます。

• 横線(タイムアウト) パターン

10秒のタイムアウト条件でリソースが不十分な場合、トランザクションは10秒間待機後にタイムアウトエラーが発
生します。この時点で、ヒットマップの約10秒後に、次のような横線が作成されます。

hitmap-timeout

タイムアウト後に再実行するロジックがある場合は、図のような横線が10秒単位で繰り返されます。以下は、実際
のトラブル状況のヒットマップです。

hitmap-error

(1) セクションでレスポンス時間が増加し、(2) セクションの赤い線は典型的な横線パターンです。(1) セクションの
負荷によりConnectionPoolが使い果たされ、(2) セクションはConnectionPoolの不足で2回目のタイムアウトトラ
ブルが発生した状態です。

パターン分析活用

トランザクションレスポンスの分布に線が表示されている場合は、ボトルネックがあることを意味します。一時的なロ
ッキングの場合は縦線が作成され、ボトルネックがタイムアウトになると横線が作成されます。

hitmap-pattern-analysis

問題を分析する際に特定のラインに含まれるトランザクションのみを選択的に分析して、問題をすばやく発見できま
す。

機械学習ベースの応答パターン分析

機械学習技術によりヒットマップパターンを分析し、異常を自動検知してアラートを発報する機能です。

統計
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異常パターンの例

毎月数百TBのパフォーマンスデータから異常パターンを学習し、学習した異常パターンと同様のパターンが発生する
とアラートを発報します。

• 縦線パターン

hitmap-abnormal1

• 横線パターン

hitmap-abnormal2

• 複合パターン

hitmap-abnormal3

• ヒットマップ通知

統計
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ヒットマップTXチャートを分析する方法については、次の文書を参照してください。

例外処理(WARNING) の基準

.NETアプリケーション環境で発生するエラーを、.NETエージェントが例外として扱う基準について案内します。.NET
エージェントは、次の基準の場合にのみエラー処理を行います。

• ユーザーのアプリケーション環境で、ハンドリングされていないExceptionが発生した場合

• Status Code 400以上の発生時

統計
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サービス画面でのエラー表示

ヒットマップウィジェット、トレース分析画面から確認できるエラーレベルは、殆どWARNINGレベルに該当します。

Status Code 400以上のエラー処理

HTTP応答コードが400以上の場合は、例外クラス(Exception Class)が発生しなくてもエラーとして処理します。以下
は、HTTPステータスコードベースのエラー処理の有効可否を設定するエージェントオプションです。

whatap.conf

transaction_status_error_enable=true

transaction_status_error_enable オプションの詳細については、次の文書を参照してください。

トランザクションエラー段階のINFO処理

エージェント設定により、一部のエラーを正常な状態で表示または無視できます。ヒットマップウィジェットで表示さ
れるレベルは、INFO(青)です。

統計
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次の条件に該当する場合、エラー処理は行われません。

• transaction_status_error_enable オプションの値が false である場合

whatap.conf

# default true
transaction_status_error_enable=false

• status_ignore オプションで定義したステータスコードである場合

whatap.conf

# Separated by commas(,)
status_ignore=400,404,500

• status_ignore_set オプションで定義したURLとステータスコードの組み合わせである場合

whatap.conf

# URL:StatusCode
status_ignore_set=/api/auth/token:401,/health-check:503

• エージェント設定は、whatap.confファイルを編集するか管理 > エージェント設定メニューで確認できま
す。詳しい内容は、次の文書を参照してください。

• エージェント設定オプションの詳細については、次の文書を参照してください。

◦ transaction_status_error_enable

◦ status_ignore

◦ status_ignore_set

統計
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トランザクショントレーシング

トランザクショントレーシングとは？

トランザクション性能とは、トランザクションの開始と終了までの要約指標や属性を意味します。一方、トランザク
ショントレースは、トランザクションが実行されているステップのトレースです。 トランザクションが遅いかエラー
がある場合は、その原因を追跡するために実行履歴をステップごとに追跡する必要があります。 これをトランザクシ
ョントレーシングと言います。

トランザクションのパフォーマンス追跡のために収集するステップの種類は次のとおりです。

• DB接続ステップ START-END

RDBへの接続のパフォーマンスが含まれます。 ステップ情報には、名前、レスポンス時間、エラーが含まれます。

• SQLステップ START-END

JDBC SQLのパフォーマンスが含まれます。 ステップ情報には、接続情報、SQL文、エラーが含まれています。

• HTTP Callステップ START-END

外部HTTPサービス呼び出しのパフォーマンスが含まれます。 ステップ情報には、url、host、port、レスポンス時
間、エラーが含まれます。

• Messageステップ ADD

トレースを収集する過程で、非構造化のすべての間隔の履歴を収集する際にメッセージステップを使用します。

• SOCKETステップ ADD

Socketオープンを表現するステップです。

• METHODステップ START-END

メソッド応答時間を追跡します。

• ACTIVE STACK ステップ START-END

アクティブスタックに関する情報を含みます。 別のスレッドが作成し、トレースに追加する方法で収集します。

トランザクショントレーシング



WhaTapモニタリングサービスでは、ステップ(Step)はスパン(Span)と同じ意味で使用されます。

詳細分析

ホーム画面 > プロジェクト選択 > 分析 > ヒットマップ

1. 時間選択で、ヒットマップを照会する期間を選択します。

2. タイプ、アプリケーションから照会する対象を選択します。

トランザクショントレーシング
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3. ボタンを選択します。

4. ヒットマップTXから照会する領域を のようにドラッグします。

5. TXトレースに一覧が表示されたら、分析するトランザクションを選択します。

トランザクションのパフォーマンス分析のためのクライアント情報などの属性、トランザクションの処理性能、各区間
別の詳細な実行履歴などを確認できるトランザクション情報画面が表示されます。

• ヒットマップメニューの機能については、次の文書を参照してください。

• アプリケーションダッシュボードのヒットマップウィジェットの詳細については、次の文書を参照してく
ださい。

トランザクショントレーシング
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トランザクション情報画面の案内

• 領域では、ステップ情報をさまざまな形式で確認できます。 希望する形式のタブを選択します。

• 領域では、トランザクションに関する基本情報を確認できます。

• ：該当URLまたは各実行区間の統計データ画面が表示されます。 統計データ画面のグラフチャートで、希望す
る時間をクリックすると統計またはTX検索メニューに移動します。 選択した時間に基づいて統計データを照会する
ことができます。

トランザクショントレーシング
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◦ 統計メニューの詳細については、次の文書を参照してください。

◦ TX検索メニューの詳細は次の文書を参照してください。

• SQLステップを選択すると、SQL変数とHTTPクエリを照会することができます。 詳細については、次の文書を
参照してください。

テーブルビュー

テーブルビュータブでは、トランザクションの実行過程を時間順に確認できます。

• トランザクションを実行区間別に分類し、ダイアグラムで確認できます。 全経過時間のうち、各区間別に所要され
た時間、最も長くかかった区間を素早く把握できます。

• ダイアグラムの各区間を選択すると、そのステップが位置するテーブルの一覧に移動します。

トランザクショントレーシング
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• 青い丸( )が位置する領域は、アクティブスタックが収集された時点です。 青い丸を選択すると、アクティブスタ
ックボタンがあるテーブル一覧に移動できます。 アクティブスタックボタンをクリックすると、その区間で行われ
たステップ情報を確認できます。

◦ トランザクション一覧から アイコンが表示された項目で確認できます。

◦ アクティブスタックの詳細については、次の文書を参照してください。

• カラム選択：テーブル一覧にカラムでメモリ累積情報およびCPU累積情報を追加または非表示できます。 カラム
情報は次のとおりです。

◦ No：ステップの実行順序

◦ 時間：各ステップの開始時刻

トランザクショントレーシング

312



◦ 時間差：直前ステップの開始時刻から現在のステップに移るまでの待ち時間、外部要因により遅延される場
合、経過時間と異なる場合があります。

◦ 経過：各メソッドの開始から終了までの所要時間

◦ 内容：該当ステップの詳細な実行内容

• TXT：トランザクションの基本情報および区間ごとの実行情報をTXTファイルでダウンロードできます。

• SQL：トランザクションの基本情報およびSQL実行情報をTXTファイルでダウンロードできます。

◦ 置換値を含むダウンロード: バインド変数値を元の値に置き換え、SQL統計データをダウンロードします。 セキ
ュリティキー( paramkey )が設定されている場合は、セキュリティキー入力画面が表示されます。 セキュリティ
キーを入力しないとダウンロードできません。 セキュリティキーに関するエージェント設定の詳細について
は、次の文書を参照します。

◦ 置換値を含まないダウンロード: バインド変数値を置き換えない状態でSQL統計データをダウンロードします。

• :トランザクションの要約情報とダイアグラムを非表示にし、テーブル一覧のみを確認できます。 ボタンをク
リックすると、隠された情報を再表示します。 テーブル一覧が長い場合は、この機能を利用すると便利です。

• SQLステップを選択すると、パラメータを照会できるSQL画面が表示されます。 詳細については、次の文書を参照
してください。

レコード要約

トランザクションの基本情報を確認するには、レコード要約タブを選択します。 トランザクションの基本情報および
そのトランザクションが実行されたエージェント関連情報、メモリ割り当て使用量、クライアント関連情報を確認でき
ます。
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分類 プロパティ 説明

トランザ
クション

TX
アプリケーションで実行されたAPIまたはURL呼び出し、そのトランザクションのパス
です。 正規表現式を使用して一定の形式に変換します。

原本URL
実際に呼び出されたURLパスです。 変数を含まない具体的なリクエストパスです。 元の
URLがある場合は元のURL表示、元のURLがない場合は表示しません。

プロジェクト
コード

WhaTapモニタリングサービスに登録したプロジェクトの識別コードです。
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分類 プロパティ 説明

ステータス そのトランザクションのHTTP応答ステータスのコードです。

エラーレベル
そのトランザクションで発生したエラー レベルです。 WarningまたはCriticalと表示さ
れます。

エラークラス そのトランザクションで発生したエラー関連クラスです。

エラーメッセ
ージ

そのトランザクションで発生したエラーメッセージです。

経過時間 トランザクションの実行時間です。

開始時間 トランザクションの開始時刻です。

終了時間 トランザクションの終了時刻です。

ユーザーエー
ジェント

クライアント関連情報の抽出に利用するブラウザ情報です。

リファラー クライアントがブラウザで以前に利用したページアドレスまたは流入パスです。

TXID 該当トランザクションの固有識別子(ID)です。

マルチTXID
マルチトランザクションの固有識別子(ID)です。 他のアプリケーションのトランザクシ
ョンと並列に実行された場合に表示されます。

エージェ
ント

エージェント
名(oname)

エージェント名です。

エージェント
ID(oid)

エージェントの固有識別子(ID)です。

エージェント
グループ名

okind オプションで設定されたエージェントグループ名です。

エージェント エージェントグループの固有識別子(ID)です。
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分類 プロパティ 説明

グループID

エージェント
サーバー名

ondoe オプションで設定したエージェントサーバー名です。

エージェント
サーバーID

エージェント サーバーの固有識別子(ID)です。

ステップ
(Step)

HTTPメソッ
ド

HTTPメソッドです。 (GET、POST、PUT、HEADなど)

HTTPコール
時間

外部Http Call時間です。

HTTPコール
件数

外部HTTP Call件数です。

DBコネクショ
ン時間

データベースに接続するまでにかかる時間です。

SQL時間 SQLの実行時間です。

SQL件数 SQLの実行件数です。

SQLパッチ時
間

レコードの照会にかかった時間です。 ネストが発生するか、他のロジックが含まれる場
合があります。

SQLフェッチ
数

SQLでデータを照会したレコードの件数です。

リソース
(Resource)

CPU使用時間 トランザクションの処理に使用されたCPU時間です。

メモリ割当量 そのトランザクションで使用されたメモリ量です。

コンテナ Pod名 該当トランザクションを処理したKubernetes Podの名前です。
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分類 プロパティ 説明

コンテナID Pod内で実行されている特定のコンテナの固有識別子です。

クライア
ント

クライアント
IPアドレス

クライアントのIPアドレスです。

OS ブラウザが実行されるOS環境です。

ドメイン クライアントが接続したIPアドレスに指定されたインターネットアドレスです。

国/地域 クライアントの国の情報です。

都市 クライアントの国内の都市情報です。

クライアント
タイプ

クライアントが利用したブラウザの種類です。

クライアント
名

クライアントが利用したデバイス名です。

WClientID クライアントの固有識別子です。

Method
methodCount トランザクションで呼び出されたメソッドの数です。

methodTime メソッドの実行にかかった時間です。

• アプリケーションの種類や設定、ステップの種類によって収集する情報は異なる場合があります。 コンテ
ナ項目は、アプリケーションがコンテナ環境で実行されている場合にのみ表示されます。

• エラー関連項目は、そのトランザクションでエラーが発生した場合に表示されます。

• トランザクション属性の一部は、統計機能を提供します。 ボタンを選択すると、時系列チャートを通
じて照会時間中に発生したトランザクション状況を把握できる画面が表示されます。 チャート内の棒グラ
フを選択すると、分析 > TX検索メニューに移動して詳細照会できます。

• WhaTapは、クライアントに関する情報をデフォルトで保存します。 ユーザーデータの収集に関するエー
ジェント設定の詳細については、次の文書を参照してください。
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ツリービュー

トランザクションの実行過程をツリー形式で確認するには、ツリービュータブを選択します。 各トランザクションと
それに属するトレースの詳細、トレースの開始時刻と所要時間、呼び出し関係を確認できます。 ダイアグラムの各区間
を選択すると、そのステップが位置するツリービューに移動します。

• 一行：各区間別の実行情報に表示されたテキストを一行で表示し、ツリー形式をシンプルに整理できます。

• 複数行：各区間別の実行情報に表示されたテキストを改行してすべて表示します。
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• 最長経路：最長の経路で移動できます。

• タイムバーの表示：経過時間を棒チャートで表示します。

• 時間を表示する：各区間ごとのタイムスタンプ、ギャップ、経過時間をテキスト形式で表示します。

◦ 8秒以上：超過遅延状態で赤色で表現します。

◦ 3秒以上8秒未満：遅延状態でオレンジで表現します。

◦ 3秒未満：正常な状態で青色で表示します。

• 時間を表示しない：時間情報を非表示にします。

• ：トランザクションの要約情報とダイアグラムを非表示にし、ツリービューのみを確認できます。 ボタンをク
リックすると、隠された情報を再表示します。 ツリービュー一覧が長い場合は、この機能を利用すると便利です。

• ：SQL変数とHTTPクエリを照会できる画面が表示されます。 詳細については、次の文書を参照してください。

開始および所要時間の場合、トランザクション呼び出し環境によって生じる時差を上位トランザクションの
トレースやマッピングで修正および表示することで、実際に収集された時間データとの差異が生じる可能性
があります。

アクティブスタック
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アクティブスタックタブを選択すると、該当トランザクションから収集したアクティブスタックの一覧を確認できま
す。

• 左側のアクティブスタック一覧から収集時点（No、時間）を選択すると、右側に該当時点のスタック情報を表示し
ます。

• スタック：アクティブスタックの詳細情報をTXTファイルでダウンロードできます。

• トランザクション一覧で アイコンが表示された項目からアクティブスタックを確認できます。

• アクティブスタックの詳細については、次の文書を参照してください。

AIアクティブスタック分析

Beta

アクティブスタック分析ボタンをクリックすると、収集したアクティブスタックをAIが自動的に分析します。進行中の
トランザクションのスタックダンプを基にパフォーマンスの問題を特定し、改善方法を案内します。

分析結果は次の4つのセクションで構成されます。

• 全体要約：分析したスタック数と全体の実行フローを要約します。

• 共通パターン：繰り返し現れる実行パターンを表示します。パターン名、発生回数、説明を含みます。

• 発見されたイシュー：特定したパフォーマンスの問題を深刻度（High、Medium、Low）とともに表示し、判断の
根拠となるスタック情報も提供します。

深刻度 基準

High デッドロック、完全ブロッキング、同一ブロッキング4回以上繰り返し

Medium I/O待機、2～3回のロック競合、遅い外部呼び出し

Low 単一発生の待機、軽微な最適化の機会

• 推奨事項：優先順位に基づいて具体的な改善方法を案内します。

各分析項目には収集したスタック番号（ No.N ）が表示されます。スタック番号をクリックすると、該当スタックの
原本を確認できます。

トランザクショントレーシング

320



• AIが生成した分析結果のため、実際の状況と異なる場合があります。参考資料としてご活用ください。

• プロジェクトメンバー権限以上が必要です。

マルチトランザクション

マルチトランザクションとは、他のエージェントやプロジェクトに関連付けられたトランザクションを意味します。
マルチTXタブでは、WhaTapモニタリングサービスに登録したアプリケーション間の呼び出し関係を確認できます。

マルチトランザクションを追跡するには、管理 > エージェント設定メニューで mtrace_enabled オプション
を true に設定します。 エージェント設定の詳細については、次の文書を参照してください。
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• チャート：各トランザクションの呼び出し関係をフローチャート形式で提供します。 トランザクションノードを選
択すると、そのトランザクションノードのトレース分析情報を確認できます。 チャートモードではマウスを利用し
て位置を移動したり、スクロールして拡大または縮小できます。

◦ チャートビュー設定：チャートに表示するアイテムを表示または非表示します。

• 表：テーブル形式で、マルチトランザクション内の各トランザクションごとの情報を確認できます。 カラム選択
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アイコンを選択して、テーブルヘッダーカラムを編集できます。 各トランザクション項目を選択すると、トレース
分析情報を確認できます。

• ツリー：ツリー形式でトランザクション間の呼び出し関係を把握できます。 関連した付加機能は、ツリービュータ
ブの機能と同じです。

• プロジェクト選択：チャートに表示されるプロジェクトを選択または解除できます。

• トランザクション一覧から アイコンがある項目で確認できます。

• マルチトランザクションの詳細については、次の文書を参照してください。

メソッド要約

メソッド情報のみを確認するには、メソッド要約タブを選択しますて。 エージェントに追跡が設定されたメソッド名
と所要時間を表示します。 不要なロジックが繰り返し実行される場合、低い件数に比べて実行時間が長くかかる場合
を把握し、メソッドロジック改善のための分析情報として活用できます。

• : TX統計情報を確認できます。 チャートのグラフを選択すると分析 > TX検索メニューに移動します。 選択した
時間帯のトランザクション一覧を確認できます。
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• メソッド: メソッドに関する詳細情報をTXTファイルにダウンロードできます。

メソッド(method)と関連するエージェント設定オプションの詳細については、次の文書を参照してくださ
い。 ご利用中の製品によって、メソッド追跡サポートの可否は異なる場合があります。

SQL要約

SQL文についての情報を確認するには、SQL要約タブを選択します。 不要に繰り返し実行される場合、低い件数に比べ
て実行時間が長くかかる場合を把握し、クエリ性能改善のための分析情報として活用できます。

• : TX統計情報を確認できます。 チャートのグラフを選択すると分析 > TX検索メニューに移動します。 選択した
時間帯のトランザクション一覧を確認できます。

• SQL: SQLに関する詳細情報をTXTファイルにダウンロードできます。
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HTTPコール要約

HTTP呼び出しのリクエスト件数、合計時間、平均時間などを確認するには、HTTPコール要約タブを選択します。 不
要な外部への呼び出しが繰り返して実行される場合や、低い件数だが比較的に実行時間が長くかかる場合などを把握す
るなど、トランザクションの遅延要因が外部か内部かを分析する情報として活用できます。

• : TX統計情報を確認できます。 チャートのグラフを選択すると分析 > TX検索メニューに移動します。 選択した
時間帯のトランザクション一覧を確認できます。

• HTTP: HTTP Callに関する詳細情報をTXTファイルにダウンロードできます。

TXログ

トランザクションに関するログ情報を確認するには、TXログタブを選択します。
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• : TX統計情報を確認できます。 チャートのグラフを選択すると分析 > TX検索メニューに移動します。 選択した
時間帯のトランザクション一覧を確認できます。

• ログ検索機: ログ検索に移動して、目的のログデータを簡単に照会できます。

• キーワード検索：検索バーに検索するテキストを入力し、エンターキーを入力するか、 ボタンを選択します。 入
力したテキストと一致するキーワードをハイライトで表示します。

• キーワードハイライト：キーワードと色を設定すると、自動的にログ一覧でキーワードと一致するテキストを
ハイライトします。 詳細については、次の文書を参照してください。

• カラム設定 : ログリストテーブルに表示されるカラムの追加や順序変更ができます。 詳細については、次の文書
を参照してください。

• ログ表示詳細設定: ログリストに表示される内容を設定できます。 詳細については次の文書を参照してくださ
い。

• TXログタブを有効にするには、ログに関連するエージェント設定オプションを適用する必要がありま
す。 ログ設定の詳細については、次の文書を参照してください。

• TXログタブはログ読取り権限を持つメンバーのみアクセスできます。 メンバー権限の詳細については、
次の文書を参照してください。

キーワードハイライトの設定

1. ハイライトで表示するキーワードを追加するには ボタンを選択します。
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2. ご希望のキーワードを入力します。

3. 色アイコンを選択し、ご希望の色を選択します。

4. エンターを入力します。 追加したキーワードが一覧に作成されます。

キーワードハイライト削除

ハイライト一覧から利用しない項目を削除するには、 ボタンを選択します。

テーブルカラムの表示または非表示

1. テーブルの右上の ボタンを選択します。

2. カラム設定ウィンドウが表示されたら、左側のリストで目的の項目を選択・解除します。

右のリストから ボタンを選択してカラムを非表示にすることもできます。

3. すべての設定を完了した後確認ボタンを選択します。 設定した内容がテーブルに適用されます。

テーブルカラムの表示順番の変更

1. テーブルの右上の ボタンを選択します。

2. カラム設定ウィンドウが表示されたら、右側のリストで目的の項目をドラッグして順序を変更します。

3. すべての設定を完了した後確認ボタンを選択します。 設定した内容がテーブルに適用されます。
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テーブルコンテンツの表示設定

1. テーブル右上の ボタンを選択します。

2. ログ表示詳細設定ウィンドウが表示されたら、目的のオプションを設定します。

• contentまたはタグオプションを選択して、ログにコンテンツの表示有無を選択します。

• タグ管理: タグは、追加した順にログに表示されます。 タグの順序はドラッグで変更できます。 非活性化
されているタグはログに表示されません。

3. すべての設定を完了して ボタンを選択します。 設定した内容がテーブルに適用されます。

ログ表示詳細設定の詳細については次の文書を参照してください。

追加機能

連携プロジェクトメトリクスの確認

データベースモニタリング(DPM) プロジェクトとアプリケーションのモニタリング(APM) プロジェクトを生成した場
合、2つのプロジェクトを連携してDPMで収集したモニタリングデータをAPMプロジェクトで確認できます。 ヒットマ
ップTXセクションの右上にある連携プロジェクト機能で、トランザクションの照会中に連携したプロジェクトの性能
メトリクスを一緒に確認できます。

連携プロジェクト機能は、APMプロジェクトでトランザクションを分析する際に、遅いSQLがある場合、類似な複数の
DBを使用する環境から、正確に問題が発生したDBを把握しにくい状況に役立ちます。
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1. トランザクションを照会する時間とアプリケーションを設定した後 ボタンを選択します。

2. ヒットマップTXセクションで右上にある連携プロジェクトボタンを選択します。

3. 連携プロジェクトのメトリクスを確認できる新しい画面が表示されます。

左の一覧で連携プロジェクトを選択し、インスタンスダッシュボードセクションのメトリクスを確認します。

選択したプロジェクトのダッシュボードメニューに移動するには、インスタンスを選択し、右上のインスタンスの移動
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ボタンをクリックします。 ダッシュボード > インスタンスモニタリングメニューに移動します。

• ヒットマップTXセクションの連携プロジェクトボタンは、連携されたプロジェクトがある場合にのみ表
示されます。 連携プロジェクトの追加についての詳細は、次の文書を参照してください。

• 左の連携プロジェクト一覧の上にある追加ボタンを選択するとプロジェクトを追加できます。

• インスタンスの移動ボタンは、全体を選択した状態では無効になります。

• データベース商品の種類によって分析 > カウント推移メニューに移動できます。

HTTPパラメータ照会

テーブルビュー タブでそのトランザクションのHTTPパラメータを照会することができます。

1. ページの下にスクロールして、トランザクションの実行の最後のステップに移動してください。

2. HTTPパラメータ項目を選択します。

3. HTTP-PARAMETERS画面が表示されると、パスワード ボタンを選択します。

4. 設定したParam Keyを入力します。隠されたパラメータを確認できます。

• HTTPパラメータに関するエージェント設定は、次の文書を参考にしてください。

• パスワード：復号化されたパラメータの値を確認できます。 パスワードは WHATAP_HOME
/paramkey.txtファイル内の6桁の文字列です。 別の文字列に変更できます。 paramkey.txt内のキーは、
SQL変数の検索、HTTPクエリの検索、Threadの停止に必要です。

SQLパラメータの照会

テーブルビュータブでSQLステップを選択するか、ツリービュータブで ボタンを選択します。 パラメータを照会で
きるSQL画面が表示されます。
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• パスワード：復号化されたパラメータの値を確認できます。 パスワードは* WHATAP_HOME /paramkey.txt*ファ
イル内の6桁の文字列です。 別の文字列に変更できます。

paramkey.txt内のキーは、SQL変数の検索、HTTPクエリの検索、Threadの停止に必要です。

• SQLフォーマット：SQL文をインデントまたはフォーマット化して可読性を高めることができます。

• ：SQL文をクリップボードにコピーできます。

• 統計: 統計 > SQLメニューに移動します。

SQL変数とHTTPクエリを照会するには、次のオプションをエージェント設定に追加します。

• SQLパラメータ情報の記録に関するエージェント設定は、次の文書を参照してください。

• HTTPパラメータ情報の記録に関するエージェント設定は、次の文書を参照してください。

whatap.conf

# SQLパラメータ照会オプション：オプションが適用されるとSQLパラメータを暗号化して収集します。
profile_sql_param_enabled=true

# HTTPパラメータ照会オプション：オプションが適用されると、HTTPクエリパラメータを暗号化して収集します。
profile_http_parameter_enabled=true
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トレース一覧カラムを設定する

TXトレースセクションのカラム設定により、照会された結果の詳細項目を追加で確認できます。

1. TXトレース エリアで カラム選択 ボタンをクリックします。

2. 表示したいカラム項目を選択または解除します。設定内容はテーブルに即時反映されます。

• すべて選択: すべてのカラム項目を選択します。

• すべて解除: すべてのカラム項目を解除します。

• 初期化(既定値): カラム項目をデフォルトに設定します。

3. 設定が完了したら、右上の アイコンをクリックします。

トレース一覧をフィルタリングする

TXトレースセクションで照会された結果を次のオプションでフィルタリングできます。

• すべて表示: 照会された結果からすべてのトランザクションが確認できます。

• アクティブスタック: 照会された結果から、アクティブスタックがあるトランザクションのみを確認できます。

• マルチTX: 照会された結果から、マルチトランザクションのトランザクションのみを確認できます。

• Search URL: 入力した文字列と一致する項目を含むトランザクションのみが表示されます。 文字列を入力した後、
キーボードの Enter キーを押します。

◦ トランザクション

◦ クライアントIPアドレス

◦ ドメイン

◦ エラークラス

◦ エラーメッセージ

照会一覧をダウンロードする

TXトレースセクションで照会された結果をCSV形式のファイルにダウンロードできます。 ダウンロードしたCSVファイ
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ルの名前は、profile {project_code} YYYYMMDD .csv形式です。

1. トランザクションを照会した後に ボタンを選択します。

2. 最大CSV行数オプションに希望する値を入力します。

3. ダウンロードボタンを選択します。
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アクティブTX
進行中のトランザクションをアクティブTXと呼びます。アクティブTXで定期的にダンプされるスタックはアクティブス
タックと呼ばれます。

WhaTapエージェントは、10秒(オプションで調整可能)ごとにアクティブTXに対して、アクティブスタックを
ダンプし、サーバーに送信します。 active_stack_second=10

コンパクトなアクティブスタックの収集

アクティブスタックはスレッドダンプを定期的に実行するため、誤った実装をするとエージェントのオーバーヘッドが
増加する可能性があります。WhaTapはエージェント負荷を最小限に抑えながらアクティブスタックを収集するため
に、様々なオプションがあります。

サイトマップ > スレッド一覧／ダンプメニューのスレッドリストでWhaTap-ActiveStackDumpスレッドの
CPU Timeを確認することでオーバーヘッドを判断できます。

最適化されたデータ収集

• トランザクションを実行しているスレッドに対して、スタックをダンプします。

• アクティブスタックダンプの時間間隔を調整できます。

active_stack_second=10

• アクティブスタックの最大行に制限されます。トップラインから基本の50行を収集します。

trace_active_callstack_depth=50

• アクティブスタックの各行をハッシュ処理して収集します。テキストは１度だけ収集します。

• 一度に収集される最大のアクティブスタックの数も制限されます。

active_stack_count=100

アクティブTX



Background Threadのアクティブスタック

基本的にアクティブスタックは、トランザクションが実行されているスレッドのスタックを意味します。ただし、一部
のバックグラウンドスレッドのスタックも分析が必要な場合があります。この場合、オプションを通じてバックグラウ
ンドスレッドに対するアクティブスタックが取得できます。この機能はJavaエージェント1.6.2バージョンからサポー
トします。

• async_stack_enabled の値を true に設定すると活性化されます。

whatap.conf

async_stack_enabled=false

• スタックダンプの間隔は、フォアグラウンドアクティブスタックの設定に準じます。

whatap.conf

active_stack_second=10

• 対象スレッド名を指定する場合は、 * を使用して文字列パターンを指定します。

whatap.conf

async_thread_match=http*,abc*

スレッド名でスタックダンプの対象を識別します。コンマ(,)を区切り文字として使用してmatchを複数指定できま
す。

• スタックの上位メソッドが async_thread_parking に登録されたクラスまたはメソッドの場合、スレッドがパーキ
ング状態にあると判断してダンプを生成しません。

whatap.conf

async_thread_parking_class=sun.misc.Unsafe
async_thread_parking_method=park
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参考資料

• アクティブTX

• トラブルを最も早く特定するアクティブTX
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マルチトランザクション
マルチトランザクションは、別のエージェントやプロジェクトに関連付けられたトランザクションを意味します。
WhaTapプロジェクトに登録されたアプリケーションサービス間の呼び出しを追跡するのが、マルチトランザクション
追跡です。

マルチトランザクションの活性化

マルチトランザクションを追跡するには管理 > エージェント設定メニューから mtrace_enabled オプション
を true に設定します。エージェント設定の詳細については次の文書を参照してください。

マルチトランザクション追跡機能の利用方法

1. 分析 > マルチTX追跡 メニューに移動します。

2. トランザクション情報 画面で確認した MTID の値を、MTID/CUSTID照会 項目に入力します。

3. 照会する日付とプロジェクトを選択します。

4. 画面下部の 適用 ボタンをクリックします。

• 以下の場合、適用 ボタンは無効化されます：

◦ 前回と同じフィルター値（MTID/CUSTID、日付、選択プロジェクト）が設定されている場合

◦ フィルター値（MTID/CUSTID、日付、選択プロジェクト）が一つも入力されていない場合

5. 右側の チャート タブには、各トランザクション間の呼び出し関係を把握できるダイアグラムとテーブルが表
示されます。

ダイアグラムエリアとテーブルエリアは上下に分割されており、比率を自由に調整できます。

• 上向き矢印をクリックするとテーブルが全体領域を占めます。
ダイアグラムが全体表示だった場合は 50/50 にリセットされます。

• 下向き矢印をクリックするとチャートエリアが全体領域を占めます。
テーブルが全体表示だった場合は 50/50 にリセットされます。
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チャート

チャート は、各トランザクション間の呼び出し関係を迅速かつ明確に確認できる機能です。
同じ マルチTXID を持つトランザクションサービスの個別実行時間を確認できます。
各トランザクションノード上部に表示される処理時間（ タイムバー）を通じて、トランザクション間の呼び出し関
係を把握できます。

チャートはマウスで自由に移動・拡大・縮小できます。

• チャート領域をドラッグすると表示位置を移動できます。

• スクロール操作:
◦ 縦スクロール：上下移動

◦ 横スクロール：左右移動

• Ctrl + 縦スクロールで拡大・縮小できます。
（タッチパッドのピンチ操作にも対応）

マルチトランザクション
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トランザクションを選択すると、関連するノードのみが強調表示され、関連しないノードは薄く表示されます。
選択したトランザクションの下部に 詳細表示 ボタン（ ）が有効化され、クリックすると トランザクション情報 ウ
ィンドウが開きます。
ここでトランザクションの詳細情報を確認できます。
トランザクション情報 を利用した詳細分析については、こちらのドキュメント を参照してください。

• 拡大: ズームイン

• 縮小: ズームアウト

• 画面に合わせる: 全ノードを画面に収めて表示

• ズーム初期化: 表示位置とズーム倍率を初期状態に戻す

• チャートビュー設定: 表示項目のオン/オフ

◦ 詳細：アプリ名、プロジェクト情報、IP、ステータスコードの表示/非表示

◦ データベース / 外部呼出し：DB接続や外部HTTP呼び出しをノードとして表示

表

表 タブでは、マルチトランザクションに含まれる各トランザクション情報をテーブル形式で確認できます。

トランザクションを選択すると、チャート 図内の対応する ノード が強調表示され、関連ノードもハイライトされま
す。
トランザクション列の詳細ボタンをクリックすると トランザクション情報 ウィンドウが開き、トレースの詳細情報を
確認できます。
詳しくは こちらのドキュメント を参照してください。

• カラム設定 — テーブル列の編集

ツリー

ツリー ボタンを選択すると、各トランザクションとその配下のトレースに関する詳細情報を確認できます。
全体トランザクションの実行時間内で、各サブトランザクションおよびトレースの開始時間・経過時間を可視化し、呼
び出し関係をツリー形式で表示します。

• プロジェクト選択：チャートに表示するプロジェクトを選択または解除します。

• 一行：各区間の実行情報を1行で表示し、ツリーを簡潔にします。

• 複数行：各区間の実行情報を複数行で表示します（改行あり）。
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• 最長経路：最も長いパスへ移動します。

• タイムバーの表示：経過時間を棒グラフとして表示します。

• 時間を表示する：各セグメントのタイムスタンプ、ギャップ、経過時間をテキスト形式で表示します。

◦ 8秒以上：赤色で 過剰遅延 として表示

◦ 3～8秒：オレンジ色で 遅延 として表示

◦ 3秒未満：青色で 正常 として表示

開始時間および経過時間は、上位トランザクションとのマッピングによる補正処理が行われるため、実際に
収集されたデータと差異が生じる場合があります。

• 時間を表示しない：時間情報を非表示にします。

• 各トレースの または を選択すると、HTTPコール統計、アクティブスタック、SQL などの詳細情報
を確認できます。

• SQL ステップの をクリックすると、そのステップの SQL 文をコピーできます。
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トランザクションステップの収集方法
アプリケーション・モニタリング・エージェントは、線形収集方式と環状収集方式を提供します。

線形収集

個々のトランザクショントレースは、無期限にステップを収集することができません。トランザクションごとに長さが
制限されているバッファーにトレースステップを保存します。各トランザクションは、最大で収集できるステップの数
がオプションとして指定されます。

• profile_step_max_count

既定値 1024

最大で収集可能なステップの数です。

• profile_step_normal_count

既定値 800

通常、何の制限もなく収集されるステップの数です。

• profile_step_heavy_count

既定値 1000

normal countを超えた場合、ステップは応答時間が遅いステップとアクティブスタックのステップのみを収集しま
す。

• profile_step_heavy_time

既定値 100

heavy countで収集されるステップの標準時間は profile_step_heavy_time です。

step_buffer

収集されるトレースのステップ数がheavy countを超える場合は、アクティブスタックのみが収集されます。 この
場合でも、最大ステップ数は profile_step_max_count を超えません。

トランザクションステップの収集方法



環状収集

線状収集は、トレースの最初の部分を収集し、バッファサイズを超えた部分の内容を破棄します。一方、環状収集は、
最初のステップを破棄する方式です。

circular_profile_enabled=true

circular_profile

バッファサイズを profile_step_max_count に設定します。

profile_step_max_count=1024

トランザクションステップの収集方法
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アプリケーショントポロジー
アプリケーショントポロジー は、トランザクションのフローに関連するデータベースおよび外部サービス呼び出しを
視覚的に表示します。
ユーザーリクエストからデータベース呼び出し、外部サービス連携までの全経路を一目で把握でき、性能ボトルネック
を簡単に発見できます。

• ユーザーリクエスト → DB/外部サービスまでの経路を可視化

• URL パターンによるフィルタリング検索

• トランザクション性能状態（遅延/エラーなど）の確認

• ボトルネック特定および詳細情報の確認

トポロジー表示

時間範囲とアプリケーションを選択した後、以下のオプションで検索範囲を設定します。
検索するたびに新しいタブで表示され、タブにマウスを乗せると検索条件のツールチップが表示されます。
ツールチップ内のポップアウトボタンをクリックすると、該当条件のトポロジーが別ウィンドウで開きます。

トランザクション URL 検索

特定の URL パターンに一致するトランザクションを呼び出したドメインのみを表示します。
ワイルドカード（ * ）が使用できます。

使用例

• /api/* : /api/ で始まるすべての URL

• */users/* : users を含むすべての URL

• /api/v1/users : 完全一致

スラッシュ( / ) とワイルドカード( * ) の組み合わせに注意してください。

• /api/* : /api は一致しない（例: 🔵 /api/users , ❌ /api ）

• /api* : /api 自体も一致（例: 🔵 /api , /api/users , /apitest ）

アプリケーショントポロジー



パターン制限

• 必ずワイルドカード以外の文字が 1 文字以上必要

◦ ❌ 不可: *** , **

◦ 🔵 可: a* , *a , *a* , /api*

• 空文字列や null は一致しない

• ** は * と同じ扱い

• * を 3 個以上含む複雑なパターンは完全にはサポートされない

• 正規表現は非対応

• 大文字・小文字は区別される

• * 文字そのものをエスケープしてマッチさせることはできない

トレース件数制限

取得する最大トランザクショントレース件数です。

• デフォルト: 10,000 件

• 最大: 1,000,000 件

Limit を上げても、フィルタ条件に一致するすべてのトランザクションが取得されるとは限りません。
上限に到達すると警告が表示されます。

時間制限

時間制限に達すると、その時点までのデータのみ表示されます。

• 範囲: 30 秒 ～ 5 分

• デフォルト: 1 分

アプリケーショントポロジー
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画面構成と可視化

画面には円形の ノード と、それらを結ぶ 接続線 によってトランザクションフローが表示されます。

ノード構造

ノードはトランザクションの実行フローに基づき、上から下へ配置されます。

アプリケーショントポロジー
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ノードタイプ

User → TX → DB/HTTPC の順に配置。

ノードタイプ 説明

User トランザクションを呼び出したユーザー数

TX (Transaction) アプリケーションの HTTP トランザクション

DB (Da

アプリケーショントポロジー
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統計
ホーム画面 > プロジェクト選択 > 統計

WhaTapモニタリングサービスのメイン画面でプロジェクトを選択し統計の下位メニューを選択します。WhaTapエー
ジェントは、トランザクション情報やSQLなどの主要なトレース情報について統計情報を収集します。5分ごとに一覧
を作成してサーバーに送信します。

基本画面ガイド

時間選択およびフィルター, 並替え順, アプリケーション項目を設定した後、 ボタンを選択します。

• 各統計タブは、合計、最大、平均時間および件数による並べ替えオプションを提供し、任意の視点から上位リスト
を表示できます。

• カラム設定ボタンて既定値の他に照会するカラムを追加または除外できます。

• ボタンをタップすると、照会結果とともに照会リストの上に ボタンが表示されます。ボタンを選択する
と、照会リストをCSV形式のファイルでダウンロードできます。

統計照会の一覧が表示された後に照会条件を変更して、 ボタンを選択せずに ボタンをクリックす
ると、変更された条件でCSVファイルをダウンロードできます。

• 統計リストから 詳細アイコンを選択すると、件数と平均時間チャートが確認できるし、エージェント間の件数お
よびエラー件数の比較、応答時間の比較チャートを追加で提供します。そのチャートで照会する時点を選択すると
TX検索メニューに移動します。

• 統計リストで T ボタンを選択すると トップスタックURLメニューに移動します。

統計



• 統計リストで U ボタンを選択するとユニークスタックURLメニューに移動します。

• 最大31日間のデータを照会できます。ただし、クライアントIPメニューでは最大7日間のデータを照会で
きます。

TX統計

ホーム画面 > プロジェクト選択 > 統計 > トランザクション

トランザクション統計を収集します。5分ごとに最大5,000個のURLごとの実行統計を収集してサーバーに送信します。
異なるURLの数が5分間で5,000個を超えた場合は無視されます。

カラム 説明

TX トランザクションアドレス

数 実行件数

エラー 実行されたトランザクションのエラー発生件数

平均時間 (ms) 応答時間の合計の平均

合計時間 (ms) 応答時間の合計

最大時間 (ms) 最大応答時間

平均CPU使用時間 CPU使用時間の平均

HTTPコール件数 HTTPコール件数

平均HTTP呼出し時間 (ms) HTTP呼び出しの合計時間/トランザクションの発生件数

HTTP呼出し当りの平均時間 (ms) HTTP呼び出しの合計時間/トランザクションで発生したHTTP呼び出しの合計件数

SQL件数 SQL実行件数
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カラム 説明

平均SQL時間 (ms) SQLの合計時間/トランザクションの発生件数

SQL当りの平均時間 (ms) SQLの合計時間/トランザクションで発生したSQLの合計件数

SQLフェッチ SQLフェッチ件数

平均SQLフェッチ時間 (ms) SQLパッチの合計時間/トランザクションの発生件数

SQLパッチ当りの平均時間 (ms) SQLパッチの合計時間/トランザクションで発生したSQLパッチの合計件数

平均メモリ割当量を収集するためには、エージェント設定(whatap.conf)に trace_malloc_enabled=true を
追加する必要があります。該当オプションの既定値は false です。

推移比較機能を利用する

推移比較機能を利用して、多数のトランザクションの推移を一目で比較できます。この機能は、確認するトランザクシ
ョン数が多い場合、主要な問題を迅速に識別し、トラフィックの問題を解決するのに役立ちます。
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1. 照会したい時間とモニタリング対象を選択した後 ボタンを選択します。

2. トランザクション一覧から比較したいトランザクションを1つ以上選択します。

3. 推移比較ボタンを選択します。

4. 選択したトランザクションの推移グラフが一覧表示される推移比較ウィンドウが表示されます。

推移比較ウィンドウで推移グラフを確認して、トランザクション間のトラフィックパターンを比較します。 特定の時間
帯、サービスパスのトラフィック分布を比較できます。

• 最大100個のトランザクションを選択して照会できます。

• 選択したトランザクションが多い場合、ロード時間が増加する可能性があります。

• 正確な分析のためにフィルターオプションを適切に活用します。
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トランザクションドメイン統計

ホーム画面 > プロジェクト選択 > 統計 > ドメイン

WhaTapエージェントは、ドメインごとのトランザクション統計を収集できます。1台のサーバーに複数のドメインを
個別にサービスを提供するシステムでは、ドメインごとの分析が必要になる場合があります。次のオプションを設定し
てください。

whatap.conf

stat_domain_enabled=true

収集されるデータは、ドメイン別のURLの処理状況を把握するために使用できます。

カラム 説明

ドメイン サービスドメイン

TX トランザクションアドレス

数 実行件数

エラー 実行されたトランザクションのエラー発生件数

平均時間(ミリ秒) 応答時間の合計の平均

時間合計(ミリ秒) 応答時間の合計

TX Caller統計

ホーム画面 > プロジェクト選択 > 統計 > Caller

マルチサーバーがrestコールに接続されるとCallerとCallee間の関連付けられた統計を収集できます。このデータを収
集するには、次のオプションを設定してください。
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whatap.conf

mtrace_rate=100
mtrace_spec=v1
stat_mtrace_enabled=true

msa-system

上記のアーキテクチャでは、Caller & Calleeの統計情報は、api1、api2のみ表示することができます。ユーザーのブラ
ウザから呼び出されるシステムでは、Caller統計を表示できません。

ただし、Caller側のサーバーからデータを送信する必要があるため、すべてのサーバーに適切な設定を行う必要があり
ます。

whatap.conf of [front]

mtrace_rate=100
mtrace_spec=v1
stat_mtrace_enabled=true

whatap.conf of [api1] & [api2]

mtrace_spec=v1
stat_mtrace_enabled=true

収集される統計データは次のとおりです。Callee側で参照する必要があります。

カラム 説明

Callerプロジェクトコード Callerに対応するプロジェクトコード

Callerエージェントの種類 Callerに対応するエージェントが属するグループの単位

Caller URL Callerトランザクションのトランザクションアドレス

TX Calleeトランザクションアドレス

数 実行件数

エラー 実行されたトランザクションのエラー発生件数
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カラム 説明

平均時間(ミリ秒) 応答時間の合計の平均

Callerメニューで一度にダウンロードできるCSVライン数は最大10,000行です。

IPトランザクション統計

ホーム画面 > プロジェクト選択 > 統計 > IP Transaction

特定のIPアドレスごとにアプリケーションから呼び出したURLと、呼び出し件数を照会できる機能を提供します。この
機能は、異常に多くの要求が発生するIPアドレスを確認し、そのIPアドレスから呼び出されたURLを分析して、潜在的
なセキュリティ脅威や性能問題を事前に識別するのに役立ちます。ユーザーはこの情報に基づいて、不要または悪意の
あるリクエストをブロックできます。

フィルターオプションを通じてIPアドレスまたはトランザクションアドレスをフィルタリングし、条件に合うデータを
素早く照会できます。特定のIPやトランザクションアドレスのパターンを分析する時に役立ちます。

カラム 説明

IP リクエストを発生させたクライアントのIPアドレス

TX 呼び出されたトランザクションのアドレス、特定経路の変数は {} で表示

数 当該IPアドレスで発生したリクエストの合計件数

エラー リクエスト中に発生したエラー数

平均時間(ミリ秒) 当該リクエストの平均応答時間(ミリ秒、ms)

• 異常なトラフィック検出: 異常に呼び出し件数の多いIPを探知し、そのIPで発生したトランザクションア
ドレスのパターンを分析し、潜在的な攻撃を遮断できます。例えば、特定のIPから
/account/{aa}/{bb}/{cc} URLに対して過度な要請が発生した場合、そのIPをブロックしたり要請を制限

する措置ができます。
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• 応答時間分析: 平均応答時間が異常に高いIPを確認し、ネットワークまたはサーバー側の性能問題を把握
して改善できます。

• エラー発生分析: 特定のIPでエラーが多数発生した場合、そのIPの要請に問題があるか、またはシステム
に特定の問題があるかを診断できます。

トランザクションReferer統計

ホーム画面 > プロジェクト選択 > 統計 > リファラー

WhaTapエージェントは、Refererごとにトランザクション統計を収集できます。次のオプションを設定してくださ
い。既定値は false です。

whatap.conf

stat_referer_enabled=true

収集されたデータは、Refer情報の統計を使用して確認できます。

カラム 説明

リファラー Refererアドレス

TX トランザクションアドレス

数 実行件数

エラー 実行されたトランザクションのエラー発生件数

平均時間(ミリ秒) 応答時間の合計の平均

時間合計(ミリ秒) 応答時間の合計
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エラー統計

ホーム画面 > プロジェクト選択 > 統計 > エラー

5分間に発生したサービスエラーに関する統計です。異なるエラーとトランザクション名をキーとして発生件数を収集
します。エラー発生時点のスタックを提供します。5分あたり最大1,000個の異なるエラーを統計化します。

カラム 説明

クラス エラークラス

TX トランザクションアドレス

メッセージ エラーメッセージ

数 エラー発生件数

エージェント エージェント名

エージェントノード whatap.onode に分類されたエージェントグループのユニット

エージェント種類 whatap.okind に分類されたエージェントグループのユニット

最初作成時刻 照会期間中にトランザクションのエラーが最初に生成された統計時間(5分または1時間)

SQL実行統計

ホーム画面 > プロジェクト選択 > 統計 > SQL

5分間のSQL性能統計を収集します。5分間に異なるSQL文が最大5,000まで許可されます。Javaプロセスで制限を超え
るSQLを検出すると、そのSQLは統計データから破棄されます。
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カラム 説明

データベース データベース種類

SQL SQLクエリ文

TX SQLを呼び出したURLのいずれかを任意に収集した情報

CRUD Create, Read, Update, Delete

全体件数 クエリ実行件数

エラー件数 実行されたクエリのエラー発生件数

平均時間 (ms) クエリ実行時間の合計の平均

合計時間 (ms) クエリ実行時間の合計

標準偏差 クエリ実行時間の標準偏差

TXは、5分間該当SQLを呼び出したURLから1つ(最後の呼び出しURL)を分析のため収集します。

HTTP Call性能統計

ホーム画面 > プロジェクト選択 > 統計 > リモートHTTP呼出

HTTPおよびHTTPSプロトコルを使用して、５分間のアプリケーション外部呼び出し統計を収集します。5分間、異な
るHttp Call文章は最大5,000まで許可します。１つのアプリケーションプロセスで制限を超えた外部Http Callが発生す
る場合、統計データは捨てられます。

カラム 説明

HTTP呼び出しURL HTTP呼び出しURLハッシュ(hash)

TX HTTP APIをリクエストしたURLのいずれかを任意に収集した情報
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カラム 説明

ホスト HostまたはIPアドレス

ポート TCPポート

合計 すべての実行件数

エラー エラー発生件数

平均時間(ミリ秒) 応答時間の合計の平均

時間合計(ミリ秒) 応答時間の合計

最小時間(ミリ秒) 最小応答時間

最大時間(ミリ秒) 最大応答時間

標準偏差(ミリ秒) HTTPコール時間の標準偏差

クライアントIPの地域別呼び出し件数

ホーム画面 > プロジェクト選択 > 統計 > クライアントIP

サーバーとクライアントの物理的距離は、データ送信時間に比例します。クライアントIPのリージョン別の呼び出し件
数を統計的に収集します。5分当たりに収集できる異なるIP数は、インスタンスあたり最大70,000個です。

カラム 説明

クライアントIPアドレス クライアントのIPアドレス

国/地域 ユーザーの接続リージョン

都市 ユーザー接続都市

数 全体呼び出し件数
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• クライアントIPに関するデータは、最大7日間のデータを照会できます。

• WhaTapは、クライアントに関する情報を保存します。ユーザーデータの収集に関するエージェント設定
の詳細については、次の文書を参考にしてください。

リージョン別の稼働率チャート

稼働率チャートは、ユーザーの接続場所を国と都市別で収集され表示します。

• 国のエリアを選択すると、その国の都市と接続されているユーザーのIPなどを確認できる詳細なチャートに移動し
ます。

• 中心円を選択すると、既存の国のエリア選択チャートに戻ります。

ユーザエージェント別の呼び出し件数

ホーム画面 > プロジェクト選択 > 統計 > ユーザーエージェント

ユーザーエージェント文字列のHashごとに呼び出し件数を収集します。5分ごとに収集できる異なるUser Agent Hash
はインスタンス当たり最大500個です。

カラム 説明

ユーザーエージェント ブラウザのユーザーエージェント情報

OS ブラウザが実行されるOS環境

WEBブラウサ ブラウザの種類

数 収集された全体件数

クライアントブラウザの統計

ホーム画面 > プロジェクト選択 > 統計 > クライアントブラウザ
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ユーザーエージェントの文字列を分析して、エンドユーザーが使用するブラウザの種類、OS基準で集計した統計情報
を提供します。収集した統計情報に基づいて作成されたパイチャートを通じて占有率を確認できます。

カラム 説明

ユーザーエージェント ブラウザのユーザーエージェント情報

OS ブラウザが実行されるOS環境

WEBブラウサ ブラウザの種類

数 収集された全体件数
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レポート
ホーム画面 > プロジェクト選択 > レポート

レポートは、個々のプロジェクトのサービスの使用状況と障害の発生履歴を報告する文書です。サービスモニタリン
グ担当者は、レポートを通じて関連部署の担当者とステータスを共有します。

モニタリングデータ分析は、サービスの改善方向を定める指標となるため、極めて重要です。ただし、複数のダッシュ
ボードからデータを収集して文書化するには煩雑な場合があります。

WhaTapのレポートメニューは、レポート作成業務の自動化を支援します。毎週報告書を作成すること、決まった時間
に報告書を共有すること、様々な書式を管理することなど、すべてレポートメニューからできます。

レポートのダウンロード、印刷やメール送信の予約を希望する場合は、そのボタンをクリックします。
HTML形式でダウンロードできます。

レポートと統合レポートの違い

• レポートは、1つのプロジェクトに関するレポートを作成するメニューです。したがって、プロジェクトを選択した
後、サイドメニューのレポートメニューから進入できます。

• 統合レポートは、複数のプロジェクトに関するレポートを作成するメニューです。プロジェクトを選択せずにホー
ム画面のサイドメニューから進入できます。統合レポートの詳細については、次の文書で確認できます。

レポートの種類

基本レポートは、大手企業、公共機関やITサービス企業などで実際に使用しているフォームです。 ご要望のフォームを
作成したい場合は、support@whatap.ioまでご連絡ください。 要望されたレポートは、レポート一覧に追加されま
す。

レポートフォーム追加

• リクエストフォームに一般的な場合、レポート一覧に追加して提供します。

レポート
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• リクエスト時にHTMLおよびCSSフォーマットに付属されている場合は、簡単に追加できます。

リクエストフォームの例

レポートフォームの追加をリクエストする場合は、例に示すように、目的のHTMLおよびCSSフォームを
添付することをお勧めします。詳細については、次のサンプルファイルを参照してください。

• サンプルファイル：ダウンロード後ZIP形式を解凍してHTML形式のサンプルファイルを確認してくだ
さい。ファイル内のコメントにカスタマイズ用のCSS領域とHTML領域のガイダンスが記述されていま
す。

制約事項

• WhaTapモニタリングで現在提供しているレポートテンプレートの各項目を追加または修正、削除が必要
な場合に提供できます。

• 現在提供しているレポートテンプレートにないデータや分析結果を追加するには、開発者によるレビュー
が必要です。

• データの追加および加工は、WhaTapモニタリングで収集および保存されたデータ(メトリクス)に限定し
ます。他のツールや外部データは追加できません。

• 特定の顧客企業のニーズを満たす汎用的でないレポートフォームは提供できません。

• 詳細については、support@whatap.ioまたは営業担当者にお問い合わせください。

メール送信予約

定期的にレポートをメールで受け取るにはレポートのメール送信予約を選択します。出勤直後に行っていた様々なサー
ビス点検手順をメール確認に置き換えることができます。
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アプリケーションレポート
ホーム画面 > プロジェクト選択 > レポート

画面の上にレポートで ボタンをクリックすると、日刊、週刊、月刊に分類された各種分析レポートを確認できま
す。希望するレポート様式を選択し、照会したい日付と時間、フィルターオプションを設定してください。 ボタン
を選択すると、選択したレポートを確認できます。

週次および月次レポートを作成する際は、データの照会範囲によって多少時間がかかる場合があります。

日次レポート

一日間のアプリケーション性能の変化が確認できるレポートを提供します。 日次レポートで提供するレポートのフォ
ームは次の通りです。

• 日次レポート：アプリケーション

• 日次レポート：アプリケーションピーク性能比較

• 日次レポート：アプリケーションユーザー統計

• 日次レポート：メトリクス推移(平均/最大)

• 日次レポート：アプリケーションユーザー定義

日次レポート：アプリケーション

一日中のアプリケーション性能に関する主要な指標を総合的に分析できるレポートです。

主要用語や指標の詳細は、次の文書を参照してください。

• 概要: アプリケーションの主な性能指標を確認できます。

• ピークタイム性能要約: 一日の処理量(TPS)が最も高かった時間とその時間の指標値を確認できます。

• 指標別平均/最大値: 一日の主要指標別の平均値と発生時間基準の最大値を確認できます。
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• 性能推移チャート: システムの主要指標を視覚的に表現した時系列チャートです。 時間の流れによって主要指標の
数値を確認できます。 システムの安定性と性能を評価する上で重要な指標です。

◦ 週次レポート：アプリケーションは日別変化量を追加提供します。

◦ チャートの右上にあるCSVボタンを選択すると、データをCSV形式のファイルでダウンロードできま
す。

• 日別TX分布図: 1日の時間帯別のトランザクション分布とエラー発生状況を一目で把握できます。 グラフのx軸は各
トランザクションの終了時間、y軸は応答時間(秒)を意味します。 正常トランザクションの場合は青で表示され、エ
ラーが発生した場合は赤で表示されます。

• アプリケーション別の要約: 監視対象エージェントごとのステータスを確認できます。 アクティブカウント数は、進
行中のトランザクション数です。

• TX TOP 10: TX数、エラー件数、平均応答時間基準で上位10件のトランザクションを確認できます。

• Topスタック TOP 10: Stack Trace上のステップに基づいて、ステップ間の呼び出し頻度を割合で計算した情報をま
とめて確認できます。

分析 > スタック > トップスタックメニューでスタックの詳細を照会できます。

• 平均SQL応答時間 TOP 10: 使用されたSQLクエリ文に対する平均レスポンスタイムを基準にソートした統計情報で
す。

アプリケーションレポート

364



◦ 増加%: 照会前日までの3日間の平均データと照会当日のデータを比較して増加した割合を計算した数
値です。

例） 4月25日00時00分 ~ 23時59分 データ検索 → 4月22日00時00分 ~ 4月24日23時59分 デー
タと比較
数値が10%以上の場合赤で表示され、5%~10%の間の場合オレンジで表示されます。 5%未満の増
加率は表示しません。

◦ 統計 > SQLメニューで各クエリの発生時間と性能を詳細に照会できます。

日次レポート：アプリケーションピーク性能比較

モニタリング対象エージェントごとにアプリケーションの最大性能指標を日刊(赤)、前日(青), そして先週(緑) のデータ
と比較して提供します。 各指標は、特定の時間帯の最大値とそれに対応する時間の指標値を一緒に表示します。 これ
により、各アプリケーションの性能の変動を一目で把握できます。

主要用語や指標の詳細は、次の文書を参照してください。

日次レポート：アプリケーションユーザー統計

10秒、5分、30分単位の同時接続ユーザーと1時間の訪問者数を時系列チャートで提供するレポートです。 このレポー
トは、使用パターンを理解し、ユーザートラフィックを効果的に管理するための重要なデータとして活用できます。

• 10s 同時接続ユーザー数: リアルタイムのトラフィックの変化を細かくモニタリングすることで、ユーザー数が急増
する時間帯を確認できます。 また、ユーザーが集中する時間帯にコンテンツやサービスを提供する戦略を策定でき
ます。

• 5m / 30m 同時接続ユーザー数: 短期・中期的なユーザーパターンを分析して、サーバーリソースとネットワーク帯
域幅を効率的に配分できます。 ピーク時間帯を予測して、その時間帯により多くのリソースを割り当てる計画を策
定できます。

• 1h ユーザー数: 時間ごとにユーザーの訪問パターンを分析し、マーケティング戦略および運営計画に活用できま
す。
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日次レポート：メトリクス推移(平均/最大)

アプリケーションの様々な性能指標を時系列チャートで提供するレポートです。 各指標の平均および最大値を視覚的
に表示します。 これにより、システムの性能推移をモニタリングし、性能の最適化と問題解決に必要なデータとして
活用できます。

チャートのタイトルは、**Category[Field]**形式で構成されています。 アプリケーションの性能指標の詳細は、次の
文書を参照してください。

• Avg.: 青線で表示され、各時間帯の平均値です。

• Max.: 赤線で表示され、各時間帯の最大値です。

日次レポート：アプリケーションユーザー定義

ユーザーが希望する指標を選択してレポートを作成できます。 選択した指標に基づいて時系列チャートを提供するレ
ポートを作成できます。

1. 画面の上のレポートで日次レポート：アプリケーションユーザー定義を選択します。

2. レイアウト設定で希望する段数を設定します。

3. 照会する指標を選択します。 全体を選択するには、すべて選択をクリックします。

4. ボタンを選択します。

レポートが作成されます。
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週次レポート：アプリケーション

アプリケーションの1週間の主要指標を総合的に分析できるレポートです。

主要用語や指標の詳細は、次の文書を参照してください。

• 概要: 1週間の総訪問者とトランザクション数を提供します。

• 稼働率: アプリケーションが与えられた時間の間に動作した時間をパーセントで表したものです。 たとえば、稼働
率が100%であれば、そのアプリケーションが照会期間中に一度も中断されずに動作し続けたことを意味します。
一方、稼働率が低いと、そのアプリケーションが照会期間に中断されたり、異常に動作した時間があったことを示
します。

• 性能推移チャート: システムの主要指標を視覚的に表現した時系列チャートです。 時間の流れによって主要指標の
数値を確認できます。 システムの安定性と性能を評価する上で重要な指標です。

◦ 日ごとの変化量と日ごとの平均および最大値を提供します。

◦ チャートの右上にあるCSVボタンを選択すると、データをCSV形式のファイルでダウンロードできま
す。

• TX TOP 10 比較: TX数、エラー件数、平均応答時間基準で上位10件のトランザクションを確認できます。 各トラン
ザクションの1週間前と照会週の実行件数、増減の件を提供します。

• Topスタック TOP 10 比較: スタックトレース上位10個をに対し、1週間前と照会週間のパーセントと件数を比較し
たリストです。 最も呼び出されるスタック項目を識別できます。

分析 > スタック > トップスタックメニューでスタックの詳細を照会できます。

• 平均SQL応答時間 TOP 10 比較 : SQL平均レスポンスタイムを基準に上位10個のSQL文を比較したリストです。 各
SQL文に対して、1週間前と照会注意の実行件数、平均レスポンスタイム、増減時間を提供します。

• プロジェクトエラー現況(エラーメッセージを含む): 一週間のプロジェクトのエラー統計をエラークラスとエラーメ
ッセージ基準で提供する統計情報です。
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月次レポート：アプリケーション

一か月間のアプリケーション性能に関する主要な指標を総合的に分析できるレポートです。

主要用語や指標の詳細は、次の文書を参照してください。

• 概要: アプリケーションの主な性能指標を確認できます。

• アプリケーション別の要約: エージェント別IPアドレス、OS情報、稼働率を確認できます。

• 性能推移チャート: システムの主要指標を視覚的に表現した時系列チャートです。 時間の流れによって主要指標の
数値を確認できます。 システムの安定性と性能を評価する上で重要な指標です。

チャートの右上にあるCSVボタンを選択すると、データをCSV形式のファイルでダウンロードできます。

• TX TOP 10 比較: TX数、エラー件数、平均応答時間基準で上位10件のトランザクションを確認できます。 各トラン
ザクションの1か月前と照会当月の実行件数、増減件を提供します。

• Topスタック TOP 10 比較: スタックトレース上位10個に対し、1か月前と照会当月のパーセントと件数を比較した
リストです。 最も呼び出されるスタック項目を識別できます。

分析 > スタック > トップスタックメニューでスタックの詳細を照会できます。

• 平均SQL応答時間 TOP 10 比較: SQL平均レスポンスタイムを基準に上位10個のSQL文を比較したリストです。 各
SQL文に対して、1か月前と照会当月の実行件数、平均レスポンスタイム、増減時間を提供します。

主要用語及び指標案内

各レポートに表示された主要指標に対する説明です。

項目 説明

日間ユーザー数(DAU) 日別アクティブユーザー数で、1日アプリケーションを使用したユーザー数です。
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項目 説明

(DAU, Daily Active User) /
日間ユーザー数

週間ユーザー数 1週間のアプリケーションを使用した接続者の合計です。

月間ユーザー数 (MAU,
Monthly Active User)

1か月間アプリケーションを1回以上使用したユニークユーザーの合計です。

同時接続ユーザー数 重複を削除した同時接続ユーザーの数です。

ユーザー数 / リアルタイム
ユーザー数

特定の時間帯にアプリケーションに接続したユーザーの数です。

TX件数 リクエストされたトランザクションの合計です。

日間TX数 / 日別TX数 1日で処理されたトランザクションの合計です。

週間TX件数 1週間リクエストされたトランザクションの数です。

日別TX分布図
1日の時間帯別トランザクション分布とエラー発生状況を一目で把握できる分布図チャー
トです。

エラー比率(%) 全体のトランザクション数のエラー率です。

イベント件数 メトリクスイベントのうちCriticalレベルのイベントの数です。

エラー件数
トランザクションの処理中に発生したエラーが原因で失敗したトランザクションの数で
す。

アプリケーション数 照会期間にモニタリングしたアプリケーションの数(エージェントの数)です。

全体コア 照会期間に使用されたCPUコアの数です。

APDEX*100**
(Application Performance
Index)

使用期間中のアプリケーションに対する顧客パフォーマンスの満足度です。
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項目 説明

TPS (TPS, Transaction Per
Second)

1秒間に処理されたトランザクション数です。

平均応答時間(ミリ秒) / 応
答時間

トランザクションへの平均レスポンスタイムです。

CPUコア 使用されたCPUコアの数です。

時間毎ユーザー数 照会期間の1時間あたりの訪問者数です。

サーバーCPU使用率 サーバーのCPU使用率です。

サーバーメモリ使用率 サーバーのメモリ使用率です。

アクティブカウント数 / ア
クティブTX

進行中のトランザクション数です。

CPU CPU使用率です。

ヒープ(最小値) 最小のヒープメモリ使用量です。

稼働率
アプリケーションが与えられた時間の間に正常的に動作した時間をパーセントで表したも
のです。
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統合レポート
ホーム画面 > 統合レポート

ユーザーは、複数のプロジェクトを統合したレポートを作成および共有できます。レポートの種類と含めるプロジェ
クトを選択してレポートを生成することができ、生成一覧で作業の進行状況を確認できます。特定のプロジェクトでエ
ラーが発生すると、エラーの内容を確認できます。作成が完了したレポートは、すぐに照会するか、ダウンロードお
よび印刷機能で共有できます。

統合レポートメニューはApplication、Server、Kubernetes、Database商品のプロジェクトに関するレポ
ートのみ作成できます。
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主な機能の案内

統合レポートメニューで提供する機能は次のとおりです。

• マルチプロジェクトサポート

複数のプロジェクトを選択して一度にレポートを生成できるので便利です。プロジェクトで利用できるレポートメ
ニューは、そのプロジェクトに関するレポートのみ作成できます。

• タスクごとのレポート作成

レポート生成機能はタスクごとにプロジェクトを選択し、テンプレートとして保存できます。通常タスクごとにプ
ロジェクトを分割して使用するマイクロサービスアーキテクチャ(Micro Service Architecture、MSA)の環境で有効
な機能です。

• 大容量データの最適化

レポートの生成時間が大幅に短縮されます。また、一部のプロジェクトレポートの生成中にエラーが発生した場合
でも、レポートの結果を表示できます。

• レポート作成中に同時作業が可能

レポートを作成すると同時に、他の業務を進めます。プロジェクトで利用できるレポートメニューは、レポート作
成タスクを完了するまで待つ必要があります。

統合レポートメニューからレポートの生成を開始した後、別のページに移動できます。また、レポートの結果一覧
から進捗状況と生成されたレポートを照会できます。

• レポート作業の共有

同じプロジェクト権限を持つユーザーが作成したレポートを表示できます。関連するレポートがすでに作成されて
いるかを確認できるため、重複の作成を回避できます。

レポートと統合レポートの違い

プロジェクトで利用できるレポートメニューでは、そのプロジェクトに関するレポートを作成できます。初期画面で
プロジェクトを選択し、サイドメニューのレポートまたは統計/レポートメニューでアクセスできます。

統合レポートメニューでは、複数のプロジェクトに関するレポートを作成できます。プロジェクトを選択することな
く、初期画面でアクセスできます。
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レポート作成

レポートの種類を選択

レポートタイプ一覧で希望するレポートタイプを選択するとレポート
生成ボタンが有効になります。レポート名の前のアイコンは、レポー
ト作成に対応するプロジェクトプラットフォームを意味します。

• Applicationプロジェクトプラットフォームを示します。

• Databaseプロジェクトプラットフォームを示します。

• Kubernetesプロジェクトのプラットフォームを示します。

• Serverプロジェクトプラットフォームを示します。
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詳細設定を行う

レポート生成画面が表示されたら、各項目を設定します。

• 題名: 同じ種類のレポートが複数ある場合、名前を指定するとレポ
ートの結果を区別するときに役に立ちます。

• 時間: レポートで使用するデータの期間を選択します。期間はレポ
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ートの種類(日、週、月)によって異なります。

• プロジェクト：レポートを作成するプロジェクトを選択します。
グループおよび個別のプロジェクト単位で選択できます。検索フ
ィールドを使用して、目的のプロジェクトを検索できます。

• レポートフォーマット保存：現在入力したレポートの設定をテン
プレートとして保存できます。今後、新しい報告書を作成する際
タイプ一覧で読み込めます。

設定を完了したら、レポート生成ボタンを選択します。

選択したレポートの様式に従って照会期間を設定する方法は次のとおりです。

• 日刊報告書: 開始と終了の日付、時間を選択できます。

• 週間報告書: 開始日のみを選択すると、終了日を計算して自動的に選択します。
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• 月間報告書: 開始日のみを選択すると、終了日を計算して自動的に選択します。

◦ 開始日が1日であれば、その月の月末までに自動的に選択されます。

◦ 開始日が1日でなければ、来月の前日までに自動選択されます。

例1、開始日が1月1日であれば、1月1日00時00分00秒から1月31日23時59分59秒を自動選択します。

例2、開始日が1月10日であれば、1月10日00時00分00秒から2月9日23時59分59秒を自動選択します。

• 時間オプションの利用方法の詳細については、次の文書を参照してください。

• 保存したレポート様式を読み込み方法の詳細は次の文書を参照してください。

レポートフォームの読み込み

新しいレポートを作成するときレポートフォーマット保存機能を使用
して保存した様式は、その後のレポート作成時にタイプ項目で確認で
きます。

業務単位でプロジェクトを頻繁に使用するユーザーは、アクティブに
活用できます。

• ：保存したレポートフォームを修正できます。

• ：保存したレポートフォームを削除できます。
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レポート一覧を確認する

レポート生成リストで以前に作成したレポートと現在作業中のレポー
トを確認できます。

• 全体タブでは、ユーザー本人が作成したレポートの他にも、同じ
権限を持つユーザーが作成したレポートを一緒に確認できます。

• マイレポートタブでは、ユーザー本人が作成したレポートのみ確
認できます。

• レポート項目の右上に ボタンを選択すると、そのレポートをコ
ピーまたは削除できる機能を利用できます。
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• エラーなく作成されたレポートは アイコンで表示され、エラーが含まれている場合は アイコンで表
示されます。 アイコンを選択すると、どのプロジェクトでエラーが発生したかを確認できます。

• 作成したレポートは最大100個まで7日間保管できます。

表示と共有

• 画面照会

レポート生成リスト一覧で作成したレポー
トを選択すると、レポートの詳細を確認で
きます。

• ダウンロード

現在照会中のレポートをhtml形式のファ
イルでダウンロードするにはダウンロード
ボタンを選択します。モニタリングの管理
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権限のない人にレポートを共有できます。

• 印刷およびPDF保存

レポートをプリンターで印刷するか、PDF
形式のファイルとして保存するには印刷ボ
タンを選択します。
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警告アラート
監視対象のシステムまたはアプリケーションで問題が発生した際に、あらかじめ設定した条件に基づいてユーザーへ通
知を送信する機能です。通知は、メール、SMS、メッセンジャー、アプリのプッシュ通知など、さまざまなチャネルを
通じて配信されます。

たとえば、CPU 使用率、メモリ使用量、ディスク I/O、ネットワークトラフィック、トランザクション数、エラー発
生、レスポンスタイムの遅延などの主要なパフォーマンス指標にアラート基準を設定しておくと、その基準を超過した
場合や異常な兆候が検出された際に通知が送信されます。

WhaTap の AI ベースのアラート機能を使用すると、複雑な条件を手動で設定する必要はありません。AI がアプリケー
ションの正常な動作パターンを学習し、異常パターンを自動的に検知して通知します。また、タグカウントアラート機
能を活用することで、特定のタグを基準に集計された値に条件を設定でき、複雑な状況でも高精度な検知が可能です。

主な機能

• イベント設定: 閾値ベースのアラート条件および通知チャネルの設定

• 通知設定: ユーザーごとの通知チャネルおよび時間帯設定

• イベント履歴: アラート発生履歴の確認

権限

イベントを追加または設定するには、アラート設定権限 が必要です。

• 閲覧: メトリクスイベント設定を確認するには、閲覧・分析権限 が必要です。

• 追加／編集／削除: 設定を変更するには、アラート設定権限 が必要です。

• 通知受信: 通知を受信するには、通知受信権限 が必要です。

参考資料

詳細については、メンバー権限 を参照してください。
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イベント設定
ホーム画面 > プロジェクト選択 > アラート通知 > イベント設定

イベント設定 では、監視対象のシステムやアプリケーションで発生する可能性のある異常兆候を基準に、イベントを
設定・管理できます。設定した条件が満たされると、メール、SMS、メッセンジャー、アプリのプッシュ通知など、希
望するチャネルで通知を受信できます。監視の目的に応じて、イベントを柔軟に構成できます。

メトリクス

メトリクスイベントは、リアルタイムデータを基にシステムおよびアプリケーションのパフォーマンス指標を監視できます。

複合メトリクス

複合メトリクス機能では、複雑なルールを活用してイベントを作成し、警告アラートを送信できます。

ヒットマップパターン

ヒットマップパターンは、応答時間や呼び出し密度などの分布変化をもとに異常兆候を自動的に検知し、警告アラートを送信できま
す。

異常値

異常値機能では、想定外のパターンを検出して警告アラートを送信するよう設定できます。

イベント設定



リアルタイムログ

リアルタイムで収集されたログから設定したイベント条件が検出された場合、警告アラートを送信します。

トランザクション

トランザクションイベントでは、特定のURL、エラー、ステータスコードなどを基準にトランザクションを詳細に監視できます。

ホーム画面 > プロジェクト選択 > アラート通知 > イベント設定

イベント設定 では、監視対象のシステムやアプリケーションで発生する可能性のある異常兆候を基準に、イベントを
設定・管理する機能を提供します。設定した条件を満たすと、メール、SMS、メッセンジャー、アプリプッシュなど、
希望するチャネルで通知を受信できます。監視目的に応じてイベント構成を設計できます。

メトリクス

メトリクスイベントは、リアルタイムデータを基にシステムおよびアプリケーションのパフォーマンス指標を監視できます。

複合メトリクス

複合メトリクス機能では、複雑なルールを活用してイベントを作成し、警告アラートを送信できます。

ヒットマップパターン

ヒットマップパターンは、応答時間や呼び出し密度などの分布変化をもとに異常兆候を自動的に検知し、警告アラートを送信できま
す。
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異常値

異常値機能では、想定外のパターンを検出して警告アラートを送信するよう設定できます。

リアルタイムログ

リアルタイムで収集されたログから設定したイベント条件が検出された場合、警告アラートを送信します。

トランザクション

トランザクションイベントでは、特定のURL、エラー、ステータスコードなどを基準にトランザクションを詳細に監視できます。

参考

• イベント設定時は、不要なイベント発生を防ぐために適切なしきい値を設定してください。

• 通知設定では、問題解消時に通知される回復通知もあわせて検討すると、運用対応に役立ちます。

共通機能

すべてのイベント設定は JSON または Excel 形式 でダウンロードできます。同じ種類のプロダクト設定を共有するこ
とで、繰り返し発生するイベント設定作業を削減できます。

• JSON 一括編集: すべてのイベント条件を JSON 形式で一括編集できます。

• JSON 一括ダウンロード: 現在登録されているイベント条件を JSON ファイルとして保存できます。

• Excel 一括ダウンロード: イベント一覧を Excel ファイルとしてダウンロードし、外部レポートやバックアップに活
用できます。

イベント設定
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JSON 一括編集

1. 画面上部の [ JSON 一括編集 ] ボタンをクリックします。

2. JSON 一括ダウンロード 機能でダウンロードした JSON ファイルを読み込むか、直接編集します。

3. [ 上書き ] ボタンをクリックして保存します。

4. 確認メッセージが表示されたら、[ 上書き ] ボタンをクリックします。

上書き後は、以前のイベント設定に戻すことはできません。

• productType または platform プロパティの値を任意に変更すると、他のプロジェクトでイベントが
正常に動作しなくなる可能性があります。

• JSON 編集画面には検証機能が組み込まれています。形式や値が正しくない場合、編集画面下部にエラー
メッセージが表示され、[ 上書き ] ボタンは無効になります。

JSON データ構造

{
"productType": "{productType}",
"platform": "{platform}",
"events": {

"HITMAP": {
...

},
"LOG_REALTIME": [

{...}
],

イベント設定
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"METRICS": [
{...}

],
"COMPOSITE_LOG": [

{...}
],
"BASIC": [

{...}
],
"COMPOSITE_METRICS": [

{...}
],
"ANOMALY": [

{...}
]

}
}

JSON フィールド 説明

productType プロダクトタイプ（例: APM、Infra など）

platform プラットフォーム情報（例: java、node など）

events イベントデータ

ㄴ HITMAP ヒットマップパターン

ㄴ LOG_REALTIME リアルタイムログイベント

ㄴ METRICS メトリクス

ㄴ COMPOSITE_LOG 複合ログイベント

ㄴ BASIC 基本イベント

ㄴ COMPOSITE_METRICS 複合メトリクス

イベント設定
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JSON フィールド 説明

ㄴ ANOMALY 異常値

JSON 一括ダウンロード

画面上部の [ JSON 一括ダウンロード ] ボタンをクリックします。

• JSON ファイル名は integrated-event- YYYYMMDD .json 形式です。

• JSON データの構造や events 属性配下のサブ属性は、プロダクト（ platform ）またはプロダクトタイプ（
productType ）によって異なる場合があります。

JSON データ内の productType または platform プロパティの値を任意に変更すると、他のプロジェクト
でイベントが正常に動作しなくなる可能性があります。

Excel 一括ダウンロード

画面上部の [ Excel 一括ダウンロード ] ボタンをクリックします。

イベント設定
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メトリクス
ホーム > プロジェクト選択 > アラート通知 > イベント設定 > メトリクス タブ

プロジェクトに設定されているすべてのメトリクスベースのイベント一覧を確認できます。設定済みのメトリクスイベ
ントを確認、修正、削除したり、新しいイベントを追加したりできます。

基本オプション

• イベントレベル: イベントの深刻度を示し、正常（Info）、警告（Warning）、危険（Critical）の3段階に分類され
ます。

• エージェント重複アラート抑止: 同じ名前のエージェントが同時に2つ以上動作している場合、選択した時間（30
秒、1分、3分、5分、10分）の間はイベントが発生しません。

• 検索: イベント名を基準に検索します。

• JSON ダウンロード／アップロード: JSON エディタでイベントルールを直接編集するか、ファイルとしてダウンロ
ードして編集後に再アップロードできます。

• + イベント追加: 新しいメトリクスイベントを追加します。

• カラムサイズ調整: 各カラムの境界をドラッグして幅を調整できます。

表 | メトリクスイベント一覧構成

項目 説明

No. イベントの番号

イベントの有効化状態
– 有効: 条件を満たすとイベントが発生
– 無効: イベントは動作せず、条件も評価されません

イベント設定の編集および削除

イベント
名

ユーザーが指定したイベント名
– 最大255文字
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項目 説明

ルール イベント発生条件

対象 イベントが適用される監視対象

発生回数
イベント発生の基準となる期間と回数
– 選択した時間内に設定回数分条件を満たすとイベントが発生

一時停止

アラート発生後、同一イベントの発生を一定時間停止
– 選択可能時間: 使用しない、5分、10分、15分、20分、30分、1時間、2時間、3時間、6時間、12時間、1
日
– 回復通知が有効な場合、RECOVERED（正常）通知後、選択した時間は同一イベントが発生しても通知さ
れません

回復通知

Critical および Warning レベルのイベントが解消された際に、RECOVERED（正常）通知を受信するかど
うか
– 有効: 進行中から正常状態に遷移すると RECOVERED 通知を送信し、イベント履歴で進行中／解消状態を
区別して確認可能
– 無効: しきい値を超えるたびに単発イベントが発生

イベント
受信

該当イベント通知を受信するユーザーまたはグループ（受信タグ）

イベント設定

メトリクスイベントは、監視対象で発生する事象を条件に基づいて定義し、効率的に通知を受信できるよう設定するた
めの機能です。

イベント追加

メトリクスイベントを追加するには、イベント設定 > メトリクス タブに移動し、右上の [ + イベント追加 ] ボタンをク
リックします。

メトリクス
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メトリクスイベント追加手順

Step 1. テンプレート選択: イベントの基本構成を選択します。

Step 2. イベント条件定義: どの条件でイベントを発生させるかを設定します。

Step 3. イベント対象選択: イベントが適用される監視対象を選択します。

Step 4. 基本情報および通知設定: イベント名、メッセージ、受信対象を設定します。

テンプレート選択

1. イベントの構成方法に応じて、画面左側の 3 つのテンプレートのいずれかを選択します。

• 新規作成: カテゴリやメトリクスを一から自由に構成できます。複雑な条件や詳細な監視ルールが必要な
上級ユーザーに適しています。

• クイック設定: あらかじめ定義されたカテゴリ、メトリクス、基本しきい値が提供され、しきい値のみを
調整して素早く適用できるため、初心者に適しています。

• 高度な設定: あらかじめ定義されたカテゴリやメトリクスを基に、条件を追加したり自由に変更したりで
きます。

メトリクスイベントでは、さまざまな設定方法をサポートしています。利用する監視プラットフォームによ
って、提供されるテンプレートは異なる場合があります。

イベント条件定義

イベント条件定義 のステップでは、イベント発生の判断に使用するメトリクス設定、発生回数、一時停止、回復通
知、イベント動作時間を設定します。

指標設定

1. 検索欄にカテゴリを入力するか、カテゴリ一覧からカテゴリ（指標）を選択します。
指標設定を進めるには、カテゴリの選択が必要です。
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• カテゴリ一覧では、カテゴリ名、データ収集間隔、キーを確認できます。直近 3 時間にプロジェクトで
収集されたメトリクスデータが表示されます。

2. 一覧にない指標を使用する場合は、直接入力 を選択してカテゴリを手動で入力します。

カテゴリや指標が不明な場合は、メトリクス照会を活用してください。

初めて指標を設定する場合、メトリクス照会を利用すると効率的に指標を見つけられます。

• メトリクス照会で指標を検索すると、関連するカテゴリや詳細情報を確認できます。

• 検索結果から必要なメトリクスの [ 選択 ] ボタンをクリックすると、選択した値がイベント設
定画面に自動的に反映されます。

3. イベントレベル（Critical、Warning、Info）を選択します。1 つの指標に対して複数のレベルを設定できま
す。

イベントレベルの動作

複数の条件を満たしても、最も優先度の高いレベル（Critical → Warning → Info）のみがイベント
として発生します。詳細は レベル動作ガイド を参照してください。

• イベントレベルは、危険（Critical）、警告（Warning）、正常（Info）に分類されます。

• 同一指標に対して段階的なしきい値でレベルを設定することを推奨します。
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4. 選択したイベントレベルのフィールド、演算子、値を入力します。

a. + 追加 をクリックすると条件を追加できます。

• && : すべての条件を同時に満たした場合 にイベントが発生

• || : いずれか 1 つ以上の条件を満たした場合 にイベントが発生

b. — をクリックすると、その条件が削除されます。

条件式の書き方や対応する演算子については、条件設定ガイド を参照してください。

発生回数

条件が何回満たされた場合にイベントを発生させるかを設定します。継続的な問題のみを検知したい場合に有効です。

1. 発生頻度を選択します。

• 連続: 設定した回数分、イベントが連続して発生した場合にイベントを発生

• 直近: 選択した時間内に、設定した回数分イベントが発生した場合にイベントを発生

◦ 選択可能時間: 5秒 , 10秒 , 15秒 , 30秒 , 1分 , 2分 , 3分 , 4分 , 5分 , 10分 , 30分 , 1時間

2. 発生回数を入力します。

• Interval の値は、選択したカテゴリのデータ収集間隔を示します。（Interval: 10s）

一時停止

過剰なイベント発生を防ぐため、イベント動作を一時停止する時間を選択してください。イベント発生後、設定した時
間が経過するまで同一イベントは発生しません。

• 選択可能時間: 使用しない , 5分 , 10分 , 15分 , 20分 , 30分 , 1時間 , 2時間 , 3時間 , 6時間 , 12時間 , 1日

解消通知が有効な場合

正常状態の通知（RECOVERED）を受信した時点から、設定した時間が経過するまで、同一イベントが再発
しても通知は送信されません。
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解消通知

解消通知機能を有効にすると、イベント発生後の状態変化（進行中 → 解消）を追跡できます。イベント履歴 メニュー
では、進行中のイベントとして表示されます。

• 解消通知は Critical および Warning レベルにのみ適用されます。Info レベルは常に単発イベントとして動作しま
す。

• Critical または Warning レベルのイベントが解消されると、正常（RECOVERED）状態の通知が送信されます。

• トグルボタンをクリックして 有効化 または 無効化 してください。

◦ 有効: イベントは状態ベースで動作します。しきい値を超えると進行中となり、値がしきい値未満に回復す
ると解消状態に遷移します。

◦ 無効: しきい値を超えるたびに単発イベントが発生します。

イベント動作時間

イベントが特定の時間帯（勤務時間／非勤務時間／点検時間など）にのみ動作するよう、タグを設定してください。タ
グを設定しない場合、イベントが有効な状態では 24 時間常時動作します。

1. + 追加 をクリックします。

2. イベント動作時間で + 新しいタグを作成 をクリックします。

3. イベント動作時間タグ作成 で タグ名、曜日、時間、色 を選択し、[ 適用 ] ボタンをクリックします。

4. 作成したタグはタグ一覧で確認でき、チェックボックスを選択すると適用されます。

5. タグを修正または削除するには、 をクリックし、イベント動作時間タグ修正 で修正または削除してくださ
い。

タグを削除すると、そのタグが適用されているすべてのユーザーからタグが削除されます。ただし、イベン
トルールで使用中のタグは削除できません。

シミュレーション

シミュレーション機能では、設定したイベント条件を過去データに基づいて事前にテストできます。想定されるイベン
ト件数が多すぎる、または少なすぎる場合は、条件を調整して最適なしきい値を見つけることができます。
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• ルール検証: 新しく作成したイベントルールを過去データに適用した場合の結果を確認できます。

• しきい値チューニング: イベントが頻発する、またはまったく発生しない場合に、適切なレベルへしきい値を調整し
ます。

シミュレーション開始

1. イベント条件の設定が完了したら、[ シミュレーション ] ボタンをクリックします。

2. 想定イベント件数と可視化された結果を確認します。

シミュレーション結果の理解

1. 時系列データ

指標の時間帯別変化と各レベルのしきい線がグラフで表示され、イベント発生タイミングを直感的に確認で
きます。

2. レベル別発生状況

画面右側に Critical、Warning、Info レベルごとのイベント発生回数が表示され、全体の分布や頻度を把握で
きます。

3. 対象別詳細情報

グラフ上の特定ポイントにマウスを合わせると、その時点の正確な指標値と監視対象が表示されます。複数
の対象がある場合は色で区別され、対象ごとにパターンが異なる場合はフィルタリング機能で個別分析が可
能です。

4. ピーク区間の特定

指標が急激に上昇する時間帯を確認し、問題が頻発する時間帯やパターンを把握できます。

シミュレーション活用のヒント

• 複数時間帯でのシミュレーション

平日／週末、ピーク／非ピーク時間帯をそれぞれシミュレーションし、時間帯ごとの最適なしきい値を設
定してください。
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• 実際の障害期間を含める

過去に障害が発生した期間を含めてシミュレーションを実行し、現在のルールが障害を正しく検知できる
か確認しましょう。

• 対象フィルタリングの追加

監視対象が多い場合、結果が複雑になります。フィルタリング機能を使って特定の対象のみを選択し、明
確な結果を確認してください。

• しきい値を段階的に調整

一度に大きく変更するのではなく、10 パーセント単位で段階的に調整しながら最適値を探すことをおす
すめします。

イベント対象選択

イベント対象を指定しない場合、プロジェクト内のすべての対象に対してイベントが発生し、多数のイベントが生成さ
れる可能性があります。そのため、イベントを適用する対象を明確に設定することを推奨します。

イベント対象を変更すると、イベント件数が変わる場合があります。シミュレーション ボタンをクリックし
て再実行し、想定イベント件数を確認してください。

対象選択

イベントを適用する対象は、選択入力 または 直接入力 の方法で指定できます。

• 選択入力• 直接入力

1. タグ、演算子、値を選択または入力してください。
a. タグが見つけにくい場合は、メトリクス照会 を使ってタグを検索できます。

2. + 追加 をクリックして、条件（ && , || ）でイベント対象を追加してください。

監視対象のタグ、演算子、値を直接入力してください。

• 直接入力を選択すると、入力欄の下に使用可能なタグ一覧（タグ選択入力）が表示されます。
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ex. endsWith(okindName, 'example_name') && container == 'prod.billing'
ex. ${4xxErrorType} == '401'

入力方法を変更すると、作成中の内容は初期化されます。

基本情報および通知設定

イベント名、メッセージ、受信対象 を設定します。設定した内容はイベント履歴や実際の通知メッセージにそのまま
表示されるため、識別しやすく分かりやすい名称にすることが重要です。

イベント有効化

設定した条件を満たした際にイベントを発生させるかどうかを設定します。

• 有効: 設定した条件を満たすとイベントが発生します。

• 無効: 条件を判定しません。

イベント名

イベントのタイトルとして使用するイベント名を入力してください。設定したイベント名は イベント一覧 および イベ
ント履歴 メニューに表示され、この名前で検索することができます。

メッセージ

イベントメッセージを入力してください。入力したメッセージは、イベント履歴および通知に使用されます。 をク
リックすると、過去に作成したメッセージ履歴を確認できます。メッセージには変数を使用して、イベント発生時点の
実際の値を含めることができます。

• 変数の使用ルール

◦ 変数形式: ${指標名}

◦ 設定した カテゴリと同一カテゴリ内 の指標のみを変数として使用できます。

◦ 複数の変数を組み合わせて、より詳細なメッセージを作成できます。

◦ 使用可能な変数一覧は メトリクス照会 メニューで確認できます。
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• 変数の使用例

イベント設定 イベント発生時

タイトル Disk 使用量増加 Disk 使用量増加

メッセージ Disk = ${disk}% Disk = 89.9%

イベント受信

イベント通知を受信するメンバーを指定します。

• 全体受信• タグ選択受信

プロジェクトで通知設定が有効になっているすべての対象（メンバー、チャンネル）に通知が送信されます。

指定したタグを持つプロジェクトメンバーに通知が送信されます。

1. タグ選択受信 を選択します。

2. 受信タグ 項目で [ + タグ追加 ] または [ + ] ボタンをクリックします。

3. イベント受信タグ 画面の下にある + 新しいタグを作成 をクリックします。

4. タグ作成 画面でタグ名を入力し、色を選択した後、[ タグ作成 ] ボタンをクリックしてタグを作成します。

5. 作成したタグは、タグ一覧の をクリックして修正または削除できます。

6. イベント受信タグ 画面の タグ一覧 から希望するタグを選択すると適用されます。

受信タグ

受信タグは、通知を受け取るユーザーやチャンネルを グループ単位で管理するための機能 です。イベントに
受信タグを設定すると、そのタグが付与されたユーザーにのみ通知が送信されます。受信タグを設定しない
場合、プロジェクト内のすべてのユーザーに通知が送信されます。

イベント修正／削除

1. 警告アラート > イベント設定 の メトリクス タブに移動します。
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2. イベント一覧で、修正または削除したいイベントの をクリックします。

3. イベントルール修正 画面でオプションを修正し、[ 保存 ] ボタンをクリックします。

a. 選択したイベントを削除する場合は、イベントルール修正 画面右上の [ 削除 ] ボタンをクリックします。

イベント共有

メトリクスイベント設定を JSON ファイルとして保存し、他のユーザーと設定を共有したり、他のユーザーの設定を取
り込んだりすることができます。

• JSON ファイル名: event-rules- YYYYMMDD .json

エクスポート

1. 画面右上の [ JSON ] ボタンをクリックします。

2. JSON 編集画面が表示されたら、[ エクスポート ] ボタンをクリックします。

• イベントを検索した状態でエクスポート機能を使用すると、検索結果のみが JSON ファイルとしてダウ
ンロードされます。

3. JSON ファイルがダウンロードされたら、共有したい他のユーザーに渡してください。

インポート

1. 画面右上の [ ] ボタンをクリックします。

2. エクスポート 機能でダウンロードした JSON ファイルを選択します。

3. JSON 編集画面が表示されたら、[ 一覧に追加 ] または [ 上書き ] を選択します。

同じ種類の製品間での利用を推奨します。異なる製品のプロジェクトからイベント設定を取り込むことは可
能ですが、正常に動作しない場合があります。

JSON 形式で編集する

1. 画面右上の [ JSON ] ボタンをクリックします。
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2. 編集画面が表示されたら、JSON 形式に従って内容を修正してください。

3. 修正が完了したら、画面下部の [ 保存 ] ボタンをクリックします。

修正した内容が JSON 形式に合っていない場合、画面下部にエラーメッセージが表示され、保存できませ
ん。表示されるエラーメッセージは、形式エラーの内容によって異なる場合があります。

JSON error

JSON データ構造

{
"version": 2,
"eventId": "zcef7s7f27rum1",
"enabled": true,
"stateful": false,
"title": "Active Transaction",
"message": "Active Transaction = ${active_tx_count}",
"category": "app_counter",
"alertLabel": [

"oid"
],
"repeatCount": 1,
"repeatDuration": 0,
"silent": 300000,
"receiver": [],
"timeTag": [],
"selectString": "",
"conditions": [

{
"level": 20,
"enabled": true,
"rule": "active_tx_count > 100"

}
],
"createTime": 1763632674345,
"lastModifiedTime": 1763632674347,
"lastModifiedUser": "support@whatap.io",
"basic": true,
"metaId": "java004",
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"selectCondition": {
"oid": [

"-1010758404",
"-250906941"

]
}

}

表 | JSON データ構造

JSON フィールド 型 説明 備考

version Integer イベントルールのバージョン 変更制限

eventId String イベントルールの一意識別子

enabled boolean イベントの有効／無効

stateful boolean 状態ベースイベントかどうか

title String ユーザーが設定したイベントルール名

message String
ユーザーが設定したイベントルールメ
ッセージ

category String データカテゴリ

alertLabel List<String>
イベント状態管理のため、カテゴリご
とに指定される基本識別子（プライマ
リキー）値

変更制限

repeatCount Integer 繰り返し回数

repeatDuration Long 繰り返し期間

silent Integer 一時停止時間

receiver List<String> 受信タグのキー値一覧
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JSON フィールド 型 説明 備考

timeTag List<String> 動作時間タグのキー値一覧

selectString String 対象選択

conditions List<Object> レベル別の発生条件一覧

ㄴ level byte レベル値 Critical : 30、 Warning : 20、 Info : 10

ㄴ enabled boolean レベルの有効／無効

ㄴ rule String レベル発生条件

createTime Long イベントルールの初回作成時刻

lastModifiedTime Long イベントルールの最終修正時刻

lastModifiedUser String
イベントルールを最後に修正したアカ
ウント

basic boolean
クイック設定で作成されたイベントか
どうか

変更制限

metaId String
クイック設定テンプレートの一意識別
子

変更制限: この値はクイック設定で作成
されたイベントにのみ存在します
（basic=true）。

selectCondition Object クイック設定の対象選択値
この値はクイック設定で作成されたイ
ベントにのみ存在します
（basic=true）。

「変更制限」と表示されたフィールドはイベント動作に影響を与える可能性があるため、値を変更しないこ
とを推奨します。

メトリクス

400



付録

発生条件・対象選択ガイド

メトリクスアラートにおけるイベントの発生条件とイベント対象の選択は、同一の構文を使用します。ただし、イベン
ト発生条件ではフィールド（Field）のキーを変数として使用し、イベント対象の選択ではタグ（Tag）のキーを変数と
して使用します。

レベル動作ガイド

イベントレベルは、危険（Critical）、警告（Warning）、正常（Info）の3段階に分類されます。

1. 優先順位に基づくイベント発生

複数のレベル条件を同時に満たした場合、最も優先度の高いイベントのみが発生します。

例

設定:
- Warning: CPU > 70%
- Critical: CPU > 90%

現在の状態: CPU 95%
→ 結果: Critical イベントのみ発生（Warning は抑制される）

2. レベル上昇

進行中状態を持つイベントにおいて、低いレベルのイベントが進行中の状態で高いレベルの条件を満たす
と、両方のレベルが進行中状態になります。

例

設定:
- Warning: CPU > 70%
- Critical: CPU > 90%

シナリオ:
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1) CPU 80% → Warning 発生（進行中）
2) CPU 95% → Warning（進行中）、Critical（進行中）

3. レベル下降

進行中状態を持つイベントで、高いレベルから低いレベルへ遷移した場合、高いレベルは解消され、低いレ
ベルが維持されます。

例

設定:
- Warning: CPU > 70%
- Critical: CPU > 90%

シナリオ:
1) CPU 97% → Critical 発生
2) CPU 85% → Critical 解消、Warning 維持
3) CPU 65% → Warning 解消

4. 動作フロー

- Warning: CPU > 70%
- Critical: CPU > 90%

メトリクス値: 60%   → 75%    → 92%    → 85%    → 60%
状態: 正常        Warning      Critical       Warning       正常

（発生）        （発生）        （維持）        （解消）
Warning

（維持）

進行中状態を持つイベントは、条件が満たされている間は継続して有効となり、条件が解除されるまで維持
されます。
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条件設定ガイド

メトリクス名が数字で始まる場合、または特殊文字を含む場合は、 ${メトリクス名} の形式で記述する必要
があります。

• 括弧 ( ) , [ ]

• 演算子 + , - , * , / , %

• 区切り文字 : , @ , # , , , (空白)

• その他の特殊文字 ! , ^ , & , | , ~ , ```, =

${} 使用例:

${cpu(xos)} > 50
${mem[0]} >= 100
${cpu-usage} > 80
${namespace:cpu} > 70
${metric name} > 60
${4xx_error} > 10

${} なしで使用可能: 英字、アンダースコア（ _ ）、ドット（ . ）のみを含む場合

cpu > 80
cpu_usage > 50
CPUUtilization.Average > 0.8

1. 比較演算子

数値比較

より大きい:        cpu > 80
以上:              cpu >= 80
より小さい:        memory < 1000
以下:              memory <= 1000
等しい:            status == 200
等しくない:        error != 0
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文字列比較

status == 'OK'
region == "us-east-1"

2. 算術演算子

• 基本的な算術演算

加算:        cpu + 10 >= 90
減算:        memory - 100 >= 500
乗算:        cpu * 2 >= 100
除算:        disk / 1024 >= 100
剰余:        value % 10 == 0

• 括弧による優先順位の制御

(cpu + memory) * 2 >= 200
(disk - used) / total >= 0.2
((cpu + memory) / 2) >= 50

• 負の値の表現

cpu > -100

3. 論理演算子

• AND 演算（&&）

cpu > 80 && memory > 1000
${cpu(xos)} > 50 && ${mem(xos)} > 60

• OR 演算（||）

cpu > 90 || memory > 90
disk < 10 || network > 1000

• 複合論理演算
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(cpu > 50 && memory > 50) || disk < 20
cpu > 80 && (memory > 1000 || disk > 500)

4. パターンマッチング演算子

• LIKE 演算子

oname like 'prod-*'
url like '*error*'
message like 'WARN%'

• NOT LIKE 演算子

oname not like 'test-*'
url not like '*debug*'

5. 組み込み関数

• Null チェック関数

isNull(value)             # null かどうかを確認
isNotNull(value)          # null でないかを確認
nvl(value, 0)             # null の場合に既定値を返す
isEmpty(str)              # 空文字列かどうかを確認
isNotEmpty(str)           # 空文字列でないかを確認

• 集計関数

sum(cpu, memory, disk)              # 合計
avg(cpu, memory)                    # 平均
max(cpu, memory, disk)              # 最大値
min(cpu, memory, disk)              # 最小値
count(value1, value2, value3)       # 件数

• 数学関数
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round(cpu, 2)             # 四捨五入（小数点以下2桁）

• 文字列関数

length(str)                # 文字列の長さ
startsWith(str, 'prefix')  # 接頭辞の確認
endsWith(str, 'suffix')    # 接尾辞の確認
indexOf(str, 'search')     # 文字列の位置
substring(str, 0, 10)      # 部分文字列
trim(str)                  # 空白の削除
replace(str, 'old', 'new') # 文字列の置換
hasStr(str, 'search')      # 文字列の包含判定

• 条件関数

◦ if: 条件式が true の場合は true値 を返し、 false の場合は false値 を返す条件関数

形式

if(条件, true値, false値)

例

if(value >= 90, 'High', 'Medium') == 'High'

◦ decode: 値と条件を比較し、一致した条件の結果を返します。一致しない場合は既定値を返します

形式

decode(値, 条件1, 結果1, 条件2, 結果2, ..., 条件N, 結果N, 既定値)

例

decode(value, 1, 'Low', 2, 'Medium', 3, 'High', 'Unknown') == 'Unknown'

◦ in: 値が指定した候補値のいずれかと一致した場合は true 、それ以外は false を返します
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形式

in(値, 候補値1, 候補値2, ..., 候補値N)

例

in(status, 200, 201, 204) == false

記述時の注意事項

• 推奨事項

◦ 簡単な変数名は ${} を使わずに記述（例: cpu, memory）

◦ 特殊文字を含む場合は必ず ${} を使用

◦ 複雑な演算は括弧で明確に区切る

◦ 関数名は正確に入力（大文字と小文字を区別）

• 避けるべき事項

◦ 不完全な式の記述（例: cpu > , memory && ）

◦ 括弧の不一致（例: (cpu > 80 && cpu > 70) ）

◦ 演算子の連続使用(例: cpu >> 80 , cpu >< 80 )
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複合メトリクス
ホーム > プロジェクト選択 > アラート通知 > イベント設定 > 複合指標 タブ

複雑なルールを利用してイベントを作成し、警告通知を送信できます。

基本オプション

• 検索: イベント名またはイベント受信タグを選択して、目的のイベントを検索します

• JSON ダウンロード／アップロード: JSON エディタでイベントルールを直接編集するか、ファイルとしてダウンロ
ードして編集後に再アップロードできます

• 通知メッセージ設定: 受信するメッセージの詳細項目を選択し、項目ごとに内容を編集します

• + イベント追加: 新しい複合メトリクスイベントを追加します

権限

複合指標 イベントを設定するには アラート設定 権限が必要です。この権限は ホーム > プロジェクト選択 >
管理 > 統合メンバー管理 で、対象メンバーの をクリックして付与できます。

表 | 複合メトリクスイベント一覧の構成

項目 説明

イベントタイトル
ユーザーが指定したイベント名
- 最大 255 バイトまで入力可能

条件 イベント発生条件

イベント状態が解消された
場合の追加通知

Critical および Warning レベルのイベントが解消された際に、RECOVERED（正常）状態
の通知を受信するかどうか
– 有効: 進行中 → 正常状態に切り替わると RECOVERED 通知を送信し、イベント履歴で
進行中／解消状態を区別して確認できます
– 無効: しきい値を超えるたびに単発のイベントが発生します
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項目 説明

イベント受信タグ 該当イベントの通知を受信するユーザーまたはグループ

イベントの修正および削除

イベントの有効／無効状態
– 有効: 条件を満たすとイベントが発生
– 無効: イベントは動作せず、条件も評価されません

イベント設定

複合指標 イベントは、メトリクスデータのクエリ言語である MXQL を基にイベント条件を作成します。チャートから
作成 機能では、MXQL の自動補完を支援するコンボボックス機能を提供します。

イベント追加

1. アラート通知 > イベント設定 から 複合指標 タブをクリックします。

2. 画面右側の [ + イベント追加 ] ボタンをクリックします。

3. 複合指標 画面で チャートから作成 をクリックします。

a. 提供されているテンプレートを利用できます。

4. イベント設定 画面で、先にイベントデータを取得し、その後イベント条件を設定します。

イベントデータ照会

イベントデータを照会してチャートを構成します。イベント設定 画面右側の イベントデータ照会 で、ウィジェット ま
たは テキスト オプションを選択してイベントを設定します。

• ウィジェット• テキスト

時系列チャートを構成するオプションを使用して、イベント設定に利用する MXQL を自動補完できます。

1. データを照会する日付を選択します。

2. データを照会する カテゴリ（対象）を選択します。
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3. フィルター 項目の + フィルター追加 をクリックしてイベント条件を作成します。

a. フィルター画面で、演算式、タグ、フィルター値を選択します。
b. + 追加 をクリックして条件を追加できます。
c. 条件を削除する場合は、条件の横にある – をクリックします。

4. グループ化 項目で、グループ化されたメトリクスデータを選択します。複数選択が可能です。

5. タイムユニット 項目で、 秒 、 分 、 時間 単位のいずれかを選択し、データを分割する時間基準を設定しま
す。

6. フィールド 項目で、イベント発生条件に使用するフィールドを選択します。複数選択が可能です。

テキストモードで入力した MXQL は、ウィジェットモードと互換性がありません。

MXQL を直接編集できるエディタが表示されます。

1. MXQL を直接修正し、照会 ボタンをクリックします。

2. 日付を選択すると、該当内容をチャートまたはグラフで確認できます。

通知

警告通知設定の基本情報を入力します。

• イベント有効化: トグルボタンを有効にすると、イベントが動作します。

• レベル: イベントレベル（Critical、Warning、Info）を選択します。

◦ イベント状態が解消された場合の追加通知: トグルを有効にすると、イベントが解消され、正常
（RECOVERED）状態の通知が送信されます。

• タイトル: イベントルールのタイトルを入力します。

• メッセージ: イベント発生時に受信する通知メッセージの内容を入力します。メッセージ内で変数を使用すると、イ
ベント発生時点の実際の値を含めることができます。

Message example

変数使用ルール
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• 変数形式: ${メトリクス名}

• 設定した カテゴリと同一カテゴリ 内のメトリクスのみ変数として使用できます。

• 複数の変数を組み合わせて、詳細なメッセージを構成できます。

• 使用可能な変数一覧は メトリクス照会 で確認できます。

イベント発行条件

• データ照会範囲: リアルタイムデータの照会範囲を選択します。

◦ 選択可能な範囲: 30秒 , 1分 , 2分 , 5分 , 10分 , 30分 , 1時間 , 2時間 , 3時間

• 条件: イベント発行条件を入力します。イベントデータ照会に含まれるフィールドのみ使用できます。

付加情報

• インターバル: 選択した時間間隔（ 1分 , 5分 , 10分 , 30分 , 1時間 , 12時間 ）ごとにアラート条件を確認しま
す。

• サイレンス: イベント発生後、選択した時間（ unset , 1分 , 5分 , 10分 , 30分 , 1時間 , 12時間 ）の間、同一イ
ベントは発生しません。

• イベント動作時間: 勤務時間、非勤務時間、点検時間など、特定の時間帯にイベントが動作するようタグを設定し
ます。タグを設定しない場合、イベントは有効な状態で 24 時間常時動作します。

1. + 追加 をクリックします。

2. イベント動作時間 で + 新しいタグ作成 をクリックします。

3. イベント動作時間タグ作成 で タグ名、曜日、時間、色 を選択し、[ 適用 ] ボタンをクリックします。

4. 作成したタグはタグ一覧で確認でき、チェックボックスを選択すると適用されます。

5. 修正または削除するタグの をクリックし、イベント動作時間タグ修正 で編集または削除できます。

タグを削除すると、そのタグが適用されているすべてのユーザーから削除されます。ただし、イベントル
ールで使用中のタグは削除できません。

• イベント受信タグ: 受信タグを設定すると、該当タグを持つプロジェクトメンバーに通知が送信されます。受信タ
グを設定しない場合、プロジェクト内のすべてのユーザーに通知が送信されます。

複合メトリクス
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1. + タグ追加 または + をクリックします。

2. イベント受信タグ 画面下部の + 新しいタグ作成 をクリックします。

3. タグ作成 画面でタグ名を入力し、色を選択した後、[ タグ作成 ] ボタンをクリックします。

4. 作成したタグは、タグ一覧の をクリックして修正または削除できます。

5. イベント受信タグ 画面の タグ一覧 から適用したいタグを選択します。

イベント設定時にイベント受信タグを選択すると、該当タグを持つプロジェクトメンバーおよび 3rd-
party プラグインに通知を送信できます。アラート通知 > 通知設定 で、それぞれにタグを割り当てること
ができます。

イベントルールテスト

設定した条件を過去データに基づいてテストし、どの程度のイベントが発生するかを予測できます。

1. イベントルールをテストする日付を選択し、[ 確認 ] ボタンをクリックします。

2. [ 実行 ] ボタンをクリックして、イベント発生件数を確認します。

イベント修正／削除

1. アラート通知 > 通知設定 の 複合指標 タブに移動します。

2. 複合メトリクス一覧で、修正または削除したいイベントの をクリックします。

3. 通知設定 画面でオプションを修正し、[ 保存 ] ボタンをクリックします。

a. 選択したイベントを削除する場合は、通知設定 画面右上の [ 削除 ] ボタンをクリックします。

イベント共有

メトリクスイベント設定を JSON ファイルとして保存し、他のユーザーと設定を共有したり、他のユーザーの設定を取
り込んだりすることができます。

• JSON ファイル名: event-rules- YYYYMMDD .json

複合メトリクス
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エクスポート

1. 画面右上の [ JSON ] ボタンをクリックします。

2. JSON 編集画面が表示されたら、[ エクスポート ] ボタンをクリックします。

• イベントを検索した状態でエクスポート機能を使用すると、検索結果のみが JSON ファイルとしてダウ
ンロードされます。

3. JSON ファイルがダウンロードされたら、共有したい他のユーザーに渡してください。

インポート

1. 画面右上の [ ] ボタンをクリックします。

2. エクスポート 機能でダウンロードした JSON ファイルを選択します。

3. JSON 編集画面が表示されたら、[ 一覧に追加 ] または [ 上書き ] を選択します。

同じ種類の製品間での利用を推奨します。異なる製品のプロジェクトからイベント設定を取り込むことは可
能ですが、正常に動作しない場合があります。

JSON 形式で編集する

1. 画面右上の [ JSON ] ボタンをクリックします。

2. 編集画面が表示されたら、JSON 形式に従って内容を修正してください。

3. 修正が完了したら、画面下部の [ 保存 ] ボタンをクリックします。

修正した内容が JSON 形式に合っていない場合、画面下部にエラーメッセージが表示され、保存できませ
ん。表示されるエラーメッセージは、形式エラーの内容によって異なる場合があります。

JSON error

通知メッセージ設定

受信するメッセージの詳細項目を選択し、項目ごとに内容を編集できます。

複合メトリクス
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付録

MXQL 文法ガイド

複合指標 は MXQL クエリを基に動作します。詳細な文法については、MXQL 文法ガイド を参照してください。

複合メトリクス
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ヒットマップパターン
ホーム > プロジェクト選択 > アラート通知 > イベント設定 > ヒットマップパターン タブ

ヒットマップパターン は、レスポンスタイム分布や呼び出し密度など、アプリケーション実行区間の時間帯別パター
ン変化を基に異常を自動検知する機能です。

複雑な条件やしきい値を手動で設定しなくても、システムがリアルタイムで収集したヒットマップを分析し、通常とは
異なるパターンを検出すると自動的に警告通知を発生させます。ヒットマップパターンアラートは、次のような状況で
特に有効です。

• 特定のトランザクションが、通常よりも特定の時間帯に過度に集中する場合

• トラフィック分布やレスポンスパターンが通常の状態から変化した場合

• 条件設定だけでは捉えにくい、パターンベースの異常値が必要な場合

イベント設定

検知するイベントパターンのオプションを設定します。

有効化

トグルをオンにすると、該当パターンが検知された際に警告通知が送信されます。

• 有効: 条件を満たすとイベントが発生します。

• 無効: イベントは発生せず、条件も評価されません。

サイレンス

イベント発生後、選択した時間の間はイベントが発生せず、イベント履歴にも記録されません。

イベント受信タグ

受信タグを設定すると、そのタグを持つプロジェクトメンバーに通知が送信されます。受信タグを設定しない場合、プ
ロジェクト内のすべてのユーザーに通知が送信されます。

ヒットマップパターン



1. + タグ追加 または + をクリックします。

2. イベント受信タグ 画面下部の + 新しいタグ作成 をクリックします。

3. タグ作成 画面でタグ名を入力し、色を選択した後、[ タグ作成 ] ボタンをクリックします。

4. 作成したタグは、タグ一覧の をクリックして修正または削除します。

5. イベント受信タグ 画面の タグ一覧 から適用したいタグを選択します。

イベント動作時間

勤務時間、非勤務時間、点検時間など、特定の時間帯にイベントが動作するようタグを設定します。タグを設定しな
い場合、イベントは有効な状態で 24 時間常時動作します。

1. + 追加 をクリックします。

2. イベント動作時間 で + 新しいタグ作成 をクリックします。

3. イベント動作時間タグ作成 で タグ名、曜日、時間、色 を選択し、[ 適用 ] ボタンをクリックします。

4. 作成したタグはタグ一覧で確認でき、チェックボックスを選択すると適用されます。

5. 修正または削除するタグの をクリックし、イベント動作時間タグ修正 で編集または削除できます。

タグを削除すると、そのタグが適用されているすべてのユーザーから削除されます。ただし、イベントルー
ルで使用中のタグは削除できません。

ヒットマップパターン種別

各パターンのトグルをオンにすると、該当パターンが検知された際にイベントが発生します。

ヒットマップ横ラインパターン

複数のトランザクションが、ほぼ同じ応答時間帯で一斉に終了するパターンです。特定の応答時間帯に集中が発生
しており、サービス遅延の増加や外部リソースの応答不安定を示します。

• 外部 API、DB、HTTPS 呼び出しでのタイムアウトまたは遅延発生

• 特定リソースを使用しようとしたリクエストが、一定時間待機した後に一括処理される場合

ヒットマップパターン
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• 共通の I/O またはネットワーク区間で繰り返し遅延が発生している場合

ヒットマップ縦ラインパターン

トランザクションの開始時点は異なるものの、同じタイミングで同時に終了するパターンです。複数のリクエスト
が特定の瞬間にまとめて処理され、共有リソースのボトルネックを示します。

• DB ロックやファイルロックなど、共有リソースでの待機時間増加

• キューやスレッドプールにおける同時処理遅延

• GC ポーズなどのシステム停止により、一時的にリクエストが止まり、その後同時に再開される状況

ヒットマップ縦ラインパターンは、ロック競合やボトルネックリソースの状態確認が必要であることを示す
サインです。

ヒットマップフライングパターン

特定のリソースやログなどの共通リソース不足により、応答時間が一定間隔で波のように上下するパターンです。

ヒットマップパターン
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• GC、コネクションプール、ファイルハンドルなどの共通リソース不足

• ログフラッシュやストレージ I/O など、周期的な遅延要因の存在

• バッチ処理やバックグラウンドジョブによる周期的なリソース占有

ヒットマップフライングパターンは、周期的なボトルネックやリソース不足の可能性が高いことを示しま
す。

ヒットマップ過負荷パターン

特定の応答時間帯にトランザクションが異常に集中するパターンです。一時的な負荷増大や障害の前兆により、リ
クエストが正常に分散されず、特定の区間に偏る場合に発生します。

• 一時的な障害や遅延によりトランザクションがキューに溜まり、一括処理されるケース

• バックエンドサービスの応答遅延

• 特定の時間帯におけるトラフィック集中による処理余力不足

ヒットマップパターン
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過負荷パターンは、一時的なサービス品質低下や負荷分散失敗を示します。

ヒットマップ暴走パターン

過剰なリクエストや負荷によって、全体的な応答時間が大きく増加するパターンです。サービス全体でパフォーマ
ンス低下が発生している状態を示します。

• ユーザートラフィックや自動化トラフィックの急増

• CPU、メモリ、GC などのシステムリソース不足

• バックエンドのボトルネックによる全体的な応答品質の悪化

暴走パターンは、即時の点検が必要な状態です。

ヒットマップパターン
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異常値
ホーム > プロジェクト選択 > アラート通知 > イベント設定 > 異常検知 タブ

異常検知 は、メトリクスデータから異常な上昇または下降パターンを検出し、通常とは異なる動きが検知された場合
にイベントを発生させる機能です。

基本オプション

• 検索: イベント名またはイベント受信タグを選択して、目的のイベントを検索します。

• + イベントルール追加: 新しい異常値イベントを追加します。

表 | 異常値イベント一覧の構成

項目 説明

イベントメッセージ イベント発生時に送信されるメッセージ

カテゴリ メトリクスデータを分類する単位で、メトリクスイベント設定の基準となるカテゴリ

フィールド 異常を検知する指標（メトリクスフィールド）

フィルター 異常値の対象となるデータ範囲を制限する条件

上昇／下降パターン 上昇または下降パターンの感度

イベント受信タグ 該当イベントの通知を受信するユーザーまたはグループ

イベント設定の修正

イベントの削除

イベントの有効／無効状態
- 有効: 条件を満たすとイベントが発生
- 無効: イベントは動作せず、条件も評価されません

異常値



イベント設定

メトリクスデータを基に、値の動きが通常とは異なり上昇または下降した場合に、警告通知を送信するよう設定できま
す。

イベントルール追加

1. 画面右側の [ + イベントルール追加 ] ボタンをクリックします。

2. イベント基本情報, メトリクス, 異常値, 付加情報 を順に設定します。

イベント基本情報

1. イベントレベル（Critical, Warning, Info）を選択します。

• イベントの重要度および通知レベルが決定されます。

2. イベント発生時に受信する通知メッセージを入力します。

• メッセージ内で変数を使用すると、イベント発生時点の実際の値を含めることができます。

使用可能な変数

• $pcode : プロジェクトコード

• $category : カテゴリ

• $field : フィールド

• $value : 発生値

• $oname : イベント対象

メトリクス

1. カテゴリ を選択します。

• 異常を検知するメトリクスデータの基準となるカテゴリです。

異常値
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2. イベント発生条件に使用する フィールド を選択します。複数選択が可能です。

3. イベント対象を絞り込むためのフィルターを選択します。複数選択が可能です。

異常値

1. 上昇パターン と 下降パターン の感度を選択します。

2. 各パターンのトグルボタンをクリックして、有効または無効を切り替えます。

• 上昇パターンのみを検知する場合: 上昇パターン ON, 下降パターン OFF

• 下降パターンのみを検知する場合: 下降パターン ON, 上昇パターン OFF

付加情報

イベント動作時間

勤務時間、非勤務時間、点検時間など、特定の時間帯にイベントが動作するようタグを設定します。タグを設定しな
い場合、イベントは有効な状態で 24 時間常時動作します。

1. + 追加 をクリックします。

2. イベント動作時間 で + 新しいタグ作成 をクリックします。

3. イベント動作時間タグ作成 で タグ名、曜日、時間、色 を選択し、[ 適用 ] ボタンをクリックします。

4. 作成したタグはタグ一覧で確認でき、チェックボックスを選択すると適用されます。

5. 修正または削除するタグの をクリックし、イベント動作時間タグ修正 で編集または削除できます。

タグを削除すると、そのタグが適用されているすべてのユーザーから削除されます。ただし、イベントルー
ルで使用中のタグは削除できません。

イベント受信タグ

イベント受信タグを設定すると、該当タグを持つプロジェクトメンバーに通知が送信されます。受信タグを設定しな
い場合、プロジェクト内のすべてのユーザーに通知が送信されます。

1. + タグ追加 または + をクリックします。

2. イベント受信タグ 画面下部の + 新しいタグ作成 をクリックします。

異常値
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3. タグ作成 画面でタグ名を入力し、色を選択した後、[ タグ作成 ] ボタンをクリックします。

4. 作成したタグは、タグ一覧の をクリックして修正または削除できます。

5. イベント受信タグ 画面の タグ一覧 から適用したいタグを選択します。

イベント設定時にイベント受信タグを選択すると、該当タグを持つプロジェクトメンバーおよび 3rd-party
プラグインに通知を送信できます。アラート通知 > 通知設定 で、それぞれにタグを割り当てることができま
す。

イベント修正

1. アラート通知 > イベント設定 の 異常検知 タブに移動します。

2. 異常値 一覧で、修正するイベントの右側にある をクリックします。

3. 異常値 画面でオプションを修正し、[ 保存 ] ボタンをクリックします。

イベント削除

1. アラート通知 > イベント設定 の 異常検知 タブに移動します。

2. 異常値 一覧で、削除するイベントの右側にある をクリックします。

3. 削除確認画面で [ 削除 ] ボタンをクリックします。

異常値
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リアルタイムログイベント
ホーム > プロジェクト選択 > アラート通知 > イベント設定 > リアルタイムログ タブ

収集したログデータを条件に合わせてフィルタリングして警告通知を設定できます。ログイベントを使用するには、ロ
グモニタリングを有効化する必要があります。ログモニタリングの有効化については、各製品のログドキュメントを参
照してください。

• リアルタイムログイベント: リアルタイムで収集したログで、設定したイベント条件が満たされるとイベントが発生
します。

基本オプション

• 検索: イベント名またはイベント受信タグを選択して目的のイベントを検索

• JSONダウンロード/アップロード: イベントルールはJSONエディタで直接編集するか、ファイルにダウンロードし
て修正後に再アップロード可能

• 通知メッセージ設定: 受信するメッセージの詳細項目を選択し、項目ごとに内容を編集

• + イベント追加: 新しいログイベントを追加

表 | リアルタイムログイベント一覧構成

項目 説明

イベント名
通知タイトルとして使用されるイベント名
- 最大255バイトまで入力可能

カテゴリ ログ分類名（ログフォルダ名）

検索キー
ログデータで検索したい項目
- 例: HTTPレスポンスステータスコードの値にアクセスする場合、検索キー status

検索値
検索キーに対応する実際のデータ。ログに入力した文字列が含まれる場合に警告通知を送信
- 例: 検索キー status 、検索値 200 を設定した場合、HTTPステータスコード200を含むログ
データ収集時に警告通知が発生

リアルタイムログイベント



項目 説明

イベント発生一時停
止

イベント通知発生後、同じイベントの発生を一定時間停止
- 選択可能時間: 使用しない、5分、10分、15分、20分、30分、1時間、2時間、3時間、6時
間、12時間、1日
- 解消通知が有効な場合、正常（RECOVERED）状態の通知受信後、選択した時間中は同じイ
ベントが発生しても通知されない

イベント対象フィル
タリング

イベントが適用される対象の条件
- 対象条件を設定しない場合、収集されるすべてのデータに対して通知を判断
- 選択入力: タグ、演算子、値を選択して条件を構成
- 直接入力: 条件を直接入力して対象を指定

イベント受信タグ イベント通知を受け取るユーザーまたはグループ（受信タグ）

イベントの編集と削除

イベントの有効化状態
- 有効: 条件を満たすとイベント発生
- 無効: イベントが動作せず、条件をチェックしない

イベント設定

ログイベントは、リアルタイムで収集されるログ、または特定条件を満たすログが一定数蓄積された際に警告通知を設
定できる機能です。

リアルタイムログイベントの追加

1. アラート通知 > イベント設定のリアルタイムログタブをクリックしてください。

2. 画面右側の [ + イベント追加 ] ボタンをクリックしてください。

3. イベントルール追加ウィンドウでログイベント条件を設定してください。

• イベント名: イベントタイトルとして使用する名前を入力してください。
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• イベント有効化: トグルボタンを有効にすると、条件を満たしたときにイベントが発生します。

• レベル: イベントレベル（Critical、Warning、Info）を選択してください。

• メッセージ: イベント発生時に受け取る通知メッセージを入力してください。メッセージに変数を使用し
て、イベント発生時点の実際の値を含めることができます。

変数使用ルール

◦ 変数形式: ${指標名}

◦ 設定したカテゴリと同じカテゴリ内の指標のみ変数として使用できます。

◦ 複数の変数を組み合わせて詳細なメッセージを構成できます。

◦ 使用可能な変数一覧はメトリクス照会で確認できます。

• カテゴリ: ログ分類名（ログフォルダ名）をリストから選択するか、直接入力してください。カテゴリを
選択してから検索キーと検索値を入力できます。

• 検索キー: ログデータで検索したい項目を入力してください。

◦ 例: HTTPレスポンスステータスコードの値にアクセスする場合、検索キー status

• 検索値: 検索キーに対応する実際のデータを入力してください。ログに入力した文字列が含まれる場合に
警告通知を送信します。

◦ 例: 検索キー status 、検索値 200 を設定した場合、HTTPステータスコード200を含むログデータ
収集時に警告通知が発生

• イベント対象フィルタリング: イベントが適用される対象の条件を入力してください。入力値がない場
合、収集されるすべてのデータに対して通知を判断します。

◦ 選択入力: タグ、演算子、値を選択して対象条件を設定してください。

条件式の記述方法とサポートされる演算子については、条件設定ガイドを参照してくださ
い。

◦ 直接入力: 条件を直接入力してください。

• イベント発生一時停止: 通知を一時停止する時間を選択してください。イベント発生後、設定した時間中
は同じイベントが発生しません。
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◦ 選択可能時間: 使用しない 、 1分 、 2分 、 3分 、 5分 、 10分 、 20分 、 30分 、 1時間 、 3時
間 、 6時間 、 12時間

• イベント動作時間: 特定の時間帯（業務/非業務/メンテナンス時間など）にイベントが動作するようにタ
グを設定してください。タグを設定しない場合、イベントが有効な状態で24時間常時動作します。

1. + 追加をクリックしてください。

2. イベント動作時間で**+新しいタグを作成**をクリックしてください。

3. イベント動作時間タグの作成でタグ名、曜日、時間、色を選択し、[ 適用 ] ボタンをクリックし
てください。

4. 作成したタグはタグリストで確認でき、チェックボックスを選択すると適用されます。

5. 変更または削除するタグの アイコンをクリックして、イベント動作時間タグの編集でタグを
編集または削除できます。

タグを削除すると、そのタグが適用されているすべてのユーザーのタグが削除されます。ただ
し、イベントルールで使用中のタグは削除できません。

• イベント受信タグ: イベントに受信タグを設定すると、そのタグを持つプロジェクトメンバーに通知が送
信されます。受信タグを設定しない場合、プロジェクト内のすべてのユーザーに通知が送信されます。

1. + タグ追加または+をクリックしてください。

2. イベント受信タグウィンドウ下部の**+ 新しいタグを作成**をクリックしてください。

3. タグ作成ウィンドウでタグ名を入力し、色を選択してから、[ タグ作成 ] ボタンをクリックして
タグを作成してください。

4. 作成されたタグはタグリストの アイコンをクリックして編集または削除してください。

5. イベント受信タグウィンドウのタグリストから目的のタグを選択すると適用されます。

イベント設定時にイベント受信タグを選択して、そのタグを持つプロジェクトメンバーとサー
ドパーティプラグインに通知を送信できます。アラート通知 > 通知設定でプロジェクトメンバ
ーとサードパーティプラグインにそれぞれタグを指定できます。

4. イベントルール追加ウィンドウで設定が完了したら、[ 保存 ] ボタンをクリックしてください。
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イベントの編集/削除

1. アラート通知 > イベント設定のリアルタイムログタブに移動してください。

2. ログイベントリストで編集または削除するイベントの アイコンをクリックしてください。

3. イベント設定画面でオプションを変更し、[ 保存 ] ボタンをクリックしてください。

a. 選択したイベントを削除するには、イベント設定画面の右上の [ 削除 ] ボタンをクリックしてください。

イベントの共有

メトリクスイベント設定を JSON ファイルとして保存し、他のユーザーと設定を共有したり、他のユーザーの設定を取
り込んだりすることができます。

• JSON ファイル名: event-rules- YYYYMMDD .json

エクスポート

1. 画面右上の [ JSON ] ボタンをクリックします。

2. JSON 編集画面が表示されたら、[ エクスポート ] ボタンをクリックします。

• イベントを検索した状態でエクスポート機能を使用すると、検索結果のみが JSON ファイルとしてダウ
ンロードされます。

3. JSON ファイルがダウンロードされたら、共有したい他のユーザーに渡してください。

インポート

1. 画面右上の [ ] ボタンをクリックします。

2. エクスポート 機能でダウンロードした JSON ファイルを選択します。

3. JSON 編集画面が表示されたら、[ 一覧に追加 ] または [ 上書き ] を選択します。

同じ種類の製品間での利用を推奨します。異なる製品のプロジェクトからイベント設定を取り込むことは可
能ですが、正常に動作しない場合があります。
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JSON 形式で編集する

1. 画面右上の [ JSON ] ボタンをクリックします。

2. 編集画面が表示されたら、JSON 形式に従って内容を修正してください。

3. 修正が完了したら、画面下部の [ 保存 ] ボタンをクリックします。

修正した内容が JSON 形式に合っていない場合、画面下部にエラーメッセージが表示され、保存できませ
ん。表示されるエラーメッセージは、形式エラーの内容によって異なる場合があります。

JSON error

付録

発生条件・対象選択ガイド

メトリクスアラートにおけるイベントの発生条件とイベント対象の選択は、同一の構文を使用します。ただし、イベン
ト発生条件ではフィールド（Field）のキーを変数として使用し、イベント対象の選択ではタグ（Tag）のキーを変数と
して使用します。

レベル動作ガイド

イベントレベルは、危険（Critical）、警告（Warning）、正常（Info）の3段階に分類されます。

1. 優先順位に基づくイベント発生

複数のレベル条件を同時に満たした場合、最も優先度の高いイベントのみが発生します。

例

設定:
- Warning: CPU > 70%
- Critical: CPU > 90%
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現在の状態: CPU 95%
→ 結果: Critical イベントのみ発生（Warning は抑制される）

2. レベル上昇

進行中状態を持つイベントにおいて、低いレベルのイベントが進行中の状態で高いレベルの条件を満たす
と、両方のレベルが進行中状態になります。

例

設定:
- Warning: CPU > 70%
- Critical: CPU > 90%

シナリオ:
1) CPU 80% → Warning 発生（進行中）
2) CPU 95% → Warning（進行中）、Critical（進行中）

3. レベル下降

進行中状態を持つイベントで、高いレベルから低いレベルへ遷移した場合、高いレベルは解消され、低いレ
ベルが維持されます。

例

設定:
- Warning: CPU > 70%
- Critical: CPU > 90%

シナリオ:
1) CPU 97% → Critical 発生
2) CPU 85% → Critical 解消、Warning 維持
3) CPU 65% → Warning 解消

4. 動作フロー

- Warning: CPU > 70%
- Critical: CPU > 90%
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メトリクス値: 60%   → 75%    → 92%    → 85%    → 60%
状態: 正常        Warning      Critical       Warning       正常

（発生）        （発生）        （維持）        （解消）
Warning

（維持）

進行中状態を持つイベントは、条件が満たされている間は継続して有効となり、条件が解除されるまで維持
されます。

条件設定ガイド

メトリクス名が数字で始まる場合、または特殊文字を含む場合は、 ${メトリクス名} の形式で記述する必要
があります。

• 括弧 ( ) , [ ]

• 演算子 + , - , * , / , %

• 区切り文字 : , @ , # , , , (空白)

• その他の特殊文字 ! , ^ , & , | , ~ , ```, =

${} 使用例:

${cpu(xos)} > 50
${mem[0]} >= 100
${cpu-usage} > 80
${namespace:cpu} > 70
${metric name} > 60
${4xx_error} > 10

${} なしで使用可能: 英字、アンダースコア（ _ ）、ドット（ . ）のみを含む場合

cpu > 80
cpu_usage > 50
CPUUtilization.Average > 0.8
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1. 比較演算子

数値比較

より大きい:        cpu > 80
以上:              cpu >= 80
より小さい:        memory < 1000
以下:              memory <= 1000
等しい:            status == 200
等しくない:        error != 0

文字列比較

status == 'OK'
region == "us-east-1"

2. 算術演算子

• 基本的な算術演算

加算:        cpu + 10 >= 90
減算:        memory - 100 >= 500
乗算:        cpu * 2 >= 100
除算:        disk / 1024 >= 100
剰余:        value % 10 == 0

• 括弧による優先順位の制御

(cpu + memory) * 2 >= 200
(disk - used) / total >= 0.2
((cpu + memory) / 2) >= 50

• 負の値の表現

cpu > -100

3. 論理演算子

• AND 演算（&&）
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cpu > 80 && memory > 1000
${cpu(xos)} > 50 && ${mem(xos)} > 60

• OR 演算（||）

cpu > 90 || memory > 90
disk < 10 || network > 1000

• 複合論理演算

(cpu > 50 && memory > 50) || disk < 20
cpu > 80 && (memory > 1000 || disk > 500)

4. パターンマッチング演算子

• LIKE 演算子

oname like 'prod-*'
url like '*error*'
message like 'WARN%'

• NOT LIKE 演算子

oname not like 'test-*'
url not like '*debug*'

5. 組み込み関数

• Null チェック関数

isNull(value)             # null かどうかを確認
isNotNull(value)          # null でないかを確認
nvl(value, 0)             # null の場合に既定値を返す
isEmpty(str)              # 空文字列かどうかを確認
isNotEmpty(str)           # 空文字列でないかを確認

• 集計関数
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sum(cpu, memory, disk)              # 合計
avg(cpu, memory)                    # 平均
max(cpu, memory, disk)              # 最大値
min(cpu, memory, disk)              # 最小値
count(value1, value2, value3)       # 件数

• 数学関数

round(cpu, 2)             # 四捨五入（小数点以下2桁）

• 文字列関数

length(str)                # 文字列の長さ
startsWith(str, 'prefix')  # 接頭辞の確認
endsWith(str, 'suffix')    # 接尾辞の確認
indexOf(str, 'search')     # 文字列の位置
substring(str, 0, 10)      # 部分文字列
trim(str)                  # 空白の削除
replace(str, 'old', 'new') # 文字列の置換
hasStr(str, 'search')      # 文字列の包含判定

• 条件関数

◦ if: 条件式が true の場合は true値 を返し、 false の場合は false値 を返す条件関数

形式

if(条件, true値, false値)

例

if(value >= 90, 'High', 'Medium') == 'High'

◦ decode: 値と条件を比較し、一致した条件の結果を返します。一致しない場合は既定値を返します

形式
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decode(値, 条件1, 結果1, 条件2, 結果2, ..., 条件N, 結果N, 既定値)

例

decode(value, 1, 'Low', 2, 'Medium', 3, 'High', 'Unknown') == 'Unknown'

◦ in: 値が指定した候補値のいずれかと一致した場合は true 、それ以外は false を返します

形式

in(値, 候補値1, 候補値2, ..., 候補値N)

例

in(status, 200, 201, 204) == false

記述時の注意事項

• 推奨事項

◦ 簡単な変数名は ${} を使わずに記述（例: cpu, memory）

◦ 特殊文字を含む場合は必ず ${} を使用

◦ 複雑な演算は括弧で明確に区切る

◦ 関数名は正確に入力（大文字と小文字を区別）

• 避けるべき事項

◦ 不完全な式の記述（例: cpu > , memory && ）

◦ 括弧の不一致（例: (cpu > 80 && cpu > 70) ）

◦ 演算子の連続使用(例: cpu >> 80 , cpu >< 80 )
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トランザクション
ホーム > プロジェクト選択 > アラート通知 > イベント設定 > TX タブ

トランザクションイベントは、特定の URL、エラー、ステータスコードなどを基準にトランザクションを詳細に監視
する機能です。設定した条件を満たすトランザクションが検出されるとイベントが発生します。トランザクションデ
ータは 1 分単位で分析され、条件を満たすトランザクション数がしきい値を超えた場合に通知が送信されます。

最新エージェントバージョン

トランザクションイベントを使用するには、最低対応バージョン以上のエージェントが必要です。

言語 最低対応バージョン

Java 2.2.50 以上

PHP 未定（最新バージョンの使用を推奨、別途お問い合わせください）

Node.js 0.5.21 以上

Python 1.7.8 以上

.NET 2.3.5 以上

Go 未定（最新バージョンの使用を推奨、別途お問い合わせください）

基本オプション

• イベントレベル: イベントの重大度を示し、Info、Warning、Critical の 3 段階に分類されます。

• 検索: イベント名またはイベント受信タグでイベントを検索します。

• + イベント追加: 新しいトランザクションイベントを追加します。

• カラムサイズ調整: 各カラムの境界をドラッグして幅を調整できます。
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表 | トランザクションイベント一覧の構成

項目 説明

No. イベントの番号

イベントの有効／無効
- 有効: 条件を満たすとイベントが発生
- 無効: イベントは動作せず、条件を判定しません

イベント設定の修正および削除

イベント名
ユーザーが指定したイベント名
- 最大 255 バイト

条件タイプ イベント発生条件の種類（経過時間、エラー発生、パターンのみ）

集計基準 トランザクション数を集計する基準

対象パター
ン

イベントが適用される包含／除外パターン（URL、ステータスコードなど）

発生回数
イベント発生の基準となる回数
- 集計周期: 1分固定（毎正時00秒～59秒基準、期間選択不可）
- この1分間に条件を満たしたトランザクションが設定回数以上発生するとイベントが発生

一時停止

アラート発生後、同一イベントの発生を一定時間抑制
- 選択可能時間: 使用しない、5分、10分、15分、20分、30分、1時間、2時間、3時間、6時間、12時間、1
日
- 解消通知が有効な場合、RECOVERED 通知を受信後、選択した時間内は同一イベントが発生しても通知
されません

イベント受
信

当該イベント通知を受信するユーザーまたはグループ（受信タグ）
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イベント設定

トランザクションイベントは、イベント条件、対象パターン、基本情報および受信設定 の各ステップで構成されま
す。
イベント設定により、特定のトランザクションパターンを検知し、通知を受け取ることができます。

イベント追加

トランザクションイベントを追加するには、イベント設定 > TX タブに移動し、画面右上の [ + イベント追加 ] ボタンを
クリックしてください。

トランザクションイベント追加手順

Step 1. イベント条件定義: イベント発生の条件を定義します。

Step 2. イベント対象選択: イベントが適用される監視対象を選択します。

Step 3. 基本情報および受信設定: イベント名、メッセージ、受信対象を設定します。

イベント条件定義

トランザクションイベントの発生条件を設定します。

条件タイプ

イベントを発生させる基準を選択してください。

• 経過時間: 指定した時間（ms）以上かかったトランザクション

◦ 経過時間しきい値: 条件タイプが経過時間の場合、ミリ秒（ms）単位で入力します。設定した時間（ms）以上
かかったトランザクションが発生するとイベントが発生します。

• エラー発生: エラーが発生したトランザクション

• パターンのみ: 特定のパターン（ヒットマップパターンなど）に該当するトランザクション
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集計基準

アラート条件をどの単位で集計するかを選択してください。

• 集計基準: エージェント別、各エージェントの URL 別、各エージェントのエラークラス別、各エージェントの業務
別、URL 別、エラークラス別、業務別、全体。

発生回数（必須）

条件を満たしたイベントが何回発生したときに通知を送信するかを設定します。

例: 発生回数 1回 は1分以内に条件を満たしたトランザクションが1件でもあれば即時通知、発生回数 3回 は同じ1分間
に条件を満たしたトランザクションが3件以上累積した場合に通知されます。

一時停止

過剰なイベント通知を防ぐため、通知を一時停止する時間を選択してください。

• イベント発生後、設定した時間が経過するまで同一イベントは再度発生しません。

• 選択可能時間: 1分 , 5分 , 10分 , 15分 , 30分 , 1時間 , 2時間 , 3時間 , 6時間 , 12時間 , 1日

イベント動作時間

イベントが動作する時間帯を設定します。非勤務時間や点検時間帯の通知発生を制限できます。タグを設定しない場
合、イベントが有効な状態では 24 時間常時動作します。

1. + 追加 をクリックします。

2. イベント動作時間で + 新しいタグを作成 をクリックします。

3. イベント動作時間タグ作成 で タグ名、曜日、時間、色 を選択し、[ 適用 ] ボタンをクリックします。

4. 作成したタグはタグ一覧で確認でき、チェックボックスを選択すると適用されます。

5. タグを修正または削除するには、 をクリックし、イベント動作時間タグ修正 で修正または削除してくださ
い。

タグを削除すると、そのタグが適用されているすべてのアラートから削除されます。ただし、イベント設定
で使用中のタグは削除できません。
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イベント対象選択

トランザクションをフィルタリングするためのパターンを設定します。

パターン設定方法

• Enter キーで絞り込んで複数のパターンを入力できます。

• パターンを設定しない場合、プロジェクト内のすべてのトランザクションが対象となります。

• 同一タイプのパターンは OR 条件で適用されます。

• 異なるタイプのパターンは AND 条件で適用されます。

• ワイルドカード（ * ）を使用できます。ワイルドカードの位置は最大 2 箇所まで指定できます。

• ワイルドカード（ * ）やスラッシュ（ / ）以外の文字を必ず含める必要があります。

スラッシュ（ / ）とワイルドカード（ * ）の組み合わせに注意してください

• /api/* ： /api 自体はマッチしません。 /api/ の後にパスが必要です（例: ✅ /api/users、❌ /api）

• /api* ： /api 自体もマッチします（例: ✅ /api、✅ /api/users、✅ /apitest）

一致パターン

指定した項目と一致するデータをフィルタリングします。一致パターンは適用後、青色タグ として表示されます。
各項目につき、最大 10 個までパターンを入力できます。

項目 説明

業務名 業務名パターン

URL
トランザクション URL パターン
- 例: /api/* , */users/*

エラークラス
エラークラス名パターン
- 例: *Exception , *Error

エラーメッセージ エラーメッセージ内容パターン
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項目 説明

ステータスコード
HTTP ステータスコードパターン
- 例: 4** , 5**

除外パターン

指定した項目と一致するデータをフィルタリング対象から除外します。除外パターンは適用後、赤色タグ として表示
され、一致パターンと同じ形式を使用します。各項目につき、最大 10 個までパターンを入力できます。

パターン例

• 完全一致

パターン: "hello"
"hello"     → 一致
"Hello"     → 不一致（大文字・小文字を区別）

• 前方一致（プレフィックス一致）

パターン: "hello*"
"hello"       → 一致
"helloworld"  → 一致
"hi"          → 不一致

• 後方一致（サフィックス一致）

パターン: "*world"
"world"       → 一致
"helloworld"  → 一致
"hello"       → 不一致

• 部分文字列一致

パターン: "*ell*"
"hello"       → 一致（h'ell'o）
"excellent"   → 一致（exc'ell'ent）
"welcome"     → 不一致（"ell" を含まない）
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• 複合パターン

パターン: "hello*world"
"hellobeautifulworld"  → 一致

パターン: "hello*test*"
"hellomytestcase"      → 一致

パターン: "*test*world"
"mytestcaseworld"      → 一致

表 | 実際の使用例

パターン種別 例

URL パターン
- /api/* ： /api/ で始まるすべての URL
- /users/* ： users を含むすべての URL
- /api/v1/users ：完全一致する URL のみ

エラークラスパターン
- Exception ： Exception で終わるすべてのエラー
- java.lang.* ： java.lang で始まるすべてのクラス
- Timeout* ： Timeout を含むすべてのエラー

ステータスコードパターン
- 4** ：400 番台のすべてのステータスコード
- 404 ：404 ステータスコードのみ
- 5** ：500 番台のすべてのステータスコード

パターンの制限事項

• 必須文字列：パターンにはワイルドカード（ * ）以外の文字を最低 1 文字以上含める必要があります。
ワイルドカードのみではパターンを設定できません。
◦ ❌ 不可： ** , *

◦ ✅ 可： a* , a , a* , /api*

• 空文字列：空文字列や null 値はマッチしません。

• 連続ワイルドカード：連続した * は 1 つのワイルドカードとして扱われます。

• 複雑なパターン：ワイルドカードを 3 個以上含むパターンはサポートされていません。
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• 正規表現非対応：文字クラス（ [a-z] ）、量指定子（ + , ? ）、グループ化（ ( ) ）は使用できません。

• 大文字・小文字の区別：すべてのパターンマッチングは大文字と小文字を区別します。

• エスケープ不可：文字をそのままリテラルとしてマッチさせる方法はありません。

基本情報および受信設定

イベントの基本情報と通知の受信方法を設定します。

イベント有効化

イベント発生時に通知を送信するかどうかを設定します。

• 有効: 設定した条件を満たすとイベント通知が送信されます。

• 無効: 設定した条件を満たしても通知は送信されません。

イベント名（必須）

通知タイトルとして使用されるイベント名を入力してください。

イベントレベル（必須）

イベントレベル（Info、Warning、Critical）を選択してください。

イベント受信

イベント通知を受信するメンバーを指定します。

• 全体受信• タグ選択受信

プロジェクトで通知設定が有効になっているすべての対象（メンバー、チャンネル）に通知が送信されます。

指定したタグを持つプロジェクトメンバーに通知が送信されます。

1. タグ選択受信を選択します。

2. 受信タグ項目で [ + タグ追加 ] または [ + ] ボタンをクリックします。

3. イベント受信タグウィンドウ下部の + 新しいタグ作成 をクリックします。
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4. タグ作成ウィンドウでタグ名を入力し、色を選択して [ タグ作成 ] をクリックします。

5. 作成したタグは、タグ一覧の をクリックして編集または削除できます。

6. イベント受信タグウィンドウの タグ一覧 から適用したいタグを選択します。

受信タグ

受信タグは、通知を受け取るユーザーやチャンネルを グループ単位で管理するための機能 です。
イベントに受信タグを設定すると、そのタグを持つユーザーにのみ通知が送信されます。
受信タグを設定しない場合、プロジェクト内のすべてのユーザーに通知が送信されます。

参考. イベント動作例

トランザクションイベントが実際に発生した例です。

設定条件

• 集計基準: エージェント別

• 発生回数: 2回

• 一時停止: 5分

• URL パターン: /api/posts/** , /delete/* , /*test*/

• エラークラスポターン: *TimeoutException* , *NullPointerException

• ステータスコードパターン: 4**

• 除外エラークラス: *IOException

• 除外ステータスコード: 5**

発生した通知メッセージ例

イベントメッセージ内のトランザクション情報は、条件に合致した最後のトランザクションの値が表示されます。イ
ベントメッセージには、設定した条件と実際に発生したトランザクションの情報の両方が含まれるため、どの条件に
よって通知が発生したのかを明確に確認できます。

(ignored count: 3)
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[Per Agent] limit: 2, count: 3
[Condition]
url patterns: /api/posts/**, /delete/*, */test/*
error class patterns: *TimeoutException*, *NullPointerException
status patterns: 4**
exclude error class patterns: *IOException
exclude status patterns: 5**
[Transaction]
url: /api/posts/test/timeout
txid: 408093121470636540
status: 408
error class: java.util.concurrent.TimeoutException

イベントメッセージ構成の説明

• (ignored count: n): 一時停止時間中に条件を満たしたが、通知が送信されなかったトランザクションの件数です。
一時停止時間中に無視された件数がない場合、この項目は表示されません。

• 集計情報: 設定した集計方式に応じて表示内容が異なります。

◦ エージェント別: [Per Agent] limit: n, count: n

◦ URL別: [Per Url] limit: n の後に、各URLと発生件数を表示

◦ エラークラス別: [Per Error Class] limit: n の後に、各エラークラスと発生件数を表示

◦ コンテキスト別: [Per Context] limit: n の後に、各コンテキストと発生件数を表示

◦ エージェント別 URL: [Per Agent & Url] limit: n の後に、各URLと発生件数を表示

◦ エージェント別 エラークラス: [Per Agent & Error Class] limit: n の後に、各エラークラスと発生件数を表示

◦ エージェント別 コンテキスト: [Per Agent & Context] limit: n の後に、各コンテキストと発生件数を表示

◦ 全体: [Total] limit: n, count: n

• [Condition]: イベント発生時点で設定されていた条件を表示します。設定されたパターンのみが表示されます。

◦ context patterns: コンテキスト一致パターン

◦ url patterns: URL 一致パターン

◦ error class patterns: エラークラス一致パターン

◦ error message patterns: エラーメッセージ一致パターン

◦ status patterns: ステータスコード一致パターン
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◦ exclude context patterns: コンテキスト除外パターン

◦ exclude url patterns: URL 除外パターン

◦ exclude error class patterns: エラークラス除外パターン

◦ exclude error message patterns: エラーメッセージ除外パターン

◦ exclude status patterns: ステータスコード除外パターン

• [Transaction]: 条件に合致した最後のトランザクションの詳細情報です。

◦ url: トランザクションURL

◦ txid: トランザクション固有識別子

◦ status: HTTP 応答ステータスコード（HTTP トランザクションでない場合は非表示）

◦ error class: エラークラス（エラークラスが存在しない場合は非表示）

◦ error message: エラーメッセージ（エラーメッセージが存在しない場合は非表示）

参考

• トランザクションイベントは1分単位で集計・処理されます。

• 条件タイプが「パターンのみ」の場合、少なくとも1つ以上の一致または除外パターンを設定する必要が
あります。

• パターンマッチングは大文字・小文字を区別します。

• 通知メッセージには、条件に合致した最後のトランザクションの詳細情報が含まれます。
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アプリケーション
ホーム > プロジェクト選択 > アラート通知 > イベント設定 classic

アプリケーションの サーバーリソース使用量（CPU、メモリ、ディスク）、進行中トランザクション数、トランザク
ションエラー、応答時間の増加 などの条件に基づいて、アラート通知を設定できます。

イベント設定 classic は、従来方式のイベント設定を継続して利用できるよう分離されたメニューです。
より多くの機能は イベント設定 で利用できます。

基本オプション

エージェント非アクティブアラート

設定した時間内にエージェントからデータを受信できなかった場合、イベントが発生します。トグルボタンで有効ま
たは無効を切り替えられます。

• 有効: 一定期間データ未受信時にエージェント非アクティブイベントが発生

• 無効: データ受信状況に関係なくイベントは発生しません

従来のエージェント非アクティブ確認間隔は 管理 > エージェント一覧 で設定できます。

状態解消時の追加通知

条件を満たしてイベントが発生した後、状態が正常に復旧した際に 解消（RECOVERED）通知 を送信するかを選択で
きます。トグルボタンで切り替えます。

• 有効: イベントは状態ベースで動作し、しきい値超過で進行中、しきい値未満に復旧すると解消状態に切り替
わります

• 無効: しきい値を超えるたびに単発イベントが発生します

アプリケーション

https://docs.whatap.io/ja/alert/event-configuration


エージェント重複アラート

同一名のエージェントが同時に 2 つ以上起動すると、正常なモニタリングが困難になるためイベントが発生します。た
だし、設定した時間内は重複エージェントイベントは再発しません。

• エージェント名の重複有無は イベント設定 メニューで確認してください。

• 選択可能時間: 30秒 , 1分 , 3分 , 5分 , 10分

条件

項目ごとにイベント発生条件を設定できます。項目によって入力形式が異なります。

• サーバー CPU / サーバー メモリ / サーバー ディ
スク

• アクティブTX / トランザクションエラ
ー

• トランザクション応答時
間

条件（%）

Warning と Critical の 2 段階のしきい値を設定します。
しきい値超過時にアラートが発生し、Critical が優先されます。

• 左の値: 警告（Warning）しきい値

• 右の値: 危険（Critical）しきい値

条件（件数）

イベント発生の基準となる件数を入力します。指定した継続時間中に設定値を超えた状態が続くとイベントが発生しま
す。

条件（件数）

条件を設定します。設定した応答時間を超えたトランザクションが指定件数以上発生するとイベント条件を満たしま
す。

条件（応答時間）

基準となる応答時間を選択します。

• 選択可能時間: 1秒 , 2秒 , 3秒 , 5秒 , 10秒 , 15秒 , 30秒 , 1分 , 2分 , 3分 , 5分 , 10分 , 30分 , 1時間

• 例: 件数基準が 10件、応答時間基準が 1秒、継続時間が 5秒 の場合
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→ 1秒を超えるトランザクションが 10 件以上発生し、その状態が 5 秒継続するとイベントが発生します。

継続

選択した時間中にイベント条件が持続する場合、イベントが発生します。

• 選択可能時間: 5秒 , 10秒 , 15秒 , 30秒 , 1分 , 2分 , 3分 , 5分 , 10分 , 30分 , 1時間

サイレンス

イベント発生後、選択した時間中に同一条件のイベントは発生しません。適切なサイレンス時間の設定により、過剰な
イベント発生を防止できます。

• 選択可能時間: 1分 , 2分 , 3分 , 5分 , 10分 , 30分 , 1時間 , 2時間 , 3時間 , 6時間 , 12時間 , 1日

イベント有効化

トグルボタンでイベントの動作を制御できます。

• 有効: 設定した条件を満たすとイベントが発生します

• 無効: 条件を評価しません

イベント設定

次の項目にイベントを設定することで、システム状態をリアルタイムで監視できます。各項目を設定後、画面右上の
保存 ボタンをクリックしてください。

サーバー CPU / サーバー メモリ / サーバー ディスク

サーバーリソース使用量が設定したしきい値（%）を超えるとイベントが発生します。Warning と Critical で異なるし
きい値を設定できます。

• 例: CPU 使用率を Warning: 80%、Critical: 90% に設定した場合、90% を超えると Critical イベントが発生します。
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アクティブTX

現在処理中のトランザクション数を監視します。設定した基準件数を超え、その状態が 継続時間 以上維持されるとイ
ベントが発生します。大量の同時トランザクションを検知するのに有効です。

• 発生件数のデフォルト: 100 件

トランザクションエラー

正常に終了しなかったトランザクションをエラーとして判断します。エラー件数が設定した基準を超え、その状態が継
続するとイベントが発生します。

• 収集間隔: 5 秒

トランザクション応答時間

各トランザクションの完了までにかかった時間（応答時間）を基準にイベントを設定します。期待される応答時間を
基準に、サービス遅延の検知が可能です。

• 例: 応答時間基準を 10 秒、件数基準を 10 件に設定した場合
「応答時間 10 秒を超えるトランザクションが 10 件以上発生し、その状態が 5 秒間継続するとイベントが発生」
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通知設定
ホーム > プロジェクト選択 > アラート通知 > 通知設定

ユーザー別アラート受信設定

ユーザー別アラート受信設定 における他メンバーの情報は、メンバー管理 権限を持つメンバーのみが確認で
きます。それ以外のメンバーには、必須情報がマスキングされて表示されます。

• イベント通知の一括受信設定およびアクセス設定のためのモバイル端末管理は、アカウント情報 で行う
ことができます。

• メンバー権限の詳細については、こちらのドキュメント を参照してください。

通知手段の設定

メール、SMS、WhatsApp、モバイル による通知を提供します。

ユーザー別アラート受信設定 セクションで、受信したい通知手段のチェックボックスを選択すると警告アラートを受
信できます。通知手段のチェックボックスを解除すると、その手段ではアラートは送信されません。

プロジェクトの最高管理者を除き、すべてのユーザーは自分自身の受信設定のみ変更できます。

メール通知

メール通知は、会員登録時に入力したメールアドレス宛に送信されます。

SMS通知

SMSで通知を受信できます。

SMS通知機能は、有料プロジェクトでのみ利用できます。

通知設定
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1. 画面右上の プロフィールアイコン をクリックし、アカウント管理 に移動します。

2. アカウント情報 の ユーザー電話番号 セクションで、[ 一般携帯電話 ] ボタンをクリックします。

3. 認証番号を受信する 電話番号 を入力します。

• SMS通知を受信できる電話番号は、韓国の携帯電話番号のみ対応しています。

4. [ 保存 ] ボタンをクリックします。

登録した電話番号の変更および削除

• 電話番号を変更する場合は、[ 変更 ] ボタンをクリックしてください。SMS認証が必要です。

• 電話番号を削除する場合は、[ 削除 ] ボタンをクリックしてください。削除後は、SMSによる通知を受信
できなくなります。

WhatsApp通知

WhatsAppを通じて通知を受信できます。

WhatsApp通知機能は、有料プロジェクトでのみ利用できます。

1. 画面右上の プロフィールアイコン をクリックし、アカウント管理 に移動します。

2. アカウント情報 の ユーザー電話番号 セクションで、[ WhatsApp ] ボタンをクリックします。

3. 認証番号を受信する 電話番号 を入力します。

4. [ 認証番号送信 ] ボタンをクリックします。

5. WhatsAppアプリケーションに送信された6桁の認証番号を入力します。

• 10分以内に認証番号を受信できなかった場合は、[ 認証番号再送信 ] ボタンをクリックしてください。

6. [ 認証 ] ボタンをクリックします。

モバイル通知

モバイル通知を受信するには、モバイル端末にWhaTapアプリケーションをインストールし、ログインする必要があり
ます。
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• WhaTapアプリケーションをダウンロード – Android

• WhaTapアプリケーションをダウンロード – iOS

繰り返し通知（エスカレーション）設定

アラート発生後も状況が解消されない場合、初回アラート発生時刻を基準に通知を繰り返す間隔を設定できます。この
設定は Critical レベルのアラートにのみ適用されます。

例えば、初回アラート発生から即時（0分）、1時間後、1日後に通知を繰り返す場合は、繰り返し通知（エスカレーシ
ョン） カラムに 0,1H,1D と入力します。

1. アラート通知 > 通知設定 に移動し、ユーザー別アラート受信設定 セクションを開きます。

2. 繰り返し通知（エスカレーション） 項目で設定します。

• M: 分、H: 時間、D: 日。単位を省略した場合は分単位として扱われます。

• 数値、または 数値＋単位（M, H, D）の形式で入力してください。入力形式が正しくない場合はメッセー
ジが表示されます。

3. [ 保存 ] ボタンをクリックしてください。保存しない場合、設定は反映されません。

イベント受信タグ

イベント設定時に イベント受信タグ を選択すると、そのタグを持つプロジェクトメンバーや 3rd-party プラグインに
通知を送信できます。イベント受信タグを設定しない場合、すべてのプロジェクトメンバー に警告アラートが送信さ
れます。

イベント受信タグの追加・編集・削除

イベントに 適用中のイベント受信タグ は削除できません。

1. アラート通知 > 通知設定 に移動します。

2. ユーザー別アラート受信設定 セクションのユーザー一覧で、+ タグ追加 または + をクリックします。

3. イベント受信タグ 画面で + 新しいタグ作成 をクリックします。

4. タグ作成 画面でタグ名を入力し、色を選択して [ タグ作成 ] ボタンをクリックします。
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5. 作成されたタグは、タグ一覧の をクリックして編集または削除できます。

6. イベント受信タグ 画面の タグ一覧 から使用したいタグを選択すると適用されます。

イベント受信タグを解除する

1. アラート通知 > 通知設定 に移動し、ユーザー別アラート受信設定 セクションを開きます。

2. イベント受信タグを解除したいユーザーの イベント受信タグ 項目にある + をクリックします。

3. イベント受信タグ 画面で、解除したいタグの X をクリックすると、そのタグが解除されます。

受信タグ未設定のアラートを受信する

イベント設定時にイベント受信タグを選択すると、そのタグを持つプロジェクトメンバーや 3rd-party プラグインに通
知を送信できます。

• イベント受信タグが設定されていないアラートを受信するには、受信タグ未設定のアラートを受信 オプションを有
効にしてください。

• イベント受信タグが設定されているアラートのみ受信したい場合は、このオプションを無効にしてください。

すべての警告アラートを受信しない場合は、このオプションを無効にし、イベント受信タグ が一つも選択さ
れていない状態にしてください。

イベント受信モードの選択

ユーザー別アラート受信設定セクションで、メンバーまたはサードパーティチャネルごとにイベント通知の受信範囲を
次の3つのモードから選択できます。受信モードは、各メンバーまたはチャネル行のイベント受信タグ列で選択しま
す。

Mode Description

すべての通知を受信 イベント受信タグに関係なく、すべての警告通知を受信

選択したタグのみ通知を受信 選択したイベント受信タグを持つ警告通知のみ受信。タグを最低1つ以上選択

すべての通知を受信しない いかなるイベント通知も受信しない。選択したタグは削除されずそのまま保存
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• 選択したタグのみ通知を受信モードでは、タグ選択領域で通知を受信するタグを1つ以上選択してください。

• イベント受信タグが指定されていない警告通知まで受信するには、タグ選択領域で未分類仮想タグを選択してくだ
さい。未分類タグは通常のタグと同様に選択または解除でき、タグ自体を編集・削除することはできません。

すべての通知を受信しないモードでは、該当メンバーまたはチャネルがイベント通知をまったく受信しませ
ん。このとき選択したタグは削除されず保存されるため、再び選択したタグのみ通知を受信モードに切り替
えると、以前に選択したタグ設定をそのまま使用できます。

通知受信言語の選択

ユーザーが受信するアラート通知の言語を選択できます。

1. アラート通知 > 通知設定 に移動します。

2. ユーザー別アラート受信設定 セクションのユーザー一覧で、言語を設定したいユーザーの一番左にある ▶ ボ
タンをクリックします。

3. 通知受信言語 を選択します。

曜日・時間別通知設定

ユーザーごとに、曜日および時間帯別の通知受信可否を設定できます。

1. アラート通知 > 通知設定 に移動します。

2. ユーザー別アラート受信設定 セクションのユーザー一覧で、曜日・時間別通知を設定したいユーザーの一番
左にある ▶ ボタンをクリックします。

3. 警告アラートを受信したい曜日を選択するか、時間帯を入力します。

• 通知手段ごとに設定できます。

サードパーティプラグイン

外部アプリケーションを通じて警告アラートを受信できます。

• 対応アプリケーション: Slack、Telegram、Teams、Teams Workflows、Jandi、AlertNow、Webhook、Webhook
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JSON、Opsgenie、PagerDuty、LINE、ilert

WhaTap のサポート範囲に含まれない社内メッセンジャーは、標準の Webhook または Webhook JSON を
使用して連携できます。

表 | サードパーティプラグイン一覧

項目 説明

プラグイン名 プラグインの名称

認証キー 認証キー

認証値 認証値

受信レベル 警告、全体、危険のいずれか

繰り返し通知（エスカレーション）
問題が解消されない場合、初回通知時刻から再通知する間隔
- Critical レベルのアラートにのみ適用

Smart メッセージ（AI）
Telegram プラグイン追加時に AI 通知機能を提供
- 対応言語：韓国語、英語、日本語

イベント受信タグ プロジェクト内の特定メンバーまたはチームに対する通知受信設定

削除 サードパーティプラグインの削除

サードパーティプラグインの追加

1. アラート通知 > 通知設定 に移動します。

2. サードパーティプラグイン セクションで 追加 ボタンをクリックします。

3. サードパーティプラグイン追加 画面で、使用するサービスのタブを選択します。

4. 選択したサービスの案内（サードパーティプラグイン通知の追加方法）に従って設定します。

5. 受信テスト ボタンをクリックして設定を確認します。
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6. すべて完了したら 追加 または 登録 ボタンをクリックします。

サードパーティプラグイン通知の追加方法

Slack

サードパーティプラグイン追加 画面の Slack タブで、[ Slackに登録 ] ボタンをクリックすると、Slack
のチームおよびチャンネルに WhaTapNotiBot を登録できます。

Telegram

1. Telegramで @WhaTapApmNotiBot を検索してください。

Telegram

2. ボットを選択し、[ 開始 ] ボタンをクリックします。

3. チャット画面に /license コマンドと、通知を受信したいプロジェクトのアクセスキーを入力
してください。

Telegram

使用可能なコマンド一覧

• /help : コマンド一覧を表示

• /license : 通知を受信するプロジェクトのアクセスキーを入力

• /remove : 通知を受信しないプロジェクトコードを入力

• /list : 現在通知を受信しているプロジェクトコードを表示

Teams

1. 通知を受信したいチャンネルの コネクタ に移動します。
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2. Webhook を追加し、[ 構成 ] ボタンをクリックします。

3. Webhook 名を入力し、[ 作成 ] ボタンをクリックします。
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4. 生成された Webhook URL をコピーします。

5. WhaTap モニタリングサービスの サードパーティプラグインの追加 画面に戻り、Teams タブ下
部の Channel Name と Webhook URL に値を入力します。

6. [ 登録 ] ボタンをクリックします。

Teams Workflows
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ワークフローを使用するには、Microsoft Teams にアクセス可能なアカウントと ビジネスプランのサブ
スクリプションが必要です。

1. チーム メニューの その他の操作 (...) > チャネルを追加 をクリックします。

2. チャネルの作成 画面で チャネル名 と 説明 を入力します。チャネルの種類 は 標準 を選択し、[
作成 ] ボタンをクリックします。
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チャネルの種類を 共有 にするとワークフローは使用できません。プライベート を選
択した場合、ワークフローは追加できますが通知は受信できません。

3. 作成したチャネルの その他の操作 (...) > ワークフロー をクリックします。
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4. ワークフロー ダイアログの一覧から Webhook 要求を受信したらチャネルに投稿 を選択し、[
ワークフローを追加 ] ボタンをクリックします。
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5. 名前 と 接続 の状態を確認し、[ 次へ ] ボタンをクリックします。

6. 詳細 を確認後、[ ワークフローを追加 ] ボタンをクリックします。

7. ワークフローが追加されました。生成された URL をコピーします。

8. WhaTap モニタリングサービスの サードパーティプラグインの追加 画面に戻り、Teams
Workflows タブ下部の Channel Name と Webhook URL に値を入力します。

9. [ 登録 ] ボタンをクリックします。

Jandi
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1. 通知を受信する トピック または チャット で、Jandi Connect 設定 に移動します。

2. コネクト一覧 から Webhook 受信（Incoming Webhook） を選択し、[ 連携する ] ボタンをク
リックします。

3. [ Webhook 受信を追加 ] ボタンをクリックします。

4. Webhook URL 登録 項目に表示される Webhook URL をコピーします。

5. WhaTap モニタリングサービスの サードパーティプラグインの追加 画面に戻り、Jandi タブ下
部の Channel Name と Webhook URL に値を入力します。

6. [ 登録 ] ボタンをクリックします。
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AlertNow

1. AlertNow サービスにアクセスし、設定 > Integration メニューに移動します。

2. Integration 画面で [ Integration 作成 ] ボタンをクリックします。

3. Integration タイプの中から WhaTap を選択します。

4. Integration 作成 画面で、名前 および 命名規則 を設定します。

5. [ 確認 ] ボタンをクリックすると、Integration が作成されます。

6. 作成された Integration の一覧を確認し、該当する Integration を選択します。
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7. 詳細画面で、URL 右側のコピーアイコンをクリックして URL をコピーします。

8. WhaTap モニタリングサービスの サードパーティプラグインの追加 画面に戻り、AlertNow タ
ブ下部の Channel Name と Webhook URL に値を入力します。

9. [ 登録 ] ボタンをクリックします。

Webhook

1. 通知を受信する Webhook を登録します。登録した URL に対して、通知の title と text が
POST メソッドで送信されます。

{
"title":"Alert Title",
"text": "Sample warning message"

}

2. Webhook Name と Webhook URL の項目を入力します。

3. [ 登録 ] ボタンをクリックします。
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Webhook JSON

1. 通知を受信する Webhook を登録します。登録した URL に対して、通知データが JSON 形式で
POST メソッドにより送信されます。JSON に含めることができる置換変数については、使用可
能な変数を参照してください。

• ${something} は WhaTap が提供する置換値を表します。対応する全一覧と意味について
は、使用可能な変数を参照してください。

• イベント状態（ status ）は、イベント発生（ on ）と イベント解消（ off ）に区別されま
す。

• level は None 、 Info 、 Warning 、 Critical に区別されます。

{
"pcode": "${pcode}",
"projectName": "${projectName}",
"time": "${time}",
"oid": "${oid}",
"oname": "${oname}",
"title": "${title}",
"message": "${message}",
"level": "${level}",
"status": "${status}",
"metricName": "${metricName}",
"metricValue": "${metricValue}",
"metricThreshold": "${metricThreshold}",
"uuid": "${uuid}",
"okind": "${okind}",
"onode": "${onode}"

}

2. Webhook Name と Webhook URL の項目を入力してください。

3. ヘッダー値を追加するには、ユーザーヘッダー値の追加 の + 追加 をクリックし、key と value
を入力してください。

4. [ 登録 ] ボタンをクリックしてください。

Opsgenie
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1. Teams メニューで、アラートを受信するチームを選択してください。

2. Integration メニューに移動し、[ Add Integration ] ボタンをクリックしてください。

3. インテグレーション一覧で API を検索し、選択してください。

4. API 名を設定し、チームを割り当て、各権限を設定した後、[ Save Integration ] ボタンをクリ
ックしてください。
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5. WhaTap モニタリングサービスの サードパーティプラグインの追加 画面に戻り、Opsgenie タ
ブ下部の Name と API Key を入力してください。

6. [ 登録 ] ボタンをクリックしてください。

PagerDuty

1. PagerDuty アカウントを登録し、ログインしてください。

2. PagerDuty で Services > Service Directory メニューに移動し、[ + New Service ] ボタンをクリ
ックしてください。

PagerDuty

3. サービス情報（Name）を入力し、[ Next ] ボタンをクリックしてください。

PagerDuty

4. Escalation Policy を設定し、[ Next ] ボタンをクリックしてください。
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PagerDuty

5. Alert Grouping と Transient Alerts を設定し、[ Next ] ボタンをクリックしてください。

PagerDuty

6. Integrations で Event API V2 を選択し、[ Create Service ] ボタンをクリックしてください。

PagerDuty

7. 作成されたサービス画面で Integration Name と Integration Key の値をコピーしてくださ
い。

PagerDuty

8. WhaTap モニタリングサービスの サードパーティプラグインの追加 画面に戻り、Integration
Name と Integration Key を入力してください。

9. [ 登録 ] ボタンをクリックしてください。

メッセージを受信できない、またはプラグインが登録されない場合は、Integration Name ま
たは Integration Key の値が正しいか確認してください。

LINE

1. LINE アプリをインストールしてください。

2. 以下の QR コードをスキャンして、WhaTapLabs 公式チャンネルを友だち追加してください。

LINE 3rd パーティプラグイン追加

3. 次のコマンドを使用して、プロジェクトを LINE と連携し、通知を設定してください。

コマンド

/help # 使用可能なコマンド一覧を表示
/list # 連携されているプロジェクト一覧を表示
/license [アクセスキー] # 新しいプロジェクト連携を追加
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/remove [プロジェクトコード] # プロジェクト連携を解除
/language [ko|ja|en] # 通知言語を設定（韓国語／日本語／英語）

• プロジェクトのアクセスキーは 管理 > プロジェクト管理 で確認できます。

• LINE 内で /language コマンドを使用した場合、その設定は 該当する LINE チャットルー
ム内のみ に適用されます。他の 3rd パーティプラグインやプロジェクトの通知言語は変更
されません。

使用例

/license XXXXXXXXXX # プロジェクトを連携
/language ko # 言語を韓国語に設定
/list # 連携済みプロジェクトを確認

• プロジェクトアクセスキー: WhaTap プロジェクト内の 管理 > プロジェクト管理 で確認でき
ます。

• 言語設定: /language コマンドは LINE チャットルーム内でのみ有効で、他の通知チャネル
の言語は変更されません。

ilert

1. ilert コンソールの Alert sources 画面右上にある [+ Create alert source] をクリックします。

2. Integration type ステップ下部の Filter integrations 検索欄に WhaTap を入力して検索しま
す。

3. 検索結果から WhaTap タイルを選択し、[ Next ] ボタンをクリックします。

4. アラートソース名を入力し、チームを指定した後、[ Next ] ボタンをクリックします。

• エスカレーションポリシーは、新規作成または既存のものを選択できます。

5. アラートのグループ化方式を選択し、[ Continue setup ] ボタンをクリックします。

• 最初に選択した Do not group alerts は後から変更可能です。

6. 次の画面で アラートテンプレートや優先度などの追加設定 を行うことができます。ここでは [
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Finish setup ] ボタンをクリックして設定を完了します。

7. 設定が完了すると、完了画面で API キー または Webhook URL が生成されます。

8. Webhook JSON タブで生成された Webhook URL をコピーし、下部の Webhook URL 入力欄
に貼り付けます。

9. [ 登録 ] ボタンをクリックします。

大量アラート発生の防止

短時間に大量のアラートが発生した場合、指定した時間だけアラート通知を一時的に停止します。たとえば、5 分間に
20 件のイベントが発生すると、その後 5 分間は警告アラートが送信されません。設定した 停止時間 が経過すると、大
量アラート防止機能は自動的に解除されます。

1. 次の画面に移動してください。アラート通知 > 通知設定 > 大量アラート通知発生防止 セクション

2. トグルボタンをクリックして 有効化 または 無効化 します。

• 有効: 大量アラートを検知した場合、一時的に通知を停止

• 無効: アラート通知を再開

3. 検知時間, 検知回数, 停止時間 を設定してください。

• 検知時間 内に 検知回数 以上のイベントが発生すると、停止時間 の間、警告アラートが停止されます。

大量アラートによってブロックされた場合、ブロック案内ボックスが表示されます。大量アラート防止機能
をすぐに解除するには、ボックス内の 大量アラート発生中止 ボタンをクリックしてください。
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イベント通知フォーマット

共通アラートテンプレート

共通テンプレートは、ほとんどのケースで適用できます。さまざまな環境において、同一のフォーマットでアラートを
受信できます。

• プロダクトタイプ: アプリケーション、データベース、Kubernetes

• イベントタイプ: アプリケーションアラート、データベースアラート、メトリクスアラート

• イベントチャネル: SMS、Mobile、3rd-party プラグイン、プラグイン

イベントタイトル

Event title format

[Level][Platform][ProjectName][ApplicationName][EventTitle]

Event title example

[Info][JAVA][アプリケーションプロジェクト][TC-0-1-8081][CRITICAL_HIGH_MEMORY]

ApplicationName が設定されていない場合、イベントタイトルから省略されます。

• Platform は以下のいずれかで表示されます。
◦ JAVA

◦ NODEJS

◦ PYTHON

◦ PHP

◦ DOTNET

◦ GO

◦ POSTGRESQL
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◦ ORACLE

◦ MYSQL

◦ MSSQL

◦ BSM_JAVA

◦ CLOUDWATCH

◦ TIBERO

◦ KUBERNETES

◦ KUBE_NS

◦ URLCHECK

◦ URLCHECK_ADMIN

◦ CUBRID

◦ ALTIBASE

◦ CLUSTER

◦ REDIS

◦ MONGODB

◦ VR

◦ RUM

イベントメッセージ

イベントメッセージに含めることができる情報です。 optional が false の場合、常にメッセージに含まれます。
optional が true の場合、該当データが確認できるときのみ表示されます。

イベントメッセージ例

Project Name : アプリケーションプロジェクト
Project Code : 3
Agent Name : TC-0-1-8081
Message : RECOVERED: Memory is too high. less than 10%
Event Time : 2022-04-12 18:53:24 +0900
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Event OFF Time : 2022-04-12 18:53:24 +0900
Alert Type : APPLICATION_MEMORY
Metric Name : memory
Metric Value : 20
Metric Threshold : 10
Stateful : true

表 | イベントメッセージ構成要素

En Ko
対応するアラートタ

イプ
説明

Project Name プロジェクト名 全て -

Project Code
プロジェクトコー
ド

全て -

Agent Name エージェント名 全て（optional） oname

Message
イベントメッセー
ジ

全て -

Alert Type イベント種別 全て 下記の AlertType 表を参照

Event Time イベント発生時間 全て
2022-04-13 10:40:49 +0900 の
+0900 は GMT オフセット

Event Off Time イベント解除時間 全て（optional）
2022-04-13 10:40:49 +0900 の
+0900 は GMT オフセット

Metric Name メトリクス名 全て（optional）
イベント条件判定に使用されるメト
リクス名

Metric Value メトリクス値 全て（optional）
メトリクス値が閾値を超えた場合に
含まれる

Metric Threshold メトリクス閾値 全て（optional） メトリクス条件の閾値
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En Ko
対応するアラートタ

イプ
説明

Stateful 復旧イベント通知 全て（optional）
復旧通知が有効な場合 true 、それ以
外は false

Event Rule イベント発生条件 メトリクスアラート -

Target Filter イベント対象選択 メトリクスアラート
特定対象から収集されたメトリクス
のみ評価

Repeat Count
イベント繰り返し
回数

メトリクスアラート
繰り返し時間内に指定回数条件を満
たすと発生

Repeat Duration
イベント繰り返し
時間

メトリクスアラート 繰り返し回数を評価する時間

Receiver 受信者 メトリクスアラート -

Query MXQL クエリ
複合メトリクスアラ
ート

-

Rule イベント発生条件
複合メトリクスアラ
ート

-

Query Period クエリ期間
複合メトリクスアラ
ート

-

Query Interval クエリ間隔
複合メトリクスアラ
ート

-

Silent Time サイレント時間
複合メトリクスアラ
ート

-

Query URL Exception アラート 例外を発生させたリクエストの URL

TXID
トランザクション
ID

Exception アラート -
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En Ko
対応するアラートタ

イプ
説明

Class エラークラス名 Exception アラート -

Log Message ログメッセージ
サーバー－ファイル
ログアラート

-

Log File ログファイルパス
サーバー－ファイル
ログアラート

-

IP IP
サーバーアラート全
体

-

CPU CPU
サーバーアラート全
体

イベント発生時のスナップショット

CPU_load1 CPU_load1
サーバーアラート全
体

イベント発生時のスナップショット

CPU_loadPerCore CPU_loadPerCore
サーバーアラート全
体

イベント発生時のスナップショット

Memory メモリ
サーバーアラート全
体

イベント発生時のスナップショット

Swap スワップ
サーバーアラート全
体

イベント発生時のスナップショット

Disk Name | Used Percent |
Free Size | IO Percent

ディスクパフォー
マンス

サーバーアラート全
体

イベント発生時のスナップショット

Name | Bps | Pps
トラフィックパフ
ォーマンス

サーバーアラート全
体

イベント発生時のスナップショット

Message | Time | Name
処理履歴メッセー
ジ

サーバーアラート全
体

-
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このセクションでは、該当するイベントで提供可能な情報を最大限に表示します。

• AlertType は以下のいずれかの値で表示されます。

AlertType 説明

APPLICATION_CPU アプリケーション CPU アラート

APPLICATION_MEMORY アプリケーション メモリアラート

APPLICATION_DISK アプリケーション ディスクアラート

APPLICATION_ACTIVE_TRANSACTION アプリケーション アクティブTXアラート

APPLICATION_ERROR_TRANSACTION アプリケーション エラートランザクションアラート

APPLICATION_SLOW_TRANSACTION アプリケーション トランザクション応答時間アラート

METRICS メトリクスアラート

COMPOSITE_METRICS 複合メトリクスアラート

ANOMALY 異常値アラート

LOG_REALTIME リアルタイムログアラート

COMPOSITE_LOG 複合ログアラート

SERVER_REBOOT サーバー 再起動アラート

SERVER_NO_DATA サーバー データ未受信アラート

SERVER_PORT サーバー ポートアラート

SERVER_NETWORK_IOPS サーバー ネットワーク IOPS アラート

SERVER_NETWORK_BPS サーバー ネットワーク BPS アラート
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AlertType 説明

SERVER_DISK_IO サーバー ディスク I/O アラート

SERVER_DISK_QUOTA サーバー ディスク使用量アラート

SERVER_DISK_INODE サーバー inode アラート

SERVER_CPU サーバー CPU アラート

SERVER_MEMORY サーバー メモリアラート

SERVER_CPU_STEAL サーバー CPU steal アラート

SERVER_MEMORY_SWAP サーバー スワップメモリアラート

SERVER_LOG_FILE サーバー ログファイルアラート

SERVER_WINDOW_EVENT サーバー Windows イベントアラート

SERVER_OFF サーバー アラート OFF 通知

SERVER_ACKNOWLEDGE サーバー 処理確認通知

SERVER_PROCESS_COUNT サーバー プロセス数アラート

SERVER_PROCESS_CPU サーバー プロセス CPU アラート

SERVER_PROCESS_MEMORY サーバー プロセス メモリアラート

SERVER_PROCESS_OFF サーバー プロセスアラート OFF 通知

AGENT_ACTIVE エージェント 有効化アラート

AGENT_INACTIVE エージェント 無効化アラート
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AlertType 説明

AGENT_REACTIVATED エージェント 再有効化アラート

URL URL アラート

TOO_MANY_EVENT イベント多発アラート

CLOUD_WATCH CloudWatch アラート

EXCEPTION 例外アラート

アプリケーション警告アラート

アプリケーションアラートでは、Event Title と Event Message の両方が提供されます。イベント状態が解消されたら
追加に通知する 機能を使用している場合、イベント発生条件が解除されると Event Off Message が送信されます。

Event
Type

Event
Level

Event Title Event Message Event Off Message

サーバー
CPU

Warning HIGH_CPU
CPU is high. ${value}%
(>= ${threshold}%)

RECOVERED: CPU is high. less
than ${threshold}%

サーバー
CPU

Critical CRITICAL_HIGH_CPU
CPU is too high.
${value}% (>=
${threshold}%)

RECOVERED: CPU is too high.
less than ${threshold}%

サーバー
メモリ

Warning HIGH_MEMORY
Memory is high.
${value}% (>=
${threshold}%)

RECOVERED: Memory is high.
less than ${threshold}%

サーバー
メモリ

Critical CRITICAL_HIGH_MEMORY
Memory is too high
${value}% (>=

RECOVERED: Memory is too
high. less than
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Event
Type

Event
Level

Event Title Event Message Event Off Message

${threshold}%) ${threshold}%

サーバー
ディスク

Warning HIGH_DISK
Disk is high ${value}% (>=
${threshold}%)

RECOVERED: Disk id high.
less than ${threshold}%

サーバー
ディスク

Critical CRITICAL_HIGH_DISK
Disk is too high ${value}%
(>= ${threshold}%)

RECOVERED: Disk is too highf.
less than ${threshold}%

正常トラ
ンザクシ
ョン

Warning HIGH_ACTIVE_TRANSACTION
Active Transaction Count
is over ${value} (>=
${threshold})

RECOVERED: Active
Transaction Count is less
than ${threshold}

エラート
ランザク
ション

Warning HIGH_ERROR_TRANSACTION
Error Transaction Count is
over ${threshold}
(${value})

RECOVERED: Error
Transaction Count is less
than ${threshold}

遅いトラ
ンザクシ
ョン

Warning TOO_MANY_SLOW_TX
Too many delayed
transactions (${value},
above ${time} ms)

RECOVERED: Too many
delayed transactions. less
than ${threshold}
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イベント履歴
ホーム > プロジェクト選択 > アラート通知 > イベント履歴

イベント履歴 では、プロジェクトで発生したさまざまなイベントを確認し、詳細情報を分析できます。Elasticsearch
DSL クエリをサポートしており、指定した条件に一致するイベントを迅速かつ正確に検索できます。

イベント履歴の確認

検索結果で イベントタイトルをクリックすると、そのイベントが発生した時間帯の詳細データを分析できる画面に移
動します。これにより、イベント発生前後の状況を総合的に把握できます。

1. アラート通知 > イベント履歴 に移動してください。

2. イベント履歴 画面の 時間選択 で、イベント履歴を確認する期間を設定してください。

3. フィルター入力欄にクエリを入力し、[ 虫眼鏡 ] ボタンをクリックしてください。

• クエリを入力しない場合、すべてのイベントが表示されます。

カラム設定

表示するカラムや非表示にするカラムを設定できます。

1. イベント履歴 画面の左上にある [ カラム設定 ] ボタンをクリックしてください。

2. カラム設定 画面で、表示または非表示にするカラムを選択してください。

• 表示項目 でカラムの順序を変更できます。

• カラム名検索 欄で目的のカラムを検索できます。

カラム項目 説明

イベント名 イベントのタイトル

メッセージ イベントのメッセージまたはスナップショット情報

イベント履歴



カラム項目 説明

イベント状態 イベントの現在の状態

エージェント名
イベントが発生した対象エージェントの名前（Oname）
- 特定のエージェントに紐づかないイベントの場合は空欄で表示されます

エージェントグループ
イベントが発生した対象エージェントの種類（OkindName）
- 特定のエージェントに紐づかないイベントの場合は空欄で表示されます

エージェントノード
イベントが発生した対象エージェントのサーバー（OnodeName）
- 特定のエージェントに紐づかないイベントの場合は空欄で表示されます

イベント発生時刻 イベントが発生した時刻

イベント解消時刻
イベントが解消された時刻
- 解消状態を持たないイベントの場合は - と表示されます

3. 設定が完了したら、[ 確認 ] ボタンをクリックしてカラム設定を反映してください。

CSV ダウンロード

検索結果を CSV ファイル形式でダウンロードできます。

1. アラート通知 > イベント履歴 で [ CSV ] ボタンをクリックしてください。

2. 現在のフィルター条件に一致するイベント一覧が CSV ファイルとして保存されます。

進行中のイベントのみ表示

現在進行中の状態のイベントのみを表示できます。

1. アラート通知 > イベント履歴 で [ 進行中のイベントのみ表示 ] ボタンをクリックしてください。

2. フィルタークエリに次の条件が自動的に追加され、検索が実行されます。

イベント履歴
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Stateful: true and Status : "ON"

イベント検索

• 正確な検索: 必要なイベントだけを取得できるよう、条件を正確に指定

• 複合条件: 複数のフィールドを同時に検索し、複雑な条件も一度に処理

• 柔軟なパターン: ワイルドカードや部分一致など、さまざまな検索方式をサポート

• 高速パフォーマンス: インデックス化されたデータを活用した高速検索

検索可能なフィールド

フィールド名および値は大文字と小文字を区別しません。

• フィールド名タグ: フィールドがサポートされるイベントタイプ

• フィールドタイプ: フィールドのデータ型

◦ : Number

◦ : String

◦ : Boolean

◦ : Date

イベント情報フィールド

フィールド名 タイプ 説明 例

Title String イベントタイトル "Database Connection Error"

OffTitle String イベント解消タイトル "RECOVERED: Database Connection Error"

Message String イベントメッセージ "Connection timeout occurred"

OffMessage String イベント解消メッセージ "RECOVERED: Connection timeout occurred"
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フィールド名 タイプ 説明 例

Level String 現在のイベントレベル Critical , Warning , Info

OriginLevel String 元のイベントレベル Critical , Warning , Info

Status String イベント状態
ON , OFF , CANCEL , ACKNOWLEDGE , MAINTENANCE ,
DISABLED

ActCount Number 発生回数 2

MetricName String 指標名 "memory"

MetricValue String 指標値 "85.5"

OffValue String 解消時の値 "72.8"

MetricThreshold String 閾値 "80"

alertType String イベント種別 "BASIC", "METRICS", "TRANSACTION" など

alertId String
イベントルールの一意識
別子

"zf3uojer0fv4v7"

イベントタイプ別対応フィールド

特定のイベントタイプでのみサポートされるフィールドです。該当しないイベントタイプの場合、値が存在
しないことがあります。

フィールド
名

タイ
プ

イベ
ント
種別

説明 例

eventRule String
基
本、
メト

イベ
ント
発生

"memory ≥ 80"
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フィールド
名

タイ
プ

イベ
ント
種別

説明 例

リク
ス

ルー
ル

field String

リア
ルタ
イム
ログ

ログ
検索
キー

"content"

keyword String

リア
ルタ
イム
ログ

ログ
検索
値

"Error"

logCategory String

リア
ルタ
イム
ログ

ログ
カテ
ゴリ

"AppLog"

logContent String

リア
ルタ
イム
ログ

ログ
内容

"00:00000:00009:2025/04/06 23:03:52.55 server Error: 1601, Severity: 17,
State: 3\n00:00000:00009:2025/04/06 23:03:52.55 server There are not
enough 'user connections' available to start a new process."

対象フィールド

フィールド名 タイプ 説明 例

Oid Number エージェントの一意識別子 -98765432

Oname String エージェント名 "web-server-01"

Okind Number エージェント種別の一意識別子 867318026
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フィールド名 タイプ 説明 例

OkindName String エージェント種別名 "web-server"

Onode Number エージェントノードの一意識別子 334634079

OnodeName String エージェントノード名 "production-node-1"

イベント固有値フィールド

フィールド名 タイプ 説明 例

Id Number イベントの一意識別子 5768121

UUID String イベント固有識別子 "550e8400-e29b-41d4-a716"

状態／フラグフィールド

フィールド名 タイプ 説明 例

Stateful Boolean 状態ベースイベントかどうか true, false

Disabled Boolean 無効化されたイベントかどうか true, false

Escalation Boolean エスカレーション有無 true, false

SystemEvent Boolean システムイベントかどうか true, false

検索タイプ別クエリ構文

検索の基本構文については、WhaTap ログ検索クエリ構文 ドキュメントを参照してください。
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1. キーワード検索

「Database Connection」という文字列を含むイベント

title: "Database Connection"

2. 複数値検索

指定した複数の値のうち、いずれかを含むイベントを検索します。

title: Database Connection

現在のイベントレベルが Info または Warning のイベント

level: info warning

3. パターン検索

ワイルドカードを使用してパターン検索ができます。

名前パターンで特定のエージェントで発生したイベントを検索

oname: web-*-prod

タイトルが Connection で終わるイベントを検索

title: *Connection

4. 複合条件検索

複数の条件を組み合わせて、より正確に検索できます。

レベルが Critical で、タイトルに Database を含むイベント

level: critical and title: Database

特定のエージェントにおける Warning または Critical のイベント
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oname: web-server-01 and level: Warning Critical

5. OR 条件検索

複数の条件のうち、いずれか一つでも満たすイベントを検索します。

タイトルまたはメッセージに特定のキーワードを含むイベント

title: Connection or message: Connection

6. 除外条件

特定の条件を除外して検索できます。

Info レベルを除いたすべてのイベント

not level: info
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リアルタイムアラート
リアルタイムアラート 機能は、イベント設定 で設定したイベントが発生した際に、ポップアップ形式で表示されま
す。イベント発生と同時に通知を受け取ることで、問題を迅速に把握し、対応することができます。また、すでに発生
した通知や見逃した通知の履歴を確認することで、リアルタイム対応が難しかった状況を把握し、解決に役立てること
ができます。

リアルタイムアラートを確認する

リアルタイムアラートは、画面右上にポップアップとして表示されます。通知が発生した時刻、タイトル、メッセージ
を確認できます。

• 個別の通知を閉じるには、メッセージ右上の ボタンをクリックしてください。

• 画面に表示されているすべてのポップアップ通知を閉じるには、すべての通知を閉じる をクリックしてください。

通知履歴を確認する

1. プロジェクトを選択して表示される画面の最上部にある をクリックしてください。

2. リアルタイムアラート ウィンドウが表示されます。

• 現在のプロジェクトについて、直近24時間以内の通知を最大100件まで確認できます。

• 個別のイベント項目を選択すると、関連するメニューに移動します。

• リアルタイムアラート ウィンドウ内の時間別チャートで任意の時間帯を選択すると、該当するイベント
項目に移動します。

リアルタイムアラート



• すべての通知履歴を確認するには、全体の通知履歴 ボタンをクリックしてください。アラート通知 > イ
ベント履歴 メニューに移動します。

リアルタイムアラート の一覧が空の場合、全体の通知履歴 ボタンが表示されます。受信タグ未設定
の通知を受け取る オプションを無効にしてください。

イベントを一括で解消する

リアルタイムアラート の一覧から、進行中のすべてのイベントを一括で解消できます。
イベント解消が完了するまでに、約30秒～1分程度かかる場合があります。

• イベント一括処理 機能を使用すると、現在進行中のイベントに対する解消通知が大量に発生する可能性がありま
す。

• イベント一括処理 機能を使用した後でも、イベントルールが有効であり、データが引き続きしきい値を超えている
場合、イベントは再度発生することがあります。

• イベント解消通知は、アラート通知 > イベント設定 メニューでイベントを編集し、イベントが解消されたときに追
加通知 または 解消通知 オプションを無効にすることで停止できます。

使用方法:
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1. プロジェクトを選択して表示される画面上部の をクリックします。

2. リアルタイムアラート ウィンドウが表示されたら、右上の をクリックします。

3. リアルタイムアラートリストの進行中イベントを一括で解消します。 というメッセージが表示されたら、解
消 ボタンをクリックします。

リアルタイムアラートを設定する

1. プロジェクトを選択して表示される画面上部の をクリックします。

2. リアルタイムアラート ウィンドウが表示されたら、右上の をクリックします。

3. リアルタイムアラート設定画面で各項目を設定します。

• ポップアップ通知: リアルタイムアラート ウィンドウが閉じている状態でも、ポップアップ形式で通知を
表示します。

• 解消済みイベントを表示: リアルタイムアラート 一覧に解消済みイベントも含めて表示します。

• 通知音の試聴: ブラウザで再生される通知音を事前に確認できます。Critical または Warning の横にある
をクリックしてください。音が再生されない場合は、ブラウザの設定をご確認ください。
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システムイベント
WhaTap モニタリングは、プラットフォーム全体で自動的に検知・生成される共通イベントを提供します。本ドキュメ
ントでは、システムによって発生するイベントの種類、発生条件、および対応方法について説明します。

EVENT_BLOCKED_BY_SYSTEM

プロジェクト内で短時間に過剰な数のイベントが発生した場合、WhaTap システムがこれを検知し、イベントの発生を
一時的にブロックします。イベントがブロックされると、システムは次のメッセージをユーザーに通知します。このイ
ベントが発生した場合は、イベント設定内容を確認し、必要に応じて調整してください。

システムイベント



ブロック基準

イベントは次の基準に基づいてブロックされます。

1. エージェント単位のブロック

1つのエージェントで 1分以内に10件 のイベントが発生した場合、そのエージェントから発生する以降のイ
ベントはブロックされます。

2. 複数エージェントによる全体ブロック

条件 1 によりイベントがブロックされたエージェントが 1分以内に3件以上 発生した場合、プロジェクト全体
のイベントがブロックされます。

3. プロジェクト単位のブロック

1つのプロジェクトで 1分以内に100件 のイベントが発生した場合、プロジェクト全体のイベントがブロック
されます。

ブロック解除方法

システムによってイベントがブロックされた場合、対象のエージェントまたはプロジェクトで 1分間 イベントが発生し
ない状態を維持する必要があります。

• アラート通知 > イベント設定 メニューから設定されているすべてのイベントを無効化してください。イベント設定
を見直し、過剰なイベントが発生しないように閾値を調整する必要があります。

• イベントを設定する前に、シミュレーション 機能を活用してイベント発生回数を事前に予測できます。

システムイベント
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インスタンスの性能管理
ホーム画面 > プロジェクト選択 > インスタンス性能管理

アプリケーションの環境を確認し、性能に関連する設定を確認できます。 エージェントおよびアプリケーションに関
する詳細情報を確認できます。

• 右上のテキスト入力欄から希望する項目がフィルタリングできます。

• モニタリング対象サーバーに位置するエージェントおよびアプリケーションの変更が自動的に反映されない場合
は、 リフレッシュボタンを選択します。

エージェントリスト

画面左側のアプリケーション一覧では、プロジェクトに割り当てられたエージェントの一覧を確認できま
す。 個々のエージェント項目を選択すると、右画面に、設定された環境変数、エージェント設定及びに性能
に関する情報を照会できます。

エージェント一覧を更新するか、非活性化されたエージェントを再起動しても一覧に自動的に表示されない
場合は、 ボタンを選択します。

インスタンスの性能管理



実行環境変数

ホーム画面 > プロジェクト選択 > インスタンス性能管理 > 実行環境変数

エージェントの実行に関連する環境変数を照会できます。 環境変数のうち、重要な情報またはアプリケーションの状
態情報をWhaTapサーバーに保存し、エージェントがダウンしても照会が可能です。 エージェントバージョンやインス
トールパス、名前、IPアドレスなどを確認できます。 CSVボタンをクリックすると、環境変数情報をダウンロードでき
ます。 主な確認事項は次のとおりです。

• (アプリケーション).version : アプリケーションのバージョンを確認できます。

• file.encoding : utf-8 といったファイルエンコーディング形式を確認できます。

• os.name : OSを確認できます。

• user.language : ユーザー言語を確認できます。

環境変数

ホーム画面 > プロジェクト選択 > インスタンス性能管理 > 環境変数

インスタンスの性能管理
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アプリケーションの実行に関連する環境変数情報を照会できます。 環境変数メニューは、照会時点の環境変数情報を
収集して提供します。 System.getProperty() を使用して、パラメータとして渡されたキーの値を照会します。 主な確
認事項は次のとおりです。

• (アプリケーション).version : アプリケーションのバージョンを確認できます。

• file.encoding : utf-8 といったファイルエンコーディング形式を確認できます。

• OS環境変数: 例えば (env) LANG 環境変数のように接尾辞 (env) 形式で提供されます。

エージェントログ

ホーム画面 > プロジェクト選択 > インスタンス性能管理 > エージェントログ

インスタンスの性能管理
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モニタリング対象サーバーに保存されているエージェントログを照会できます。 ログのファイル名は、whatap-
YYYYMMDD .log形式です。 各ログを選択して、ログに含まれてあるエラーやイベントに関する情報が確認できます。

ログに関連するエージェント設定は、次の文書を参照してください。

インスタンスの性能管理
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連携プロジェクト管理
ホーム画面 > プロジェクト選択 > 管理 > 連携プロジェクト管理

データベースモニタリング(DPM) プロジェクトとアプリケーションのモニタリング(APM) プロジェクトを生成した場
合、2つのプロジェクトを連携してDPMで収集したモニタリングデータをAPMプロジェクトで確認できます。

連携プロジェクト管理機能を使用すると、製品または機器中心のモニタリングを超えて、複数のプロジェクト間のモニ
タリングデータを統合して確認できます。 これは、アプリケーション、データベースなど、 様々なシステムコンポー
ネントがどのように相互作用するかを分析するのに役立ちます。 特に、性能低下が発生した時に装備の問題なのか個
別アプリケーションの問題なのか迅速に把握でき、問題解決時間を大幅に短縮できます。 連携プロジェクト管理これ
により、ユーザーシステム単位で性能データを総合的に分析し、より可視的なインサイトを確保できます。

開始前の参考事項

• 対応するデータベース: PostgreSQL、Oracle、MySQL、SQL Server、CUBRID、Altibase、Redis、
MongoDB

連携プロジェクトを追加する

1. 管理 > 連携プロジェクト管理メニューに移動します。

2. 連携プロジェクトの登録セクションでプロジェクト選択入力欄を選択します。

連携プロジェクト管理



3. 選択できるプロジェクトの一覧が表示されたら、連携するプロジェクトを選択します。 文字列を入力して、
一致するプロジェクトを検索もできます。

4. プロジェクトを1つ以上選択した後に有効になった追加ボタンを選択します。

連携プロジェクトのリストに選択したプロジェクトが追加されます。

連携プロジェクトを追加するためには、プロジェクト修正権限が必要です。 修正権限がある場合連携プロジ
ェクト管理メニューで追加ボタンが有効になります。

連携プロジェクトのメトリクスを確認する

追加した連携プロジェクトに関連するメトリクスは分析 > ヒットマップメニューで確認できます。 トランザクション
を照会する際に連携されたプロジェクトの性能メトリクスを一緒に確認できます。

この機能は、APMプロジェクトでトランザクションを分析する際に、SLOW SQLがあった場合、類似な複数のDBを使
用する環境で、正確にどのDBで問題が発生したのかを確認しにくい状況に役立ちます。

連携プロジェクト管理
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1. トランザクションを照会する時間とアプリケーションを設定した後 ボタンを選択します。

2. ヒットマップTXセクションで右上にある連携プロジェクトボタンを選択します。

3. 連携プロジェクトのメトリクスを確認できる新しい画面が表示されます。

左の一覧で連携プロジェクトを選択し、インスタンスダッシュボードセクションのメトリクスを確認します。 インス
タンスダッシュボードでは、アプリケーションで実行されたトランザクションに連携されたデータベースの主要な性能
メトリクスを確認できます。

連携プロジェクト管理
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選択したプロジェクトのダッシュボードメニューに移動するには、インスタンスを選択し、右上のインスタンスの移動
ボタンをクリックします。 ダッシュボード > インスタンスモニタリングメニューに移動します。

• ヒットマップTXセクションの連携プロジェクトボタンは、連携されたプロジェクトがある場合にのみ表
示されます。 連携プロジェクトの追加についての詳細は次の文書を参照してください。

• 左の連携プロジェクト一覧の上にある追加ボタンを選択するとプロジェクトを追加できます。

• インスタンスの移動ボタンは、全体を選択した状態では無効になります。

• データベース商品の種類によって分析 > カウント推移メニューに移動できます。

連携プロジェクトを削除する

1. 管理 > 連携プロジェクト管理メニューに移動します。

2. 連携プロジェクトのリストセクションで連携を解除しようとするプロジェクトを削除するには、一覧の一番
右にある ボタンを選択します。

3. 確認メッセージが表示されたら削除ボタンを選択します。

連携プロジェクトのリストセクションで削除したプロジェクトは除外されます。

連携プロジェクト管理
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実験室

ユーザーに新機能または試験的な機能を提供します。 サイドメニューの 実験室 または サイトマップ からアクセス
できます。 商品によって提供する機能が異なる場合があります。

サイトマップから実験室メニューにアクセスする

サイドメニューに 実験室 が表示されていない場合は、 サイトマップ からアクセスできます。

1. 画面左下の サイトマップ アイコンをクリックしてください。

2. サイトマップ ウィンドウの右下にある 実験室 セクションで、目的のメニューを選択してくださ
い。

注意

実験室の機能は現在開発中のベータ版であり、予期せぬ挙動やエラーが発生する可能性があります。 十分な
検証の上でご利用ください。 重要なデータがある環境や運用環境では使用を推奨しません。 フィードバック
や問題点に対するお問い合わせは、サポートチーム(support@whatap.io)までご連絡ください。

MXQL Data

MXQLは、WhaTapの性能データ(メトリクス)を柔軟に検索するためのクエリ言語です。 プロジェクトに含まれる複数
のエージェントから収集したメトリクスを統合的に照会・活用するために使います。 MXQLの詳細については、次のド
キュメントをご参照ください。

ビジネスダッシュボード

ビジネスダッシュボードは、アプリケーションのビジネス単位（App Context）ごとのパフォーマンスをモニタリング
できるダッシュボードです。
URLパターンやパスに基づいて定義された各ビジネス項目について、リアルタイムおよび過去のパフォーマンスデータ
を確認・分析できます。
TPS、応答時間、エラー率などの主要なパフォーマンス指標をビジネス単位で確認することで、特定の業務やサービス
のパフォーマンス状況を迅速に把握できます。
詳しくは、次のドキュメントをご参照ください。

実験室
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対応エージェントバージョン

• Java：2.2.40以上

• PHP：2.11.0以上

• Python：1.8.5以上

• .NET：2.4.3以上

通知メッセージ

プロジェクトメンバーにメールまたはサードパーティープラグインを通じて伝える、アラート通知メッセージを修正で
きるユーザー定義機能を提供します。 詳しい内容は、次の文書を参照してください。

実験室
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